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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

井
野
周
隆

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
田
中
芳
道　

�
 

柴
田
泰
山　
八
橋
秀
法

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　
曽
田
俊
弘　
伊
藤
茂
樹　

�
 

安
達
俊
英　

善
裕
昭　
上
野
忠
昭

中
川
正
業　
　
　

�

鵜
飼
秀
徳　
粟
飯
原
岳
志　

角
野
玄
樹　

�
 

岩
井
正
道　
田
中
裕
成

【
研
究
目
的
】

現
在
、
結
縁
授
戒
会
の
現
場
に
お
い
て
、『
十
二
門
戒
儀
』

の
「
第
十
説
相
」
に
お
い
て
十
重
禁
戒
の
戒
相
に
つ
い
て
は
説

か
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
四
十
八
軽
戒
の
戒
相
に
つ
い
て
ま

で
説
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
浄
土
宗
教
師

で
す
ら
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
、
一
々
の
戒
相
に
つ
い
て
は
、

な
お
ざ
り
に
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

ま
ず
教
師
自
身
が
、
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相
を
正

し
く
理
解
し
た
う
え
で
、
現
代
社
会
に
戒
の
精
神
を
伝
え
、
実

践
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
本
研
究
班
の
目
的
は
、
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々

の
戒
相
に
つ
い
て
現
代
的
理
解
を
施
し
、一
般・檀
信
徒
に
対
し
、

戒
に
基
づ
く
生
活
を
勧
め
る
一
助
と
な
る
試
案
を
提
示
す
る
こ

と
に
あ
る
。
具
体
的
に
四
十
八
軽
戒
の
一
々
の
条
項
を
キ
ャ
ッ

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解
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研究活動報告

チ
コ
ピ
ー
化
し
て
、
掲
示
伝
道
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
し
広
く
発
信

し
て
い
き
た
い
。

【
研
究
内
容
】

本
研
究
班
で
は
、
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
に
、
大
雲
校
訂

版
『
菩
薩
戒
経
』（『
梵
網
経
』）
を
輪
読
し
、
書
き
下
し
と
現

代
語
訳
を
作
成
し
た
う
え
で
、
四
十
八
軽
戒
の
一
々
の
戒
相
に

つ
い
て
現
代
的
理
解
を
施
し
て
い
き
た
い
。
そ
も
そ
も
、
四
十

八
軽
戒
の
戒
相
の
中
に
は
、
少
な
か
ら
ず
現
代
人
の
生
活
習
慣

や
価
値
観
と
か
け
離
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
研
究
班
の
方
針
と
し
て
、
教
条
主
義
的
に
字
句
通
り
に
理
解

す
る
だ
け
で
な
く
、
一
々
の
戒
相
の
制
定
意
図
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
現
代
に
も
通
じ
る
よ
う
な
四
十
八
軽
戒
の
理
解
を
施
し

て
い
き
た
い
。

そ
こ
で
本
年
度
は
、
四
十
八
軽
戒
を
検
討
す
る
前
段
階
と
し

て
、
大
雲
校
訂
版
『
菩
薩
戒
経
』（『
梵
網
経
』）
に
基
づ
き
、

十
重
禁
戒
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

ま
た
、
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
戒
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
に
以
下
の
講
師
を
招
聘

し
た
。

・小
澤
憲
珠
台
下
（
前
所
長
）　　
　
「
四
十
八
軽
戒
に
つ
い
て
」

・
木
津
恵
雄
先
生
／
堀
有
輝
先
生　

�「
新
た
な
授
戒
会
の
取
り

組
み
の
実
際
に
つ
い
て
」

・
吉
水
岳
彦
先
生　
　
　
　
　
　
　

�「
円
頓
戒
の
実
践
に
つ
い

て
」

【
研
究
成
果
】

大
雲
校
訂
版
『
菩
薩
戒
経
』（『
梵
網
経
』）
を
輪
読
し
、「
序

偈
」
か
ら
十
重
禁
戒
の
「
第
十
謗
三
宝
戒
」
ま
で
の
書
き
下
し

と
現
代
語
訳
を
作
成
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
九
年
三
月
（
六
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�
五
月
十
日　
五
月
十
八
日　
六
月
十
四
日　
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六
月
二
十
九
日　
七
月
一
日　
七
月
七
日　

 

七
月
十
九
日　
九
月
六
日　
十
月
二
十
五
日　

 

十
一
月
二
十
九
日　
十
二
月
二
十
日

令
和
五
年　

�
一
月
三
十
一
日　
二
月
十
四
日　
二
月
二
十
一
日　

三
月
十
四
日

�

【
文
責
】
井
野
周
隆
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

名
和
清
隆

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
東
海
林
良
昌　
宮
坂
直
樹

和
田
典
善　
　
　

�

大
橋
雄
人　
工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

武
田
道
生　
石
上
壽
應　
菅
波
正
行　

�
 

鍵
小
野
和
敬　
大
屋
正
順

【
研
究
目
的
】

開
宗
八
五
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
寺
檀
関
係
、
ま
た
お

念
仏
の
信
仰
を
如
何
に
継
承
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
研
究
班
で
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど

も
と
そ
の
親
世
代
、
ま
た
喪
主
と
し
て
寺
院
と
中
心
的
に
関
わ

り
始
め
る
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
四
～
五
年
度
は
青
年
層
（
高
校
生
～
二
〇
歳
代
）、
お

よ
び
壮
年
層
（
三
〇
歳
代
～
五
〇
歳
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

こ
れ
ら
の
世
代
に
対
す
る
教
化
施
策
に
つ
い
て
、
広
報
の
視
点

を
含
め
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

本
研
究
班
は
、
社
会
部
か
ら
の
研
究
委
託
を
受
け
て
研
究
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
宗
や
関
連
団
体
が
活
用
で
き
る
教
化
資
料

の
作
成
を
目
指
し
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

上
半
期
で
は
、
主
に
青
壮
年
層
教
化
に
関
す
る
基
礎
的
情
報

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
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の
収
集
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
浄
土
宗
内
外
寺
院
、
お
よ

び
他
教
団
に
お
け
る
青
壮
年
層
教
化
施
策
の
把
握
、
お
よ
び
慈

悲
つ
む
ぎ
セ
ミ
ナ
ー
資
料
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。下

半
期
に
お
い
て
は
、
上
半
期
に
お
い
て
収
集
し
た
情
報
の

整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
具
体
的
な
教
化
施
策
、
教
化
資
料
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

青
年
層
・
壮
年
層
を
浄
土
宗
・
浄
土
宗
寺
院
と
の
係
わ
り
合

い
度
合
い
で
階
層
化
す
る
と
、
①
檀
信
徒
の
家
族　

②
檀
信
徒

で
は
な
い
が
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
浄
土
宗
に
関
わ
っ
て
い
る

層　

③
浄
土
宗
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
層　

と
に
分
け
る
こ
と

が
出
来
る
。
①
～
③
す
べ
て
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
が
、
ま
ず
は
①
②
を
対
象
と
す
る
教
化
策
を
考
え
た
。

右
記
で
の
①
②
を
中
心
に
据
え
る
と
、
浄
土
宗
寺
院
、
お
よ

び
既
存
の
浄
土
宗
関
連
諸
団
体
に
関
わ
る
人
々
を
教
化
対
象
と

す
る
の
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
青
壮
年
層
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
で
、
寺
院
・
浄
土
宗
諸
団
体
と
関
り
を
持
っ
て
い
る

人
々
を
以
下
の
よ
う
に
抽
出
で
き
る
。

・�

学
生（
一
〇
代
中
盤
～
二
〇
代
前
半
）宗
門
系
学
校
の
生
徒・

学
生
、
ス
カ
ウ
ト
参
加
者
、
お
て
つ
ぎ
こ
ど
も
奉
仕
団
手
伝

い　
な
ど

・�

社
会
人
初
期
（
一
〇
代
後
半
～
二
〇
代
中
後
半
）
お
て
つ
ぎ

こ
ど
も
奉
仕
団
手
伝
い
、
本
山
臨
海
学
校
ス
タ
ッ
フ
、
宗
門

学
校
・
浄
土
宗
系
幼
稚
園
の
教
職
員　
な
ど

・�

結
婚
～
子
供
幼
少
期
（
一
〇
代
後
半
～
四
〇
代
）
浄
土
宗
系

幼
稚
園
や
サ
ラ
ナ
の
保
護
者　
な
ど

・�

子
供
が
小
学
生
～
高
校
生
（
三
〇
代
～
五
〇
歳
位
）
子
ど
も

信
行
道
場
参
加
者
の
保
護
者
、
宗
門
系
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
宗

門
系
学
校
の
同
窓
会
組
織
、
ス
カ
ウ
ト
指
導
者　
な
ど

・�

親
の
死
去
を
迎
え
る
時
期
（
お
よ
そ
四
〇
歳
～
）
寺
に
関
わ

る
中
心
世
代
と
し
て
の
檀
家
、
檀
信
徒
会
ほ
か

【
研
究
成
果
】

右
で
指
摘
し
た
人
々
を
教
化
対
象
と
す
る
な
ら
ば
、
短
時
間

で
効
果
的
な
教
化
資
料
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は

視
聴
覚
資
料
を
用
い
た
教
化
資
料
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
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研究活動報告

青
・
壮
年
層
に
は
「
宗
教
＝
怖
い
、
う
さ
ん
臭
い
」
と
い
う

先
入
観
を
持
つ
人
々
が
、
一
定
層
存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
①
浄
土
宗
や
法
然
上
人
の
教
え
な
ど
を
簡
易
に
伝
え
る

視
聴
覚
資
料
、
と
と
も
に
②
浄
土
宗
や
法
然
上
人
の
教
え
に
対

す
る
「
共
感
」
を
頂
い
て
も
ら
う
た
め
の
視
聴
覚
資
料
も
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。
②
は
い
わ
ば
「
教
化
の
入
り
口
」
と
な
る
資

料
と
い
え
る
。

①�

浄
土
宗
や
法
然
上
人
の
教
え
な
ど
を
簡
易
に
伝
え
る
視
聴
覚

資
料

こ
の
一
例
と
し
て
は
、
本
研
究
班
が
作
成
し
た
「
慈
悲
つ
む

ぎ
法
要
・
セ
ミ
ナ
ー
資
料
」（「
令
和
二
・
三
年
度
研
究
成
果
」

と
し
て
作
成
、
公
開
済
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
浄
土

宗
総
合
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
資
料
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
で
あ
り
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
講
義
資
料
、
講
義

動
画
、
法
要
資
料
ほ
か
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
に
つ

い
て
は
、
視
聴
し
た
青
年
層
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
っ
て
、
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
。

②�

浄
土
宗
や
法
然
上
人
の
教
え
に
対
す
る
「
共
感
」
を
頂
い
て

も
ら
う
た
め
の
視
聴
覚
資
料

青
壮
年
層
へ
の
教
化
を
考
え
る
な
ら
ば
、
教
化
資
料
と
と
も

に
「
教
化
の
入
り
口
」
と
も
い
え
る
資
料
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

浄
土
宗
や
法
然
上
人
の
教
え
に
対
す
る
「
共
感
」
を
頂
い
て
も

ら
う
た
め
の
視
聴
覚
資
料
案
を
作
成
し
て
い
る
。
特
に
開
宗
八

五
〇
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま

る
幸
せ
」、
ま
た
浄
土
宗
的
視
点
か
ら
見
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
基
に

し
た
短
い
時
間
で
の
視
覚
的
資
料
案
を
作
成
し
て
い
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
一
日　
四
月
十
一
日　
四
月
十
八
日　

 

五
月
二
日　
五
月
九
日　
五
月
十
六
日　

 

五
月
三
〇
日　
六
月
六
日　
六
月
十
三
日　

 

六
月
二
〇
日　
七
月
十
一
日　
七
月
二
十
五
日　

 
九
月
一
二
日　
九
月
二
十
六
日　
十
月
三
日　
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十
一
月
十
四
日　
十
一
月
二
十
八
日　

 

十
二
月
五
日　
十
二
月
十
九
日

令
和
五
年　

�

一
月
一
〇
日　
一
月
十
七
日　
二
月
六
日　

 

二
月
二
〇
日　
三
月
六
日　
三
月
二
〇
日

�

【
文
責
】
名
和
清
隆
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

曽
根
宣
雄

研
究
員　
　
　
　

�

郡
嶋
昭
示　
宮
坂
直
樹　
春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

石
川
到
覚
（
研
究
代
表
）　
曽
田
俊
弘　

 

大
河
内
大
博　
樋
口
広
思　
大
島
慎
也　

 

籠
島
浩
貴　
小
野
静
法　
　
高
瀬
顕
功　

 

平
間
俊
弘

【
研
究
目
的
】

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
今
後
の
僧
侶
や
寺
庭
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
ス
キ
ル
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
ス
キ

ル
を
学
ぶ
こ
と
は
、
日
常
の
寺
院
活
動
に
お
い
て
非
常
に
有
益

で
あ
る
。
当
研
究
会
で
は
、「
浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関

す
る
研
修
会
」
の
開
催
を
目
標
に
掲
げ
て
研
究
を
進
め
る
。

【
研
究
内
容
】

令
和
二
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、「
浄
土

宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
基
礎
編
―
」、
令
和
三
年
度
に
は
「
浄

土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
実
践
編
―
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
令
和
三
年
度
の
春
休
み
に
は
、
実
験
的
な
研
修
を
開
催
し

た
。
令
和
四
年
度
は
研
修
参
加
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
開
催
し

た
研
修
の
効
果
と
可
能
性
等
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
修
正
を

行
っ
た
。

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
対
人
援
助
の
研
究
―
浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
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【
研
究
成
果
】

「
浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
基
礎
編
―
」「
浄
土
宗
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
―
実
践
編
―
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
を
行
い
完

成
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
五
年
三
月
（
一
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
二
十
五
日　
五
月
十
六
日　
六
月
二
十
七
日　

 

七
月
二
十
五
日　
九
月
二
十
六
日　

 

十
月
二
十
四
日　
十
一
月
二
十
一
日　

 

十
二
月
十
九
日

令
和
五
年　

�

一
月
二
十
三
日　
二
月
二
十
七
日　
三
月
二
十
日

�

【
文
責
】
曽
根
宣
雄
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

吉
田
淳
雄

研
究
員　
　
　
　

�

工
藤
量
導　
若
林
隆
仁

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

坂
上
雅
翁　
水
谷
浩
志　
伊
藤
竜
信　

 

熊
谷
信
是　
岡
崎
秀
麿　
平
子
泰
弘

【
研
究
目
的
】

科
学
技
術
が
進
展
し
社
会
へ
普
及
す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
生

活
や
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
医
療
技
術
・

生
命
科
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
人
々
の
生
命
観
や
身
体
観
、

ひ
い
て
は
家
族
の
あ
り
方
な
ど
へ
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
を
追
尾
し
つ
つ
教
化
の

現
場
に
お
け
る
影
響
や
対
応
を
検
討
し
、
宗
内
（
議
会
等
）
お

よ
び
社
会
（
マ
ス
コ
ミ
等
）
か
ら
見
解
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に

備
え
る
と
共
に
、
個
々
の
寺
院
な
い
し
一
宗
の
教
化
方
針
の
参

考
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

令
和
四
年
度
か
ら
の
二
年
間
は
、「
移
植
医
療
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
。
日
本
に
お
け
る
生
命
倫
理
の
議
論
に
火
を
付
け
た
脳

死
・
臓
器
移
植
問
題
で
あ
る
が
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

の
臓
器
移
植
法
改
正
以
降
、
世
間
に
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や
Ｅ
Ｓ
細

胞
を
利
用
し
た
再
生
医
療
研
究
が
進
展
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
進
展
・
普
及
な
ど
も
あ
り
、
従
来
と
は
異

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応
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な
る
様
相
を
呈
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
患
者
の
生
存
を
目

的
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
移
植
医
療
（
子
宮
移
植
）
や
、
移
植

用
臓
器
を
遺
伝
子
操
作
し
た
ブ
タ
に
よ
っ
て
供
給
す
る
「
異
種

間
移
植
」
が
臨
床
応
用
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
こ
う
し
た
移
植
技

術
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
向
き
合
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

研
究
所
で
は
か
つ
て
「『
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
』
の

改
正
に
つ
い
て
の
見
解
」（『
宗
報
』
二
〇
〇
五
年
七
月
号
）
お

よ
び
総
研
叢
書
『
い
の
ち
の
倫
理
』（
二
〇
〇
八
）
を
発
表
し

た
が
、
十
年
以
上
の
歳
月
が
経
過
し
た
今
日
、
あ
ら
た
め
て
移

植
医
療
に
注
目
し
、
私
た
ち
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
移
植
医
療
の
現
状
と
そ

の
倫
理
的
問
題
点
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、浄
土
宗
教
師・

寺
院
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、
成
果
を
『
教
化
研

究
』
等
で
発
表
報
告
し
た
い
。

【
研
究
内
容
】

二
年
計
画
で
進
め
る
。
初
年
度
は
、
主
に
移
植
医
療
を
め
ぐ

る
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
、
問
題
点
を
整
理
し
て
ゆ
く
。
翌
年

度
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
各
論
点
に
対
し

て
ど
う
考
え
る
べ
き
か
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
を
迫
ら

れ
た
場
合
に
考
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
基
本
的
な
向
き
合
い
方

に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
な
お
両
年
度
と
も
、
必
要
に
応
じ
て

適
時
専
門
家
を
招
い
て
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
し
、
正
確
な
知

識･

情
報
の
取
得
に
努
め
る
。

令
和
四
年
度
は
、
移
植
医
療
を
め
ぐ
る
現
状
把
握
を
主
目
的

と
し
た
調
査
研
究
を
実
施
し
た
。改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行（
二

〇
一
〇
年
七
月
）
の
背
景
お
よ
び
経
緯
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

そ
れ
以
降
最
近
に
至
る
ま
で
の
移
植
医
療
の
動
向
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
を
決
め
て
報
告
と
討
議
を
重
ね
、
報
告
書
に

ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
異
種
間
移
植
に
つ

い
て
髙
須
正
規
先
生
（
岐
阜
大
学
准
教
授
、
六
月
十
三
日
）
を
、

移
植
医
療
の
現
場
で
の
実
状
に
つ
い
て
石
井
賀
洋
子
先
生
（
元

愛
知
県
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、十
二
月
五
日
）を
お
招
き
し
、

講
義
お
よ
び
質
疑
応
答
を
実
施
し
て
い
る
。
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研究活動報告

【
研
究
成
果
】

今
年
度
の
調
査
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
、『
教
化
研
究
』

に
て
詳
述
す
る
。
こ
こ
で
は
、
次
年
度
で
の
議
論
検
討
に
関
連

し
そ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
簡
潔
に
列
挙
し
た
い
。

①　

�

改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
以
来
、
臓
器
移
植
の
件
数
は
大

き
く
増
加
し
た
が
、
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
で
は
な
い
。
こ
の

結
果
の
背
景
に
は
様
々
な
問
題
点
や
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
脳
死
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の
遺
体
観
と
い
っ
た
、
文
化
的
な

要
素
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。

②　

�「
異
種
間
移
植
」（
ブ
タ
な
ど
ヒ
ト
以
外
の
動
物
を
遺
伝
子

操
作
し
て
ヒ
ト
用
の
移
植
臓
器
の
供
給
元
と
す
る
）
は
、

す
で
に
臨
床
応
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
技
術
的

な
課
題
が
多
く
、
安
全
に
実
施
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。

動
物
を
臓
器
の
供
給
元
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宗
教
者

と
し
て
ど
う
考
え
る
か
、
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③　

�「
子
宮
移
植
」（
子
宮
が
な
い
か
機
能
し
な
い
女
性
に
対
し
、

脳
死
ま
た
は
生
き
て
い
る
別
の
女
性
か
ら
提
供
さ
れ
た
子

宮
を
移
植
し
て
、
そ
こ
に
当
該
カ
ッ
プ
ル
の
体
外
受
精
胚

を
着
床
さ
せ
妊
娠
・
出
産
さ
せ
る
）
の
よ
う
に
、
子
ど
も

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
臓
器
移
植
が
出
現
し
て
き
た
。

生
存
ま
た
は
生
活
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
す
病
状
を
改

善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
従
来
の
臓
器
移
植
と
は

目
的
が
大
き
く
異
な
る
が
、
こ
う
し
た
目
的
で
の
臓
器
移

植
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

④　

�

移
植
医
療
の
現
場
や
報
道
で
は
、
ど
う
し
て
も
視
点
が
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
（
移
植
を
受
け
る
）
側
に
傾
き
が
ち
で
あ
り
、

ド
ナ
ー
側
（
と
く
に
遺
族
）
に
さ
ら
な
る
精
神
的
負
担
が

生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ド
ナ
ー
遺
族
の
置
か
れ
た

状
況
や
そ
の
心
境
に
つ
い
て
、
よ
り
意
識
し
調
査
す
る
必

要
あ
り
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）
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【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
二
十
五
日　
五
月
九
日　
五
月
三
十
日　
　

六
月
十
三
日　
七
月
四
日　
七
月
二
十
五
日　

 
九
月
五
日　
九
月
二
十
六
日　
十
月
二
十
四
日　

 
十
一
月
十
四
日　
十
二
月
五
日

令
和
五
年　

�

一
月
二
十
三
日　
二
月
六
日　
二
月
二
十
日　
　

三
月
六
日

�
【
文
責
】
吉
田
淳
雄
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

東
海
林
良
昌

研
究
員　
　
　
　

�

中
野
孝
昭　
田
中
芳
道　

名
和
清
隆　

 

吉
田
淳
雄　
宮
入
良
光　
工
藤
量
導　

 

大
橋
雄
人

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

伊
藤
竜
信　
岩
田
照
賢　
小
川
有
閑　

 

下
村
達
郎　
髙
瀨
顕
功　
石
井
綾
月　

 

小
林
惇
道　
山
下
千
朝

【
研
究
目
的
】

本
研
究
は
、
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連

携
の
展
開
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

我
々
は
前
期
「
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連

携
」
の
研
究
成
果
と
し
て
浄
土
宗
が
推
進
す
る
「
お
寺
で
の
介

護
者
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
る
寺
院
が
、
地
域
を
超
え
て
連

携
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
現
在
、
浄
土
宗
社

会
部
の
推
進
に
よ
り
、
北
海
道
第
一
教
区
一
カ
寺
、
宮
城
教
区

三
カ
寺
、
山
形
教
区
一
カ
寺
、
埼
玉
教
区
一
カ
寺
、
東
京
教
区

五
カ
寺
、
神
奈
川
教
区
一
カ
寺
、
静
岡
教
区
四
カ
寺
、
三
河
教

区
二
カ
寺
、
尾
張
教
区
二
カ
寺
、
京
都
教
区
二
カ
寺
、
大
阪
教

区
四
カ
寺
、
三
州
教
区
一
カ
寺
の
二
八
カ
寺
に
お
い
て
開
催
さ

れ
て
い
る
カ
フ
ェ
で
は
寺
檀
関
係
の
み
な
ら
ず
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
様
々
な
公
的
セ
ク
タ
ー

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
展
開
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と
共
同
す
る
こ
と
で
、
各
地
で
社
会
資
源
と
し
て
の
寺
院
の
具

体
像
が
看
取
さ
れ
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
宗
内
各
地
で
広
が
り
、

社
会
的
な
意
義
を
持
つ
草
の
根
の
活
動
で
あ
る
、「
お
寺
で
の

介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
活
動
に
限
定
す
る
こ

と
な
く
、
地
域
を
超
え
て
広
く
行
わ
れ
、
力
強
い
結
び
つ
き
を

持
っ
た
活
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
、
浄
土
宗
寺

院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
を
こ
え
た
連
携
の
展
開
を
探
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
研
究
の
成
果
は
、
宗
内
寺
院

が
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
身
近
な
地
域
課
題
（
当
事
者
と
な
る

可
能
性
も
含
め
る
）
と
し
て
の
「
介
護
者
」
へ
の
支
援
に
取
り

組
む
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
で
の
活
動
の
地
域
を
超

え
た
連
携
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
社
会
課
題
と
し
て
の

介
護
者
支
援
に
浄
土
宗
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
へ
と
結
び
つ
く

と
思
わ
れ
る
。

【
研
究
内
容
】

月
一
～
二
回
の
研
究
会
議
を
行
い
、
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
の
意

識
共
有
を
図
る
と
共
に
、
具
体
的
な
研
究
調
査
の
運
営
や
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
調
査
と
し
て
は
、
現
在
浄
土
宗
の

推
進
事
業
で
あ
る「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」開
催
寺
院
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
こ
れ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
六
回
行
っ
た
。
ま
た
、

令
和
四
年
一
〇
月
に
は
、「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
開
催

寺
院
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
京
都
市
金
剛
寺
に
て
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
併
催
し
、
開
催
寺
院
同
士
の
地
域
を
超
え
た
つ
な
が
り
の

意
味
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

ま
た
、
社
会
部
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、「
お
寺
で
の
介
護
者

カ
フ
ェ
」
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
と
現
地
支
援

を
通
じ
た
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

大
正
大
学
地
位
構
想
研
究
所
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
研
究
所
の
研
究
員
と
研
究
連
携
を
行
い
、
高
齢
者
に
対
す

る
寺
院
の
関
わ
り
の
可
能
性
に
関
し
て
知
識
提
供
と
共
同
調
査

を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
令
和
五
年
三
月
に
共
同
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
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【
研
究
成
果
】

お
寺
で
の
開
催
寺
院
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
一
六
回
、

対
面
を
一
回
行
う
こ
と
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
開
催
寺
院
が

交
流
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
フ
ェ
に
取
り
組
む
た
め
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
運
営
上
の
悩
み

の
分
か
ち
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
特
色
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
開
催
寺
院
住
職
が
来
談
者
に
対
し
て
助
言
中

心
の
姿
勢
で
あ
っ
た
こ
れ
ま
で
か
ら
、
相
手
の
話
を
聴
く
こ
と

へ
と
姿
勢
が
転
換
し
た
と
い
う
こ
と
、
来
談
者
と
生
前
中
か
ら

互
い
に
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
お
寺
へ
の
期
待
を
実
感
す
る

こ
と
に
よ
る
精
神
的
な
や
り
が
い
が
あ
る
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
ま
た
、
地
域
を
超
え
て
カ
フ
ェ
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
る

安
心
感
、
人
集
め
よ
り
も
開
催
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
意
識
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
学
習
機
会
提
供
を
希
望
す
る

な
ど
、
介
護
者
カ
フ
ェ
開
催
後
の
フ
ォ
ロ
ー
の
あ
り
方
を
具
体

的
に
検
討
で
き
た
。
今
後
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
に
よ
る
助
成

を
活
用
す
る
等
、
各
カ
フ
ェ
の
事
業
運
営
や
継
続
に
つ
い
て
も

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
社
会
課
題
と
し
て
の

介
護
者
支
援
に
浄
土
宗
が
果
た
す
役
割
を
形
作
る
た
め
に
も
、

開
催
寺
院
の
地
域
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
各
研
究
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
令
和
五
年
二

月
に
は
、（
公
財
）
国
際
宗
教
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
苦
難

に
立
ち
向
か
い
、
弱
者
に
寄
り
添
う
宗
教
者
―
触
れ
合
い
の
現

場
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
―
」、
同
年
三
月
に
は
、
大
正
大
学

地
域
構
想
研
究
所
Ｂ
Ｓ
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
超

高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
・
僧
侶
の
可
能
性
」（
文
科
省
科
学

研
究
助
成 

成
果
報
告
）
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
報
告

を
す
る
機
会
を
得
、
学
術
分
野
で
の
発
信
を
行
っ
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
篤
志
の
宗
教
者
個
人
単
位
で
は
な
く
、
教
団
と

し
て
社
会
課
題
に
取
り
組
む
あ
り
方
が
聴
衆
の
関
心
を
集
め
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
四
年
計
画
の
一
年
目
）
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【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
一
八
日　
四
月
二
五
日　
五
月
九
日　

 

六
月
二
七
日　
七
月
一
一
日　
七
月
二
五
日　

 
八
月
一
日　
八
月
二
二
日　
九
月
五
日　

 
一
〇
月
三
日　
一
〇
月
二
四
日　
一
一
月
一
四
日　

一
一
月
二
八
日　
一
二
月
五
日　
一
二
月
一
九
日

令
和
五
年　

�

一
月
三
〇
日　
二
月
一
三
日　
三
月
一
九
日　

 

三
月
三
〇
日

�

【
文
責
】
東
海
林
良
昌
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

宮
坂
直
樹

研
究
員　
　
　
　

�

今
岡
達
雄　
袖
山
榮
輝　
林
田
康
順　

 

名
和
清
隆　
工
藤
量
導　
石
田
一
裕　

 

青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

高
瀬
顕
功　
大
屋
正
順　
平
間
理
俊　

 

齋
藤
知
明　
神
田
眞
雄　
渡
邉
龍
彦 

澤
田
和
幸　
宮
田
恒
順

【
研
究
目
的
】

浄
土
宗
は
多
く
の
宗
立
宗
門
学
校
を
抱
え
て
い
る
（
中
学
校

十
二
校
、
高
校
十
七
校
）。
毎
年
数
千
人
の
生
徒
を
相
手
に
仏

教
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
学
校
現
場
の
経
験
や
事
例
の

中
に
は
、
十
代
の
若
者
が
興
味
を
持
つ
内
容
、
生
徒
の
悩
み
の

解
決
に
寄
与
し
た
内
容
な
ど
、「
中
高
生
世
代
へ
の
教
化
」
と

い
う
点
で
知
見
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
班
は
、
担
当
の
教
学
部
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
こ
う
し
た
宗
立
宗
門
学
校
の
仏
教
教
育
の
内
容
調
査
を
通

し
て
、
以
下
の
二
点
を
目
標
と
す
る
。

①�
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
と
浄
土
宗
教
師
が
中
高
生
世
代
の
檀
信

徒
へ
の
教
化
に
あ
た
っ
て
有
効
な
仏
教
の
要
素
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と

②�

学
校
間
で
種
々
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
宗
立
宗
門

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宗
立
宗
門
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
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学
校
で
の
仏
教
教
育
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

合
わ
せ
て
各
校
で
情
報
を
共
有
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
の
在
り
方
を
考
察
す
る

上
で
、
①
受
け
手
で
あ
る
生
徒
の
仏
教
へ
の
意
識
の
調
査
、
②

各
教
員
が
行
っ
て
い
る
授
業
情
報
の
共
有
手
段
、
に
つ
い
て
主

に
検
討
し
た
。

併
せ
て
以
下
に
つ
い
て
も
研
究
会
を
行
っ
た
。

・�

各
学
校
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
浄
土
宗
教
師
資
格
を
有
す

る
教
員
の
減
少
」
に
対
応
す
る
手
段
と
し
て
、
中
高
の
教
員

免
許
状
を
有
す
る
浄
土
宗
教
師
の
情
報
集
約
、登
録
制
度（
仮

称
・
教
員
人
材
バ
ン
ク
）
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り

調
査

・�

宗
立
宗
門
学
校
教
職
員
研
修
会
（
教
学
部
主
催
）
の
意
見
交

換
会
の
討
議
内
容
と
実
施
方
法
の
検
討

・�

昨
年
度
仏
教
担
当
教
員
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

見
る
「
中
高
の
先
生
の
仏
教
教
育
に
対
す
る
問
題
意
識
」
の

「
次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
班
」
へ
の
共
有
内
容
検
討
と

情
報
共
有

・�

公
開
研
究
会
「
中
高
生
に
知
っ
て
欲
し
い
『
カ
ル
ト
問
題
』

に
つ
い
て
」
塚
田
穂
高
先
生
（
上
越
教
育
大
学
准
教
授
）
の

講
義
内
容
検
討
と
実
施

【
研
究
成
果
】

・�

新
入
生
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
関
東
の
学
校（
中
学
一
年
生
二
校
、

高
校
一
年
生
二
校
）で
実
施
。学
年
や
男
女
に
よ
り
差
は
あ
り
、

中
学
一
年
生
男
子
は
「
仏
教
に
興
味
が
な
い
」
と
答
え
る
生

徒
も
多
か
っ
た
一
方
、
高
校
一
年
の
女
子
で
は
興
味
が
あ
る

生
徒
が
概
し
て
多
か
っ
た
。「
興
味
が
あ
る
」
理
由
と
し
て

は
「
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
や
い
ま
通
っ
て
い
る
学
校
が
仏
教

系
だ
か
ら
」「
法
事
や
葬
儀
で
お
坊
さ
ん
の
お
話
し
が
興
味

深
か
っ
た
か
ら
」「
歴
史
を
勉
強
し
て
興
味
を
持
っ
た
」「
お

お
ら
か
そ
う
だ
か
ら
」な
ど
の
意
見
が
み
ら
れ
た
。一
方
、「
興

味
が
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
の
回
答
に
は
「
地
味
」「
難
し
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そ
う
」「
つ
ま
ら
な
そ
う
」「
日
常
の
生
活
と
は
関
係
が
な
さ

そ
う
」
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
た
。

・�

仏
教
担
当
教
員
は
他
教
科
の
よ
う
な
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
な
い
た
め
、「
自
身
で
副
教
材
な
ど
も
用

意
す
る
必
要
が
あ
り
負
担
と
な
っ
て
い
る
」、「
自
身
の
仏
教

的
解
釈
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」、

と
の
声
か
ら
、
使
用
し
て
い
る
副
教
材
や
題
材
の
共
有
手
段

を
検
討
し
た
。
結
果
、
研
究
所
に
て
導
入
予
定
の
「Google 

W
ork Space

」
の
一
部
を
活
用
し
て
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・�

仮
称・教
員
人
材
バ
ン
ク
の
可
能
性
に
つ
い
て
、大
正
大
学
様・

佛
教
大
学
様
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

・�

令
和
五
年
三
月
に
公
開
研
究
会
を
開
催
。
宗
立
宗
門
学
校
の

卒
業
生
の
中
に
は
、
宗
教
系
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
経
験
か

ら
「
宗
教
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
が
心
理
的
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
、
そ
う
し
た
団
体
の
勧
誘
に
の
っ
て
し
ま
う
生

徒
も
い
る
と
い
う
話
も
耳
に
し
た
こ
と
か
ら
、
本
問
題
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
塚
田
穂
高
先
生
に
「
中
高
生
に
知
っ
て
欲

し
い
『
カ
ル
ト
問
題
』
に
つ
い
て
」
の
題
に
て
ご
講
義
い
た

だ
い
た
。
成
人
年
齢
の
変
更
も
関
連
し
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
低

年
齢
化
」
に
よ
り
高
校
生
が
勧
誘
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
に
よ
り
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
接
触
方
法
へ
の
危
惧
、
新
し
い
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
お
け
る
他
教
科
（
特
に
四
月
か
ら
必
修
と
な
る
公
民
科
の

「
公
共
」
の
授
業
）
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
「
ご
家
庭
が
そ
う
し
た
宗
教
を
信
仰
し
て
い

る
が
自
身
は
そ
の
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
」
生
徒
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
に
つ
い
て
も
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
四
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

五
月
二
十
五
日　
六
月
八
日　
六
月
二
十
一
日　

七
月
十
二
日　
七
月
十
九
日　
七
月
三
十
一
日　

八
月
二
～
三
日　
九
月
二
十
九
日　
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十
月
二
十
五
日　
十
月
二
十
七
日　

 

十
一
月
二
十
五
日　
十
二
月
十
二
日　

 

十
二
月
十
六
日

令
和
五
年　

�
一
月
二
十
五
日　
二
月
十
日　
三
月
六
～
七
日　

三
月
十
六
日　
三
月
二
十
八
日

�

【
文
責
】
宮
坂
直
樹
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

工
藤
量
導

研
究
員　
　
　
　

�

東
海
林
良
昌　
石
田
一
裕　
宮
坂
直
樹　

 

宮
入
良
光　
大
橋
雄
人　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

吉
水
岳
彦　
服
部
祐
淳　
関
光
恵　

 

山
下
千
朝　
中
村
吉
基　

 

エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ
ッ
リ

【
研
究
目
的
】

本
研
究
会
の
目
的
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
問
題
に
関
す
る
最
新

の
情
報
、
と
く
に
各
宗
教
団
体
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
調
査
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
法
然
上
人
の
平
等
思

想
を
基
底
と
す
る
浄
土
宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
と
い

か
に
関
わ
り
、
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
ゆ
く
べ
き
か
を
検
討
し
て
提
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
土

宗
の
寺
院
が
誰
に
と
っ
て
も
足
が
運
び
や
す
く
、
僧
侶
が
安
心

の
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
教
学
・
布
教
・
法
式
の
各
分
野
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
べ
き
か
を
ま
と
め
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
、
他
教
団
に
お
け
る
取
り
組
み
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
、
な
ら
び
に
専
門
有
識
者
の
講
師
招
聘
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
研
究

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
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会
内
部
に
お
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
、
本
課
題
に
関
す
る
研

究
班
の
基
本
ス
タ
ン
ス
を
ま
と
め
て
ゆ
く
こ
と
を
主
題
と
し
て

い
る
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
総
研
叢
書
第
一

〇
集
『
そ
れ
ぞ
れ
の
か
が
や
き
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
る
』
を
刊
行
、

二
〇
一
九
年
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
然
上
人
に
み
る
平
等

思
想
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
考
え
る
視
座
と
し
て
」
を
開
催
し
て
、
寺

院
お
よ
び
僧
侶
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
の
抱
え
る
困
難
や
生
き

づ
ら
さ
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
共
に
社
会
を
生
き
て
ゆ
く
か
を

考
え
て
ゆ
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
降
は
、

具
体
的
な
展
開
を
欠
い
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

現
在
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
社
会
的
な
関
心
は
よ
り
高
ま
っ
て

お
り
、
小
・
中
・
高
・
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
各
種
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
に
お
け
る
活
動
の
進
展
は
も
と
よ
り
、
宗
教
界
お
よ
び
仏

教
界
に
お
い
て
も
個
々
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
少
し
ず
つ
支
援

の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
牧
師
か
つ

当
事
者
で
も
あ
る
中
村
吉
基
氏（
本
研
究
班
ス
タ
ッ
フ
）が「
宗

教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
本
研
究
班
に

属
す
る
工
藤
、
石
田
も
こ
れ
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
や
取
り
組
み
は
、
多
様
性
、

社
会
的
包
摂
、
公
益
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た
現
代
社
会
の
宗

教
者
・
宗
教
団
体
に
期
待
さ
れ
る
示
準
と
も
直
結
す
る
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
浄
土

宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
か
を
研
究
し
、
提
言
を
ま

と
め
て
ゆ
く
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
の
研
究
活
動
に
お
け
る
研
究
成
果
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

（
１
）
他
教
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

・�

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
取
り

組
み
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
よ
る
『
そ
れ
ぞ
れ
の
か
が
や
き
』
の

刊
行
と
ほ
ぼ
同
時
期
（
二
〇
一
六
年
頃
～
）
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
情
報
収
集
を

実
施
し
て
い
た
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
お
よ
び
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
研
究
内
容
は
、
同
研
究

所
が
発
行
す
る
『
現
代
宗
教
研
究
』
五
十
二
～
五
十
三
号
な
ら

び
に
『
教
化
学
研
究
』
十
二
～
十
三
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

主
た
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
は
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
に

お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
研
究
の
経
緯
・
現
況
・
見
通
し
、
日
蓮
宗

の
教
え
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て
（
釈
尊
お
よ
び
日
蓮
聖
人
の

教
え
と
の
関
係
）、
日
蓮
宗
に
お
け
る
具
体
的
な
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

施
策
、
日
蓮
宗
各
寺
院
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
反
応
、

広
報
（
寺
院
向
け
、
檀
信
徒
向
け
、
一
般
社
会
向
け
な
ど
）
な

ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。

・�

金
光
教
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
会
（
井
上
真
之
会
長
）
の
取
り
組
み
に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

教
団
公
認
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
組
織
で
あ
る
金
光
教
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
会
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
、
井
上
真
之
会
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
。

主
た
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
は
、
金
光
教
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
会
発
足
の

経
緯
、
団
体
の
現
況
、
他
部
署
や
他
団
体
と
の
連
携
（
情
報
交

換
な
ど
）、
利
用
者
の
状
況
や
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
事
業
の

課
題
・
展
望
、
教
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
（
教
義
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
）、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
や
同
性
婚
へ
の
働
き

か
け
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。

（
２
）
講
師
招
聘

・�

丹
羽
宣
子
先
生
（
國
學
院
大
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化

研
究
所
Ｐ
Ｄ
研
究
員
、
立
教
大
学
兼
任
講
師
）

宗
教
社
会
学
の
研
究
者
で
あ
る
丹
羽
宣
子
先
生
を
招
聘
し
て
、

「
仏
教
教
団
に
お
け
る
「
女
性
活
躍
」
の
批
判
的
検
討
―
日
蓮

宗
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
分
析
を
中
心
に
―
」
と
い
う
発

題
に
て
講
義
を
い
た
だ
き
、
研
究
員
お
よ
び
研
究
ス
タ
ッ
フ
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
丹
羽
先
生
に
は『〈
僧
侶
ら
し
さ
〉と〈
女

性
ら
し
さ
〉の
宗
教
社
会
学
―
日
蓮
宗
女
性
僧
侶
の
事
例
か
ら
』

（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
九
年
）
の
著
書
が
あ
り
、
第
一
五
回
国

際
宗
教
研
究
所
奨
励
賞
（
二
〇
二
〇
年
）
を
受
賞
し
て
い
る
。
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主
た
る
議
論
内
容
は
、
女
性
僧
侶
研
究
の
研
究
意
義
お
よ
び

方
法
論
（
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
）、
日
蓮
宗
に
お
け
る
女
性

僧
侶
、女
性
教
師
、尼
僧
の
定
義
、日
蓮
宗
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー

ト
報
告
書
、
日
蓮
宗
女
性
教
師
の
事
例
研
究
の
概
要
、〈
僧
侶

ら
し
さ
〉〈
女
性
ら
し
さ
〉
と
男
社
会
（
宗
教
界
の
実
情
）、
研

究
書
刊
行
後
の
反
響
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。

・
渡
辺
大
輔
（
埼
玉
大
学
基
盤
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

教
育
学
（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
支
援
）
の
研
究
者
で
あ
る
渡
辺
大
輔
先
生
を
招
聘
し

て
、「「
性
の
多
様
性
」
を
め
ぐ
る
学
校
教
育
の
課
題
」
と
い
う

発
題
に
て
講
義
を
い
た
だ
き
、
研
究
員
お
よ
び
研
究
ス
タ
ッ
フ

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
渡
辺
先
生
に
は
『
性
の
多
様
性
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？
（
中
学
生
の
質
問
箱
）』（
平
凡
社
二
〇
一
八
年
）、

『
マ
ン
ガ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
学
ぶ 

多
様
な
性
と
生
―
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
家
族
、
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
―
』（
子

ど
も
の
未
来
社
、二
〇
一
九
）
な
ど
多
数
の
著
書
（
共
著
、監
修
）

が
あ
る
。

主
た
る
議
論
内
容
は
、
教
育
現
場
に
お
け
る
性
の
多
様
性
に

関
す
る
現
況
（
性
教
育
、
相
談
・
援
助
な
ど
）、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
子
ど
も
へ
の
対
応
、
生
き
づ
ら
さ
、
性
の
多
様
性
を

学
ぶ
授
業
づ
く
り
（
学
習
指
導
要
領
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
）、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
意
識
と
進
路
選
択
、
宗
教
的
な
サ
ポ
ー
ト

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。

・�

工
藤
万
里
江
（
明
治
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
客
員
研

究
員
）

神
学
（
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
神
学
、
ク
ィ
ア
神
学
）
の
研
究
者
で

あ
る
工
藤
万
里
江
先
生
を
招
聘
し
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
／
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
―
―
内
部
か
ら
の
抵
抗
と
そ
の

課
題
」
と
い
う
発
題
に
て
講
義
を
い
た
だ
き
、
研
究
員
お
よ
び

研
究
ス
タ
ッ
フ
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。工
藤
先
生
に
は『
ク
ィ

ア
神
学
の
挑
戦
―
ク
ィ
ア
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
―
』

（
新
教
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）
の
著
書
が
あ
る
。

主
た
る
議
論
内
容
は
ク
ィ
ア
神
学
お
よ
び
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
神

学
の
歴
史
、
ク
ィ
ア
神
学
へ
の
批
判
内
容
や
課
題
、
ク
ィ
ア
神
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学
が
社
会
、
教
団
、
信
者
な
ど
に
与
え
た
影
響
、
研
究
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
多
様
性
な
ど
へ
の
理
解
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。

（
３
）
共
催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・�

龍
谷
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
・
連
続

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
性
な
る
仏
教
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
連
続
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
性
な
る
仏
教
」
を
共
催
し
た
（
他
に
は
龍
谷
大

学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
〈
応
用
研
究
部
門
〉、
花
園

大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
も
名
を
連
ね
て
い
る
）。
開
催

趣
旨
は
、
仏
教
学
・
歴
史
学
・
美
術
史
学
な
ど
分
野
を
超
え
た

若
手
・
中
堅
研
究
者
が
集
ま
り
、
各
自
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
現

し
た
女
性
や
性
的
少
数
者
、
あ
る
い
は
子
ど
も
な
ど
、
仏
教
史

上
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
活
躍
を
示
す
史
料
を
紹
介
し
合
い
、
語

り
合
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

計
六
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
う
ち
、
第
五
回
「
中
世
日
本

の
女
性
の
救
い
」（
発
表
者
：
南
宏
信
〈
佛
教
大
学
専
任
講
師
〉、

前
島
信
也
〈
国
際
仏
教
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究

員
〉）
に
お
い
て
、研
究
主
務
の
工
藤
が
司
会
兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
登
壇
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
三
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
三
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
お
よ
び
協
議
内
容
】

令
和
四
年　

�

四
月
二
十
七
日
、
五
月
九
日
、
五
月
二
十
七
日
、

六
月
二
十
日
、七
月
六
日
（
丹
羽
宣
子
先
生
講
義
）、

八
月
一
日
（
金
光
教
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
）、
八
月
三
日
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
）、
八
月
八
日
（
渡
辺
大
輔
先
生

講
義
）、
九
月
二
十
八
日
、
十
月
十
九
日
、
十
一

月
二
十
一
日
、十
一
月
三
十
日
、十
二
月
二
十
三
日
、

十
二
月
二
十
四
日
、
十
二
月
二
三
日
、
十
二
月
二

十
四
日

令
和
五
年　

�
二
月
二
十
二
日
、
三
月
九
日
、
三
月
二
十
三
日
、
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三
月
三
十
日
（
工
藤
万
里
江
先
生
講
義
）

�

【
文
責
】
工
藤
量
導



29　 

研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

林
田
康
順

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
曽
根
宣
雄　
和
田
典
善　

 

東
海
林
良
昌　
佐
藤
堅
正　
郡
嶋
昭
示　

 

石
田
一
裕　
工
藤
量
導　
大
橋
雄
人　

 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

石
川
琢
道　
吉
水
岳
彦　
石
上
壽
應　

 

杉
山
裕
俊　
長
尾
隆
寛

【
研
究
目
的
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
法
然
上
人
『
和
語
灯
録
』
全
七

巻
（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
を
進
め
、

そ
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。
す
で
に
当
研
究
所
に
お
い
て
、

「
浄
土
三
部
経
」（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
一
巻
所
収
）、
及
び
、『
法

然
上
人
行
状
絵
図
』（『
四
十
八
巻
伝
』）（「
浄
土
宗
聖
典
」
第

六
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
は
そ

う
し
た
「
浄
土
宗
聖
典
」
現
代
語
訳
作
業
の
一
貫
で
あ
る
。
か

つ
て
、
当
研
究
所
法
語
班
に
お
い
て
多
く
の
法
語
が
現
代
語
訳

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
的
資
源
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
資
産
を
大
い
に
活
用
し
、
着
実
に
成
果
を
積
み

重
ね
、『
和
語
灯
録
』
全
七
巻
の
現
代
語
訳
を
完
遂
し
た
い
。

『
和
語
灯
録
』
に
所
収
さ
れ
る
法
然
上
人
御
遺
文
の
現
代
語

訳
は
、
宗
学
・
教
学
の
興
隆
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
布

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
和
語
灯
録
」
現
代
語
訳
の
研
究
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教
の
充
実
に
直
結
し
、
本
宗
の
一
層
の
教
線
拡
大
を
促
す
こ
と

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
研
究
内
容
】

令
和
四
年
度
の
研
究
内
容
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま

ず
現
代
語
訳
に
取
り
組
む
テ
キ
ス
ト
の
底
本
は
、「
浄
土
宗
聖

典
」
第
四
巻
所
収
の
『
和
語
灯
録
』
の
釈
文
と
す
る
。
法
然
上

人
の
御
遺
文
集
で
あ
る
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
（
和
語
）』（「
和

語
灯
録
」）
は
正
篇
全
五
巻
、及
び
、『
拾
遺
黒
谷
語
録
（
和
語
）』

（「
拾
遺
和
語
灯
録
」）
は
全
二
巻
、
都
合
全
七
巻
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
令
和
四
・
五
年
度
は
、『
黒
谷
上
人
語

灯
録　
巻
第
十
三
』
の
現
代
語
訳
を
目
指
し
て
い
る
。

本
巻
は
次
の
四
編
の
法
語
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　

①
九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進
す
る
御
返
事　
第
九

　

②
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
す
る
御
返
事　
第
十

　

③
要
義
問
答　
第
十
一

　

④
大
胡
太
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
二

こ
れ
ら
の
御
法
語
を
全
研
究
員
が
分
担
し
て
試
訳
を
作
成
し
、

全
体
会
で
そ
れ
を
検
討
し
て
、
順
次
完
成
稿
を
ま
と
め
て
い
っ

た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
註
を
作
成
し
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

令
和
四
年
度
は
、
①
九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進
す
る
御
返

事
、
②
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
す
る
御
返
事
、
③
要
義
問
答

の
現
代
語
訳
作
業
を
終
え
た
。
令
和
五
年
度
は
、
④
大
胡
太
郎

へ
遣
わ
す
御
返
事
の
現
代
語
訳
作
業
を
終
え
、
全
体
の
体
裁
を

整
え
、
あ
わ
せ
て
現
代
語
訳
の
精
度
を
高
め
た
い
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
て
『
教
化
研
究
』
第
三
五
号

に
掲
載
し
て
成
果
報
告
と
す
る
。
な
お
、
今
後
も
作
業
を
継
続

し
、『
和
語
灯
録
』
全
七
巻
現
代
語
訳
の
刊
行
を
目
指
し
た
い
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�
四
月
四
日　
四
月
十
一
日　
四
月
十
八
日　
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五
月
二
日　
五
月
九
日　
五
月
十
六
日　

 

六
月
六
日　
六
月
二
十
七
日　
七
月
四
日　

 

七
月
十
一
日　
七
月
二
十
五
日　
八
月
八
日　

 
八
月
二
十
九
日　
九
月
五
日　
九
月
十
二
日　

 
十
月
三
日　
十
一
月
七
日　
十
一
月
二
十
八
日　

十
二
月
五
日　
十
二
月
十
九
日　

 

十
二
月
二
十
六
日

令
和
五
年　

�

一
月
十
六
日　
一
月
二
十
三
日　
二
月
六
日　

 

二
月
二
十
日　
二
月
二
十
七
日　
三
月
六
日　

 

三
月
十
三
日

�

【
文
責
】
林
田
康
順
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

田
中
芳
道

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆　

 

八
橋
秀
法　
北
條
竜
士

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　

前
田
信
剛　
林
雅
清　
原
マ
リ　

角
野
玄
樹　
石
川
広
宣　
吹
田
隆
徳　

 

岩
井
正
道

【
研
究
目
的
】

二
〇
世
紀
初
頭
、
政
府
の
方
針
に
よ
り
多
く
の
日
本
人
が
海

外
に
移
民
し
た
。
移
民
先
で
は
祖
国
を
忘
れ
な
い
た
め
、
言
語

等
の
文
化
を
子
孫
に
伝
え
て
い
た
が
、
戦
争
で
移
民
先
と
敵
対

す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
日
系
人
に

お
け
る
日
本
語
へ
の
意
識
は
希
薄
化
し
て
い
っ
た
。
現
在
中
心

と
な
っ
て
い
る
日
系
三
～
四
世
で
日
本
語
を
理
解
す
る
割
合
は

少
数
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
翻
訳
さ
れ
な
い
限
り
浄
土
宗

の
教
え
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
近
年
、
日
系
人
以
外
に
お
い
て
も
日
本
仏
教
や
法
然
上

人
の
教
え
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
い
る
。
彼
ら
に
対
し
て

仏
教
儀
礼
の
中
に
お
い
て
そ
の
法
要
の
意
図
を
伝
え
る
た
め
に

表
白
を
多
言
語
に
翻
訳
す
る
。

法
然
上
人
の
教
え
を
世
界
の
人
々
に
広
め
、
浄
土
宗
劈
頭
宣

言
の
一
つ
で
あ
る
「
世
界
に
共
生
を
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
外
開
教
区
用
儀
式
文
例
作
成



33　 

研究活動報告

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
し
て
い
る
今
こ
そ
が
好
機
で
あ
る
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
表
白
、
廻
向

文
な
ど
の
文
例
な
ど
に
つ
い
て
、
翻
訳
研
究
を
行
う
。

【
研
究
内
容
】

京
都
分
室
で
は
こ
れ
ま
で
、『
日
常
勤
行
式
』
の
多
言
語
化

研
究
を
通
し
て
、
海
外
開
教
区
と
の
繋
が
り
を
築
い
て
き
た
。

そ
し
て
現
在
は
、
各
国
語
の
翻
訳
体
制
を
整
え
、「
表
白
・
引

導
の
多
言
語
化
研
究
」
を
通
し
て
、
海
外
開
教
区
及
び
国
内
開

教
で
の
儀
式
等
に
使
わ
れ
る
引
導
、
表
白
等
の
文
例
の
翻
訳
を

行
っ
て
い
る
。

浄
土
宗
の
教
え
を
海
外
開
教
区
の
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
浄
土
宗
社
会
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
作

業
を
進
め
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

本
研
究
は
、
浄
土
宗
発
行
『
浄
土
宗
書
式
文
例
集
』
の
「
盆

施
餓
鬼
会
表
白
」
①
、「
花
ま
つ
り
表
白
」、「
引
導
（
寺
庭
婦
人
）」、

「
撥
遣
式
宣
疏
（
位
牌
浄
梵
）」、「
引
導
少
年
少
女
」、「
修
正
会

表
白
」、「
除
夜
洪
鐘
之
疏
」、
の
英
訳
は
済
み
、
他
言
語
の
翻

訳
は
進
行
中
で
あ
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
四
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

五
月
二
十
三
日　
六
月
十
三
日　
七
月
十
一
日　

九
月
十
二
日　
十
一
月
十
六
日　

 

十
一
月
二
十
八
日　
十
二
月
十
九
日

令
和
五
年　

�

一
月
三
十
日　
　
二
月
二
十
日　
　
三
月
七
日

�

【
文
責
】
田
中
芳
道
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

石
田
一
裕

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
佐
藤
堅
正　
北
條
竜
士　

 

春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

渡
邉
眞
儀

【
研
究
目
的
】

本
研
究
の
目
的
は
釈
尊
聖
語
を
通
じ
て
開
宗
八
五
〇
年
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
お
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
広
報
や
布
教
の
た
め
の
資
料
を
提

示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
研

究
所
よ
り
そ
の
解
釈
を
提
示
し
た
（『
教
化
研
究
』
三
〇
号
）。

本
研
究
は
そ
の
解
釈
を
踏
ま
え
、
釈
尊
聖
語
に
基
づ
い
た
仏
教

的
な
幸
せ
の
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
三
部
経
や
法
語
と
の
関

連
を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
浄
土
宗
教
師
が
日
常
的
な
布
教
を
行

う
際
の
資
料
と
し
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
広
報
・
教
化
に
資
す
る
た
め
、

原
文
を
踏
ま
え
た
短
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
成
す
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
よ
り
三
か
年
の
計
画
で
研
究
を
開
始
し
た
。
年
度
当
初

か
ら『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』を
対
象
と
し
て
翻
訳
作
業
を
行
な
っ

て
い
る
。
ま
ず
中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
』（
岩
波
文
庫
）
を

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究
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通
読
し
、
翻
訳
対
象
と
す
べ
き
偈
文
の
選
定
を
行
っ
た
。
選
定

に
あ
た
っ
て
は
『
和
合
』
の
連
載
「
釈
尊
し
あ
わ
せ
の
智
慧
」

の
内
容
を
前
提
に
、「
し
あ
わ
せ
」
に
関
す
る
偈
文
を
集
め
た
。

そ
の
後
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
第
一
章
の
「
慈
悲
経
（
メ
ッ

タ
ス
ッ
タ
）」、
同
第
二
章
「
吉
祥
経
（
マ
ン
ガ
ラ
ス
ッ
タ
）」

の
翻
訳
を
終
え
た
。
そ
の
後
、
同
第
三
章
「
セ
ー
ラ
経
（
セ
ー

ラ
ス
ッ
タ
）」
に
つ
い
て
第
五
四
八
偈
か
ら
五
六
九
偈
ま
で
翻

訳
を
終
え
た
。
そ
の
後
、「
慈
悲
経
（
メ
ッ
タ
ス
ッ
タ
）」
に
つ

い
て
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
解
説
を
作
成
し
、
ま
た
ご
法
語
や
三

部
経
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
の
研
究
成
果
は
研
究
内
容
に
も
あ
る
通
り
、「
慈
悲

経
（
メ
ッ
タ
ス
ッ
タ
）」「
吉
祥
経
（
マ
ン
ガ
ラ
ス
ッ
タ
）」「
セ
ー

ラ
経（
セ
ー
ラ
ス
ッ
タ
）」の
翻
訳
文
、な
ら
び
に「
慈
悲
経（
メ
ッ

タ
ス
ッ
タ
）」
の
各
下
を
背
景
と
し
た
キ
ャ
チ
コ
ピ
ー
と
解
説

の
作
成
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
ご
法
語
と
三
部
経
の
選

定
が
具
体
的
研
究
成
果
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
慈
悲
経
（
メ
ッ

タ
ス
ッ
タ
）」
に
つ
い
て
は
、
本
誌
研
究
ノ
ー
ト
に
て
報
告
を

行
っ
て
い
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
三
月
～
令
和
七
年
三
月
（
三
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
一
三
日　
四
月
二
七
日　
五
月
一
三
日　

 

五
月
一
九
日　
五
月
二
五
日　
六
月
一
日　

 

六
月
八
日　
六
月
一
五
日　
六
月
二
二
日　

 

六
月
二
九
日　
七
月
五
日　
七
月
二
〇
日　

 

七
月
二
七
日　
八
月
三
日　
八
月
二
四
日　

 

九
月
七
日　
九
月
一
四
日　
一
〇
月
四
日　

 

一
〇
月
一
一
日　
一
〇
月
一
八
日　

 

一
〇
月
二
四
日　
一
一
月
一
日　
一
一
月
八
日　

一
一
月
一
七
日　
一
一
月
二
二
日　

 

一
一
月
二
九
日　
一
二
月
六
日　
一
二
月
一
三
日　

 
一
二
月
二
〇
日
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令
和
五
年　

�

一
月
一
〇
日　
一
月
一
七
日　
一
月
二
六
日　

 

一
月
三
一
日　
二
月
七
日　
二
月
一
四
日　

 

二
月
二
八
日　
三
月
六
日　
三
月
一
三
日　

 

三
月
二
八
日

�

【
文
責
】
石
田
一
裕
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

北
條
竜
士

研
究
員　
　
　
　

�

戸
松
義
晴　
齋
藤
舜
健　
柴
田
泰
山　

 

佐
藤
堅
正　
石
田
一
裕　
田
中
芳
道　

 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

髙
瀨
顕
功　
平
間
理
俊　
長
尾
光
恵　

 

安
孫
子
稔
章　
里
見
奎
周　
酒
井
仁
成　

 

吹
田
隆
徳　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ　

 

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
（
業
務
委
託
）

【
研
究
目
的
】

現
在
、
海
外
あ
る
い
は
英
語
文
化
圏
に
お
い
て
日
本
浄
土
教

の
基
本
典
籍
（
浄
土
三
部
経
、
祖
師
の
典
籍
な
ど
）
を
扱
っ
て

日
本
浄
土
教
に
つ
い
て
学
ぶ
場
合
、
既
に
数
多
く
出
版
さ
れ
て

い
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派
の
も
の
に
依
存
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
世
界
に
お
け
る
日
本
浄
土
教
の
関
心
あ
る
い

は
研
究
対
象
が
、
親
鸞
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
法
然
、
浄
土
宗
関
係
の
英
語
出
版
物
は
極
め
て
少
な

い
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
、
浄
土
宗
の
教
え
を
世
界
に
発
信
す
る

に
は
、
ま
ず
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
作
業
を
行
い
、
そ
れ
ら

を
出
版
、
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
法
然
浄

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究
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土
教
に
世
界
の
人
々
が
触
れ
、
そ
れ
を
機
縁
に
研
究
者
の
育
成
、

浄
土
宗
の
信
仰
の
拡
充
、
牽
い
て
は
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭

宣
言
の
具
現
化
が
叶
う
。

本
研
究
は
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
で
あ
る
「
愚
者
の

自
覚
を　

家
庭
に
み
仏
の
光
を　

社
会
に
慈
し
み
を　

世
界
に

共
生
き
を
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
浄
土
宗
の
教
え
を
典
籍
の
翻

訳
作
業
、
出
版
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
の
公
表
、
国
際
学
会
で
の

発
表
、
海
外
研
究
者
や
仏
教
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
世
界
へ
劈
頭
宣
言
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
研
究
内
容
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』
に
つ
い
て

・�

新
規
英
訳
作
業
…
本
作
業
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
仏
教
学
教
授
で
あ
る
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先

生
と
研
究
会
を
開
催
し
、『
和
語
灯
録
』
の
全
英
訳
を
目
指
す
。

・�

グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
作
成
作
業
…
日
本
人
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
英
訳

『
和
語
灯
録
』
の
既
存
デ
ー
タ
を
元
に
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
の
作

成
作
業
を
行
う
。

②
英
訳
『
観
経
疏
』
に
つ
い
て

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
と
柴
田
研
究
員
に
よ
る
研
究
会
を
開

催
し
、『
観
経
疏
』
の
全
英
訳
を
目
指
す
。

③
英
訳
『
四
十
八
巻
伝
』
に
つ
い
て

『
四
十
八
巻
伝
』の
英
訳
本（Coats and Ishizuka

『H
onen 

T
he Buddhist Saint

』）
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
作
業
に
よ
っ
て
デ
ー
タ

化
し
、
現
代
に
適
し
た
英
訳
に
修
正
し
、
そ
の
公
開
を
目
指
す
。

現
在
、
英
訳
修
正
作
業
は
終
了
し
て
い
る
が
、
公
開
先
で
あ
る

浄
土
宗
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
作
業
中
で
あ
る
た

め
公
開
作
業
は
保
留
と
な
っ
て
い
る
。

④
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会
に
つ
い
て

本
研
究
会
は
英
訳
作
業
の
将
来
的
展
望
と
し
て
従
来
の
ネ
イ

テ
イ
ブ
翻
訳
者
に
よ
る
英
訳
作
業
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
翻
訳
技
術

を
英
訳
作
業
工
程
に
導
入
し
、
効
率
的
に
作
業
を
進
め
る
た
め

の
調
査
・
研
究
を
行
な
う
。
現
在
は
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報

通
信
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
「
み
ん
な
の

自
動
翻
訳
＠T

exT
ra

テ
キ
ス
ト
ラ
（
自
動
翻
訳
サ
イ
ト
に

お
け
る
高
精
度
自
動
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
）」
を
利
用
し
、
当
研
究
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所
が
所
有
す
る
経
典
等
の
日
本
語
訳
を
テ
キ
ス
ト
ラ
に
組
み
込

み
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
考
察
・
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』
に
つ
い
て

・�

新
規
英
訳
作
業
…
「
諸
人
伝
説
の
こ
と
ば
」（『
浄
土
宗
聖
典
』

四
、
釈
文
四
八
五
・
六
～
四
八
九
・
二
）、「
黒
田
の
聖
人
へ

遣
わ
す
御
文
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
釈
文
四
二
○
・
一
一

～
四
二
二
・
一
）、「
登
山
状
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
釈
文

四
九
三
・
七
～
四
九
九
・
五
）

・�

グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
作
成
作
業
…
作
業
な
し

②
英
訳
『
観
経
疏
』
に
つ
い
て

・�

新
規
英
訳
作
業
…
『
観
経
疏
』
散
善
義
上
品
中
生
～
上
品
下

生
（『
浄
土
宗
聖
典
』
二
、
三
○
三
・
一
五
～
三
○
八
・
八
）

③
英
訳
『
四
十
八
巻
伝
』
に
つ
い
て

作
業
な
し

④
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会
に
つ
い
て

本
年
度
は
埼
玉
工
業
大
学
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
四
年

生
の
藤
井
優
成
氏
の
協
力
に
よ
り
、本
研
究
所
で
所
有
す
る『
英

訳　

浄
土
三
部
経
』
と
『
現
代
語
訳　

浄
土
三
部
経
』
所
収
の

「
無
量
寿
経
」
の
訳
文
デ
ー
タ
を
対
訳
形
式
でT

exT
ra

に
組

み
込
み
、独
自
の
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
の
生
成
を
試
み
た
。そ
の
結
果
、

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
対
訳
デ
ー
タ
の
整
合
性
の
問
題

や
生
成
さ
れ
た
英
訳
文
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
そ
の
成
果
と
し

て
藤
井
氏
に
よ
っ
て
卒
業
研
究
論
文
「
仏
教
聖
典
の
英
訳
機
の

作
成
」（
指
導
教
員
・
村
田
仁
樹
講
師
）
が
執
筆
さ
れ
、
本
研

究
の
今
後
の
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
五
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

①�
『
教
化
研
究
』
原
稿
編
集
作
業
研
究
会
（
日
本
人
メ
ン
バ
ー

の
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
四
年　
四
月
三
日　
四
月
十
五
日　
四
月
二
十
三
日

②�

英
訳
『
和
語
灯
録
』
翻
訳
研
究
会
（
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
、
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他
日
本
人
メ
ン
バ
ー
）

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
四
年　

�

四
月
三
十
日　
五
月
二
日　
五
月
十
一
日（
会
議
）　

五
月
二
十
二
日　
六
月
一
日　
六
月
十
五
日

（
来
日
集
中
研
究
会
、
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
四
年　

�

七
月
二
十
六
日　
七
月
二
十
七
日　

 

七
月
二
十
八
日　
七
月
二
十
九
日　
八
月
二
日　

八
月
三
日　
八
月
四
日　
八
月
九
日　
八
月
十
日　

八
月
十
二
日

③�

英
訳
『
和
語
灯
録
』
下
訳
作
業
研
究
会
（
日
本
人
メ
ン
バ
ー

の
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
四
年　

�

九
月
十
日　
九
月
二
十
八
日　
十
月
五
日　

 

十
月
十
二
日　
十
月
二
十
六
日　
十
一
月
二
日　

十
一
月
十
六　
十
一
月
二
十
三
日　
十
二
月
七
日　

十
二
月
十
四
日

令
和
五
年　

�

一
月
十
一
日　
一
月
十
八
日　
一
月
二
十
五
日　

二
月
一
日　
二
月
八
日　
二
月
十
五
日　

 

二
月
二
十
日　
三
月
一
日　
三
月
八
日　

 
三
月
十
五
日

④�

英
訳
『
観
経
疏
』
研
究
会
（
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
、
柴
田

研
究
員
、
対
面
）

令
和
四
年　
八
月
十
七
日　
八
月
十
八
日　
八
月
十
九
日

○�

Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会
（
埼
玉
工
業
大
学
村
田
仁
樹
講
師
、
藤
井

優
成
氏
含
む
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
四
年　
七
月
七
日　
十
一
月
四
日　
十
一
月
十
八
日

�

【
文
責
】
北
條
竜
士
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
郡
嶋
昭
示

研
究
員　
　
　
　
吉
田
淳
雄　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　
伊
藤
茂
樹

【
研
究
目
的
】

本
研
究
会
は
、『
浄
土
宗
聖
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
浄

土
宗
基
本
文
献
の
書
き
下
し
と
翻
刻
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
浄
土
宗
の
基
本
文
献
の
書
き
下
し
と
し
て
上
梓

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て『
浄
土
宗
聖
典
』が
あ
る
。
こ
の『
聖

典
』
は
碩
学
の
尽
力
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
価
値
は
高
い
。
し
か
し
、
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
渡

す
と
、
法
然
上
人
の
文
献
は
『
選
択
集
』
と
『
和
語
灯
録
』、

善
導
大
師
の
文
献
は
『
観
経
疏
』、
聖
光
上
人
の
も
の
は
『
授

手
印
』
と
『
徹
選
択
集
』
と
、
限
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
お

そ
ら
く
多
く
の
教
師
の
中
に
は
、
手
に
取
り
た
く
て
も
『
浄
土

宗
全
書
』
な
ど
を
紐
解
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

よ
り
手
に
取
り
や
す
い
『
聖
典
』
の
編
纂
作
業
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
は
『
浄
土
宗
聖
典
』
に

収
録
さ
れ
て
い
な
い
基
本
典
籍
と
し
て
、
浄
土
宗
祖
師
の
諸
伝

記
を
取
り
上
げ
、
手
に
取
り
や
す
い
書
き
下
し
文
を
作
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
祖
師
の
諸
伝
記
の
研
究
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【
研
究
内
容
】

書
き
下
し
文
の
作
成
さ
れ
て
い
な
い
基
礎
的
文
献
と
し
て
、

昨
年
度
ま
で
に
祖
師
の
伝
記
資
料
に
着
目
し
、『
聖
光
上
人
伝
』

『
然
阿
上
人
伝
』
の
書
き
下
し
を
作
成
し
た
。
そ
こ
で
本
年
度

は
引
き
続
き
祖
師
の
伝
記
資
料
の
書
き
下
し
作
業
と
し
て
、『
浄

土
本
朝
高
僧
伝
』（『
浄
土
鎮
流
祖
伝
』）
所
収
の
四
祖
良
暁
上
人
、

五
祖
蓮
勝
上
人
、
六
祖
了
實
上
人
、
七
祖
聖
冏
上
人
を
取
り
上

げ
、
書
き
下
し
文
（
総
ル
ビ
）
を
作
成
し
た
。

【
研
究
成
果
】

『
浄
土
鎮
流
祖
伝
』
所
収
の
良
暁
上
人
、
蓮
勝
上
人
、
了
實

上
人
、
聖
冏
上
人
の
伝
記
部
分
の
書
き
下
し
を
作
成
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
五
年
三
月
（
一
年
計
画
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
八
日　
五
月
十
三
日　
七
月
一
日　

 

七
月
八
日　
七
月
十
五
日　
七
月
二
十
二
日　

 

七
月
二
十
九
日　
十
一
月
一
一
日　

 

十
一
月
二
十
五
日　
十
二
月
十
六
日　

 

一
月
十
三
日

令
和
五
年　

�

一
月
十
三
日　
一
月
二
十
日　
二
月
一
日

�

【
文
責
】
郡
嶋
昭
示
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
佐
藤
堅
正

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
柴
田
泰
山　
市
川
定
敬　

 

大
橋
雄
人　
工
藤
量
導　
春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
石
川
琢
道　
後
藤
真
法

【
研
究
目
的
】

近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
浄
土
宗
学
・
仏
教
学
・
宗

教
学
・
宗
教
社
会
学
な
ど
を
含
む
人
文
科
学
分
野
の
研
究
に
お

い
て
も
、
情
報
処
理
技
術
を
駆
使
し
て
基
本
的
な
典
籍
を
調
査

分
析
す
る
方
法
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査

分
析
方
法
を
用
い
る
た
め
に
は
、
典
籍
が
電
子
的
情
報
に
変
換

（
電
子
テ
キ
ス
ト
化
）さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
会
は
、

わ
が
宗
の
宗
典
を
統
一
的
な
デ
ー
タ
形
式
に
基
づ
い
て
電
子
化

す
べ
く
、
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
基
本
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
、
テ
キ
ス
ト
・
画
像
・
音
声
・
映
像
な
ど
の
電
子

デ
ー
タ
を
保
存
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
を
念
頭
に

置
い
て
以
下
の
作
業
を
行
な
っ
た
。
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

さ
れ
て
い
る
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下
、

浄
全
Ｄ
Ｂ
）
お
よ
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
（
以
下
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
大
辞
典
）
の
保
守
・
管
理
、
②
浄
土
宗
関
係
典
籍
の

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
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電
子
化
。

【
研
究
成
果
】

①　

�
浄
全
Ｄ
Ｂ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
大
辞
典
の
保
守
・
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

②　

�『
昭
法
全
』
の
前
半
の
本
文
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
業
者

に
発
注
し
た
。
二
月
十
六
日
に
納
品
さ
れ
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
一
〇
年
三
月
（
八
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　
　
四
月　
四
日　
今
年
度
の
活
動
計
画
の
検
討

　
　
　
　
　
　
五
月
一
六
日　

�

今
年
度
の
発
注
内
容
に
つ
い
て

業
者
と
打
合
せ

　
　
　
　
　
一
一
月
二
八
日　

�

増
上
寺
三
大
蔵
ウ
ェ
ブ
公
開
に

関
し
て
業
者
と
打
合
せ

令
和
五
年　
　
一
月
二
三
日　

�

増
上
寺
三
大
蔵
ウ
ェ
ブ
公
開
に

関
し
て
業
者
と
打
合
せ

　
　
　
　
　
　
二
月
一
三
日　

�

増
上
寺
三
大
蔵
ウ
ェ
ブ
公
開
に

関
し
て
業
者
と
打
合
せ

　
　
　
　
　
　
三
月　
二
日　

�

増
上
寺
三
大
蔵
ウ
ェ
ブ
公
開
サ

イ
ト
と
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵

経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

の
連
携
に
つ
い
て
人
文
情
報
学

研
究
所
永
﨑
研
宣
氏
と
打
合
せ

�

【
文
責
】
佐
藤
堅
正
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
中
野
孝
昭

研
究
員　
　
　
　

�

西
城
宗
隆　
荒
木
信
道　
柴
田
泰
山　

 

八
橋
秀
法　
若
林
隆
仁　
青
木
篤
史　

 

大
橋
雄
人

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

坂
上
典
翁　
山
本
晴
雄　
清
水
秀
浩　

 

粟
飯
原
岳
志　
井
上
良
昭　
八
尾
敬
俊　

 

遠
田
憲
弘　
青
木
玄
秀　
井
川
直
樹　

 

吉
原
寛
樹

【
研
究
目
的
】

今
ま
で
法
式
関
係
の
研
究
班
は
「
現
代
教
化
儀
礼
の
研
究
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
現
代
教
化
儀
礼
の
構
築
と
伝
承
儀
礼
の
保

存
と
い
う
内
容
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
過
去
に
は
「
特
殊

法
要
」「
節
念
仏
」「
声
明
」「
比
較
浄
土
儀
礼
」
な
ど
を
研
究

対
象
と
し
て
き
た
が
、近
年
は
「
六
道
講
式
」「
三
途
講
式
」「
知

恩
講
式
」
各
種
講
式
、「
半
月
布
薩
」「
般
舟
讃
」「
放
生
会
」「
地

蔵
講
式
・
地
蔵
尊
供
養
」
な
ど
具
体
的
法
要
を
取
り
上
げ
て
き

た
。
こ
れ
ら
は
本
宗
に
お
い
て
『
宗
規
』
に
お
け
る
特
殊
法
要

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
部
で
伝
承
さ
れ
修
さ
れ
て
い
る

も
の
、
寺
院
に
よ
っ
て
各
々
独
自
に
修
さ
れ
て
い
る
も
の
、
経

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
式
研
究
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本
法
則
本
は
存
在
す
る
が
現
在
は
修
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
復
興
伝
承
を
目
的
と
し
て
き
た
。
ま
た
復

興
伝
承
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
に
対
応
す
べ
く
内
容
の
要
約
化
、

一
般
寺
院
で
行
え
る
よ
う
少
人
数
で
も
修
せ
る
よ
う
に
簡
略
化

を
行
い
、
次
第
を
新
た
に
作
成
し
現
代
版
と
し
て
提
案
し
て
き

た
。
以
上
の
研
究
成
果
を
公
開
講
座
に
て
内
容
の
講
義
と
共
に

発
表
を
行
い
、
教
化
研
究
に
掲
載
す
る
と
共
に
、
研
究
成
果
の

音
声
及
び
映
像
記
録
も
行
っ
た
。

【
研
究
内
容
】

現
在
法
式
研
究
班
で
は
各
種
法
要
、
作
法
の
映
像
化
を
継
続

し
行
っ
て
い
る
。
令
和
二
年
度
以
降
は
伝
承
儀
礼
の
保
存
と
い

う
観
点
か
ら
、
古
式
の
復
興
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
修
さ
れ
て

い
る
法
要
の
映
像
化
と
保
存
を
行
っ
て
い
く
事
と
し
た
。

儀
礼
の
伝
承
は
経
本
法
則
本
と
そ
れ
を
修
し
て
き
た
寺
院
と
、

そ
れ
に
関
わ
る
人
の
記
憶
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
本
研

究
班
で
は
そ
れ
ら
を
映
像
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
修
す
た
め
の
参

考
と
な
る
も
の
と
し
た
い
。
今
ま
で
の
研
究
対
象
と
し
て
き
た

法
要
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
古
式
法
要
・
儀
礼
等
他
、
現
代
各

寺
院
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
法
要
の
映
像
化
保
存
を
行
う
。

ま
た
浄
土
宗
に
お
け
る
法
式
は
威
儀
、
犍
稚
、
音
声
と
い
っ

た
基
礎
的
な
こ
と
と
、
更
に
は
各
種
法
要
儀
式
作
法
に
至
る
ま

で
、
原
則
的
に
宗
の
定
め
る
『
法
要
集
』
に
基
づ
い
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
現
在
は
『
法
要
集
』
の
威
儀
部
・
犍
稚
部
及

び
「
日
常
勤
行
式
」
は
映
像
化
さ
れ
て
い
る
が
、
差
定
部
に
所

載
の
各
種
法
要
は
映
像
化
さ
れ
て
い
な
い
。
主
だ
っ
た
法
要
次

第
を
映
像
化
し
、
今
後
修
す
る
場
合
の
参
考
と
な
る
も
の
と
し
、

そ
れ
ら
各
種
法
要
の
映
像
化
に
よ
り
後
世
に
正
し
く
伝
承
し
て

い
き
た
い
。

【
研
究
成
果
】

現
行
『
法
要
集
』「
施
餓
鬼
会
」
の
撮
影
と
共
に
、『
礼
讃
声

明
音
譜
』「
施
食
会
」
の
音
声
、
さ
ら
に
は
復
興
し
た
音
声
を

用
い
、明
治
四
三
年
版
増
上
寺
『
浄
土
宗
法
要
集
並
声
明
』「
施

餓
鬼
会
」
の
撮
影
を
行
っ
た
。

ま
た
本
年
度
は
「
関
東
三
大
十
夜
」
の
一
つ
八
王
子
大
善
寺
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研究活動報告

「
諷
誦
文
十
夜
」
の
諷
誦
文
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
、
さ
ら
に

は
写
真
保
存
す
る
許
可
を
得
、
撮
影
可
能
な
諷
誦
文
を
全
て
撮

影
し
た
。

引
き
続
き
、研
究
所
所
有
の
資
料
を
整
理
し
、一
覧
化
を
行
っ

て
い
る
。
カ
セ
ッ
ト
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
の
媒
体
は
積
極
的

に
デ
ー
タ
化
を
行
い
、
ま
た
紙
媒
体
の
も
の
も
デ
ー
タ
化
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
整
理
保
存
し
て
い
く
。
さ
ら
に
は
今
後
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
班
と
連
携
し
、
所
有
す
る
資
料
デ
ー
タ
を
検

索
閲
覧
可
能
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
法
要
式
次
第
を
順
次
研
究
し
、
映
像
化
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
研
究
会
を
開
催
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
五
年
三
月
（
二
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
一
八
日　
五
月
九
日　
五
月
二
三
日　

 
六
月
二
一
日　
六
月
二
二
日　
八
月
八
日　

 

八
月
二
三
日
八
月
二
九
日　
九
月
五
日　

 

九
月
一
四
日　
一
一
月
一
七
日　
一
二
月
九
日　

一
二
月
一
九
日

令
和
五
年　

�

一
月
一
二
日　
一
月
三
一
日　
二
月
二
日　

 

二
月
二
二
日　
三
月
七
日

�

【
文
責
】
中
野
孝
昭
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
宮
入
良
光

研
究
員　
　
　
　

�

青
木
篤
史　
井
野
周
隆　
郡
嶋
昭
示　

 

北
條
竜
士

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

岩
井
正
道　
大
髙
源
明　
工
藤
大
樹　

 

後
藤
真
法　
遠
田
憲
弘　
中
川
正
業　

 

宮
田
恒
順　
八
木
英
哉　
山
田
紹
隆

【
研
究
目
的
】

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

令
和
四
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
〝
檀
信
徒
教
化
に
直

接
つ
な
が
る
研
究
〟
と
し
て
、「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話

の
研
究
」を
テ
ー
マ
と
し
、後
述
の
日
程
で
研
究
会
を
開
催
し
た
。

（
こ
こ
で
想
定
し
た
「
法
話
」
と
は
、
基
本
的
に
檀
信
徒
の
年

回
法
要
の
前
後
に
行
う
、
五
～
一
〇
分
程
度
の
短
い
時
間
の
法

話
で
あ
る
）

本
研
究
は
、
特
に
初
学
の
浄
土
宗
僧
侶
に
法
話
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
偈
文
お
よ
び
仏
具
・
作
法
の
解
説
や
法
話
の

ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
易
い
形
に
ま
と
め
、
報
告
提
案
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
当
研
究
が
、
結
果
と
し
て
僧
侶
も
檀
信
徒
の

方
々
も
共
に
、
本
宗
の
教
旨
や
法
要
の
意
義
等
に
つ
い
て
、
よ

り
深
い
信
仰
と
理
解
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

布
教
研
究
（
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
）
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研究活動報告

【
研
究
内
容
】

・�

昨
年
度
は
、
一
般
的
な
法
要
次
第
に
用
い
ら
れ
る
偈
文
に
つ

い
て
報
告
し
た
。
続
く
本
年
度
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
研

究
し
報
告
す
る
。

　
偈
文
・
誦
経
…�「
聞
名
得
益
偈
」「
一
切
精
霊
偈
」 

「
請
護
念
偈
」「
三
尊
礼
」「
真
身
観
文
」 

「
歎
仏
頌
」「
阿
弥
陀
経
」

　
仏
具
・
作
法
…�「
位
牌
」「
戒
名
」「
袈
裟
」「
献
花
」 

「
数
珠
」「
鉦
」「
線
香（
焼
香
）」「
卒
塔
婆
」

「
灯
明
」「
払
子
」「
木
魚
」「
霊
膳
」「
合
掌
」 

「
食
作
法
」「
十
念
」

・�

各
偈
文
お
よ
び
誦
経
に
つ
い
て
、
①
本
文
②
訓
読
③
訳
文
④

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
⑤
解
説
⑥
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
（
法
話
原

稿
・
ポ
イ
ン
ト
・
解
説
補
足
な
ど
）
と
い
う
フ
ォ
ー
ム
に
基

づ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
た
。

・�

①
②
③
は
、
浄
土
宗
発
行
の
各
種
経
本
資
料
も
し
く
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
を
記
し
、
⑤
に
つ
い
て
は
『
新
纂
浄
土
宗
大

辞
典
』
の
該
当
項
目
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・�

④
⑥
は
、各
偈
文
に
つ
き
研
究
班
員
二
名
が
執
筆
を
担
当
し
た
。

・�

仏
具・作
法
に
つ
い
て
は
、⑤
⑥
の
み
の
報
告
と
な
る
。
⑥
は
、

研
究
員
一
～
二
名
が
執
筆
を
担
当
し
た
。

・�

ま
た
、
次
年
度
研
究
テ
ー
マ
「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―

讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
」
に
む
け
て
、
令
和
五
年
三

月
二
日
、
齊
藤
舜
健
研
究
員
・
井
野
周
隆
研
究
員
を
講
師
と

し
て
所
内
勉
強
会
「『
三
部
経
』
に
つ
い
て
―
『
三
部
経
』

説
教
に
む
け
て
―
」
を
開
催
し
た
。

【
研
究
成
果
】

研
究
成
果
は
、「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
二
）」

と
題
し
て
、『
教
化
研
究
』
第
三
十
四
号
の
研
究
成
果
報
告
に

掲
載
す
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
三
年
四
月
～
令
和
五
年
三
月
（
二
年
計
画
の
二
年
目
）
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【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
十
四
日　
四
月
二
十
二
日　
五
月
六
日　

 

五
月
十
九
日　
六
月
二
日　
六
月
十
六
日　

 
六
月
三
十
日　
七
月
二
十
一
日　
七
月
二
十
八
日　

八
月
二
十
五
日　
九
月
八
日　
九
月
二
十
九
日　

十
月
六
日　
十
月
二
十
七
日　
十
一
月
十
日　

 

十
一
月
二
十
四
日　
十
二
月
八
日　

 

十
二
月
十
五
日

令
和
五
年　

�

一
月
十
九
日　
一
月
二
十
六
日　
二
月
二
日　

 

二
月
九
日　
二
月
二
十
二
日　
三
月
二
日　

 

三
月
九
日　
三
月
十
六
日　
三
月
三
十
日

�

【
文
責
】
宮
入
良
光



51　 

研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　
柴
田
泰
山

研
究
主
務　
　
　
柴
田
泰
山

研
究
員

研
究
ス
タ
ッ
フ　
坂
上
雅
翁　
小
川
法
道　
長
尾
光
恵

【
研
究
目
的
】

当
研
究
班
は
善
導
大
師
の
主
著
で
あ
る
『
観
経
疏
』
の
全
文

現
代
語
訳
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

本
研
究
の
必
要
性
は
、浄
土
宗
の
歴
史
に
お
い
て
『
観
経
疏
』

研
究
を
専
門
と
し
た
研
究
者
に
よ
る
全
文
現
代
語
訳
が
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
未
来
の
浄
土
宗
学
の
発
展
へ
の
寄
与

を
考
え
、中
国
浄
土
教
研
究
を
専
門
と
す
る
研
究
員
に
よ
る『
観

経
疏
』
現
代
語
訳
化
を
行
い
、
善
導
教
学
の
一
次
資
料
を
開
示

す
る
こ
と
で
あ
る
。

研
究
員
が
北
九
州
・
奈
良
・
滋
賀
・
青
森
と
日
本
全
国
に
点

在
し
て
い
る
た
め
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
研
究
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン（
ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）
に
て
実
施
し
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
九
時
か
ら
午
前

十
二
時
ま
で
を
研
究
会
の
実
施
時
間
と
し
て
い
る
。

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅰ
（
善
導
大
師
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
化
）
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【
研
究
成
果
】

現
在
、「
散
善
義
」
の
上
品
上
生
釈
ま
で
の
現
代
語
訳
が
完

了
し
て
お
り
、
本
年
度
『
教
化
研
究
』
に
は
「
定
善
義
」
の
第

十
観
か
ら
「
定
善
義
」
末
尾
ま
で
の
現
代
語
訳
を
掲
載
す
る
。

【
研
究
期
間
】

平
成
二
八
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
八
年
計
画
の
七
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
二
一
日　
四
月
二
八
日　
五
月
三
日　

 

五
月
一
一
日　
五
月
一
七
日　
六
月
二
日　

 

六
月
九
日　
六
月
一
六
日　
六
月
二
九
日　

 

七
月
一
四
日　
七
月
二
九
日　
八
月
四
日　

 

八
月
二
五
日　
九
月
一
日　
九
月
二
二
日　

 

一
〇
月
六
日　
一
〇
月
二
〇
日　
一
〇
月
二
七
日　

一
一
月
三
日　
一
一
月
一
〇
日　
一
一
月
一
七
日　

一
一
月
二
四
日　
一
二
月
一
日　
一
二
月
八
日　

一
二
月
一
五
日　
一
二
月
二
二
日

令
和
五
年　

�

一
月
五
日　
一
月
一
二
日　
一
月
二
七
日　

 

二
月
二
日　
二
月
一
六
日　
二
月
二
三
日　

 

三
月
一
〇
日

�

【
文
責
】
柴
田
泰
山
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

八
橋
秀
法

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆　

 

田
中
芳
道

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

粟
飯
原
岳
志　
伊
藤
茂
樹　
岩
井
正
道　

 

岩
谷
隆
法　
小
川
法
道　

角
野
玄
樹　

 

曽
田
俊
弘　
陳
敏
齢　
永
田
真
隆　

 

松
尾
善
匠　
南
宏
信

【
研
究
目
的
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
江
戸
時
代
の
教
学
・
布
教
・
法

式
等
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
江

戸
時
代
に
涵
養
さ
れ
た
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
幕
末
の
混

乱
や
廃
仏
毀
釈
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
現
在
の

浄
土
宗
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
浄
土
宗
に
つ
い
て
の

研
究
は
、
現
代
の
浄
土
宗
の
教
学
・
布
教
・
法
式
に
つ
い
て
考

え
る
際
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
的
研
究
と
な
る
。

【
研
究
内
容
】

令
和
二
年
度
か
ら
、四
休
庵
貞
極
（
一
六
七
七
〜
一
七
五
六
）

の
研
究
を
開
始
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
、
無
著
道
忠
（
臨
済

宗
）、面
山
瑞
方
（
曹
洞
宗
）、日
政
（
日
蓮
宗
）、玄
智
（
真
宗
）、

敬
光
（
天
台
宗
）
な
ど
、
浄
土
宗
の
み
な
ら
ず
各
宗
に
お
い
て

令
和
四
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
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多
著
の
学
僧
が
輩
出
し
た
時
代
で
あ
る
。
貞
極
は
、
他
宗
の
諸

師
と
比
す
る
に
値
す
る
業
績
を
、
教
学
・
布
教
・
法
式
の
各
分

野
で
残
し
て
い
る
が
、
体
系
的
に
研
究
さ
れ
た
こ
と
の
少
な
い

人
物
で
も
あ
る
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、『
四
休
菴
貞
極
全
集（
以
下
、『
全
集
』）』

所
収
の
著
作
の
精
読
を
行
っ
て
い
る
が
、『
全
集
』
冒
頭
の
『
五

重
廃
立
鈔
』
は
、
文
意
が
難
解
な
箇
所
も
多
い
。
そ
こ
で
、『
五

重
廃
立
鈔
』
に
本
格
的
に
取
り
掛
か
る
前
に
、
理
解
の
一
助
と

し
て
、
昨
年
度
よ
り
『
五
重
廃
立
鈔
』
の
前
身
書
で
あ
る
『
五

重
相
承
節
要
』『
五
重
相
承
私
記
』
の
精
読
・
現
代
語
訳
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
貞
極
の
著
作
の
調
査
・
収
集
活
動
も
同
時
に
行
っ
て
い

る
。
貞
極
の
著
作
は
、
同
時
代
の
諸
書
と
同
様
、
版
行
さ
れ
た

も
の
は
少
な
く
、
多
く
は
筆
写
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

著
者
名
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
誌
デ
ー
タ
だ
け
で
は
貞
極

の
著
作
で
あ
る
と
は
わ
か
ら
な
い
写
本
も
少
な
く
な
い
。
ま
た

『
全
集
』
未
収
の
著
作
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
宗
内

外
の
各
位
に
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

【
研
究
成
果
】

昨
年
度
、『
全
集
』
を
底
本
と
し
て
読
了
し
た
『
五
重
相
承

節
要
』
の
現
代
語
訳
を
、
新
た
に
見
出
し
た
写
本
資
料
を
参
照

し
つ
つ
、
整
理
を
行
っ
た
。
今
回
、
研
究
成
果
報
告
と
し
て
掲

載
す
る
。
そ
の
後
、
引
き
続
き
、『
五
重
相
承
私
記
』
の
精
読・

現
代
語
訳
を
行
っ
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
五
年
三
月
（
七
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
二
十
六
日　
五
月
十
七
日　
六
月
七
日　

 

七
月
五
日　
九
月
十
三
日　
十
一
月
二
十
二
日　

十
二
月
十
三
日

令
和
五
年　

�

一
月
十
七
日　
二
月
二
十
八
日　
三
月
二
十
八
日　

三
月
三
十
一
日
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研究活動報告

�

【
文
責
】
八
橋
秀
法





研
究
成
果
報
告
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【
凡
例
】

底
本
：�『
四
休
菴
貞
極
全
集
』
上

�

（
角
田
俊
徹
編
、
昭
和
五
年
、
西
極
楽
寺
）
所
収
本

校
本
：�『
三
脈
私
記
節
要
』（
佛
教
大
学
図
書
館
）
所
収�

 

　
『
五
重
相
承
節
要
』

　
　
　

�『
五
重
癈
立
鈔
』
上
（
三
康
図
書
館
）
所
収�

 

　
『
五
重
相
承
節
要
』

書
き
下
し
は
底
本
の
訓
点
に
基
づ
く
。 

底
本
で
は
読
み
難
い

箇
所
は
、
校
本
を
参
照
し
、
三
巻
七
書
に
関
し
て
は
『
浄
土
宗

聖
典
』
五
（
平
成
十
年
、
浄
土
宗
）
も
参
照
し
た
。

書
き
下
し
、
現
代
語
訳
共
に
新
字
体
・
現
代
仮
名
遣
い
で
統
一

し
た
。

書
き
下
し
の
イ
ン
デ
ン
ト
は
底
本
に
準
拠
し
て
い
る
が
、
改
行

は
底
本
と
異
な
り
引
用
書
毎
に
改
行
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
。

【
書
き
下
し
】

五
重
相
承
節
要

　
　
初
重

冏
師
曰
く
、「
今
こ
の
『
往
生
記
』
は
、
先
ず
往
生
の
得
不
得

の
機
分
を
挙
ぐ
、
然
し
て
後
、
応
に
往
生
の
得
不
得
の
心
行
を

令
和
四
年
度　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）　

研
究
成
果
報
告

現
代
語
訳
『
五
重
相
承
節
要
』
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研究成果報告

知
る
べ
し
、
こ
れ
す
な
わ
ち
疾
前
無
薬
・
機
前
無
教
の
故
に
、

先
ず
機
分
を
知
る
を
以
て
し
か
も
最
要
と
為
す
。
故
に
最
初
に

こ
れ
を
伝
う
る
な
り
」『
投
機
抄
（
（
（

』。

　
　
二
重

�

記
主
曰
く
、「
ま
た
こ
の
書
の
縁
起
は
、
肥
後
の
国
、
数
阿

弥
陀
仏
と
門
人
の
満
願
社
と
、
法
門
相
論
の
時
、
訛か

謬み
ょ
う

有
り
。

故
に
後
代
の
是
非
を
糺た

だ
さ
ん
が
為
に
、
大
概
を
記
さ
る
る
所

な
り
」『
決
答
上
（
（
（

』。

�

冏
師
曰
く
、「
今
こ
の
『
手
印
』
製
作
の
由
来
は
誠
心
の
体

な
り
と
雖
も
、
因
み
に
一
宗
の
要
義
法
数
を
釈
す
、
謂
う
所
、

正
行
・
助
正
・
三
心
・
五
念
・
四
修
・
三
種
行
儀
等
な
り
。

然
り
と
雖
も
正
し
く
鈔
主
の
本
意
は
結
帰
一
行
三
昧
の
処
に

在
り
。
こ
の
口
伝
を
挙
げ
て
、
以
て
今
こ
の
『
手
印
』
の
奥

旨
と
為
す
《
こ
れ
『
礼
』
の
序
の
伝
な
り
》
（
（
（

」。

�

今
云
く
、
こ
の
『
手
印
』
は
聖
道
を
論
ぜ
ず
雑
行
を
釈
せ
ず
、

唯
浄
土
の
一
門
に
局か

ぎ
る
、
別
し
て
正
行
の
一
途
を
釈
す
な
り
。

初
重
に
通
じ
て
聖
道
及
び
雑
行
兼
行
の
機
を
明
か
す
と
は
、

し
か
も
全
く
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。

「
弁
阿
、
血
脈
を
白
骨
に
留
め
、
口
伝
を
耳
底
に
納
め
、
慥た

し
か

に

以
て
口
に
唱
う
る
所
は
五
万
六
万
、
誠
に
以
て
心
に
持
つ
所
は

四
修
三
心
な
り
。
こ
れ
に
依
っ
て
自
行
を
専
ら
に
す
る
の
時
は
、

口
称
の
数
遍
を
以
て
し
か
も
正
行
と
為
し
、
化
他
を
勧
む
る
の

日
は
、
称
名
の
多
念
を
以
て
し
か
も
浄
業
を
教
う
。
然
り
と
雖

も
上
人
往
生
の
後
は
、
そ
の
義
を
水
火
に
諍
い
、
そ
の
論
を
蘭

菊
に
致
し
て
、
還
っ
て
念
仏
の
行
を
失
い
、
空
し
く
浄
土
の
業

を
廃
す
。
悲
し
き
哉
。［
乃
至
］
且
は
然
師
報
恩
の
為
、
且
は

念
仏
興
隆
の
為
、弟
子
が
昔
の
聞
に
任
せ
、沙
門
が
相
伝
に
依
っ

て
、
こ
れ
を
録
し
て
留
め
て
向
後
に
贈
る
。
仍
っ
て
末
代
の
疑

を
決
せ
ん
が
為
、
未
来
の
証
に
備
え
ん
が
為
、
手
印
を
以
て
証

と
す
（
（
（

」。
�

記
主
曰
く
「
先
師
云
く
、〈
然
る
に
上
人
御
往
生
の
後
、
一

念
義
と
云
う
事
、
繁
昌
せ
し
よ
り
已
来
、
小
坂
弘
願
義
、
世
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に
興
る
に
至
っ
て
、
人
、
皆
、
空
師
の
御
遺
誡
に
背
き
、
多

く
念
仏
の
行
を
廃
す
、
然
る
に
弁
阿
先
師
の
御
教
訓
を
守
っ

て
、
毎
日
六
万
遍
、
畢
命
を
期
と
為
す
。
こ
の
故
に
当
世
の

解
行
、
昔
に
似
ざ
る
こ
と
を
哀
れ
ん
で
、
多
念
数
遍
を
勧
め

ん
が
為
の
故
に
手
印
を
以
て
証
験
と
為
し
て
、
し
か
も
記
し

置
く
所
な
り
〉。《
已
上
》

�

問
う
、
異
義
蘭
菊
と
雖
も
念
仏
の
行
に
非
ざ
る
の
義
、
有
る

べ
か
ら
ざ
る
か
。
然
る
に
失
念
仏
の
行
と
云
う
は
如
何
。
答

う
、
一
念
義
・
弘
願
義
を
立
つ
る
の
輩
、
数
遍
を
廃
す
。
こ

の
義
を
痛
ん
で
『
授
手
印
』
を
作
る
な
り
、
故
に
失
念
仏
行

と
云
う
な
り
」《
決
答
（
（
（

》。

「
釈
し
て
曰
く
、
我
が
法
然
上
人
の
言
わ
く
、〈
善
導
の
御
釈

を
拝
見
す
る
に
、
源
空
が
目
に
は
三
心
も
四
修
も
五
念
も
（
（
（

皆

な
倶
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
見
ゆ
る
な
り
〉
（
（
（

」。

�

記
主
曰
く
、「
三
心
・
五
念
、
皆
（
（
（

こ
れ
称
名
な
る
所
以
は
細

に
尋
て
了
す
べ
し
」《
領
解
（
（
（

》。

�

又
曰
く
、「
所
詮
、
一
行
三
昧
の
南
無
阿
弥
陀
仏
を
正
業
と
す
。

こ
の
行
の
上
に
造
り
著
け
た
る
三
心
等
な
り
と
知
ら
し
め
ん

が
為
に
此か

く
の
如
く
仰
せ
ら
る
な
り
。
謂
く
、
上
の
三
心
の
安

心
も
一
行
三
昧
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
上
の
安
心
な
り
、
上
の

五
念
も
一
行
三
昧
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
上
の
五
念
な
り
」《
決

答
下
（
（1
（

》。

�

今
云
く
、
宗
祖
上
人
曰
く
、「
但
し
三
心
四
修
と
申
す
事
の

候
は
、
皆
決
定
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
を
得
る
ぞ

と
（
（1
（

思
う
内
に
籠
り
候
な
り
」《
一
枚
起
請
文
》。

裏
書
に
曰
く
、「
然
る
に
近
代
の
人
人
、
学
文
を
先
と
為
し
、

そ
の
称
名
を
物
の
員
と
為
さ
ず
。
こ
れ
則
ち
邪
義
な
り
、
邪
執

な
り
、
無
道
心
の
人
な
り
、
無
後
世
の
心
な
り
」。

又
曰
く
、「
或
人
云
く
、
善
導
は
安
心
門
の
義
、
起
行
門
の
義

を
建
立
し
た
ま
う
。
こ
の
二
門
を
建
立
し
て
、
安
心
門
の
日
は

学
文
す
べ
し
。
念
仏
を
修
せ
ず
と
雖
も
安
心
門
に
依
り
て
往
生

を
得
る
な
り
。
そ
の
起
行
門
は
、
人
、
念
仏
を
修
す
と
雖
も
義

を
知
ら
ざ
る
に
依
て
往
生
を
得
ざ
る
な
り
《
云
云
》。
全
く
こ
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れ
法
然
上
人
の
義
に
非
ず
。
梵
釈
四
王
を
以
て
証
と
仰
ぎ
奉

る
（
（1
（

」。
　

�

今
云
く
、
当
時
の
学
生
、
多
く
は
称
名
数
遍
を
廃
す
。
し

か
も
学
文
を
専
ら
に
し
、
或
は
建
立
門
と
名
づ
け
て
、
世

事
を
貪
着
す
。
し
か
も
自
ら
我
は
こ
れ
鎮
西
の
正
流
相
承

の
人
と
号
す
る
な
り
。
悲
し
い
哉
。

　
　
三
重

　

�

冏
師
曰
く
、「『
末
代
念
仏
授
手
印
』
を
領
納
し
解
知
す
。

故
に
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
』
と
云
う
」《
徹
心
鈔
（
（1
（

》。

「『
末
代
念
仏
授
手
印
』
と
は
、
蓋
し
浄
土
宗
の
肝
要
な
り
。

こ
れ
に
依
て
瑞
夢
の
告
げ
、
一
に
非
ず
。
依
っ
て
こ
れ
を
信
ず

る
も
の
惟こ

れ
多
し
。
沙
門
然
阿
、
幸
い
に
こ
の
文
を
伝
え
て
、

輙た
や
す

く
そ
の
義
を
受
く
。
領
解
の
分
、
聊い

さ
さ

か
一
隅
を
記
す
（
（1
（

」。

　

�

冏
師
曰
く
、「
彦
山
住
侶
の
夢
に
云
く
、〈
聖
光
房
製
作
の

授
手
印
は
末
代
に
光
を
放
つ
べ
き
書
な
り
〉」《
徹
心
鈔
（
（1
（

》。

　

�

記
主
曰
く
、「
高
僧
、
来
た
り
て
示
し
て
曰
う
」。《
決

答
（
（1
（

》

「
嘉
禎
三
年
八
月
三
日
、
善
導
寺
に
お
い
て
、
こ
れ
を
草
記
す

る
処
な
り
。
上
人
親
し
く
こ
れ
を
見
た
ま
う
。
合
点
し
畢
ん
ぬ
」

《
領
解
鈔
（
（1
（

》。

　
　
四
重

「
在
阿
、
草
庵
に
尋
ね
来
り
て
、
手
に
手
印
の
疑
問
を
擎か

か
げ
て
、

口
に
口
伝
の
決
答
を
請
す
。
然
阿
、
先
聞
の
趣
を
載
せ
、
後
輩

の
疑
問
に
答
え
畢
ん
ぬ
。
是か

く
の
如
き
の
間
に
書
、
両
巻
を
成
じ
、

先
師
、
人
に
示
し
て
云
く
、〈
弁
阿
、
亡
じ
て
の
後
は
、
法
門

の
事
は
然
阿
に
問
わ
せ
被
る
べ
し
。
然
阿
は
こ
れ
、
弁
阿
が
こ

れ
盛
年
に
成
れ
る
な
り
〉。
然
れ
ば
則
ち
予
が
所
存
、
善
導
寺

上
人
の
意
趣
に
違
う
べ
か
ら
ず
」《
決
答
上
（
（1
（

》。
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�

白
籏
の
曰
く
、「
在
阿
、
授
手
印
の
疑
問
を
記
録
し
て
持
ち

来
っ
て
決
答
を
請
す
な
り
」《
銘
心
鈔
上
（
（1
（

》。

「
抑そ

も
そ

も
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
は
、
分
明
に
義
道
を
顕
さ
ず
し

て
、
し
か
も
そ
の
言
は
少
な
し
と
雖
も
多
く
義
勢
を
含
む
。
然

れ
ば
口
伝
を
聞
か
ざ
る
の
人
は
輙た

や
す

く
以
て
是
非
し
難
し
。
今
、

在
阿
の
疑
問
に
依
て
憗

な
ま
じ
い

に
そ
の
疑
の
決
答
を
書
す
。
一
門
信

受
の
輩
に
非
ざ
る
よ
り
は
許
し
写
せ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

た
と
い
一
門
な
り
と
雖
も
其
の
器
量
を
選
ん
で
こ
れ
を
許
す
べ

し
。
自
ら
不
信
の
人
有
ら
ば
相
承
を
謗
る
の
咎
有
る
べ
き
故
な

り
。
も
し
こ
の
旨
に
背
い
て
左と

こ
う右

無
く
こ
れ
を
写
さ
し
め
ば
、

永
く
仏
天
の
利
益
に
漏
る
べ
き
の
状
、
件
の
如
し
」《
決
答
下
（
（2
（

》。

　

�

今
曰
く
、
上
来
処
処
に
口
伝
と
言
う
は
、
こ
れ
則
ち
師
説

な
り
。
口
伝
と
は
即
ち
秘
伝
の
義
な
り
と
言
う
こ
と
莫
か

れ
。

　

�

問
う
。
記
主
の
制
誡
は
、
既
に
厳
重
な
り
。
今
何
ぞ
相
伝

已
前
の
人
に
、
前
四
重
を
拝
見
せ
し
む
る
や
。

　

�

答
う
。
法
門
の
習
い
、
勧
誡
は
時
機
に
随
っ
て
、
抑
揚
一

准
な
ら
ず
。
今
関
東
の
風
義
は
、
そ
の
器
量
を
選
ば
ず
、

他
門
の
人
を
簡
ば
ず
。
学
臘
三
夏
に
至
ら
ば
、
則
ち
こ
れ

を
許
す
。
剰

あ
ま
つ
さ

え
唯
だ
第
五
重
不
題
筆
点
の
一
箇
を
伝
う
。

更
に
前
四
重
機
類
心
行
の
師
説
を
伝
え
ず
。
故
に
、
多
く

は
誤
り
て
、
彼
の
一
箇
の
伝
を
以
て
、
即
ち
結
帰
一
行
三

昧
な
り
と
言
う
な
り
。
自
ら
数
遍
を
廃
し
て
邪
義
を
発
す
。

こ
こ
を
以
て
止
む
を
得
ず
し
て
、
し
こ
う
し
て
預
め
四
重

を
見
ん
こ
と
を
勧
む
る
な
り
。

　

�

そ
れ
一
行
三
昧
と
は
、
不
観
相
貌
、
専
称
名
号
（
相
貌
を

観
ぜ
ず
、
専
ら
名
号
を
称
す
）。
豈
に
彼
の
一
箇
の
伝
、

全
く
こ
れ
一
行
三
昧
な
ら
ん
や
。
今
、
結
帰
一
行
と
云
う

は
、
上
に
弁
ず
る
が
ご
と
く
、
元
祖
曰
く
、「
唯
だ
往
生

極
楽
の
為
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
疑
い
無
く
往

生
す
る
ぞ
と
思
い
取
り
て
申
す
外
に
は
、
別
の
子
細
候
わ

ず
」《
一
枚
起
請
》。

　

�
彼
の
伝
の
ご
と
き
は
別
段
の
子
細
な
り
。
前
四
重
を
以
て

更
に
混
同
せ
し
む
る
こ
と
莫
か
れ
。
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五
重

『
論
註
』
に
曰
く
、「
必
須
口
授
、
不
得
題
之
筆
点
（
必
ず
須

く
口
授
す
べ
し
、
之
を
筆
点
に
題
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
）
（
（2
（

」。

�

冏
師
曰
く
、「
吉
水
よ
り
愚
に
至
る
直
世
七
代
、
こ
れ
を
骨

に
刻
む
、
こ
れ
を
肝
に
銘
ず
。
然
る
に
、
一
般
の
学
者
の
中

に
於
て
、
頗
る
そ
の
名
を
聞
か
ざ
る
者
有
り
」《
頌
義
廿
九
（
（2
（

》。

　

�

今
云
く
、
京
都
の
一
流
の
、
偏
に
こ
の
相
伝
を
斥
く
は
、

こ
れ
則
ち
堅
く
文
義
に
泥な

ず
ん
で
深
意
を
知
ら
ざ
る
が
故
な

り
。
謂
く
、
深
意
と
は
、
白
旗
結
帰
一
行
の
下
、
一
念
及

び
小
坂
義
を
破
釈
し
畢
り
て
、
文
に
云
う
、「
西
山
派
の

人
等
、
こ
れ
直
授
心
伝
無
く
、
こ
の
口
伝
有
る
を
聞
き
、

偏
に
自
情
を
述
ぶ
か
。
比
興
比
興
、
当
流
一
派
の
相
伝
、

偏
に
口
伝
に
在
り
」《
銘
心
鈔
下
（
（2
（

》。

　

�

故
に
知
ぬ
。
白
籏
及
び
冏
師
、
こ
の
伝
を
尊
重
す
る
こ
と

は
、
異
流
に
簡
別
せ
ん
が
為
な
り
。
も
し
偏
に
京
都
の
義

に
依
ら
ば
、
則
ち
第
五
重
を
軽
ん
ず
る
が
故
に
当
流
の
深

意
を
弁
ぜ
ず
、
宗
の
潤
色
を
知
ら
ず
し
て
相
承
を
謗
ず
る

咎
有
り
。
も
し
偏
に
関
東
の
風
俗
に
依
て
は
、
則
ち
前
四

重
を
伝
え
ざ
る
が
故
に
鎮
西
の
正
流
を
断
ち
、
数
遍
の
行

の
絶
ち
て
僻
見
を
発
す
人
有
り
。
必
ず
偏
に
一
隅
を
守
っ

て
、
互
い
に
是
非
を
諍
う
こ
と
莫
れ
。

�

《
已
上
》

【
現
代
語
訳
】

　
五
重
相
承
節
要

　
　
初
重

聖
冏
師
の
言
う
こ
と
に
は
、「
こ
こ
で
、
こ
の
『
往
生
記
』

で
は
、
ま
ず
往
生
が
得
ら
れ
る
機
根
と
、
得
ら
れ
な
い
機
根
を

挙
げ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
往
生
が
得
ら
れ
る
心
と
行
と
、
得

ら
れ
な
い
心
と
行
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
疾

前
無
薬
・
機
前
無
教
（
（2
（

（
病
い
に
か
か
る
以
前
に
薬
は
な
く
、
自
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分
の
機
根
を
知
る
以
前
に
教
え
は
な
い
）
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず

機
根
の
区
分
を
知
る
こ
と
を
最
も
大
切
な
こ
と
と
す
る
。
そ
れ

故
に
最
初
に
こ
れ
を
伝
え
る
の
で
あ
る
」
聖
冏
『
往
生
記
投
機

鈔
』。

　
　
二
重

記
主
禅
師
（
良
忠
上
人
）
の
言
う
こ
と
に
は
、「
ま
た
こ
の

書
の
述
作
理
由
は
、
肥
後
の
国
、
数
阿
弥
陀
仏
と
門
人
の
満
願

社
が
、
教
え
に
つ
い
て
論
争
し
た
時
、
誤
り
が
あ
っ
た
。
だ
か

ら
後
の
時
代
の
〔
論
議
の
〕
正
邪
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、

概
要
を
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』

上
。聖

冏
師
の
言
う
こ
と
に
は
、「
こ
こ
で
、
こ
の
『
授
手
印
』

を
著
述
し
た
由
来
は
至
誠
心
の
本
体
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
に
関
連
し
て
浄
土
宗
の
要
義
・
法
数
も
解
釈
し
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
正
行
・
助
正
・
三
心
・
五
念
・
四
修
・
三

種
行
儀
な
ど
で
あ
る
。と
は
い
っ
て
も
、ま
さ
に
著
者
の
本
意
は
、

結
帰
一
行
三
昧
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
口
伝
を
提
示
し
て
、

こ
こ
で
の
、
こ
の
『
授
手
印
』
の
究
極
の
主
旨
と
す
る
の
で
あ

る（
こ
れ
は『
礼（
往
生
礼
讃
）』の
序
文
に
関
す
る
伝
で
あ
る
）」

〔
聖
冏
『
授
手
印
伝
心
鈔
』〕。

　

�　

こ
こ
で
言
っ
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
『
授
手
印
』
は
、

聖
道
を
論
じ
る
こ
と
も
せ
ず
、
雜
行
も
解
釈
せ
ず
に
、
た

だ
浄
土
の
一
門
に
限
り
、
特
別
に
正
行
の
一
本
道
を
解
釈

し
て
い
る
。
初
重
で
は
聖
道
・
雜
行
兼
行
の
機
根
も
お
し

な
べ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
と
、
趣
き
が
異
な
っ
て

い
る
。

「
私
・
弁
阿
（
聖
光
）
は
浄
土
宗
の
代
々
の
教
え
（
血
脈
）

を
体
の
奥
底
（
白
骨
）
に
留
め
、
口
づ
た
え
の
教
え
（
口
伝
）

を
耳
の
奥
底
（
耳
底
）
に
納
め
、
た
だ
ち
に
口
に
称
え
る
念
仏

は
五
万
・
六
万
、
し
っ
か
り
と
心
に
持た

も
つ
の
は
四
修
・
三
心
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
行
を
専
ら
す
る
時
は
、
口

で
称
え
る〔
数
が
定
ま
っ
た
〕数
遍
の
念
仏
を
も
っ
て
正
行
と
し
、
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他
の
人
に
念
仏
の
教
え
を
勧
め
る
日
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を

数
多
く
称
え
る
こ
と
（
称
名
の
多
念
）
こ
そ
が
浄
土
に
往
生
す

る
た
め
の
行
で
あ
る
と
教
え
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
法
然
上

人
が
往
生
の
後
は
、
そ
の
教
え
を
巡
っ
て
水
と
火
の
よ
う
に
争

い
、
そ
の
議
論
は
蘭
と
菊
〔
が
ど
ち
ら
が
美
し
い
か
競
う
か
〕

の
よ
う
に
多
く
あ
ら
わ
れ
、
か
え
っ
て
念
仏
の
行
を
失
い
、
空

し
く
浄
土
往
生
の
た
め
の
業
を
廃
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
悲

し
い
こ
と
で
あ
る
。［
中
略
］
一
方
で
は
法
然
上
人
報
恩
の
為
、

一
方
で
は
念
仏
興
隆
の
為
、〔
法
然
上
人
の
〕弟
子〔
で
あ
る
私・

弁
阿
〕
が
昔
聞
い
た
こ
と
の
ま
ま
に
、
私
（
沙
門
）
が
相
伝
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
を
書
き
留
め
て
今
か
ら
後
に
贈
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
末
代（
法
然
上
人
滅
後
の
世
）の
疑
い
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
為
に
、
未
来
の
正
し
い
理
解
と
し
て
備
え
る
為
に
、

手
印
を
押
し
て
証あ

か
し

と
す
る
」〔
弁
長
『
末
代
念
仏
授
手
印
』〕。

記
主
禅
師
（
良
忠
上
人
）
の
言
う
こ
と
に
は
、「
先
師
（
弁

阿
上
人
）
は
こ
う
言
わ
れ
て
い
た
。〈
と
こ
ろ
が
法
然
上
人
御

往
生
の
後
、
一
念
義
と
い
う
も
の
が
大
い
に
盛
ん
に
な
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
小
坂
の
弘
願
義
が
世
の
中
に
広
ま
る
に
至
っ

て
、
人
々
は
皆
、
法
然
上
人
の
御
遺
誡
に
背
き
、
多
く
の
人
が

念
仏
の
行
を
や
め
た
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
弁
阿
は
、
先
師
（
法

然
上
人
）
の
御
教
訓
を
守
っ
て
、
命
終
わ
る
時
ま
で
毎
日
六
万

遍
の
念
仏
を
称
え
る
。
こ
の
故
に
、
最
近
の
理
解
（
安
心
）
や

行
（
作
業
）
が
昔
と
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
哀
れ
ん
で
、
多
念
・
数
遍
の
念
仏
を
勧
め
る
た
め
に
手
印

を
そ
の
証あ

か
し

と
し
、〔
そ
の
旨
を
〕書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
〉。〔
中

略
〕問

う
、
蘭
菊
の
よ
う
に
異
な
っ
た
解
釈
が
た
く
さ
ん
あ
ら
わ

れ
た
と
し
て
も
、
念
仏
の
行
で
は
な
い
教
え
は
あ
り
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
な
の
に
〈
念
仏
の
行
を
失
う
〉
と
言
う
の

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
え
る
、
一
念
義
・
弘
願
義
を
立
て
る
者
ど
も
は
、〔
数
が

定
ま
っ
た
〕
数
遍
の
念
仏
を
も
廃
除
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

心
痛
し
『
授
手
印
』
を
作
っ
た
。
だ
か
ら
〈
念
仏
の
行
を
失
う
〉

と
言
う
の
で
あ
る
」
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』。
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「
解
釈
し
て
言
う
こ
と
に
は
、
私
の
師
で
あ
る
法
然
上
人
の

仰
る
こ
と
に
は
、〈
善
導
の
御
釈
を
拝
見
す
る
と
、〔
私
〕
源
空

の
目
に
は
三
心
も
四
修
も
五
念
門
も
、
皆
す
べ
て
南
無
阿
弥
陀

仏
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
〉」〔
弁
長
『
末
代
念
仏
授
手
印
』〕。

記
主
禅
師
（
良
忠
上
人
）
の
言
う
こ
と
に
は
、「
三
心
・
五

念
門
が
皆
称
名
で
あ
る
理
由
は
細
か
く
尋
ね
て
理
解
す
べ
き
で

あ
る
」
良
忠
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』。

又
、
言
う
こ
と
に
は
、「
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
一
行
三
昧
の
南

無
阿
弥
陀
仏
を
正
定
業
と
す
る
。
こ
の
行
の
上
に
つ
く
り
つ
け

た
三
心
等
で
あ
る
と
わ
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
為
に
、
こ
の
よ
う

に
仰
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〔
法
然
上
人
の
考
え
に

よ
れ
ば
〕
上
に
記
す
三
心
の
安
心
も
一
行
三
昧
の
南
無
阿
弥
陀

仏
と
称
え
る
上
で
の
安
心
で
あ
り
、
上
に
記
す
五
念
門
も
一
行

三
昧
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
上
で
の
五
念
門
で
あ
る
」
良

忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』〕
下
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
宗
祖
（
法
然
）
上
人
の
言
う
こ
と
に

は
、「
た
だ
し
、
お
念
仏
を
称
え
る
上
で
は
三
つ
の
心
構
え
と

四
つ
の
態
度
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
さ
え
も
み

な
こ
と
ご
と
く
「『
南
無
阿
弥
陀
仏
』
と
お
称
え
し
て
必
ず
往

生
す
る
の
だ
」
と
思
い
定
め
る
中
に
、
自
ず
と
具
わ
っ
て
く
る

の
で
す
（
（2
（

」『
一
枚
起
請
文
』。

〔『
末
代
念
仏
授
手
印
』
の
〕
裏
書
に
よ
れ
ば
、「
然
る
に
近

頃
の
人
々
は
、学
問
を
優
先
し
て
、称
名
念
仏
を
軽
ん
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
誤
っ
た
教
え
で
あ
る
。
正
し
く
な
い
見
解
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
道
心
が
な
い
人
で
あ
る
。
後
世
を
考
え
な
い

（
往
生
を
願
わ
な
い
の
と
同
じ
）
心
で
あ
る
」。
又
、
言
う
こ
と

に
は
、「
あ
る
人
の
言
う
こ
と
に
は
、
善
導
は
安
心
門
の
教
え
、

起
行
門
の
教
え
を
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
二
門
を
立
て
て
、
安
心

門
の
場
合
は
学
問
す
べ
き
で
あ
る
。
念
仏
を
修
せ
ず
と
も
安
心

門
に
よ
っ
て
往
生
を
得
る
。〔
こ
れ
に
対
し
〕
そ
の
起
行
門
は
、

人
が
念
仏
を
修
し
て
も
、
教
え
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
往

生
を
得
る
こ
と
が
な
い
。［
中
略
］
ま
っ
た
く
こ
れ
は
法
然
上
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人
の
教
え
で
は
な
い
。
梵
釈
四
王
（
梵
天
・
帝
釈
天
・
四
天
王
）

を
証あ

か
し

と
し
て
仰
ぎ
た
て
ま
つ
る
」〔
弁
長
『
末
代
念
仏
授
手
印
』〕。

　

�　
こ
こ
で
言
っ
て
お
く
な
ら
ば
、現
今
の
学
問
修
行
者（
学

生
）
の
多
く
は
、〔
数
が
定
ま
っ
た
念
仏
で
あ
る
〕
称
名

数
遍
を
廃
除
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
学
問
を
専
ら
に
し

て
、
或
い
は
「
建
立
門
」
と
名
づ
け
る
。
世
間
の
俗
事
に

執
着
す
る
。
そ
の
上
、
自
ら
は
「
私
は
鎮
西
の
正
流
を
相

承
し
た
者
で
あ
る
」
と
名
乗
る
。
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
三
重

聖
冏
師
の
言
う
こ
と
に
は
、「『
末
代
念
仏
授
手
印
』
を
心
に

し
っ
か
り
納
め
、
よ
く
理
解
す
る
。
そ
の
故
に
『
領
解
末
代
念

仏
授
手
印
』
と
言
う
」
聖
冏
『
領
解
授
手
印
徹
心
鈔
』。

「『
末
代
念
仏
授
手
印
』
と
は
、つ
ま
り
浄
土
宗
の
肝
要
〔
の

書
物
〕
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
瑞
夢
（
め
で
た
い
夢
）
の

お
告
げ
は
一
つ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
を
信
じ
る
も

の
も
多
い
。
沙
門
で
あ
る
〔
私
〕
然
阿
は
、
幸
い
な
こ
と
に
こ

の
書
物
（『
授
手
印
』）
を
受
け
継
い
で
、
す
ぐ
そ
の
教
え
を
授

か
っ
た
。
理
解
し
会
得
し
た
内
容
を
、ほ
ん
の
少
し
書
き
記
す
」

〔
良
忠
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』〕。

聖
冏
師
の
言
う
こ
と
に
は
、「
彦
山
に
住
む
僧
侶
の
夢
の
お

告
げ
に
よ
る
と〈
聖
光
房
が
作
ら
れ
た『
授
手
印
』は
末
代（
法

然
上
人
滅
後
の
世
）
に
光
輝
く
書
物
で
あ
る
〉」
聖
冏
『
領
解

授
手
印
徹
心
鈔
』。

記
主
禅
師
（
良
忠
上
人
）
の
言
う
こ
と
に
は
、「
高
僧
が
来
て
、

示
し
て
言
う
」
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』。

「
嘉
禎
三
（
一
二
三
七
）
年
八
月
三
日
、
善
導
寺
に
お
い
て
、

本
書
（『
領
解
鈔
』）
を
下
書
き
し
た
の
で
あ
る
。〔
聖
光
〕
上

人
は
、
ご
自
分
で
こ
の
書
物
を
見
ら
れ
、
内
容
に
つ
い
て
承
知

さ
れ
た
」
良
忠
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』。
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四
重

「
在
阿
が
草
庵
に
訪
ね
て
き
て
、
手
に
は
『
授
手
印
』
へ
の

疑
問
〔
の
書
き
付
け
〕
を
持
ち
、
口
に
口
伝
の
は
っ
き
り
し
た

答
え
を
求
め
る
。〔
私
〕
然
阿
は
、
先
師
（
弁
長
上
人
）
か
ら

聞
い
た
教
え
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
後
輩
の
疑
問
に
答
え
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
い
る
間
に
書
物
は
二
巻
と
な
っ
た
。先
師（
弁

長
）
が
人
に
教
え
示
し
て
言
う
こ
と
に
は
〈〔
私
〕
弁
阿
が
亡

く
な
っ
た
後
は
、
法
門
（
浄
土
宗
の
教
え
）
の
事
は
然
阿
に
尋

ね
よ
。
然
阿
は
弁
阿
が
若
が
え
っ
た
者
で
あ
る
〉。
だ
か
ら
そ

う
い
う
わ
け
で
私
の
思
う
と
こ
ろ
は
、〔
亡
き
〕
善
導
寺
〔
弁
阿
〕

上
人
の
考
え
と
異
な
る
は
ず
が
な
い
」
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑

問
鈔
』
上
。

白
籏
（
（2
（

師
の
言
う
こ
と
に
は
、「
在
阿
は
『
授
手
印
』
の
疑
問

を
書
き
留
め
て
持
っ
て
来
て
、
は
っ
き
り
し
た
答
え
を
求
め
た

の
で
あ
る
」
聖
冏
『
決
答
疑
問
銘
心
鈔
』
上
。

「
そ
も
そ
も
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
は
、
本
義
（
教
え
の
筋

道
）を
明
確
に
は
あ
ら
わ
さ
ず
、し
か
も
そ
の
言
葉
は
少
な
い
が
、

多
く
の
考
え
（
見
解
）
を
含
ん
で
い
る
。
そ
う
で
あ
る
の
で
口

伝
（
師
の
教
え
）
を
聞
か
な
か
っ
た
人
は
、
た
や
す
く
正
し
い

か
間
違
っ
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
し
が
た
い
。
今
、
在
阿
の
疑

問
に
よ
っ
て
、〔
本
当
は
書
か
な
い
ほ
う
が
良
い
が
〕
し
い
て

そ
の
疑
問
に
対
し
て
の
確
答
を
書
く
。
同
門
（
白
旗
一
門
）
の

教
え
を
信
じ
て
い
な
い
者
に
は
、
書
き
写
す
の
を
許
し
て
は
い

け
な
い
。
た
と
え
同
じ
白
旗
一
門
の
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
能

力
を
検
討
し
て
、
書
写
を
許
し
な
さ
い
。
信
じ
よ
う
と
し
な
い

人
は
相
承
を
謗
る
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ

の
趣
旨
に
背
い
て
、
無
造
作
に
こ
れ
を
写
さ
せ
た
な
ら
ば
、
末

長
く
仏
の
利
益
か
ら
も
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
以
上
、
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
」
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』
下
。

こ
こ
で
言
っ
て
お
く
な
ら
ば
、
以
上
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
で

口
伝
と
言
う
の
は
、
師
の
説
で
あ
る
。
口
伝
と
は
秘
伝
の
教
え

で
あ
る
、
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
。

問
う
。
記
主
禅
師
（
良
忠
上
人
）
の
制
誡
（
禁
制
）
は
、ま
っ



69　現代語訳『五重相承節要』

研究成果報告

た
く
厳
重
で
あ
る
。
今
、
な
ぜ
、
相
伝
を
受
け
る
前
の
人
に
、

前
の
四
重
を
恭
し
く
見
せ
る
の
か
。

答
え
る
。
仏
教
の
教
え
の
き
ま
り
で
、〔
教
え
を
伝
え
る
〕

勧
誡
は
時
と
機
根
に
し
た
が
う
の
で
、
伝
え
方
は
一
定
で
は
な

い
。
今
、関
東
の
な
ら
わ
し
で
は
、受
け
る
者
の
能
力
を
問
わ
ず
、

他
の
流
派
の
者
も
排
除
せ
ず
、
檀
林
で
三
年
間
学
べ
ば
、
相
伝

が
許
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
第
五
重
の
〔
筆
で
書
き
記
し
て
は
い

け
な
い
〕
不
題
筆
点
の
一
箇
条
の
み
を
伝
え
、
ま
っ
た
く
前
の

四
重
の
機
類
心
行
（
往
生
を
得
ら
れ
る
機
根
の
種
類
・
心
と
行
）

の
師
の
説
を
伝
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
者
は
誤
っ
て
、

そ
の
一
箇
条
の
伝
を
「〔
す
べ
て
が
称
名
念
仏
の
一
行
に
集
約

さ
れ
る
〕
結
帰
一
行
三
昧
で
あ
る
」
と
言
う
。
自
ず
か
ら
〔
数

が
定
ま
っ
た
念
仏
で
あ
る
〕
数
遍
の
行
を
や
め
て
、
誤
っ
た
考

え
を
お
こ
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
止
む
を
得
ず
、

あ
ら
か
じ
め
四
重
を
見
る
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。

「
一
行
三
昧
」
と
は
、「
阿
弥
陀
仏
の
姿
を
観
ず
る
の
で
は

な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
名
号
を
称
え
る
」
の
で
あ
る
。
ど
う

し
て
そ
の
一
箇
条
の
伝
が
、
ま
っ
た
く
一
行
三
昧
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
、
い
や
な
ら
な
い
。
今
、
結
帰
一
行
と
言
う
の
は
、
す

で
に
説
明
し
た
よ
う
に
、元
祖（
法
然
上
人
）が
お
っ
し
ゃ
る「
た

だ
極
楽
に
往
生
す
る
た
め
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
、

疑
い
な
く
往
生
す
る
の
だ
と
、
思
い
定
め
て
称
え
る
他
に
は
、

別
の
特
別
な
こ
と
は
な
い
」〔『
一
枚
起
請
文
』〕
で
あ
る
。

そ
の
伝
〔
不
題
筆
点
〕
の
よ
う
な
も
の
は
「
別
の
特
別
な
こ

と
」
で
あ
る
。〔
第
五
重
と
〕
前
四
重
を
全
く
混
同
さ
せ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

　
　
第
五
重

『
往
生
論
註
』
に
言
う
こ
と
に
は
、「
必
ず
口
づ
た
え
で
授

け
よ
、
こ
れ
を
筆
で
書
き
記
し
て
は
い
け
な
い
」。

聖
冏
師
の
言
う
こ
と
に
は
、「
吉
水
（
法
然
上
人
）
よ
り
私

に
至
る
直
系
の
七
代
は
、
こ
の
教
え
を
骨
に
刻
み
、
肝
に
銘
じ

て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
同
じ
よ
う
に
学
ん
で
い
る
人
々

の
中
で
も
、〔
浄
土
の
正
流
の
中
に
〕
い
さ
さ
か
名
を
聞
か
な

い
者
が
い
る
」『
頌
義
』（
聖
冏
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』）
二
九
。
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�　

こ
こ
で
言
っ
て
お
く
な
ら
ば
、
京
都
の
一
流
（
義
山
＝

名
越
派
）
が
、
ひ
た
す
ら
こ
の
相
伝
（
第
五
重
）
を
斥
け

る
の
は
、
頑
な
に
文
章
の
意
味
に
こ
だ
わ
っ
て
深
意
（
奥

深
い
意
味
）
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
深
意

と
は
、
白
旗
上
人
の
〔
す
べ
て
が
称
名
念
仏
の
一
行
に
集

約
さ
れ
る
〕
結
帰
一
行
の
く
だ
り
で
あ
る
。
一
念
義
と
小

坂
義
（
西
山
流
）
を
論
破
し
お
わ
り
、〔
続
く
〕
文
章
に

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
西
山
派
の
人
な
ど
、〈〔
直
接
口

づ
た
え
で
心
に
伝
え
ら
れ
る
〕
直
授
心
伝
〉
が
な
く
、
こ

の
口
伝
が
あ
る
の
を
聞
い
て
、
ま
っ
た
く
自
分
の
考
え
を

述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
く
駄
目
だ
。
鎮
西
流
白
旗
派

の
相
伝
は
、
ま
っ
た
く
口
伝
に
あ
る
」
聖
冏
『
決
答
疑
問

銘
心
鈔
』
下
。

　

�　

だ
か
ら
知
り
な
さ
い
。
白
旗
上
人
（
良
暁
）
お
よ
び
聖

冏
師
が
、
こ
の
伝
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
他
の
流
派
と
区

別
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
ま
っ
た
く
京
都
の
一
派
の
考

え
に
よ
る
な
ら
ば
、
第
五
重
を
軽
ん
じ
る
か
ら
、
鎮
西
流

の
深
意
を
わ
き
ま
え
ず
、
浄
土
宗
の
奥
義
を
知
ら
ず
に
相

承
を
謗
る
罪
が
あ
る
。
も
し
ま
っ
た
く
関
東
の
な
ら
わ
し

に
よ
る
な
ら
ば
、
前
の
四
重
を
伝
え
な
い
か
ら
鎮
西
流
の

正
し
い
流
れ
を
断
ち
、〔
数
が
定
ま
っ
た
念
仏
で
あ
る
〕

数
遍
の
行
を
や
め
て
、
ま
ち
が
っ
た
考
え
を
お
こ
す
人
が

い
る
。
し
ば
し
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
に
固
執
し
て
、
お
互

い
に
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
争
っ
て
は
い
け
な
い
。

�

以
上

現
代
語
訳
参
考
文
献

※
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
現
代
語
訳

　

�「
口
語
訳
『
末
代
念
仏
授
手
印
』」『
布
教
研
究
所
報
』
四
、

一
九
八
七
、
浄
土
宗
布
教
研
究
所

　

�

柴
田
泰
山
「『
末
代
念
仏
授
手
印
』
訳
注
研
究
」『
三
康
文
化

研
究
所
年
報
』
五
二
、
二
〇
二
一

※
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』
現
代
語
訳

　

�
柴
田
泰
山
「
良
忠
上
人
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
抄
』
に
つ

い
て
」『
記
主
禅
師
研
究
所
紀
要
』
二
、
二
〇
一
九



71　現代語訳『五重相承節要』

研究成果報告

注（
1
）
浄
全
九
・
八
四
九
上

（
2
）
浄
全
一
〇
・
二
八
上

（
3
）
聖
冏
『
授
手
印
伝
心
鈔
』　
浄
全
一
〇
・
一
九
上

（
4
）
弁
長
『
末
代
念
仏
授
手
印
』　
浄
全
一
〇
・
一

（
5
）
浄
全
一
〇
・
二
八

（
6
）「
四
修
も
五
念
も
」：
浄
全
「
五
念
四
修
」

（
7
）
弁
長
『
末
代
念
仏
授
手
印
』　
浄
全
一
〇
・
八
下

（
8
）「
三
心
・
五
念
、
皆
」：
浄
全
「
三
心
五
念
四
修
皆
」

（
9
）
浄
全
一
〇
・
十
八
上

（
10
）
浄
全
一
〇
・
五
八
下

（
11
）「
往
生
を
得
る
ぞ
と
」：
現
行
『
一
枚
起
請
文
』「
徃
生
す
る
ぞ
と
」

（
12
）
弁
長
『
末
代
念
仏
授
手
印
』　
浄
全
一
〇
・
一
〇
〜
一
一

（
13
）
浄
全
一
〇
・
二
二
上

（
14
）
良
忠
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』　
浄
全
一
〇
・
一
五

（
15
）
浄
全
一
〇
・
二
二
上

（
16
）
浄
全
一
〇
・
二
八
上

（
17
）
浄
全
一
〇
・
一
八
上

（
18
）
浄
全
一
〇
・
二
七
〜
二
八

（
19
）
浄
全
一
〇
・
六
一
〜
六
二

（
20
）
浄
全
一
〇
・
六
〇
上

（
21
）
浄
全
一
・
二
三
七
上

（
22
）
聖
冏
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』　
浄
全
一
二
・
三
三
一
下

（
23
）
浄
全
一
〇
・
八
〇
下

（
24
）
疾
前
無
薬
・
機
前
無
教
：
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
（
玄
義
分
）』
四　

浄
全
二
・
一
六
一
下

（
25
）
浄
土
宗
総
合
研
究
所
（
編
訳
）『
文
庫
版　

法
然
上
人
の
ご
法
語　

第
二
集　
法
語
類
編
』（
令
和
三
年
、
浄
土
宗
出
版
）
一
〇
頁

（
26
）
白
籏
：「
こ
の
書
（『
決
答
疑
問
銘
心
鈔
』）
は
白
簱
上
人
の
御
口
筆

に
し
て
先
師
定
恵
上
人
の
記
録
な
り
。
今
所
欠
を
補
い
、
頗
る
愚
案

を
書
き
加
う
」
聖
冏
『
決
答
疑
問
銘
心
鈔
』。
浄
全
一
〇
・
八
〇
下
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１
．
は
じ
め
に

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
令
和
四

年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話

の
研
究
」
を
行
っ
た
。
研
究
の
目
的
は
、
昨
年
度
報
告
「
常
用

の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
一
）」（『
教
化
研
究
』
第
三

三
号
掲
載
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．
報
告
内
容
に
つ
い
て

本
年
度
は
、
左
記
の
項
目
の
う
ち
、
○
印
の
偈
文
等
お
よ
び

仏
具
・
作
法
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
な
お
●
印
は
、
昨
年
度
の

報
告
に
掲
載
済
み
で
あ
る
。

〈
法
要
次
第
〉

※�

日
常
最
も
多
用
す
る
偈
文
等
で
〝
仮
に
〟
組
み
立
て
た
法

要
次
第
（
差
定
）
で
あ
る
。

●
香
偈

●
三
宝
礼

●�

四
奉
請
／
三
奉
請
（
三
奉
請
の
法
話
ポ
イ
ン
ト
は
、
四
奉

請
に
準
ず
る
も
の
と
し
た
）

●
歎
仏
偈

●
懺
悔
偈
（
十
念
）

●
開
経
偈

●
四
誓
偈
／
〇
真
身
観
文
／
〇
歎
仏
頌
／
〇
阿
弥
陀
経

令
和
四
年
度　

布
教
研
究　

研
究
成
果
報
告

常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
二
）



73　常用の偈文を通した法話の研究（二）

研究成果報告

●�

本
誓
偈
／
○
聞
名
得
益
偈
／
○
一
切
精
霊
偈
／
○
請
護
念

偈
（
十
念
）

○
三
尊
礼
（
経
前
も
し
く
は
経
後
）

●
発
願
文

●
摂
益
文

●
念
仏
一
会

●
総
回
向
偈
（
十
念
）

●
総
願
偈

●
三
身
礼

●
送
仏
偈
（
十
念
）

〈
仏
具
・
作
法
〉

�

○
位
牌
／
○
戒
名
／
○
合
掌
／
○
袈
裟
／
○
献
花
／
○
食
作

法
／
○
十
念
／
○
数
珠
／
○
鉦
／
○
線
香
（
焼
香
）
／
○
卒

塔
婆
／
○
灯
明
／
○
払
子
／
○
木
魚
／
○
霊
膳

各
偈
文
お
よ
び
誦
経
に
つ
い
て
、
①
本
文
②
訓
読
③
訳
文
④

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
⑤
解
説
⑥
法
話
の
ポ
イ
ン
ト（
法
話
原
稿・

ポ
イ
ン
ト
・
解
説
補
足
な
ど
）
と
い
う
フ
ォ
ー
ム
に
基
づ
い
て

報
告
書
を
作
成
し
た
。
な
お
仏
具
・
作
法
に
つ
い
て
は
、
⑤
解

説
⑥
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
の
み
の
報
告
と
な
る
。

３
．
凡
例

①
〈
偈
文
／
本
文
〉

浄
土
宗
発
行
の
『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　

付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心
経
』
お
よ
び
『
浄
土
宗
法
要
集
』
に
よ
る

も
の
を
掲
載
し
た
。

※�

誦
経
の
①
本
文
②
訓
読
③
現
代
語
訳
お
よ
び
「
三
尊
礼
」
の

①
本
文
②
訓
読
は
、
紙
面
の
都
合
上
省
略
し
、
参
考
文
献
の

該
当
頁
を
記
載
す
る
の
み
と
し
た
。

②
〈
訓
読
〉

偈
文
に
つ
い
て
は
、
各
種
参
考
資
料
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
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③
〈
現
代
語
訳
〉

偈
文
に
つ
い
て
は
、
各
種
参
考
資
料
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

各
偈
文
・
誦
経
の
要
旨
を
一
言
で
言
い
表
し
た
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
案
で
あ
る
。
各
種
法
要
の
参
列
者
に
対
し
て
、
司
式

や
維
那
が
偈
文
の
要
旨
を
端
的
に
説
明
す
る
際
に
使
用
し
た
り
、

掲
示
伝
道
や
寺
報
な
ど
に
使
え
る
も
の
を
意
識
し
た
。

⑤
〈
解
説
〉

『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
該
当
項
目
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉
は
、
基
本
的
に
研
究
班
内
の
二
名
が
、

内
容
を
確
認
し
分
担
し
た
う
え
で
執
筆
し
、
研
究
班
全
員
で

検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。（
記
名
原
稿
）

・�

ポ
イ
ン
ト
の
箇
条
書
き
、
も
し
く
は
完
全
法
話
原
稿
な
ど
、

執
筆
者
自
身
の
考
え
や
思
い
を
極
力
自
由
に
書
き
記
し
た
。

そ
の
た
め
、
敢
え
て
体
裁
は
揃
え
な
い
も
の
と
し
た
。

・�

完
全
法
話
原
稿
は
、五
分
か
ら
一
〇
分
ほ
ど
の
法
話
を
想
定
し
、

法
要
の
前
後
な
ど
の
具
体
的
な
想
定
を
し
つ
つ
執
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。

○
〈
そ
の
他
〉

・�

前
号
の
凡
例
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

４
．
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話

〈
偈
文
等
〉

「
真し

ん
身じ

ん
観が

ん
文も

ん
」

①
〈
本
文
〉

〈
省
略
〉

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
九
〇
―
九
六
頁
、『
浄
土
宗
聖
典
』
一
・
一
六
四
―
一
六
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研究成果報告

七
頁
）

②
〈
訓
読
〉

〈
省
略
〉

（『
平
成
改
訂　

浄
土
礼
誦
法
』・
三
五
六
―
三
五
九
頁
、『
浄

土
宗
聖
典
』
一
・
三
〇
〇
―
三
〇
一
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

〈
省
略
〉

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
二
〇
四
―
二
〇
六
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・「
あ
あ
、な
ん
と
、輝
か
し
い
み
仏
の
お
姿
よ
！
」（
北
條
竜
士
）

・「
仏
の
お
す
が
た
を
拝
す
」（
宮
入
良
光
）

⑤
〈
解
説
〉

『
観
経
』
に
説
か
れ
る
定
善
十
三
観
の
う
ち
第
九
観
を
説
く

章
段
。
浄
土
宗
に
お
け
る
各
種
法
要
や
日
常
勤
行
に
お
け
る
誦

経
と
し
て
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
経
文
。
釈
尊
が
阿
難
と
韋
提

希
に
向
け
て
説
き
示
し
た
。
善
導
に
よ
れ
ば
、
無
量
寿
仏
（
阿

弥
陀
仏
）
の
仮
の
真
像
を
観
ず
る
第
八
観
に
次
い
で
、
こ
こ
で

は
そ
の
真
身
観
が
説
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
浄じ

ょ
う

影よ
う

寺じ

慧え

遠お
ん

が

こ
れ
を
仏
身
観
と
称
し
、
そ
の
呼
称
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
経

文
で
は
阿
弥
陀
仏
の
身
体
の
金
色
、
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙

由
旬
の
身
長
、
須
弥
山
の
白
毫
、
四
大
海
の
広
さ
の
眼
、
百
億

三
千
大
千
世
界
に
相
当
す
る
円
光
の
広
さ
な
ど
が
示
さ
れ
、
ま

た
八
万
四
千
の
相
（
き
わ
だ
っ
た
特
徴
）
が
具
わ
っ
て
お
り
、

そ
の
一
々
の
相
に
も
八
万
四
千
の
小
さ
な
特
徴
（
随ず

い

形ぎ
ょ
う

好こ
う

）
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
八
万
四
千
の
光
明
が
放
た
れ
て
い
る
と
す

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、「
一
々
の
光
明
、
徧
く
十
方
世
界
を

照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
わ
ず
」（
聖

典
一
・
三
〇
〇
／
浄
全
一
・
四
四
）
と
説
か
れ
、
浄
土
宗
で
は
、

こ
の
一
節
を
「
摂
益
文
」
と
称
し
、
各
種
法
要
や
勤
行
に
お
い

て
念
仏
一
会
の
冒
頭
で
唱
え
、
ま
た
そ
の
趣
意
が
法
然
に
よ
り

「
月
か
け
の　

い
た
ら
ぬ
さ
と
は　

な
け
れ
と
も　

な
か
む
る

人
の　

心
に
そ
す
む
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
重
要
視
さ
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れ
る
。
ま
た
第
九
観
は
「
徧
観
一
切
色
身
想
」
と
称
す
る
と
説

か
れ
、
阿
弥
陀
仏
を
心
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
切
諸

仏
を
見
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
仏
身
を
観
ず
れ
ば

仏
心
を
見
る
と
い
い
、
そ
の
者
は
無
生
忍
を
得
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
仏
心
は
『
観
経
』
に
「
仏
心
と
は
、
大
慈
悲
こ
れ
な
り
。

無
縁
の
慈
を
も
っ
て
、諸
も
ろ
の
衆
生
を
摂
取
し
た
ま
う
」（
聖

典
一
・
三
〇
一
／
浄
全
一
・
四
四
）
と
説
か
れ
、
阿
弥
陀
仏
の

心
に
言
及
す
る
際
、
広
く
引
用
さ
れ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
相
好
は
、

眉
間
の
白
毫
の
一
点
を
観
じ
る
こ
と
か
ら
自
然
に
現
れ
る
と
い

い
、
阿
弥
陀
仏
を
見
、
諸
仏
を
見
れ
ば
、
諸
仏
か
ら
授
記
が
与

え
ら
れ
る
と
説
か
れ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
袖
山
榮
輝
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

私
が
勤
め
る
お
寺
で
、
以
前
、
あ
る
ご
法
事
の
ご
供
養
が
終

わ
っ
た
あ
と
、
五
歳
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
私
の
と
こ
ろ
に
近

寄
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
御
本

尊
の
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
仏
像
を
指
さ
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

質
問
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
あ
の
人
は
な
ん
で
金
色
な
の
？
」

私
も
思
い
が
け
な
い
質
問
に
一
瞬
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、

五
歳
の
男
の
子
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
お
仏
像
に
つ
い
て

簡
単
に
お
話
を
し
て
あ
げ
ま
し
た
。お
そ
ら
く
、そ
の
男
の
子
は
、

お
仏
像
の
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
姿
を
見
た
と
き
、
姿
か
た
ち
は
人

と
同
じ
よ
う
な
の
に
、
色
だ
け
が
金
色
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

不
思
議
に
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私
が
話
終
え
る
と
、

そ
の
男
の
子
は
「
へ
ぇ
ー
」
と
い
う
表
情
を
し
な
が
ら
、
そ
の

場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
で
は
、
な
ぜ
阿
弥
陀
さ
ま
は
金
色
に

輝
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

阿
弥
陀
さ
ま
の
お
仏
像
の
お
姿
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
も
の
が

全
身
金
箔
で
貼
ら
れ
、
輝
か
し
い
金
色
の
お
姿
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
仏
像
を
高
価
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
こ
の
世
で
苦
し
む
私
た
ち
衆
生
を
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
極
楽
浄

土
に
必
ず
救
い
取
る
ぞ
と
い
う
慈
悲
の
み
心
が
、
全
身
の
す
べ
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て
の
毛
孔
か
ら
金
色
の
光
と
な
っ
て
放
た
れ
て
い
る
と
い
う
お

経
の
説
を
由
来
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
箔
が
使
わ
れ
て
い

る
の
は
、
金
は
金
属
と
し
て
は
錆
び
ず
、
腐
ら
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
永
遠
不
滅
の
金
属
な
の
で
す
。
そ
の
金
と

同
じ
よ
う
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
救
い
の
み
心
も
永
遠
で
あ
る
こ
と

を
金
箔
で
現
わ
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

『
観
無
量
寿
経
』
と
い
う
お
経
の
中
に
、「
真
身
観
文
」
と

い
う
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
極
楽
浄
土
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
姿
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
観
じ
る

べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
次
の
よ

う
な
文
言
が
あ
り
ま
す
。

　

�

仏
身
を
観
ず
る
を
も
っ
て
の
故
に
、
ま
た
仏
心
を
見
る
。

仏
心
と
は
大
慈
悲
こ
れ
な
り
。
無
縁
の
慈
を
も
っ
て
、
諸

も
ろ
の
衆
生
を
摂
し
た
ま
う
（
（
（

。

阿
弥
陀
さ
ま
の
お
姿
を
観
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
さ

ま
の
み
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
阿
弥
陀
さ
ま
の
み
心
は
、

す
ぐ
れ
た
慈
悲
の
み
心
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
人
で

も
分
け
隔
て
な
く
、
慈
悲
の
み
心
で
、
す
べ
て
の
人
々
を
救
い

取
っ
て
下
さ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
仏
さ
ま
の
金
色
の

輝
き
は
、
仏
さ
ま
の
み
心
の
輝
き
で
あ
り
、
慈
悲
の
み
心
そ
の

も
の
で
あ
る
の
で
す
。

た
だ
私
た
ち
は
、
西
方
の
遥
か
彼
方
先
の
極
楽
浄
土
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
姿
を
、
あ
り
あ
り
と
観
じ
る
こ

と
は
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
こ
の
世
の

私
た
ち
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
お
姿
を
仮
に
お
仏
像
と
し

て
お
出
ま
し
い
た
だ
い
て
い
る
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
は
そ
の
お
仏
像
を
拝
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿

弥
陀
さ
ま
の
慈
悲
の
み
心
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
あ
り

ま
す
。

阿
弥
陀
さ
ま
の
前
に
ぬ
か
ず
く
と
き
、
そ
の
一
切
の
煩
悩
を

断
ち
切
ら
れ
た
、
そ
の
輝
か
し
い
お
姿
を
拝
す
こ
と
で
、
私
た

ち
の
本
当
の
姿
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
の

私
た
ち
の
姿
と
い
い
ま
す
と
、
三
毒
煩
悩
に
ま
み
れ
た
姿
で
あ

り
ま
す
。
暗
い
暗
い
人
生
の
道
を
も
が
き
苦
し
み
な
が
ら
、
手
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探
り
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
姿
も
仏
さ
ま
の
よ
う
に
金
色
に
輝
い
て
い
る
と
は

到
底
言
え
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、闇
夜
を
照
ら
す
灯
の
ご
と
く
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明
に
照
ら
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
せ
め
て

次
の
世
で
は
極
楽
浄
土
に
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
金
色
に

輝
く
仏
さ
ま
へ
の
道
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
。
そ
れ
に

は
ま
ず
、
お
念
仏
の
実
践
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
日
々
、
阿
弥

陀
さ
ま
の
お
姿
を
拝
し
、
手
を
合
わ
せ
、
ど
う
ぞ
こ
ん
な
私
で

も
極
楽
浄
土
へ
お
導
き
い
た
だ
き
、「
助
け
給
え
」
と
受
け
取

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
本
当
に
心
の
底
か
ら
「
南
無
阿
弥

陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
の
声
が
湧
き
上
が
っ
て
来

る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

�

月
か
げ
の　

至
ら
ぬ
里
は　

な
け
れ
ど
も　

な
が
む
る
人

の　
心
に
ぞ
す
む

こ
の
世
の
ど
こ
で
も
そ
の
金
色
の
輝
か
し
い
お
姿
か
ら
光
明

を
放
ち
、
常
に
照
ら
し
て
下
さ
っ
て
い
る
阿
弥
陀
さ
ま
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
自
ら
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
私
た
ち
を
輝
き
照
ら
し
続
け
て
下
さ
る
阿

弥
陀
さ
ま
の
光
明
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
日
々
、
お
念
仏
に

ご
精
進
下
さ
い
ま
せ
。

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

○
無
量
寿
仏
の
身
相
光
明
を
観
ず
べ
し
。

「
真
身
観
文
」
は
「
阿
弥
陀
さ
ま
の
真
の
お
姿
と
そ
の
光
明
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
始
ま
る
お
経
文
で
あ
る
。

善
導
大
師
が
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
深
信
釈
に
て
、

　

�

ま
た
決
定
し
て
深
く
信
ず
。
釈
迦
仏
こ
の
『
観
経
』
の
三

福
九
品
、
定
散
二
善
を
説
い
て
、
か
の
仏
の
依
正
二
報
を

証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
め
た
ま
う
こ
と
を
（
（
（

と
お
示
し
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
ご
本
尊
の
尊
容
も
拝
し
な
が
ら
、

参
列
の
方
々
に
阿
弥
陀
さ
ま
（
そ
し
て
極
楽
浄
土
）
を
欣
慕
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
身
相
・
光
明
」
を
お
伝
え
す
る
。（
見

仏
を
目
的
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
典
に
示
さ
れ
る
阿
弥
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陀
さ
ま
の
お
姿
を
大
切
に
頂
戴
し
、
そ
の
ま
ま
お
伝
え
す
る
）

：「
欣
慕
」
＝
よ
ろ
こ
び
慕
う
こ
と
。

「
慕
う
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）

　

①
あ
と
を
追
う
。

　

②�

恋
し
く
思
う
。
会
い
た
い
と
思
う
。
離
れ
が
た
く
思
う
。

　

③�

徳
や
す
ぐ
れ
た
行
な
い
を
範
と
し
て
、
そ
れ
に
な
ら
お

う
と
す
る
。
範
と
す
べ
き
物
事
に
つ
い
て
学
ぶ
。
手
本

と
す
る
。

・
身
相

「
如
百
千
万
億
夜
摩
天
閻
浮
檀
金
色
」
＝
人
間
界
に
は
紫
色
を

帯
び
た
最
上
の
金
（
閻
浮
檀
金
）
が
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
に
天

界
（
夜
摩
天
）
に
も
更
な
る
最
上
級
の
金
が
あ
る
。
そ
の
天
界

の
金
の
百
千
万
億
倍
に
も
美
し
く
尊
く
輝
い
て
い
る
お
姿
。

「
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
」
＝
六
〇
×
万
×
億
×
一
千

億
（
も
し
く
は
一
千
万
）
×
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
粒
の
数
×
約
七

㎞
（
ま
た
は
一
四
㎞
）
（
（
（

と
い
う
限
り
な
い
高
さ
の
お
姿
。

→
限
り
な
く
、
は
か
り
知
れ
な
い
程
の
輝
き
と
大
き
さ
を
〝
敢

え
て
〟
数
量
で
お
伝
え
し
、
驚
異
的
、
圧
倒
的
な
尊
い
お
姿
を

感
じ
、
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
。

「
眉
間
白
毫
」
＝
雪
の
よ
う
に
白
く
て
柔
ら
か
な
毛
が
「
右
回

り
に
巻
い
て
い
て
、〔
そ
の
大
き
さ
は
〕
須
弥
山
（
（
（

の
五
倍
ほ
ど

も
あ
る
（
（
（

」

「
仏
眼
」
＝
「〔
須
弥
山
を
取
り
囲
む
〕
四
つ
の
大
海
の
水
を

合
わ
せ
た
広
さ
（
（
（

に
匹
敵
し
、
真
っ
白
な
眼
に
青
い
瞳
が
一
段

と
際
立
っ
て
い
る
（
（
（

」

・
光
明

「
体
中
の
毛
穴
〔
の
一
つ
一
つ
か
ら
〕
須
弥
山
ほ
ど
〔
大
き
な
〕

光
明
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
。
そ
の
〔
無
量
寿
〕
仏
の
背
後
で

輝
く
光
の
輪
（
円
光
）
は
、
全
宇
宙
（
三
千
大
千
世
界
）
が
百

億
〔
も
入
る
広
さ
〕
な
の
で
あ
る
。
そ
の
円
光
の
中
に
は
、〔
無

量
寿
仏
が
自
ら
現
し
出
し
た
〕
分
身
（
化
仏
）
が
百
万
億
那
由

多
恒
河
沙
も
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。〔
そ
し
て
、
ま
た
〕
そ

の
分
身
そ
れ
ぞ
れ
に
〔
観
世
音
や
大
勢
至
を
は
じ
め
と
す
る
〕

菩
薩
の
分
身
（
化
菩
薩
）
が
数
限
り
な
く
脇
で
仕
え
て
い
る
の



80

で
あ
る
（
（
（

」

→
こ
う
し
た
化
仏
化
菩
薩
が
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
我
ら
を
、

常
に
付
き
添
っ
て
護
っ
て
く
だ
さ
る
。
ま
た
、
臨
終
の
際
も
、

多
く
の
場
合
、
化
仏
が
来
迎
し
て
く
だ
さ
る
（
（
（

。

「
光
明
徧
照
…
」
→
「
摂
益
文
」
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
（『
教
化

研
究
』
三
三
・
三
二
九
―
三
三
六
頁
）
参
照
。

○
法
要
次
第
に
沿
っ
た
う
え
で
、
真
身
の
阿
弥
陀
仏
を
拝
す
こ

と
を
お
伝
え
す
る
。

「
三
奉
請
／
四
奉
請
」
に
て
、
阿
弥
陀
仏
（
お
よ
び
諸
仏
）
を

請
じ
奉
る
。

→
本
尊
お
よ
び
堂
内
の
仏
像
は
、
生
身
の
仏
さ
ま
が
た
で
あ
る

と
の
思
い
で
法
要
に
臨
む
こ
と
と
な
る
。

→
内
陣
の
我
ら
導
師
な
ら
び
に
式
衆
は
、
も
ち
ろ
ん
凡
夫
の
身

で
あ
る
が
、
外
陣
に
ご
参
列
の
檀
信
徒
の
目
に
は
、
極
楽
浄
土

の
菩
薩
衆
と
映
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
誦
経
」
に
頂
戴
ず
る
仏
の
真
身
の
尊
さ
を
、
法
要
前
に
お
伝

え
し
て
お
く
。

→
檀
信
徒
は
ま
さ
に
誦
経
中
、
焼
香
の
た
め
、〔
し
つ
ら
え
が

可
能
で
あ
れ
ば
〕
外
陣
（
娑
婆
世
界
）
を
ひ
と
と
き
離
れ
、
内

陣
（
極
楽
浄
土
）
へ
進
み
、
阿
弥
陀
仏
を
間
近
に
拝
す
こ
と
と

な
る
。
そ
こ
で
は
、
先
立
た
れ
た
故
人
へ
の
想
い
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
阿
弥
陀
仏
（
お
よ
び
極
楽
浄
土
）
へ
の
憧
れ
や
帰
依

の
想
い
を
強
く
感
じ
て
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

「
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
な
尊
い
仏
に
、
私
も
な
り
た
い
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
瞬
間
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

→
こ
れ
は
全
く
の
私
案
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
仏
前
に
進
ん
だ

お
一
人
お
一
人
が
、
阿
弥
陀
仏
よ
り
「
汝
は
必
ず
往
生
し
成
仏

す
る
」
と
い
う
「
授
記
」
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
想
像
す
る
と
、

誦
経
焼
香
後
と
も
に
お
称
え
す
る
「
念
仏
一
会
」
や
こ
れ
か
ら

の
日
々
の
お
念
仏
も
、
一
層
尊
く
感
じ
ら
れ
、
お
勧
め
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
参
考
】

・�「
善
導
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
④
」（『
教
化
研
究
』
三
三
、

二
〇
二
二
）
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・�「
義
山『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』中
之
二　
書
き
下
し
」（『
教

化
研
究
』
二
九
、
二
〇
一
八
）

　

�

ま
た
、巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ラ
ム
集
（
市
川
定
敬
「
佛

身
の
高
さ
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り
」、
齊
藤
舜

健
「
凡
夫
の
理
解
の
範
囲
？
」、
田
中
芳
道
「
光
明
」、
米
澤

実
江
子
「
光
明
―
明
恵
の
批
判
―
」、
井
野
周
隆
「「
無
縁
の

慈
悲
」
に
つ
い
て
」、八
橋
秀
法
「
三
尊
の
尊
容
」〈
敬
称
略
〉）

も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

�
（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

「
歎た

ん
仏ぶ

つ
頌じ

ゅ
」

①
〈
偈
文
〉

〈
省
略
〉

（『
平
成
改
訂　

浄
土
礼
誦
法
』・
三
二
九
―
三
三
四
頁
、『
浄

土
宗
聖
典
』
一
・
一
八
―
二
〇
頁
）

②
〈
訓
読
〉

〈
省
略
〉

（『
平
成
改
訂　

浄
土
礼
誦
法
』・
三
三
四
―
三
三
六
頁
、『
浄

土
宗
聖
典
』
一
・
二
二
〇
―
二
二
三
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

〈
省
略
〉

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
三
八
―
四
四
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・「
六
道
を
超
え
て
」（
井
野
周
隆
）

・「
生
き
る
力
を
い
た
だ
く
」（
北
條
竜
士
）

⑤
〈
解
説
〉

『
無
量
寿
経
』
上
で
法
蔵
菩
薩
が
願
意
を
示
す
た
め
に
、
世
自

在
王
如
来
の
前
に
赴
き
、
讃
歎
す
る
偈
文
の
こ
と
。
浄
土
宗
の

日
常
勤
行
式
で
誦よ

ま
れ
る
「
歎
仏
偈
」（「
如
来
妙
色
身
」
で
始

ま
る
偈
）
と
区
別
し
て
、
歎
仏
頌
と
い
う
。
浄
土
真
宗
で
は
讃
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仏
頌
と
い
う
。「
光
顔
巍
巍　

威
神
無
極
」
よ
り
「
我
行
精
進　

忍
終
不
悔
」
ま
で
の
四
言
八
〇
句
の
偈
頌
（
魏
訳
）
を
い
う
。

そ
の
内
容
は
、
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
如
来
の
徳
を
讃
歎
し
、

出
家
す
る
願
意
を
説
き
、
世
自
在
王
と
諸
仏
に
悟
り
の
証
明
を

請
う
。
梵
本
は
一
〇
偈
、
漢
訳
は
五
言
八
一
句
、
唐
訳
は
七
言

四
二
句
、
宋
訳
は
七
言
三
六
句
で
あ
る
が
、
呉
訳
に
こ
の
偈
文

が
な
い
こ
と
か
ら
、
漢
訳
か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
頌
自
体
の
成
立
は
非
常
に
古

い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
梵
本
に
見
ら
れ
る
言
語

現
象
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
諸
言
語
に
共
通

す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
四
誓
偈
、
東
方
偈

と
と
も
に
日
常
勤
行
式
や
法
会
等
に
お
い
て
広
く
誦
ま
れ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
北
條
竜
士
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
十
分
法
話
例

【
テ
ー
マ
】

「
願
わ
く
は
我
れ
作
佛
し
て
、
聖
法
王
に
斉
し
く
、
生
死
を
過

度
し
て
、
解
脱
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
か
ら
ん
（
（1
（

」

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
し
ば
し
ば
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え

る
よ
う
に
と
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
あ
る
新
聞
の
投
書
欄
に
八
三
歳
の
男
性
か
ら
こ
ん
な
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

�

毎
日
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
食
料
品
の
買
い
出

し
以
外
に
は
必
須
の
用
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
は
月
一

の
散
髪
か
趣
味
仲
間
と
の
会
合
、
日
々
の
運
動
や
ド
ラ
イ

ブ
ぐ
ら
い
の
外
出
で
す
。《
中
略
》
こ
う
し
て
拾
い
上
げ

て
み
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
が
不
要
不
急
な
こ
と
ば
か
り
。

こ
ん
な
生
活
を
長
年
続
け
て
い
た
と
は
、
私
の
人
生
は
不

要
不
急
の
積
み
重
ね
だ
っ
た
の
か
？
こ
れ
で
は
い
け
な
い
、

と
心
を
入
れ
替
え
た
い
が
、
さ
て
私
の
人
生
で
何
が
急
・

要
な
案
件
だ
ろ
う
。
す
ぐ
に
は
思
い
つ
き
ま
せ
ん
（
（1
（

。

皆
さ
ん
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
今
の
男
性
の
投
書
に
も
あ
っ
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た
よ
う
に
、「
自
分
の
人
生
で
何
が
急
・
要
な
案
件
か
」
す
ぐ

に
答
え
ら
れ
る
方
は
、
ど
れ
だ
け
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
答
え
に
つ
い
て
、お
釈
迦
さ
ま
は
、『
無
量
寿
経
』
の
「
歎

仏
頌
」
と
い
う
箇
所
で
、「
生
死
を
過
度
し
て
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
つ
ま
り
「
生
死
の
迷
い
を
離
れ
て
い

く
」、
も
っ
と
言
っ
た
ら
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
死
に
変
わ
り
を

繰
り
返
す
六
道
輪
廻
の
世
界
か
ら
抜
け
出
し
て
い
く
、
こ
れ
が

仏
教
で
説
く
人
生
の
「
急
・
要
」
な
案
件
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
『
無
量
寿
経
』
の
中
心
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
仏
様
に
な

ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
阿
弥
陀
さ
ま
は
、
仏
さ
ま
に
な
ら
れ
る
遥
か
昔
、

法
蔵
菩
薩
と
名
乗
ら
れ
て
い
た
時
に
、「
世
自
在
王
仏
」
と
い

う
仏
さ
ま
に
出
会
わ
れ
ま
す
。
そ
の
法
蔵
菩
薩
さ
ま
が
お
師
匠

さ
ま
で
あ
る
世
自
在
王
仏
さ
ま
に
出
会
わ
れ
た
喜
び
、
感
動
を

表
現
し
て
い
る
の
が
、「
歎
仏
頌
」
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
節
で
法
蔵
菩
薩
さ
ま
が
「
願
わ
く
は
我
れ
作
仏
し
て
聖
法

王
に
齊
し
く
」
と
願
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
聖
法
王
」
と

は
世
自
在
王
仏
さ
ま
の
別
名
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
た
「
作
仏
」

と
は
、
仏
に
成
る
と
い
う
事
で
す
。

つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
は
お
師
匠
さ
ま
で
あ
る
世
自
在
王

仏
さ
ま
に
憧
れ
て
、
世
自
在
王
仏
さ
ま
の
よ
う
な
仏
に
な
り
た

い
と
一
念
発
起
な
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、「
生
死
を

過
度
し
て
、
解
脱
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
か
ら
ん
」
と
言
っ
て
、

法
蔵
菩
薩
さ
ま
自
ら
が
「
生
死
の
迷
い
を
離
れ
、
つ
ま
り
生
ま

れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
六
道
輪
廻
の
世
界
か
ら
の

抜
け
出
し
た
い
」
と
強
く
望
ま
れ
ま
す
。
と
同
時
に
、
こ
れ
は

世
自
在
王
仏
さ
ま
の
よ
う
に
六
道
輪
廻
の
世
界
で
、
苦
し
ん
で

い
る
人
々
を
救
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
裏
返
し
な
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
は
仏
と
な
る
難
行
、
苦
行
に
長
い

長
い
間
、
励
ん
で
い
か
れ
ま
す
が
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
に
と
っ
て
、

「
急
・
要
」
な
案
件
は
、
自
ら
に
お
い
て
は
「
六
道
輪
廻
」
か

ら
の
脱
出
、他
者
に
お
い
て
は
「
六
道
輪
廻
」
か
ら
の
救
済
だ
っ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
六
道
輪
廻
」
の
「
六
道
」
と
は
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、

修
羅
、
人
間
、
天
上
と
い
っ
た
六
つ
の
迷
い
、
苦
し
み
の
世
界

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
が
お
示
し
に
な
る
に
は
、
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私
た
ち
は
今
日
ま
で
、
こ
の
六
道
の
世
界
を
輪
廻
と
い
っ
て
生

ま
れ
変
わ
り
、
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
う
の
で

す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
命
と
い
う
の
は
、「
三
世
」
と
申
し

ま
し
て
、
過
去
（
前
世
）・
現
在
（
現
世
）・
未
来
（
来
世
）
を

含
め
た
命
と
理
解
し
ま
す
。
今
日
ま
で
私
た
ち
は
、
前
世
に
お

い
て
六
道
輪
廻
と
、
ま
る
で
迷
路
に
迷
い
こ
ん
だ
よ
う
に
、
迷

い
に
迷
い
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
大
き
な
迷

路
、
大
迷
路
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
迷
路
の
中
に

入
る
と
、
な
か
な
か
出
口
に
辿
り
つ
け
な
か
っ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
は
、
ま
だ
私
の
二
人
の
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
頃
、
子

ど
も
達
と
軽
い
気
持
ち
で
迷
路
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
す
が
、

し
ば
ら
く
経
つ
と
完
全
に
迷
っ
て
し
ま
い
、
自
分
達
が
今
、
ど

こ
に
い
る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
迷
路
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

と
思
い
ま
し
て
、
と
う
と
う
救
急
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
助
け
を

求
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
す
ぐ
に
遊
園
地
の
係
り
の
人
が
私
の

所
に
か
け
つ
け
て
き
て
く
れ
て
、
速
や
か
に
出
口
へ
と
誘
導
し

て
く
だ
さ
り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
迷
路
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
な
ぜ
、
係
り
の
人
は
、
私
が
い
る
場
所
が
す
ぐ

に
分
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
訳
を
申
し
ま
す
と
、
係
り

の
人
は
、
私
た
ち
の
よ
う
に
、
迷
路
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
人
を
救
護
す
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
高
い
監
視
台

の
よ
う
な
所
か
ら
常
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
。
つ
ま
り
、
迷
路
を
上
空
か
ら
俯
瞰
的
に
眺
め
る
こ
と
で

迷
路
全
体
が
見
渡
せ
、
迷
路
の
中
で
も
、
誰
が
ど
こ
に
い
る
か

が
す
ぐ
に
察
知
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
に
引
き
換
え
、
私
の
い

る
迷
路
の
中
は
平
面
で
す
か
ら
、
縦
と
横
の
二
次
元
の
世
界
で

す
。
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
目
の
位
置
が
迷
路
の
壁
の
高
さ
と

同
じ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
視
野
が
限
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
、

視
点
を
変
え
て
、
上
空
へ
上
が
る
と
縦
と
横
の
二
次
元
の
世
界

に
、さ
ら
に
高
さ
が
加
わ
る
の
で
、三
次
元
の
世
界
と
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
係
り
の
人
の
よ
う
に
、
迷
路
を
上
か
ら
俯
瞰
的
に

見
渡
せ
ば
、
全
体
が
把
握
で
き
、
今
、
ど
こ
に
私
が
立
っ
て
い
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る
の
か
、立
脚
点
が
分
か
り
、現
在
地
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

進
む
べ
き
方
向
が
見
通
さ
れ
、
出
口
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。

こ
の
三
次
元
の
視
点
こ
そ
が
、
御
本
尊
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
ま

な
ざ
し
で
す
。
で
す
か
ら
、
正
面
の
阿
弥
陀
さ
ま
を
ご
覧
い
た

だ
く
と
、
私
た
ち
が
い
る
所
よ
り
一
段
高
い
所
に
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
六
道
輪
廻
と
い
う
迷
路
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、

彷
徨
っ
て
い
る
私
た
ち
を
一
段
高
い
所
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
、

そ
の
六
道
輪
廻
の
迷
路
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

極
楽
浄
土
へ
と
誘
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
決
し
て
私
た
ち
は
自
分
の
力
で
六
道
の
世
界
を
抜
け
出
す

の
で
は
な
く
、
ご
正
面
の
阿
弥
陀
さ
ま
に
誘
導
し
て
も
ら
っ
て
、

初
め
て
六
道
輪
廻
と
い
う
迷
路
か
ら
抜
け
出
し
、
極
楽
浄
土
へ

往
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
阿
弥
陀
さ
ま
の
誘
導
と
い

う
の
を
、
強
い
て
言
う
な
ら
、「
本
願
」
に
例
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
願
と
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
か
つ
て
法
蔵
菩
薩
さ
ま

で
あ
っ
た
時
に
、
六
道
輪
廻
と
い
う
迷
路
で
迷
い
苦
し
ん
で
い

る
私
た
ち
を
救
わ
ん
が
た
め
に
誓
わ
れ
た
願
い
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
誓
わ
れ
た
願
い
は
、
全
部
で
四
十
八
通
り
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
「
我
が
名
を
呼
べ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え

て
こ
い
よ
。
な
ら
ば
必
ず
救
う
」
と
い
う
最
も
大
切
な
願
い
が

ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
六
道
輪
廻
と
い
う
迷
路
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
思
っ

た
ら
、
私
が
迷
路
で
迷
っ
た
時
に
「
助
け
て
」
と
救
急
ボ
タ
ン

を
押
す
よ
う
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
に
「
助
け
て
」
と
お
す
が
り
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
の
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の

お
念
仏
を
お
称
え
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
お
念
仏

を
お
称
え
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
の
お

力
が
働
き
、
六
道
輪
廻
と
い
う
迷
路
を
抜
け
出
し
、
極
楽
浄
土

へ
と
往
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
私
た
ち
に
と
っ

て
、
六
道
輪
廻
の
世
界
か
ら
抜
け
出
す
脱
出
方
法
は
、
お
念
仏

以
外
に
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
仏
教
で
説
く
人
生
の
「
急
・
要
」
な
案
件
で
あ
る
、

六
道
輪
廻
の
世
界
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
も
、
阿
弥
陀
さ
ま
の

ご
本
願
を
信
じ
、
こ
の
口
に
お
念
仏
を
称
え
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

◆
五
分
法
話
例

平
成
二
十
六
年
に
亡
く
な
ら
れ
、
昭
和
・
平
成
の
大
ス
タ
ー

で
あ
っ
た
俳
優
の
高
倉
健
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
座
右

の
銘
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
往
く
道
は
精
進
に
し
て
、
忍
び
て
終
わ
り
悔
い
な
し

こ
の
一
節
は
健
さ
ん
が
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
千
日
回
峰
行
を

二
度
も
満
行
し
た
天
台
宗
の
僧
侶
、
酒
井
雄
哉
（
正
し
く
は
戈

で
は
な
く
弋
）
阿
闍
梨
か
ら
教
わ
っ
た
お
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

酒
井
阿
闍
梨
と
健
さ
ん
は
生
前
中
親
交
が
あ
り
、
酒
井
阿
闍
梨

の
僧
侶
と
し
て
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
生
き
方
に
健
さ
ん
も
憧
れ
を

抱
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
倉
健
さ
ん
の
最
期
の
手
記
に
は

こ
ん
な
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�

僕
は
、
志
が
あ
っ
て
俳
優
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。
思
い

も
よ
ら
な
い
変
化
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
、
出
逢
っ
た

方
々
か
ら
の
想
い
に
応
え
よ
う
と
、
ひ
た
す
ら
に
も
が
き

続
け
て
き
た

健
さ
ん
の
お
人
柄
を
示
す
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ

て
い
ま
す
。
健
さ
ん
は
、
い
つ
も
撮
影
現
場
に
入
ら
れ
る
と
た

と
え
主
演
で
あ
っ
て
も
、
偉
ぶ
る
こ
と
な
く
、
出
演
者
全
員
に

丁
寧
に
深
々
と
お
辞
儀
を
し
、
挨
拶
を
さ
れ
、
ま
た
、
現
場
の

撮
影
ス
タ
ッ
フ
に
も
い
つ
も
や
さ
し
く
声
を
か
け
ら
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
気
遣
い
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
健
さ
ん
が
昭
和
の

ス
タ
ー
俳
優
と
し
て
多
く
の
活
躍
を
さ
れ
た
根
底
に
は
、
こ
の

座
右
の
銘
が
意
味
す
る
よ
う
に
、
己
に
は
厳
し
く
、
陰
で
は
ひ

た
向
き
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
さ
れ
、
一
方
、
人
前
で
は
そ
の

素
振
り
さ
え
も
見
せ
ず
に
、
人
に
対
し
て
は
や
さ
し
く
慈
し
み

の
心
を
も
っ
て
接
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
健

さ
ん
の
こ
の
よ
う
な
お
人
柄
や
そ
の
生
き
方
は
、
菩
薩
さ
ま
が

自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
人
々
の
救
い
を
願
っ
て
、
並
々
な
ら

ぬ
厳
し
い
修
行
を
さ
れ
、
そ
の
願
い
を
成
就
さ
れ
て
仏
さ
ま
と
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な
ら
れ
る
。
そ
し
て
仏
さ
ま
と
し
て
人
々
に
は
慈
し
み
の
心
で

接
し
、
救
済
に
励
ま
れ
る
菩
薩
道
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

も
と
も
と
こ
の
健
さ
ん
の
座
右
の
銘
は
、
浄
土
宗
が
依
り
所

と
す
る
『
無
量
寿
経
』
の
中
の
「
歎
仏
頌
」
の
一
節
に
由
来
し

て
い
ま
す
。『
無
量
寿
経
』
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
に
つ

い
て
説
か
れ
た
お
経
で
す
。
そ
の
中
で
阿
弥
陀
さ
ま
の
前
身
で

あ
る
法
蔵
菩
薩
さ
ま
が
、
師
で
あ
る
世
自
在
王
如
来
の
お
姿
を

見
て
、
そ
の
お
徳
を
讃
え
、
こ
れ
か
ら
世
自
在
王
如
来
の
よ
う

な
仏
を
目
指
し
た
い
と
発
心
し
、
仏
と
し
て
自
分
の
世
界
を
築

く
た
め
に
自
身
の
誓
願
を
立
て
、そ
の
成
就
を
誓
う
箇
所
が「
歎

仏
頌
」
で
す
。
そ
の
末
尾
に
、

　
仮
令
身
止　
諸
苦
毒
中　
我
行
精
進　
忍
終
不
悔

　

�（
た
と
い
身
を
諸
も
ろ
の
苦
毒
の
中
に
止と

ど

む
と
も
、
我
が

行
は
精
進
に
し
て
、
忍
ん
で
終つ

い
に
悔
い
ざ
ら
ん
）

と
あ
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
言
い
ま
す
と
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま

は
、
た
と
え
、
自
分
の
身
が
苦
し
み
に
満
ち
た
世
界
に
沈
め
ら

れ
よ
う
と
も
、
自
分
の
誓
願
を
成
就
す
る
た
め
に
、
修
行
を
怠

る
こ
と
な
く
努
力
精
進
し
、
そ
れ
を
耐
え
忍
び
、
そ
し
て
決
し

て
そ
の
こ
と
を
悔
い
る
こ
と
は
な
い
と
決
心
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
自
分
は
苦
し
く
と
も
、

人
々
の
苦
し
み
は
取
り
除
い
て
あ
げ
た
い
と
い
う
菩
薩
さ
ま
、

仏
さ
ま
の
慈
悲
の
み
心
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
将
来
、
必
ず

や
仏
に
な
り
、
こ
の
世
で
苦
し
む
人
々
を
救
い
取
る
ぞ
と
い
う

法
蔵
菩
薩
さ
ま
の
思
い
が
、
力
強
く
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
人
々
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら
ば
、
私
は
一
切
苦
労
を

い
と
わ
な
い
。
健
さ
ん
も
日
々
、
こ
の
一
節
に
思
い
を
致
し
な

が
ら
、
俳
優
と
し
て
人
々
に
愉
し
ま
れ
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
な

ら
ば
、
自
分
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
強
い
信
念
で
、
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
何
か
を
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
の
姿

を
見
る
と
、
そ
の
尊
い
お
姿
か
ら
、
こ
ち
ら
も
が
ん
ば
り
や
励

み
を
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
方
に
憧
れ
、
つ
い
て

い
き
た
く
な
る
も
の
で
す
。
特
に
自
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
、
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苦
し
い
時
、
そ
の
方
か
ら
「
生
き
る
力
」
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
「
阿
弥
陀
さ
ま
」
と
い
う
仏

さ
ま
か
ら
、そ
の
「
生
き
る
力
」
を
い
た
だ
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
今
、
こ
の
「
歎
仏
頌
」
の
一
節
を
通
し
て
、
こ
の

世
の
遥
か
昔
に
阿
弥
陀
さ
ま
が
私
た
ち
の
た
め
に
、
菩
薩
さ
ま

と
し
て
ご
苦
労
を
さ
れ
た
そ
の
尊
い
お
姿
と
行
い
に
感
謝
し
つ

つ
、
お
念
仏
を
お
称
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
極

楽
浄
土
へ
と
導
か
れ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
そ
ん

な
思
い
で
最
後
に
十
遍
の
お
念
仏
を
お
称
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

「
阿あ

弥み

陀だ

経き
ょ
う

」

①
〈
本
文
〉

〈
省
略
〉

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
二
三
―
五
二
頁
、『
浄
土
宗
聖
典
』
一
・
一
九
五
―
二
〇

九
頁
）

②
〈
訓
読
〉

〈
省
略
〉

（『
平
成
改
訂　

浄
土
礼
誦
法
』・
三
九
〇
―
四
〇
二
頁
、『
浄

土
宗
聖
典
』
一
・
三
一
五
―
三
二
一
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

〈
省
略
〉

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
二
四
六
―
二
五
五
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・�「
お
念
仏
こ
そ
が
」（『
阿
弥
陀
経
』
前
半
／
宮
田
恒
順
）

・�「
信
を
支
え
る
諸
仏
の
証
明
」（『
阿
弥
陀
経
』
後
半
／
中
川

正
業
）

⑤
〈
解
説
〉（
抄
録
）

一
巻
。『
無
量
寿
経
』
を
「
大
経
」
と
称
す
る
の
に
対
し
「
小
経
」
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と
も
称
さ
れ
る
。
ⓈSukhāvatī-vyūha

Ⓣ’phags pa 

bde ba can gyi pkod pa zhes bya ba theg pa chen 

po’i m
do

。
後
秦
（
姚
秦
）
の
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

訳
。
盛
唐
に
お
け
る

智
昇
『
開
元
録
』
四
（
正
蔵
五
五
・
五
一
二
下
）
等
に
よ
れ
ば

弘
始
四
年
（
四
〇
二
）
の
訳
出
。『
無
量
寿
経
』『
観
経
』
と
と

も
に
法
然
が
定
め
た
「
浄
土
三
部
経
」、
す
な
わ
ち
浄
土
宗
に

お
け
る
所
依
の
経
典
の
一
つ
。
西
方
極
楽
浄
土
に
お
け
る
阿
弥

陀
仏
の
実
在
と
そ
の
浄
土
の
荘
厳
、
往
生
の
方
法
、
阿
弥
陀
仏

に
対
す
る
諸
仏
の
称
讃
な
ど
を
説
く
。

本
経
は
、
釈
尊
が
舎
衛
国
祇ぎ

樹じ
ゅ

給き
っ

孤こ

独ど
く

園お
ん

に
お
い
て
何
度
も
舎

利
弗
に
呼
び
か
け
な
が
ら
説
示
す
る
。
ま
ず
は
西
方
十
万
億
土

の
彼
方
に
極
楽
の
世
界
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
阿
弥
陀
仏
が
実
在

し
説
法
を
施
し
て
い
る
と
明
か
す
。
次
い
で
、
極
楽
が
極
楽
た

る
所
以
で
あ
る
、
も
ろ
も
ろ
の
苦
し
み
が
な
く
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
幸
福
感
に
満
ち
た
様
相
や
、
無
量
光
・
無
量
寿
た
る
阿
弥

陀
仏
の
所
以
、
さ
ら
に
は
極
楽
に
生
じ
た
者
の
証
果
を
示
し
て

極
楽
往
生
を
願
う
よ
う
勧
め
、
少
善
根
に
よ
っ
て
は
生
ま
れ
難

い
極
楽
へ
の
往
生
に
は
、
名
号
の
執
持
に
よ
っ
て
こ
そ
命
終
に

阿
弥
陀
仏
を
は
じ
め
と
す
る
聖し

ょ
う

衆じ
ゅ
の
来
迎
が
あ
る
と
し
て
、
阿

弥
陀
仏
に
関
す
る
こ
う
し
た
称
説
を
聞
く
者
は
極
楽
へ
往
生
す

べ
き
で
あ
る
と
教
示
す
る
。
さ
ら
に
釈
尊
同
様
、
六
方
の
諸
仏

が
阿
弥
陀
仏
の
不
可
思
議
功
徳
を
称
讃
し
、
こ
の
経
を
信
ず
べ

き
こ
と
を
広
長
の
舌
相
を
出
し
て
証し

ょ
う

誠じ
ょ
う

し
、
加
え
て
諸
仏
は
諸

仏
が
説
く
仏
名
と
経
名
を
聞
く
者
を
護
念
す
る
と
説
く
。
そ
し

て
諸
仏
と
釈
尊
は
互
い
の
不
可
思
議
功
徳
を
称
讃
し
、
諸
仏
は

釈
尊
が
こ
の
五ご

濁じ
ょ
く

の
世
に
こ
う
し
た
難
信
の
法
を
説
い
た
こ
と

を
称
讃
し
、
釈
尊
自
身
も
そ
れ
が
「
甚
難
」
な
こ
と
で
あ
っ
た

と
述
べ
て
こ
の
経
を
説
き
終
え
る
。
す
る
と
、
舎
利
弗
を
は
じ

め
と
す
る
聴
衆
は
法
悦
に
ひ
た
り
な
が
ら
そ
の
場
を
去
り
、
本

経
が
終
わ
り
と
な
る
。

本
経
に
つ
い
て
善
導
『
法
事
讃
』
は
「
世
尊
の
説
法
時
ま
さ
に

了お
わ

り
な
ん
と
す
、
慇お

ん

懃ご
ん

に
弥
陀
の
名
を
付
属
す
」（
浄
全
四
・

二
五
下
）
と
明
か
し
、
ま
た
法
然
は
『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
お
い

て
「
今
、
此
の
経
、
諸
行
往
生
を
廃
す
、
復ま

た
次
に
但た

ん
念
仏
往
生

を
明
か
す
、念
仏
行
に
於
い
て
、決
定
心
を
生
ず
る
為
な
り
」（
昭

法
全
一
三
三
）
と
見
定
め
、「
教
主
釈
迦
如
来
、
念
仏
往
生
の
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法
門
を
説
き
了
り
て
、
正
に
但
念
仏
往
生
の
法
を
以
て
、
慇
懃

に
付
属
舎
利
弗
等
に
付
属
す
」（
昭
法
全
一
四
三
）
と
論
じ
て

い
る
よ
う
に
、
往
生
行
と
し
て
は
も
は
や
諸
行
を
説
示
す
る
こ

と
な
く
、
口
称
に
よ
る
念
仏
往
生
の
法
を
舎
利
弗
等
に
授
け
た

経
典
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
袖
山
榮
輝
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
（『
阿
弥
陀
経
』
の
前
半
に
つ
い
て
）

・
阿
弥
陀
如
来
の
実
在

『
阿
弥
陀
経
』
は
浄
土
宗
に
お
け
る
所
依
の
経
典
と
し
て
、
浄

土
三
部
経
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。『
阿
弥
陀
経
』
に

は
今
現
に
ま
し
ま
し
て
説
法
し
た
ま
う
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
実

在
が
説
か
れ
、無
量
寿・無
量
光
の
お
姿
が
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。

無
量
寿
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
衆
生
を
救
っ
て
下
さ
る
姿

（
時
間
）、
無
量
光
は
普
く
世
界
を
照
ら
し
て
衆
生
を
摂
取
す
る

姿
（
空
間
）
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
お
り
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
さ

ま
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
時

代
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
衆
生
を
必
ず
救
う
と
誓
っ
て
下
さ
っ

た
大
慈
悲
の
仏
さ
ま
と
し
て
、
今
ま
さ
に
お
浄
土
で
法
を
お
説

き
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
る
こ
と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

・
極
楽
浄
土
と
倶
会
一
処

『
阿
弥
陀
経
』
の
中
で
は
極
楽
浄
土
の
具
体
的
な
様
相
や
、
悩

み
苦
し
み
の
無
い
清
ら
か
な
仏
国
土
に
お
い
て
、
往
生
人
は
阿

弥
陀
如
来
さ
ま
を
は
じ
め
、
菩
薩
さ
ま
方
な
ど
の
聖
衆
と
お
出

会
い
を
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
諸

も
ろ
の
上
善
人
と
俱
に
一
処
に
会
す
る
（
（1
（

」
と
説
か
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
を
慈
し
み
憐
れ
む
中
、
見
捨
て
ず
に

お
救
い
下
さ
っ
た
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
と
浄
土
で
お
会
い
す
る
こ

と
や
、「
愛
別
離
苦
」
に
嘆
く
方
々
に
対
し
、
先
立
っ
た
大
切

な
方
と
再
び
お
会
い
す
る
こ
と
が
叶
う
と
、
経
典
に
基
づ
き
示

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

《
部
分
法
話
例
》

・�『
阿
弥
陀
経
』
内
、
お
釈
迦
さ
ま
が
舎
利
弗
に
対
し
て
説
か
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れ
た
内
容
を
実
際
に
紹
介
し
、
お
浄
土
の
具
体
的
な
様
相
を

説
き
示
す
。（
な
ぜ
極
楽
と
呼
ば
れ
る
か
（
（1
（

、
宝
池
蓮
華
や
天

楽
お
よ
び
種
々
の
鳥
や
阿
羅
漢
・
菩
薩
衆
な
ど
の
功
徳
荘
厳

の
経
説
（
（1
（

を
踏
ま
え
て
）

決
し
て
苦
し
み
の
世
界
や
、
悲
し
み
の
世
界
に
往
か
れ
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
清
ら
か
な
仏
さ
ま
の
国
に
○
○
さ
ま
は
お

い
で
に
な
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
お
傍
で
、
○
○
さ

ま
自
身
も
ご
修
行
を
重
ね
て
仏
さ
ま
と
成
ら
れ
る
の
で
す
。
ど

う
ぞ
、
○
○
さ
ま
の
ご
精
進
と
、
私
た
ち
自
身
を
お
導
き
下
さ

い
と
の
願
い
を
込
め
て
い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に
お
念
仏
を
お
称

え
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

・�『
阿
弥
陀
経
』
内
、『
倶
会
一
処
』
の
御
文
を
紹
介
し
、
再
会

に
つ
い
て
説
き
示
す
。（「
倶
会
一
処
」
の
御
文
を
説
明
し
た

上
で
）

先
立
つ
方
の
こ
と
を
、
決
し
て
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
見
捨
て

た
り
い
た
し
ま
せ
ん
。
心
か
ら
の
お
念
仏
の
声
に
よ
っ
て
、
苦

し
み
や
悲
し
み
の
世
界
な
ど
で
は
な
く
、
清
ら
か
な
極
楽
浄
土

に
お
救
い
下
さ
い
ま
す
。
そ
の
西
方
極
楽
浄
土
で
、
私
た
ち
は

い
つ
か
、
必
ず
ま
た
再
会
を
果
た
す
こ
と
が
叶
い
ま
す
。

※�

状
況
に
応
じ
て
、「
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
ど
う
か
お
救
い
下
さ

い
」
と
の
思
い
や
「
い
つ
か
ま
た
手
を
取
り
合
っ
て
再
会
し

ま
し
ょ
う
」
な
ど
の
思
い
を
促
し
、
同
称
十
念
を
勤
め
る
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
（『
阿
弥
陀
経
』
の
後
半
に
つ
い
て
）

『
阿
弥
陀
経
』
の
前
半
で
は
、「
お
念
仏
を
唱
え
る
者
が
命
終

え
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
諸
菩
薩
を
従
え
た
阿
弥
陀
仏
が
お
迎

え
に
来
て
く
だ
さ
り
、
極
楽
に
往
生
さ
せ
て
頂
け
る
」
と
い
う

阿
弥
陀
仏
の
本
願
が
お
釈
迦
様
の
言
葉
に
よ
り
説
か
れ
る

『
阿
弥
陀
経
』
の
後
半
に
は
、
お
釈
迦
様
と
阿
弥
陀
様
以
外
の

仏
様
が
登
場
す
る
。
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あ
ら
ゆ
る
世
界
の
仏
様
が
、「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
」
や
「
お
釈

迦
様
の
説
法
」
が
間
違
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
く
だ
さ
る
場

面
が
繰
り
返
さ
れ
る

「
証
明
」・
・
・「
人
間
の
証
明
」
は
頼
り
な
い
こ
と
も
あ
る
、

時
が
た
っ
て
効
果
が
無
く
な
る
こ
と
も
あ
る
、
嘘
を
つ
く
こ
と

も
あ
る　
→　
疑
い
の
心
を
持
つ

お
念
仏
往
生
は
「
仏
様
の
証
明
」
だ
か
ら
間
違
い
な
い

一
仏
だ
け
で
も
間
違
い
な
い
の
に
、
す
べ
て
の
仏
様
が
証
明

な
ぜ
証
明
し
て
く
だ
さ
る
の
か
？　

→　

人
間
は
疑
い
深
く
、

信
が
弱
い
存
在
だ
か
ら
（
（1
（

疑
い
深
い
人
間
の
為
に
全
て
の
仏
様
が
証
明
を
繰
り
返
し
て
、

お
念
仏
往
生
が
間
違
い
な
い
こ
と
を
伝
え
て
、
凡
夫
の
信
を
支

え
て
下
さ
る

証
明
や
お
勧
め
に
応
じ
て
、
本
願
を
素
直
に
信
じ
て
お
念
仏
を

称
え
る
こ
と
が
大
切

「
一
紙
小
消
息
」
に
は
、「
六
方
の
世
界
に
お
ら
れ
る
諸
仏
は

『
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
だ
。
私
た
ち
の
証
明
を
信
じ
て
、
覚
り

に
向
か
っ
て
退
く
こ
と
の
な
い
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
』
と
お

悦
び
下
さ
る
」
と
あ
る

仏
様
に
悦
ん
で
頂
け
る
尊
い
生
き
方
が
で
き
る
の
が
、
念
仏
精

進
で
あ
る

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

「
聞も

ん
名み

ょ
う

得と
く

益や
く

偈げ

」

①
〈
偈
文
〉

其ご

仏ぶ
つ

本ほ
ん

願が
ん

力り
き　

聞も
ん

名み
ょ
う

欲よ
く

往お
う

生じ
ょ
う

皆か
い

悉し
っ

到と
う

彼ひ

国こ
く　

自じ

致ち

不ふ

退た
い

転て
ん

（『
浄
土
宗
法
要
集 

上 

新
訂
改
第
四
版
』・
二
五
六
頁
、『
浄
土

宗
聖
典
』
一
・
七
六
頁
）

②
〈
訓
読
〉

そ
の
佛
の
本
願
の
力ち

か
ら

、
名
を
聞
き
て
往
生
せ
ん
と
欲ほ

っ
す
れ
ば
、

皆
悉

こ
と
ご
と

く
か
の
国
に
到い

た
っ
て　

自
ず
か
ら
不
退
転
に
致
る
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（『
浄
土
宗
聖
典
』
一
・
二
五
三
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

か
の
〔
無
量
寿
〕
仏
の
本
願
が
〔
実
現
し
〕

そ
の
力
〔
を
発
揮
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
〕

そ
の
仏
の
名
を
聞
い
て
往
生
を
願
う
〔
者
は
〕

み
な
こ
と
ご
と
く
〔
極
楽
世
界
に
到
達
し
て
〕

〔
覚
り
を
得
る
ま
で
仏
道
か
ら
〕

退
転
す
る
こ
と
の
な
い
境
地
に

知
ら
ぬ
間
に
達
す
る
の
で
あ
る

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
一
一
一
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・「
本
願
の
ち
か
ら
」（
工
藤
大
樹
）

・「
御
名
を
頂
戴
す
る
利
益
」（
宮
入
良
光
）

・「
御
名
を
聞
き
往
生
を
願
う
」（
宮
入
良
光
）

⑤
〈
解
説
〉

在
家
者
の
追
善
の
た
め
の
回
向
文
と
し
て
、
読
経
に
続
い
て
唱

え
ら
れ
る
偈
文
。「
其
仏
本
願
力　

聞
名
欲
往
生　

皆
悉
到
彼

国　

自
致
不
退
転
」。
出
典
は
『
無
量
寿
経
』
下
の
「
東
方
偈
」

（「
讃
重
偈
」
聖
典
一
・
七
六
／
浄
全
一
・
二
一
）。「
そ
の
仏
の

本
願
の
力
、
名
を
聞
き
て
往
生
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
皆
悉
く
か

の
国
に
到
っ
て
、
自お

の

ず
か
ら
不
退
転
に
致
る
」（
聖
典
一
・
二

五
三
）
と
訓
読
さ
れ
る
。
偈
文
名
に
あ
る
と
お
り
、
本
偈
は
阿

弥
陀
仏
の
聞
名
の
利
益
を
明
か
す
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
聞
き
、

往
生
を
願
っ
た
な
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
で
誰
し
も
極
楽
に

往
生
で
き
、
自
動
的
に
不
退
転
の
位
に
住
す
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
た
だ
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
で
は
「
こ
れ
は
私
の
本

願
で
あ
っ
た
。〈
私
の
名
を
聞
い
た
者
は
必
ず
往
生
で
き
る
よ

う
に
〉
と
。
…
〔
往
生
し
た
者
は
〕
不
退
転
に
な
る
」
と
い
う

趣
旨
で
あ
っ
て
、
第
一
句
目
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
と
漢
訳
と

で
か
な
り
異
な
る
。
漢
訳
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
そ
の
仏
の
本

願
の
力
」
と
訳
さ
れ
た
た
め
、
意
味
が
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、『
無
量
寿
経
』
以
外
の
漢
訳
で
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唯
一
こ
れ
と
対
応
す
る
箇
所
を
有
す
る
『
平
等
覚
経
』
で
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

浄
土
宗
と
し
て
は
「
聞
名
欲
往
生
」
は
「
聞
名
し
て
念
仏
し
往

生
を
願
え
ば
」と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
不
退
転
」

の
解
釈
に
関
し
、義
山
は『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』（
浄
全
一
四・

四
一
六
上
）
で
、
凡
夫
は
「
処
不
退
」、
聖
人
は
「
位
不
退
」

と
説
く
。

�
【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
安
達
俊
英
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例
（
特
に
「
本
願
力
」
と
「
自
致
不
退
転
」
を
意

識
し
て
）

本
日
は
〇
〇
様
の
〇
回
忌
の
法
要
に
あ
た
り
、
ご
回
向
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
回
向
」
と
は
、
お
称
え
し
た
お
念

仏
や
お
経
の
功
徳
を
、
大
切
な
方
へ
回
し
向
け
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
意
味
が
ご
ざ
い
ま
す
。

法
要
の
中
で
は
、
こ
の
回
向
の
思
い
を
込
め
た
偈
文
を
お
唱

え
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
手
元
の
お
経
本
の
〇
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
聞
名
得
益
偈
」
と
い
う
偈
文
で
す
。

　
…
（
本
文
、
訓
読
な
ど
）
…

阿
弥
陀
さ
ま
の
本
願
の
お
力
が
示
さ
れ
る
偈
文
で
す
。
阿
弥

陀
さ
ま
は
、
心
か
ら
お
念
仏
を
称
え
る
す
べ
て
の
も
の
を
、
極

楽
浄
土
に
救
い
摂
る
と
お
誓
い
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
そ
の
誓

い
は
実
現
さ
れ
、
い
ま
ま
さ
に
阿
弥
陀
さ
ま
が
お
救
い
く
だ
さ

い
ま
す
」
と
、
お
経
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
阿
弥
陀
さ

ま
の
お
誓
い
を
「
本
願
」
と
申
し
ま
す
。

で
は
、
そ
の
本
願
の
お
力
と
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
知
る
に
は
、
私
た
ち
の
至
ら
な
さ
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
通
り
に
行
か
な
い
中
を
懸
命
に

過
ご
し
て
い
る
私
た
ち
で
す
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
知
ら
ず

知
ら
ず
に
人
を
傷
つ
け
、
心
に
は
邪
ま
な
思
い
を
抱
い
て
し
ま

う
、
本
当
に
至
ら
ぬ
こ
の
私
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
私
た
ち
を
、
す
べ
て
皆
平
等
に
、
極
楽
浄
土
と
い
う
最
上

な
仏
さ
ま
の
世
界
へ
と
救
い
取
っ
て
く
だ
さ
る
。
そ
れ
ほ
ど
大



95　常用の偈文を通した法話の研究（二）

研究成果報告

き
な
大
き
な
本
願
の
お
力
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
阿
弥
陀
さ
ま
の
本
願
の
お
力
が
込
め
ら
れ
た
お
念
仏
の

大
き
な
功
徳
を
、
本
日
は
と
く
に
〇
〇
様
へ
、
回
し
向
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
聞
名
得
益
偈
」
の
最
後
に
は
、「
自
致
不
退
転
」
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
仏
道
修
行
の
道
を
決
し
て
後
戻
り
し
な
い
と

い
う
境
地
の
こ
と
で
す
。
こ
の
世
で
は
、
後
戻
り
ば
か
り
の
至

ら
ぬ
私
た
ち
で
す
が
、
極
楽
浄
土
で
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
す
ぐ

傍
に
い
る
わ
け
で
す
。
自
ず
と
正
し
い
心
持
ち
、
穏
や
か
な
思

い
で
、
後
戻
り
な
く
仏
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

極
楽
浄
土
で
の
仏
道
修
行
。
そ
の
仏
の
道
の
目
的
に
は
、
こ

ち
ら
の
世
に
残
し
た
ご
縁
深
い
方
々
の
こ
と
を
、
見
守
り
、
救

い
導
い
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
極
楽
浄
土
か
ら
、

皆
さ
ま
の
こ
と
を
想
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら
は
、
ど
う
ぞ
そ
の
道
を
お
進
み
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
で
、
ご
回
向
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
先
立
た
れ
た
大
切
な
方

を
想
う
心
で
す
。

場
所
は
隔
て
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
想
い
合
う
、「
心

は
同
じ
（
（1
（

」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
も
な
お
尊
い
ご
関
係
が
続
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
本
願
の
お
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
本
願
に
示
さ
れ
る
お
念
仏
を
改
め
て
称
え
、
終
わ
り
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
〇
〇
様
を
思
う
心
を
込
め
て
、
ど
う
ぞ

ご
一
緒
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
参
考
】

・
不
退
転

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
〔
仏
と

し
て
の
〕
私
の
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
仏
道
か
ら
退
転
し
な
い

と
い
う
境
地
に
た
だ
ち
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ

の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。（
第
四
七
得
不

退
転
の
願
）（『
無
量
寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
三
二
頁
／
『
現

代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
八
―
五
九
頁
）
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「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
他
方
の
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
〔
仏
と

し
て
の
〕私
の
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、〔
真
理
に
対
す
る
〕第
一・

第
二
・
第
三
の
確
信
〔
に
満
ち
た
境
地
〕
に
た
だ
ち
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
ま
た
他
方
の
諸
仏
の
説
く
真

理
の
教
え
を
〔
体
得
し
〕、
そ
こ
か
ら
退
転
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
第

四
八
得
三
法
忍
の
願
）（『
無
量
寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
三
二

頁
／
『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
九
頁
）

・
願
成
就

「〔
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
世
界
の
〕
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
〔
諸
仏

に
よ
っ
て
讃
え
ら
れ
る
無
量
寿
仏
の
〕
名
を
耳
に
し
て
、〔
自

ら
も
そ
の
仏
に
〕
想
い
を
募
ら
せ
、〔
そ
の
仏
に
〕
夢
中
に
な
っ

て
、
た
と
え
一
遍
で
あ
っ
て
も
念
仏
を
称
え
て
、
心
の
底
か
ら

全
身
全
霊
を
込
め
て
、
か
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
し
た
い
と

願
う
な
ら
ば
〔
命
終
の
後
に
は
、
た
だ
ち
に
〕
直
接
〔
極
楽
世

界
へ
の
〕
往
生
が
叶
い
、
覚
り
の
境
地
に
至
る
ま
で
退
転
す
る

こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
〔
よ
く
心
得
よ
〕。
五
逆
罪
を
犯
し
た

者
と
仏
の
教
え
を
謗
る
者
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
」（
願
成
就

文
〈
第
十
八
願
〉
／
『
無
量
寿
経
』
下
／
聖
典
一
・
二
四
九
頁

／
『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
・
一
〇
〇
頁
）

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
（
特
に
「
聞
名
」
に
注
目
し
て
）

・「
本
願
力
」

「
本
願
」
と
は
、
成
仏
以
前
の
菩
薩
さ
ま
方
の
誓
願
で
あ
り
、

上
求
菩
提
（
悟
り
を
求
め
る
）
と
下
化
衆
生
（
一
切
衆
生
を
教

化
し
救
済
す
る
）
の
御
心
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
本
意
は
、
下

化
衆
生
に
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
様
が
「
本
願
」
を
建
て
ら
れ
、
阿

弥
陀
仏
と
成
り
極
楽
浄
土
を
建
立
さ
れ
た
の
も
、
我
ら
一
切
罪

悪
の
衆
生
を
救
い
と
り
仏
へ
と
育
て
上
げ
る
た
め
で
あ
る
（
（1
（

。

「
力
」
と
は
、
本
願
の
力
用
、
働
き
そ
の
も
の
で
あ
り
（
大
願

業
力
）、
こ
の
偈
文
で
は
二
～
四
句
に
示
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

法
話
に
お
い
て
は
、「
下
化
衆
生
」
の
慈
悲
の
御
心
を
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
二
～
四
句
の
阿
弥
陀
仏
特
有
の
「
本
願
」
の
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功
徳
や
、
故
人
の
極
楽
往
生
と
菩
薩
と
し
て
お
暮
し
の
様
子
を

お
伝
え
す
る
。

・「
聞
名
」

「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
我
が
名
を
呼
べ
。
必

ず
極
楽
へ
救
い
摂
る
」
と
は
第
十
八
念
仏
往
生
の
願
で
あ
る
。

そ
の
名
号
を
因
と
し
て
我
ら
衆
生
を
救
い
と
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ

る
世
界
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
、
阿
弥
陀
仏
は
あ
ら
ゆ
る
世
界
の

み
仏
方
が
自
身
を
称
賛
し
そ
の
名
を
称
え
る
よ
う
に
と
誓
っ
て

下
さ
っ
た
（
第
十
七
諸
仏
称
揚
の
願
）。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、「
聞
名
得
益
偈
」
の
す
ぐ
後
に
続
く
偈
に
、

極
楽
に
往
か
れ
た
他
仏
国
土
の
菩
薩
方
が
「
己
が
浄
土
も
〔
こ

の
極
楽
〕
世
界
と
違
わ
ぬ
こ
と
を
」
願
わ
れ
、
そ
の
誰
し
も
が

「
一
切
〔
の
人
々
〕
を
救
う
べ
く
、〔
そ
の
〕
名
が
あ
ら
ゆ
る
世

界
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
」
と
念
ず
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ

る
（
（1
（

。こ
の
第
十
七
願
と
、
釈
尊
が
こ
の
世
に
お
出
ま
し
に
な
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
我
ら
は
阿
弥
陀
仏
の
救
い
に
遭
い
遇
う
こ
と

が
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。

法
話
に
お
い
て
は
、
第
十
七
願
や
「
四
誓
偈
」
の
第
三
の
誓

い
（
我
至
成
仏
道
名
声
超
十
方
…
）
を
紹
介
し
た
り
、
法
然
上

人
の
「
天
に
仰
ぎ
地
に
臥
し
て
悦
ぶ
べ
し
、
こ
の
た
び
弥
陀
の

本
願
に
遇
う
事
を
」（『
一
紙
小
消
息
』）
と
い
っ
た
お
言
葉
を

示
し
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
深
意
お
よ
び
お
念
仏
に
出
会
え
た

悦
び
や
お
称
え
す
る
悦
び
を
お
伝
え
す
る
。

な
お
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
布
教
師
で
あ
る
北
条
的

門
上
人
は
、

　

�

聞
名
と
云
は
、
正
覚
の
果
名
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
な

り
聞
け
ば
即
ち
信
を
生
じ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
ふ
、

聞
は
必
ず
称
を
含
む
な
れ
ば
、
此
の
経
所
々
に
聞
名
と
説

玉
ふ
、
皆
然
也
（
（2
（

と
示
し
、
聞
名
→
生
信
→
称
名
と
い
う
関
係
を
明
か
し
た
う
え

で
、「
聞
名
」
の
中
に
は
「
称
名
」
の
意
味
が
含
ま
れ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
偈
文
の
「
聞
名
欲
往
生
」

は
、『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
解
説
に
も
あ
る
通
り
、「
阿
弥

陀
仏
の
御
名
を
聞
き
称
名
念
仏
し
て
往
生
を
願
う
者
は
」
と
頂
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戴
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
わ
せ
て
次
の
よ
う
な

法
然
上
人
の
御
法
語
を
示
し
、
結
勧
す
る
の
も
よ
い
か
と
思
う
。

　
�

名
号
を
聞
く
と
い
う
と
も
、
信
ぜ
ず
ば
聞
か
ざ
る
が
ご
と

し
。
た
と
い
、
信
ず
と
い
う
と
も
、
唱
え
ず
ば
信
ぜ
ざ
る

が
ご
と
し
。
た
だ
常
に
念
仏
す
べ
き
な
り
（
（2
（

。

・「
浄
土
の
破
地
獄
偈
」
と
も
い
う
。

法
然
上
人
は
『
三
部
経
釈
』
に
て
、
漢
の
玄
通
律
師
と
こ
の

偈
文
の
逸
話
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
（
（2
（

。
浄
土
門
流
で
は
、「
聞

名
得
益
偈
」
の
文
に
は
破
地
獄
の
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
参
考
：
那
須
英
勝
「
中
世
浄
土
信
仰
と
破
地
獄
文
―
「
玄
通

蘇
生
譚
」
の
流
伝
に
つ
い
て
―
」）

　

�

そ
の
昔
、
漢
の
時
代
の
玄
通
律
師
と
い
う
方
は
、
小
乗
戒

を
た
も
つ
人
で
あ
っ
た
。
修
行
の
途
中
、
あ
る
寺
に
宿
泊

す
る
と
、
隣
の
部
屋
か
ら
こ
の
偈
文
を
唱
え
る
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。
玄
通
は
こ
れ
を
聞
い
て
自
分
で
も
一
、
二
遍

唱
え
て
み
た
が
、
そ
の
後
は
思
い
出
す
こ
と
も
な
く
忘
れ

て
い
た
。

　

�

の
ち
に
、
玄
通
は
戒
を
破
り
、
そ
の
罪
に
よ
っ
て
閻
魔
の

庁
に
至
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
閻
魔
大
王
は
、「
お

ま
え
は
仏
の
み
教
え
が
広
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ

て
い
た
な
。習
い
修
め
た
み
教
え
が
あ
れ
ば
申
し
て
み
よ
」

と
言
わ
れ
た
。
玄
通
は
思
い
巡
ら
し
て
み
た
が
、
こ
れ
と

い
っ
た
も
の
が
何
も
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
あ
の
寺
で
聞

い
た
偈
文
を
思
い
出
し
、「
其
仏
本
願
力
…
」
と
唱
え
る
と
、

大
王
は
頭
を
下
げ
て
、「
こ
れ
は
な
ん
と
、
西
方
極
楽
の

阿
弥
陀
如
来
の
ご
功
徳
を
説
く
御
文
で
は
な
い
か
」
と

い
っ
て
丁
重
に
礼
拝
さ
れ
た
と
い
う
。
阿
弥
陀
如
来
の
本

願
力
は
、
ま
こ
と
に
不
可
思
議
で
あ
る
。（
筆
者
意
訳
）

以
上
は
『
三
部
経
釈
』
に
み
ら
れ
る
記
述
を
訳
し
た
も
の
で

あ
る
。
法
然
上
人
の
お
心
を
頂
戴
し
、
こ
の
逸
話
を
大
切
に
受

け
と
め
て
お
伝
え
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、戒
珠
仮
託『
往

生
浄
土
伝
』や『
勧
化
類
聚
往
生
伝
』所
収
の
玄
通
伝
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
、
閻
魔
大
王
と
玄
通
律
師
の
前
に
金
蓮
座
が
現
れ
た
が
、
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玄
通
は
寿
命
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
あ
え
て
極

楽
か
ら
の
迎
え
に
応
じ
な
か
っ
た
。
蘇
生
し
た
の
ち
、『
無
量

寿
経
』
と
こ
の
一
偈
を
頼
り
に
修
行
を
重
ね
、
三
年
後
に
往
生

の
素
懐
を
遂
げ
て
仏
恩
に
報
い
た
と
い
う
。

※�

一
昔
前
は
、
地
域
に
よ
っ
て
、
棺
に
こ
の
偈
文
を
入
れ
る
風

習
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
に
枕
経
で
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

【
参
考
】

「
⑰
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
無
数
の
み
仏
が

お
一
人
で
も
私
を
称
讃
せ
ず
、
私
の
名
を
称
え
な
い
よ
う
な
こ

と
が
、〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏

と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。（
第
十
七
諸
仏
称
揚
願
）」（『
無

量
寿
経
』
上
／
『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
〇
頁
）

「
菩
薩
た
ち
は
〔
極
楽
世
界
に
往
け
ば
〕
心
底
願
う

『
己
が
浄
土
も
〔
こ
の
極
楽
〕
世
界
と
違
わ
ぬ
こ
と
を
』

〔
そ
し
て
彼
ら
は
〕
誰
し
も

『
一
切
〔
の
人
々
〕
を
救
う
べ
く

〔
そ
の
〕
名
が
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
』

と
念
ず
る
こ
と
と
な
る
」（『
無
量
寿
経
』
下
／
『
現
代
語
訳　

浄
土
三
部
経
』・
一
一
二
頁
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

「
一い

っ
切さ

い
精し

ょ
う

霊れ
い
偈げ

」

①
〈
偈
文
〉

一い
っ

切さ
い

精し
ょ
う

霊れ
い

生し
ょ
う

極ご
く

楽ら
く　

上じ
ょ
う

品ぼ
ん

蓮れ
ん

台だ
い

成じ
ょ
う

正し
ょ
う

覚が
く

菩ぼ

提だ
い

行ぎ
ょ
う

願が
ん

不ふ

退た
い

転て
ん　

引い
ん

導ど
う

三さ
ん

有ぬ

及ぎ
ゅ
う

法ほ
う

界か
い

（『
浄
土
宗
法
要
集 

上 

新
訂
改
第
四
版
』・
二
五
六
頁
）

②
〈
訓
読
〉

一
切
の
精
霊
極
楽
に
生
じ
、

上
品
の
蓮
の
台
に
正
覚
を
成
ず
。

菩
提
の
行
願
は
不
退
転
に
し
て
、

三
有
及
び
法
界
を
引
導
す
。

（『
平
成
改
訂　
浄
土
礼
誦
法
』・
一
九
一
頁
）
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③
〈
現
代
語
訳
〉

一
切
の
精
霊
が
極
楽
に
生
れ
、
上
品
往
生
を
遂
げ
た
者
が
座
す

る
蓮
の
台
の
上
で
正
覚
を
成
就
す
る
。［
彼
等
の
］
菩
提
の
行

願
は
不
退
転
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
三
界
と
法
界
を
導
く
。

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
の
総
合
的
研
究
』・
六
八
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・「
す
べ
て
の
御み

霊た
ま

の
た
め
に
」（
井
野
周
隆
）

・「
ゆ
く
す
え
の
姿
」（
宮
田
恒
順
）

⑤
〈
解
説
〉

今
は
亡
き
す
べ
て
の
精
霊
の
往
生
を
念
じ
る
回
向
文
。「
一
切

精
霊
生
極
楽　

上
品
蓮
台
成
正
覚　

菩
提
行
願
不
退
転　

引
導

三
有
及
法
界
」。
亡
き
人
す
べ
て
が
極
楽
に
往
生
し
、
こ
の
上

な
き
蓮
の
台
で
覚
り
を
得
て
、
こ
の
往
生
人
は
菩
提
の
行
と
誓

願
を
退
転
す
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
を
導
き
給
う
、
と

の
意
。
上
二
句
は
往
相
回
向
を
、
下
二
句
は
還
相
回
向
を
示
し

て
い
る
。
出
典
は
、上
二
句
は
『
大
毘
盧
遮
那
経
』（『
大
日
経
』）、

下
二
句
は
『
大
般
若
経
』「
理
趣
分
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
詳

細
は
不
明
。『
新
撰
往
生
伝
』　

に
は
、
鎌
倉
光
明
寺
九
世
観
誉

祐
崇
が
、こ
の
偈
を
制
定
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
正
元
元
年（
一

二
五
九
）
銘
の
定
阿
弥
陀
仏
が
造
立
し
た
「
長
泉
院
墓
地
種
子

板
碑
」（
出
土
地
・
2 

上か
み

小こ

堀ぼ
り

長
泉
院
墓
地
）
に
は
、
釈
尊
の

種
子
と
「
弥
陀
観
音
大
勢
至　

安
楽
界
中
諸
聖
衆　

為
我
往
生

増
上
縁　
一
切
自
来
常
護
念　

聖
霊
決
定
生
極
楽　

上
品
蓮
台

成
正
覚　

菩
提
行
願
不
退
転　

引
導
三
有
及
法
界
」
と
刻
ま
れ

て
い
て
、
既
に
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
同
様
の
回
向
文
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
現
行
の
『
例
時
作
法
』
と
鎌
倉
光
明
寺
と
芝
増
上
寺
の

『
引
声
阿
弥
陀
経
』
の
回
向
文
で
は
、「
本
願
聖
霊
生
極
楽
、
上

品
蓮
台
成
仏
道
」（
下
二
句
は
同
文
）
と
唱
え
て
い
る
。『
法
要

集
』
に
は
、
修
正
会
と
晋
山
式
の
墓
回
向
、
棚
経
に
こ
の
回
向

文
を
用
い
る
と
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
多
く
の
精
霊
を
回

向
す
る
場
合
に
用
い
て
い
る
。「
一
切
」
を
「
新
亡
」
や
「
現
前
」

な
ど
に
替
え
た
り
、「
一
切
」
を
省
略
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】



101　常用の偈文を通した法話の研究（二）

研究成果報告

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
十
分
法
話
例
（
特
に
前
半
の
二
句
を
意
識
し
て
）

仏
教
詩
人
で
有
名
な
坂
村
真
民
先
生
（
一
九
〇
九
～
二
〇
〇

六
）
の
詩
に
「
小
さ
な
教
え
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
詩
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
小
さ
な
教
え
」

　
見
知
ら
ぬ
人
で
も
い
い

　
雨
に
ぬ
れ
て
い
た
ら

　
走
っ
て
行
っ
て

　

傘
に
入
れ
て
お
や
り

　
〈
中
略
〉

　
小
さ
な
こ
と
で
い
い
の
で
す

　
あ
な
た
の
む
ね
の
と
も
し
び
を

　
相
手
の
人
に
う
つ
し
て
お
や
り

私
た
ち
は
、
我
が
子
が
雨
に
濡
れ
て
ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
い
れ

ば
、
す
ぐ
に
で
も
走
っ
て
い
っ
て
傘
に
入
れ
よ
う
と
し
ま
す
が
、

見
知
ら
ぬ
人
と
な
れ
ば
、
な
か
な
か
そ
う
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
偈
文
（「
一
切
精
霊
偈
」）
の
説
く
こ
こ
ろ
は
、

見
知
ら
ぬ
人
で
も
、
傘
に
入
れ
て
あ
げ
る
よ
う
、
勧
め
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
偈
文
を
お
唱
え
す
る

時
に
は
、ご
縁
の
有
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
、「
一
切
精
霊
生
極
楽
」

と
、
皆
さ
ん
の
「
む
ね
の
と
も
し
び
」
を
す
べ
て
の
御
霊
に
対

し
て
移
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
こ
の
皆
さ
ん
の
「
む
ね
の
と

も
し
び
」
を
す
べ
て
の
御
霊
に
移
す
行
為
を
、
仏
教
で
は
回
向

と
申
し
ま
す
。

佛
教
大
学
の
あ
る
先
生
は
回
向
に
つ
い
て
、
英
語
で
次
の
よ

う
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。「
エ
コ
ー
（
回
向
）　

イ
ズ　

ラ
ブ
」。

つ
ま
り
、
そ
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
回
向
と
い
う
の
は
、

亡
き
方
に
対
す
る
最
高
の
愛
情
表
現
な
の
だ
そ
う
で
す
。
本
来
、

回
向
と
は
、
お
経
や
お
念
仏
の
功
徳
を
、
ご
先
祖
様
や
亡
き
故

人
に
回
し
向
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
回
向
の

効
果
と
い
う
の
は
、
限
ら
れ
た
御
霊
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
回
向
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
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我
が
家
の
ご
先
祖
様
の
幸
せ
を
願
っ
て
回
向
し
が
ち
で
す
が
、

し
か
し
、
仏
教
の
説
く
利
他
の
心
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
御

霊
の
幸
せ
を
願
っ
て
回
向
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
生
前
に
お
念
仏
に
ご
縁
が
な
か
っ
た
御
霊
と

い
う
の
は
、
六
道
輪
廻
と
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、

天
上
と
い
っ
た
六
つ
の
迷
い
苦
し
み
の
世
界
を
彷
徨
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
我
が
家
の
ご
先
祖
様
だ
け
の
幸
せ

を
願
う
の
で
は
な
く
て
、
今
、
六
道
の
世
界
で
苦
し
ん
で
い
る
、

す
べ
て
の
御
霊
の
幸
せ
も
願
う
の
が
、
阿
弥
陀
様
の
「
す
べ
て

の
者
を
救
い
た
い
」
と
い
う
お
慈
悲
の
心
を
薄
々
な
が
ら
で
も

頂
戴
す
る
私
た
ち
の
勤
め
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
東
京
の
淑
徳
小
学
校
と
い
う
宗
立
校
に
通
う
当
時

小
学
二
年
生
の
田
島
佐
記
さ
ん
が
書
い
た
「
ほ
と
け
さ
ま
へ
の

お
ね
が
い
（
（2
（

」
と
い
う
詩
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
わ
た
し
は
今
と
て
も
し
あ
わ
せ
で
す

　
い
つ
も
や
さ
し
い
か
ぞ
く
と

　
一
し
ょ
だ
か
ら

　
私
は
今
と
て
も
し
あ
わ
せ
で
す

　
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が

　
ま
わ
り
に
い
つ
も
い
る
か
ら

　
わ
た
し
は
今
と
て
も
し
あ
わ
せ
で
す

　
学
校
に
も
か
よ
え
る
し

　

食
べ
も
の
や

　
き
る
も
の
も
何
で
も
あ
る
か
ら

　
仏
さ
ま

　
せ
か
い
の
み
ん
な
は
し
あ
わ
せ
で
す
か

　
か
ぞ
く
と

　
は
な
れ
れ
ば
な
れ
の
人
は
い
ま
せ
ん
か

　
お
友
だ
ち
と

　
あ
そ
べ
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か

　
学
校
に
行
か
れ
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か

　

食
べ
も
の
が
な
く

　
い
つ
も
は
だ
か
の
人
は
い
ま
せ
ん
か

　
仏
さ
ま　
さ
き
か
ら
の
お
ね
が
い
で
す

　
そ
ん
な
人
が
一
人
も
い
な
く
な
る
よ
う
に



103　常用の偈文を通した法話の研究（二）

研究成果報告

　
せ
か
い
の
み
ん
な
が

　
わ
た
し
と
同
じ
よ
う
に

　
し
あ
わ
せ
に
な
れ
な
す
よ
う
に

　
お
ま
も
り
下
さ
い

　
そ
れ
が
わ
た
し
の

　
仏
様
へ
の
た
っ
た
一
つ
の
お
ね
が
い
で
す

　
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

皆
さ
ん
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
佐
記
さ
ん
の
す
べ
て
の

人
々
の
幸
せ
を
願
う
利
他
の
心
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
も
大
い

に
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
ど
う

ぞ
皆
さ
ん
、「
一
切
精
霊
生
極
楽
」
と
い
っ
た
場
合
は
、
す
べ

て
の
御
霊
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
お
念
仏
の
回
向
に
心
が
け
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

◆�

法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例
（
特
に
後
半
の
二
句
を
意
識
し

て
）

・
往
相
回
向
・
還
相
回
向

「
一
切
精
霊
偈
」
で
は
、
す
べ
て
の
精
霊
が
西
方
極
楽
浄
土

の
こ
の
上
な
き
蓮
台
へ
往
生
を
遂
げ
る
よ
う
願
う
と
共
に
、
精

霊
が
往
生
し
た
の
ち
は
決
し
て
菩
提
の
行
と
誓
願
は
退
転
せ
ず

全
て
の
も
の
を
導
き
給
う
姿
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
一
切

精
霊
偈
」
の
上
二
句
は
往
相
回
向
を
、
下
二
句
は
還
相
回
向
を

説
き
示
し
て
お
り
ま
す
。
自
ら
の
功
徳
を
振
り
向
け
て
他
の
衆

生
の
往
生
を
願
う
往
相
回
向
、
そ
し
て
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
者

が
穢
土
に
い
る
者
を
教
導
し
浄
土
に
向
か
わ
し
め
ん
こ
と
を
還

相
回
向
と
言
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
多
く
の
精
霊
を
回
向
す

る
場
合
に
用
い
て
お
り
ま
す
が
、「
一
切
」
を
「
新
亡
」
や
「
現

前
」
に
替
え
て
唱
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
（
（2
（

。

・
四
十
八
願
に
よ
る
約
束

阿
弥
陀
如
来
の
四
十
八
願
に
よ
っ
て
、
一
切
の
衆
生
は
極
楽

に
往
生
を
遂
げ
た
後
に
不
退
転
位
の
菩
薩
と
な
る
こ
と
が
約
束
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さ
れ
て
お
り
ま
す
。
不
退
転
位
と
は
菩
薩
の
位
の
中
で
も
高
位

で
あ
り
、
成
仏
を
約
束
さ
れ
た
位
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
同
じ

く
四
十
八
願
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
文
に
よ
っ
て
、
天
眼
智
通

や
天
耳
智
通
な
ど
の
神
通
力
を
持
つ
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

往
生
し
た
衆
生
は
、
成
仏
を
目
前
と
し
た
菩
薩
と
し
て
、
行
と

願
は
決
し
て
退
転
せ
ず
、
神
通
力
を
も
っ
て
娑
婆
世
界
に
い
る

有
縁
の
衆
生
を
導
く
お
姿
と
な
る
の
で
す
。
私
た
ち
が
こ
の
偈

文
を
通
じ
て
、
先
立
つ
方
の
往
生
、
そ
し
て
成
仏
と
導
き
を
願

う
こ
と
は
、
必
ず
叶
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
偈
文

に
示
さ
れ
る
御
姿
で
今
ま
さ
に
私
た
ち
を
導
い
て
下
さ
っ
て
い

る
の
で
す
。

《
部
分
法
話
例
》

（「
一
切
精
霊
偈
」、
特
に
後
半
二
句
を
解
説
し
た
上
で
）

本
日
の
最
後
に
、
私
た
ち
の
精
進
を
心
か
ら
願
っ
て
下
さ
っ

て
い
る
先
亡
の
方
々
、
御
先
祖
さ
ま
た
ち
が
見
守
る
中
、
あ
ら

た
め
て
往
生
を
願
い
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
に
お
念
仏
を
お
称
え
致

し
ま
す
。
日
々
の
中
、「
ど
う
ぞ
お
導
き
下
さ
い
」
と
お
念
仏

を
お
称
え
下
さ
い
。
い
つ
か
私
た
ち
も
、
西
方
極
楽
浄
土
に
菩

薩
と
し
て
往
生
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
立
っ
た
方
と
同
じ
よ

う
に
成
仏
を
遂
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
道
の
り
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
て
、

先
立
っ
た
方
々
の
お
導
き
の
も
と
、
日
々
お
念
仏
を
お
称
え
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

「
請し

ょ
う

護ご

念ね
ん

偈げ

」

①
〈
偈
文
〉

哀あ
い

愍み
ん

覆ふ

護ご

我が　

令り
ょ
う

法ぼ
う

種し
ゅ

増ぞ
う

長じ
ょ
う

此し

世せ

及ぎ
ゅ
う

後ご

生し
ょ
う　

願が
ん

仏ぶ
つ

常じ
ょ
う

摂し
ょ
う

受じ
ゅ

（『
浄
土
宗
法
要
集 

上 

新
訂
改
第
四
版
』・
二
五
七
頁
）

②
〈
訓
読
〉

哀
愍
し
て
我
を
覆
護
し
、
法
種
を
し
て
増
長
せ
し
め
、

此
の
世
及
び
後
の
生
、
願
わ
く
は
仏
、
常
に
摂
受
し
た
ま
え
。
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（『
浄
土
宗
全
書
』
四
・
三
五
九
頁
を
参
照
し
作
成
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

あ
わ
れ
ん
で
私
を
ま
も
り
、〔
私
の
中
の
〕
法
の
種
を
ふ
く
ら

ま
せ
、
こ
の
世
と
そ
し
て
の
ち
の
世
を
、
ど
う
ぞ
仏
よ
、
常
に

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
の
総
合
的
研
究
』・
四
七
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・「
み
仏
様
の
見
守
り
」（
井
野
周
隆
）

・「
お
護
り
下
さ
い
、
仏
さ
ま
」（
北
條
竜
士
）

⑤
〈
解
説
〉

こ
の
世
と
の
ち
の
世
の
護
念
を
請
う
回
向
文
「
哀
愍
覆
護
我　

令
法
種
増
長　

此
世
及
後
生　

願
仏
常
摂
受
」。『
勝
鬘
師
子
吼

一
乗
大
方
便
方
広
経
』
如
来
真
実
功
徳
章
（
正
蔵
一
二
・
二
一

七
中
）
で
勝
鬘
夫
人
が
釈
尊
を
讃
え
る
偈
文
。
み
仏
よ
、
我
を

あ
わ
れ
み
ま
も
り
、
法
の
種
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
こ
の
世
の
護

念
と
の
ち
の
世
の
往
生
を
決
定
し
、
常
に
願
い
を
受
け
入
れ
て

下
さ
い
、
と
意
訳
さ
れ
る
。『
往
生
礼
讃
』
で
は
、
六
時
の
礼

讃
の
そ
れ
ぞ
れ
讃
文
の
最
後
に
必
ず
唱
え
る
偈
文
で
あ
る
。「
得

度
式
」「
剃
度
式
」「
地
鎮
式
」「
結
婚
式
」
な
ど
で
用
い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
福
西
賢
雄
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
に
日
本
仏
教
の
母
山
と
も
い

わ
れ
る
比
叡
山
に
お
き
ま
し
て
、
第
一
回
目
の
「
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
日
本
の
各
宗
旨
の
宗
教

者
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
、
世
界
中

の
主
な
宗
教
指
導
者
が
一
堂
に
集
い
、
宗
教
、
宗
派
の
違
い
を

超
え
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
あ
る
新
聞
社
の
記
者
が
、
天
台
宗
の
阿
闍
梨

さ
ん
に
次
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
そ
う
で
す
。

「
一
体
、
宗
教
と
は
何
で
す
か
」

こ
の
時
、
阿
闍
梨
さ
ん
は
、
人
に
よ
っ
て
様
々
と
い
わ
れ
る
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宗
教
の
定
義
に
つ
い
て
、
一
言
、

「
見
て
ご
ざ
る
」

と
答
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
な
る
ほ
ど
、
阿
闍
梨
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
常
に
私
達
の
事
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
る

存
在
が
い
る
事
を
信
じ
る
事
は
、
ど
の
宗
教
に
も
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
り
わ
け
、
我
が
浄
土
宗
で
は
阿
弥
陀
様
が
お
念
仏
を
称
え

る
私
達
を
常
に
「
見
て
ご
ざ
る
」、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
阿
弥
陀
様
の
見
守
り
の
事
を
「
護

念
」
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
あ
る
経
典
に
は
、「
唯

願
わ
く
は
諸
仏
大
慈
尊
、
哀
愍
し
護
念
す
る
こ
と
一
子
の
如
く

し
た
ま
え
（
（2
（

」
と
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
見
守
り
は
、
あ
た
か

も
親
が
我
が
子
に
か
け
る
眼
差
し
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
阿

弥
陀
様
は
「
護
念
」
と
私
達
の
事
を
我
が
子
の
よ
う
に
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

曹
洞
宗
の
僧
侶
に
青
山
俊
董
さ
ん
と
い
う
有
名
な
尼
僧
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
す
。
青
山
さ
ん
は
、
数
え
で
五
歳
の
時
に
伯
母
さ

ん
が
住
職
さ
れ
て
い
た
無
量
寿
寺
に
入
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
お
寺
は
現
在
、
曹
洞
宗
の
お
寺
で
す
が
、
そ
の
昔
は
浄
土
宗

の
お
寺
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
ご
本
尊
様
も
阿
弥
陀

様
が
そ
の
ま
ま
お
祀
り
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
当

時
、
住
職
を
さ
れ
て
い
た
伯
母
さ
ん
は
、
早
速
に
、
五
歳
の
青

山
さ
ん
を
阿
弥
陀
様
の
前
に
座
ら
せ
て
、
こ
ん
な
話
を
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

「
よ
く
拝
ん
で
ご
ら
ん
。
仏
さ
ま
は
い
つ
で
も
お
ま
え
を
見

守
っ
て
い
て
下
さ
る
の
だ
よ
。『
仏
さ
ま
な
ん
か
い
る
も
の
か
』

と
仏
さ
ま
に
反
発
し
て
い
る
と
き
も
、
仏
さ
ま
の
こ
と
な
ど
忘

れ
て
、
遊
び
ほ
う
け
て
い
る
と
き
も
、
寝
ぼ
け
て
い
る
と
き
も
、

仏
さ
ま
は
い
つ
で
も
見
守
り
通
し
に
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
の

だ
よ
。
も
う
ひ
と
つ
、
よ
く
見
て
ご
ら
ん
。
両
手
の
お
手
と
も

に
親
指
と
人
差
指
で
丸
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
お
ま
え

が
誰
も
見
て
な
い
と
思
っ
て
、
も
し
悪
い
こ
と
を
す
る
と
、
あ

の
手
の
丸
が
三
角
に
な
る
ん
だ
よ
（
（2
（

」

以
来
、
青
山
さ
ん
は
、
こ
の
伯
母
さ
ん
の
言
葉
を
素
直
に
信

じ
、
阿
弥
陀
様
の
手
の
丸
が
三
角
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
い
つ

も
気
を
つ
け
て
生
活
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
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何
を
す
る
に
し
て
も
「
阿
弥
陀
様
は
何
と
お
っ
し
ゃ
る
か
な
」

と
い
う
阿
弥
陀
様
の
眼
差
し
が
片
時
も
離
れ
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
青
山
さ
ん
は
後
に
、
伯
母
さ
ん
か
ら
阿
弥
陀
様
の
見
守

り
、
つ
ま
り
護
念
と
い
う
大
切
な
教
え
を
頂
戴
し
た
と
感
謝
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
様
は
こ
の
世
、
後
の

世
を
か
け
て
「
哀
愍
覆
護
我
」
と
常
に
私
達
を
我
が
子
の
よ
う

に
見
守
り
、さ
ら
に
は
「
願
仏
常
摂
受
」
と
私
達
の
手
を
ギ
ュ
ッ

と
握
っ
て
導
い
て
お
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
阿
弥
陀
様
に
こ
の
世
、
後
の
世
を
か
け
て

見
守
り
、
導
い
て
頂
く
た
め
に
も
、
こ
の
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏

と
称
え
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

◆
五
分
法
話
例
（「
哀
愍
」
の
語
を
中
心
に
）

先
ほ
ど
、
法
要
の
中
で
「
請
護
念
偈
」
と
い
う
偈
文
を
お
唱

え
致
し
ま
し
た
。
そ
の
意
味
を
申
し
ま
す
と
、

　

�「
ど
う
ぞ
、
仏
さ
ま
、
こ
の
世
で
苦
し
み
生
き
る
私
た
ち

を
憐
れ
ん
で
、
お
護
り
下
さ
い
。
私
た
ち
の
中
に
あ
る
法

の
種
（
極
楽
浄
土
を
求
め
る
心
）
を
膨
ら
ま
せ
て
下
さ
い
。

私
が
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
間
と
ま
た
次
生
ま
れ
る
世
界

で
生
き
て
い
る
間
、
常
に
救
い
取
っ
て
下
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
偈
文
の
冒
頭
に
は
「
哀
愍
」
と
い
う

お
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
哀
愍
」
と
は
、「
あ
わ
れ
む
」「
同
情

す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
と
い
う
仏
さ
ま
が
、

私
た
ち
を
憐
れ
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
お
気
持
ち
の
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
慈
悲
の
み
心
で
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
私
た
ち
は
仏
さ
ま

に
憐
れ
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
毎
日
、

こ
ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
仏
さ

ま
に
導
い
て
戴
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

法
然
上
人
は
、「
こ
の
世
に
生
き
る
私
た
ち
は
一
人
で
は
生

き
ら
れ
な
い
、
仏
さ
ま
の
導
き
を
戴
か
な
け
れ
ば
、
と
て
も
で

は
な
い
が
、極
楽
往
生
は
果
た
せ
な
い
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

日
々
、
思
い
煩
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
こ
の
世
の
私
た
ち
は
、

と
て
も
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
な
ど

と
い
う
気
持
ち
は
、
な
か
な
か
起
き
て
こ
な
い
よ
う
な
私
た
ち

な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
仏
さ
ま
が
私
た
ち
に
救
い
の
手
を
差
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し
伸
べ
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
私
た
ち
の
心
の
中

に
あ
る
僅
か
な
仏
心
を
膨
ら
ま
せ
て
、「
あ
あ
、
こ
ん
な
私
に

憐
れ
む
心
を
向
け
て
下
さ
っ
て
い
た
仏
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
だ
、な
ん
と
有
難
い
こ
と
だ
。私
も
極
楽
往
生
を
目
指
そ
う
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
い
つ
も
お
護
り
下
さ
い
」
と
願
う
の
で
す
。

私
の
子
ど
も
が
通
う
小
学
校
で
は
、
登
下
校
の
際
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
た
め
に
「
見
守
り
隊
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
は
地
域
の
大
人
た
ち
や
児
童
の
親

御
さ
ん
た
ち
で
、
毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
登
校
し
て
く

れ
た
り
、
登
下
校
の
コ
ー
ス
の
要
所
要
所
に
立
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
昔
前
、
日
本
の

社
会
に
こ
ん
な
光
景
は
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
最
近
に

な
っ
て
の
こ
と
で
す
。そ
う
、時
代
が
物
騒
な
世
の
中
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
登
下
校
の
時
で
さ
え
も
、
大
人
が
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
す
。

一
方
で
、
そ
の
見
守
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
う
感

じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
は
ま
だ
、「
見
守
り
隊
」
の
み

な
さ
ん
の
有
難
さ
を
心
の
奥
底
か
ら
感
じ
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
親
の
立
場
に
な
っ
て
か

ら
初
め
て
、
自
分
の
親
の
有
難
さ
に
気
づ
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
子
ど
も
頃
、「
見

守
り
隊
」
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
そ
の
時
初
め
て
、
そ
の
有
難
さ
に
気
づ
く
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

阿
弥
陀
さ
ま
と
私
た
ち
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仏

さ
ま
に
導
か
れ
、
護
っ
て
下
さ
る
必
要
な
ん
て
な
い
と
思
っ
て

い
た
私
が
、
人
生
の
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
時
初
め
て
、
仏
さ
ま

の
「
哀
愍
」
と
い
う
お
気
持
ち
に
気
づ
き
、
実
は
導
か
れ
る
必

要
が
あ
っ
た
私
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ど
う
ぞ
、
こ
の
「
請
護
念
偈
」
を
お
唱
え
す
る
時
は
、「
ど

う
ぞ
、
仏
さ
ま
、
こ
の
世
で
苦
し
み
生
き
る
私
を
憐
れ
ん
で
、

す
こ
や
か
に
念
仏
を
称
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
お
護

り
下
さ
い
」
と
い
う
お
気
持
ち
で
お
唱
え
致
し
ま
し
ょ
う
。

「
如
来
大
慈
悲
哀
愍
護
念
」
同
唱
十
念
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【
参
考
】

〇�
「
請
護
念
偈
」
の
出
典
…
『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広

経
（
勝
鬘
経
）』
如
来
真
実
功
徳
章
で
勝
鬘
夫
人
が
釈
尊
を

讃
え
る
偈
文
。

〔
勝
鬘
は
言
わ
く
〕

「（
中
略
）

哀
愍
し
て
我
を
覆
護
し
、
法
種
を
し
て
増
長
せ
し
め
、

此
の
世
及
び
後
生
に
、
願
わ
く
ば
仏
は
常
に
攝
受
し
た
ま
え
。

（
哀
愍
覆
護
我　

令
法
種
増
長

　
此
世
及
後
生　
願
佛
常
攝
受
）

［
仏
は
言
わ
く
］

我
は
久
し
く
汝
を
安
立
す
、
前
世
に
已
に
開
覚
せ
り
。

今
復
、
汝
を
攝
受
す
。
未
來
の
生
も
亦
、
然
な
り
。

（
我
久
安
立
汝　

前
世
已
開
覺

　
今
復
攝
受
汝　
未
來
生
亦
然
）

〔
勝
鬘
は
言
わ
く
〕

我
は
已
に
作
功
徳
を
作
し
き
、
現
在
及
び
余
世
に
、

是
の
如
き
の
衆
の
善
本
あ
り
。
唯
願
わ
く
は
攝
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
」。

（
我
已
作
功
徳　
現
在
及
餘
世

　
如
是
衆
善
本　
唯
願
見
攝
受
）

（『
現
代
語
訳
大
乗
仏
典
３
『
維
摩
経
』『
勝
鬘
経
』』・
八
六
―

八
九
頁
、
正
蔵
一
二
・
二
一
七
頁
中
）

【
参
考
文
献
】

『
現
代
語
訳
大
乗
仏
典
３
『
維
摩
経
』『
勝
鬘
経
』』（
中
村
元
著
、

東
京
書
籍
、
二
〇
〇
三
）

『
全
文
現
代
語
訳 

維
摩
経
・
勝
鬘
経
』（
大
角
修
翻
訳
、
角
川

ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
二
二
）

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

「
三さ

ん
尊ぞ

ん
礼ら

い
」

①
〈
偈
文
〉

〈
省
略
〉
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（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
八
五
―
八
九
頁
、
浄
全
四
・
三
七
二
頁
）

②
〈
訓
読
〉

〈
省
略
〉

（『
経
文
傍
訳　
浄
土
宗
読
誦
聖
典
』・
三
一
―
三
五
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

帰
依
し
、
心
か
ら
帰
命
し
て
、
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
礼
し
申
し

上
げ
ま
す
。

阿
弥
陀
仏
の
身
体
は
金
の
山
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
姿
か
ら
の

光
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
を
照
ら
し
て
い
ま
す
。
た
だ
念
仏
〔
の
衆

生
〕
の
み
が
そ
の
光
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ま
さ

に
弥
陀
の
本
願
が
最
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る

べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

〔
東
西
南
北
上
下
の
〕
六
方
の
諸
仏
は
舌
を
の
ば
し
て
、
専
ら

阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
す
る
な
ら
ば
、
西
方
〔
極
楽
〕
に
至
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ら
れ
ま
す
。
彼
（
の
国
）

に
到
れ
ば
、
蓮
華
が
開
い
て
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
す
ば
ら
し
い

教
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
菩
薩
の
願
い
は
お
の
ず
か
ら
あ
き

ら
か
に
備
わ
り
修
ま
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
諸
々
の
衆
生
と
一
緒
に
（
極
楽
浄
土
に
）
往
生
で
き

ま
す
よ
う
に
。

帰
依
し
、
心
か
ら
帰
命
し
て
、
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
礼
し
申
し

上
げ
ま
す
。

観
音
菩
薩
は
大
慈
悲
を
も
っ
て
、
す
で
に
菩
提
を
得
て
い
る
の

に
そ
れ
を
捨
て
て
悟
ら
れ
ず
、（
生
死
を
繰
り
返
す
す
べ
て
の

世
界
）
を
そ
の
身
体
の
内
に
お
さ
め
、（
い
つ
で
も
）〔
そ
の
世

界
を
〕
見
渡
し
て
、（
人
に
）
応
じ
て
〔
法
を
〕
説
い
て
い
ら

れ
ま
す
。

目
の
前
に
現
れ
た
そ
の
姿
は
紫
金
に
輝
き
、
形
や
た
た
ず
ま
い

は
ま
っ
た
く
す
ば
ら
し
く
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ね
に
百
億

の
光
の
如
き
手
を
の
ば
し
て
、
広
く
有
縁
の
も
の
を
と
り
こ
み
、

（
極
楽
）
国
へ
送
り
帰
ら
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

ど
う
ぞ
、
諸
々
の
衆
生
と
一
緒
に
（
極
楽
浄
土
に
）
往
生
で
き
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ま
す
よ
う
に
。

帰
依
し
、
心
か
ら
帰
命
し
て
、
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
礼
し
申
し

上
げ
ま
す
。

勢
至
菩
薩
は
〔
人
間
の
〕
思
議
を
（
は
る
か
に
超
え
て
お
り
）、

そ
の
す
ば
ら
し
い
光
は
ど
こ
ま
で
も
極
ま
り
な
く
照
ら
し
て
い

ま
す
。
縁
の
有
る
衆
生
が
そ
の
光
に
触
れ
た
な
ら
ば
、
智
慧
が

ふ
く
ら
み
増
し
、（
凡
夫
の
住
む
世
界
）
を
超
え
ま
す
。

（
一
切
の
世
界
）
が
揺
れ
傾
く
こ
と
、
あ
た
か
も
風
に
吹
か
れ

て
転
が
る
よ
も
ぎ
の
如
く
で
あ
り
、
常
に
〔
勢
至
菩
薩
を
〕
心

に
憶
し
念
じ
、
永
遠
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
絶
ち
、
六

種
の
自
在
な
る
力
を
悟
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
諸
々
の
衆
生
と
一
緒
に
（
極
楽
浄
土
に
）
往
生
で
き

ま
す
よ
う
に
。

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
の
総
合
的
研
究
』・
四
三
―
四
四
頁
）

※
〈
和
訳
礼
讃
〉

〈
省
略
〉

（
大
木
惇
夫
訳
著
『
和
譯
六
時
禮
讃
』・
一
七
八
―
一
八
三
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
救
い
の
御
姿
（
阿
弥
陀
仏
）」（
宮
田
恒
順
）

「
慈
悲
の
み
ひ
か
り
に
つ
つ
ま
れ
て（
観
音
菩
薩
）」（
宮
入
良
光
）

「
智
慧
の
み
ひ
か
り
に
導
か
れ
て
（
勢
至
菩
薩
）」（
宮
入
良
光
）

⑤
〈
解
説
〉

弥
陀
の
三
尊
を
讃
歎
し
、礼
拝
す
る
文
。
善
導『
往
生
礼
讃
』「
日

中
礼
讃
」
の
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
礼
讃
文
を
い
う
。
西
方
極

楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
唱
え
ら
れ
る
六
時
礼
讃
の

中
で
、
日
中
以
外
の
と
き
に
も
多
用
さ
れ
る
。
そ
の
意
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
阿
弥
陀
仏
の
身
は
金
山
の
様
に
輝

き
大
き
い
。
そ
の
身
か
ら
発
す
る
光
は
十
方
の
世
界
を
照
ら
し
、

た
だ
念
仏
申
す
も
の
だ
け
が
そ
の
光
摂
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
方
の
諸
仏
は
舌
を
の
ば
し
て
、
専
ら
名
号
を
称
え
れ
ば
必
ず

西
方
に
至
る
と
証
誠
し
て
い
る
。
彼
処
に
至
れ
ば
、
華
開
き
妙

法
を
聞
き
、
菩
薩
の
願
行
が
自
然
に
明
ら
か
と
な
る
。
観
音
菩
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薩
の
大
慈
悲
は
、
既
に
得
た
菩
提
を
捨
て
て
あ
え
て
悟
ら
ず
。

一
切
の
五
道
を
身
中
に
納
め
、
六
時
に
観
察
し
て
三
業
を
も
っ

て
応
ず
。応
現
す
る
そ
の
身
光
は
紫
金
色
、相
好
や
威
儀
は
益
々

極
ま
り
が
な
い
。
恒
に
百
億
の
光
王
の
手
を
の
ば
し
、
普
く
有

縁
を
摂
し
本
国
に
帰
ら
れ
る
。
勢
至
菩
薩
は
思
議
し
難
し
。
威

光
普
く
無
辺
の
際
を
照
ら
す
。
有
縁
の
衆
生
が
そ
の
光
触
を
蒙

り
、
智
慧
を
増
長
し
三
界
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
界
は

傾
き
揺
れ
る
こ
と
、
た
お
れ
る
蓬よ

も
ぎ

の
ご
と
し
。
化
仏
雲
の
如
く

集
ま
り
て
虚
空
に
満
つ
。
普
く
有
縁
を
勧
め
て
、
恒
に
永
く
胞

胎
を
絶
ち
て
六
通
を
証
せ
し
む
。
憶
念
す
」。
ま
た
伊
庭
孝『
日

本
音
楽
概
論
』（
厚
生
閣
書
店
、
一
九
二
八
、
六
六
一
頁
）
に
は
、

日
中
礼
讃
の
三
尊
礼
は
あ
ら
ゆ
る
仏
教
声
楽
中
で
、
音
楽
の
要

素
を
最
も
多
く
具
備
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
昭
和

五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
藤
木
学
道
、
津
田
徳
成
、
奥
本
超
倫
、

田
丸
嶺
春
、千
葉
隆
康
が
三
尊
礼
を
吹
き
込
ん
だ（
パ
ル
ロ
フ
ォ

ン
レ
コ
ー
ド
）。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
大
澤
亮
我
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例
（
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
）

・
礼
讃
と
は

礼
讃
と
は
仏
法
僧
の
三
宝
を
恭
敬
の
思
い
で
礼
拝
し
、
広
く

そ
の
功
徳
を
讃
歎
す
る
こ
と
や
、
ま
た
そ
の
際
に
唱
え
る
偈
文

を
指
し
ま
す
。
浄
土
宗
で
は
善
導
大
師
の
『
往
生
礼
讃
』
に
基

づ
き
、
一
日
六
回
昼
夜
六
時
に
分
け
て
行
う
六
時
礼
讃
を
大
切

に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
三
尊
礼
は
、
六
時
礼
讃
の
う

ち
日
中
礼
讃
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の

三
尊
に
対
し
て
の
礼
讃
を
抜
粋
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
押
さ
え
る
べ
き
こ
と
は
、
浄
土
宗
に
お
け
る
礼
讃
の

一
節
一
節
は
す
べ
て
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
を
仰
ぎ
、
西
方
極
楽

浄
土
へ
の
往
生
を
願
い
、
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
お
念
仏
を
称
え
る
こ

と
を
整
え
進
め
ん
が
た
め
に
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
を
中
心
と
し

た
諸
々
の
菩
薩
や
、
浄
土
の
様
相
な
ど
を
讃
嘆
す
べ
く
、
こ
れ

ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
礼
讃
を
お
唱
え
い
た
し
ま
す
。
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・
阿
弥
陀
如
来
を
讃
じ
る

こ
こ
で
は
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
に
対
す
る
一
尊
に
つ
い
て
の
み

触
れ
て
参
り
ま
す
。
こ
の
礼
讃
の
中
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま

の
御
身
と
、
そ
の
光
明
は
遍
く
十
方
を
照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆

生
を
摂
取
す
る
こ
と
を
讃
嘆
い
た
し
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
さ
ま

の
御
姿
と
救
い
を
讃
え
て
、
六
方
の
諸
仏
は
証
誠
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
、
お
念
仏
を
称
え

る
衆
生
を
必
ず
浄
土
へ
と
救
っ
て
下
さ
る
と
六
方
諸
仏
が
証
誠

し
て
下
さ
る
こ
と
は
、
偏
に
往
生
浄
土
を
勧
め
ん
が
た
め
に
あ

り
ま
す
。
法
話
に
お
い
て
は
、
六
方
諸
仏
が
皆
証
誠
し
て
下
さ

る
ほ
ど
の
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
御
身
と
光
明
を
仰
ぐ
こ
と
を
促

し
、
お
念
仏
に
帰
結
す
る
姿
を
勧
め
ま
す
。

《
部
分
法
話
例
》

（
礼
讃
の
意
味
を
説
明
し
た
上
で
）

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
、
礼
讃
に
お
い
て
示
さ
れ
、
讃
え
ら
れ

る
御
姿
で
も
っ
て
、
私
た
ち
を
お
救
い
下
さ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
他
の
諸
々
の
仏
さ
ま
方
は
、「
専
ら
名
号
を
称
え
れ

ば
必
ず
西
方
に
至
る
」
と
証
明
し
、
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を

勧
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

本
日
の
ご
法
事
を
縁
と
し
て
、
先
立
つ
大
切
な
方
に
思
い
を

馳
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
我
が
身
を
任
せ
、
す
が
る
こ
と
の
叶

う
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
お
姿
、
御
尊
容
を
仰
い
で
参
り
ま
し
ょ

う
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、お
念
仏
を
称
え
、大
切
に
す
る
日
々

を
送
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
（
観
音
・
勢
至
菩
薩
に
つ
い
て
）

・
礼
讃
を
お
唱
え
す
る
と
い
う
こ
と

善
導
大
師
が
目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
や
観
音
・
勢

至
諸
菩
薩
お
よ
び
極
楽
浄
土
を
「
礼
讃
」
と
い
う
形
で
讃
歎
な

さ
っ
て
い
る
。
特
に
こ
の
「
日
中
礼
讃
」
に
つ
い
て
は
、
柴
田

泰
山
師
は
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。

　

�

善
導
に
と
っ
て
は
名
号
に
お
い
て
開
示
さ
れ
顕
現
す
る
阿

弥
陀
仏
を
、
讃
文
は
響
き
の
中
で
如
実
に
感
じ
取
り
、
礼
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讃
と
い
う
宗
教
的
行
為
の
中
で
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
世
界
を

目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば

礼
讃
に
よ
る
声
と
音
の
響
き
の
中
に
お
い
て
極
楽
世
界
の

存
在
、
極
楽
世
界
の
超
越
的
時
間
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
（
（2
（

　

�

か
つ
自
作
の
「
日
中
礼
讃
」
を
六
時
の
最
後
に
配
置
し
た

こ
と
は
、
自
身
が
こ
の
世
界
に
あ
り
な
が
ら
も
そ
の
身
を

極
楽
に
移
し
、
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
極
楽
世
界
の
情

景
を
一
切
衆
生
に
説
示
す
る
た
め
で
あ
り
、
一
切
衆
生
が

こ
の
情
景
の
実
在
を
信
じ
、
憧
憬
を
抱
き
、
自
身
の
全
身

体
性
を
通
じ
て
往
生
を
祈
る
た
め
に
、こ
の
「
日
中
礼
讃
」

を
撰
述
し
て
自
身
の
言
葉
と
祈
り
を
阿
弥
陀
仏
に
捧
げ
た

も
の
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
（2
（

「
奉
請
」
に
よ
り
、
私
た
ち
凡
夫
の
目
に
は
見
え
な
い
が
、
仏

さ
ま
方
は
堂
内
に
お
い
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

諸
仏
諸
菩
薩
が
宿
ら
れ
た
お
仏
像
お
よ
び
本
堂
極
楽
の
荘
厳
の

な
か
で
礼
讃
を
お
唱
え
す
る
こ
と
の
尊
さ
を
共
に
意
識
し
、
そ

し
て
「
こ
の
情
景
の
実
在
を
信
じ
、
憧
憬
を
い
だ
き
、
往
生
を

祈
る
」
こ
と
を
お
伝
え
す
る
の
で
あ
る
。

・「
三
尊
礼
」
で
は
、
各
尊
の
特
徴
的
な
「
み
ひ
か
り
」
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
特
に
両
菩
薩
の
「
み
ひ
か
り
」
の
性
質
の
違

い
を
意
識
し
て
お
伝
え
す
る
。

・
慈
悲
の
み
ひ
か
り
に
つ
つ
ま
れ
て
（
観
音
菩
薩
）

観
音
菩
薩
は
、
慈
悲
の
み
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
、
あ
え
て
悟
り
の

境
地
を
得
れ
ど
も
ふ
り
捨
て
て
、
苦
し
み
悲
し
み
に
満
ち
た
世

界
の
全
て
を
、
ご
自
身
の
「
み
ひ
か
り
」
の
内
に
包
み
こ
む
。

そ
し
て
大
い
な
る
慈
悲
の「
み
ひ
か
り
」を
放
つ
御
手
に
よ
っ
て
、

全
て
の
衆
生
を
や
さ
し
く
照
ら
し
な
が
ら
、
有
縁
の
も
の
を
救

い
摂
り
、
極
楽
へ
連
れ
て
帰
ら
れ
る
。

・
智
慧
の
み
ひ
か
り
に
導
か
れ
て
（
勢
至
菩
薩
）

勢
至
菩
薩
は
我
ら
凡
夫
の
心
で
推
し
は
か
る
こ
と
な
ど
で
き
な
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い
お
方
で
あ
る
。
智
慧
の
威た

け
き
光
（
お
の
ず
か
ら
う
や
ま
い
服

す
る
よ
う
な
、
威
厳
あ
る
「
み
ひ
か
り
」）
に
よ
っ
て
あ
ま
ね

く
世
界
を
照
ら
さ
れ
る
。
こ
の
菩
薩
に
宿
縁
あ
る
衆
生
が
そ
の

「
み
ひ
か
り
」
に
触
れ
た
な
ら
ば
、
智
慧
が
増
し
て
ゆ
き
迷
い

の
世
界
を
超
え
て
ゆ
け
る
の
で
あ
る
。

（
私
案
で
あ
る
が
、
勢
至
菩
薩
応
現
の
法
然
上
人
に
も
、
こ
う

し
た
「
威
き
」
お
姿
で
人
々
（
特
に
弟
子
）
を
導
く
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
我
、
仮
令
、
死
刑
に
行
な
わ
る
と
も
、

こ
の
事
言
わ
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」〈
聖
典
六
・
五
四
四
頁
〉
等
、

時
に
厳
し
く
教
え
導
い
て
下
さ
る
上
人
の
お
姿
を
大
切
に
頂
戴

し
、
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
）

・
ち
な
み
に
、
宝
冠
の
化
仏
か
宝
瓶
か
の
違
い
以
外
は
、
両
菩

薩
の
お
姿
は
一
緒
で
あ
る
。

・
観
音
菩
薩
の
礼
讃
は
『
観
経
』
第
十
観
、
勢
至
菩
薩
の
礼
讃

は
同
経
第
十
一
観
の
経
文
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。『
観

経
』
お
よ
び
『
観
経
疏
』
の
御
文
や
、
義
山
『
随
聞
講
録
』
等

の
講
説
を
参
照
す
る
こ
と
。

【
参
考
文
献
】

『
善
導　

六
時
礼
讃
―
浄
土
へ
の
願
い
』（
原
口
弘
之
・
宇
野

光
達
著
、
春
秋
社
、
二
〇
一
四
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

〈
仏
具
・
作
法
〉

「
位い

牌は
い

」

⑤
〈
解
説
〉（
抄
録
）

戒
名
な
ど
を
記
し
た
木
の
札
に
台
座
を
つ
け
た
仏
具
。
戒
名
・

命
日
・
俗
名
・
行
年
を
記
す
木
の
札
と
蓮
台
と
台
座
か
ら
な
り
、

こ
の
蓮
台
は
如
来
が
蓮
華
座
に
座
す
よ
う
に
、
札
に
記
さ
れ
た

死
者
が
極
楽
に
往
生
し
た
こ
と
を
顕
し
た
形
に
な
っ
て
お
り
、

浄
土
教
的
に
は
「
蓮
華
化
生
」
を
表
す
。
な
お
、
習
俗
的
に
は

「
死
者
の
依よ

り

代し
ろ

」
と
し
て
、
社
会
的
に
は
「
位
牌
持
ち
」
と
い

う
よ
う
に
継
承
者
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

位
牌
は
死
者
の
往
生
を
願
い
追
善
供
養
す
る
た
め
に
、
葬
儀
で
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は
祭
壇
中
央
に
祀
り
、
葬
列
で
は
喪
主
が
持
ち
、
追
善
法
要
で

は
回
向
壇
上
に
、
仏
壇
で
は
本
尊
よ
り
下
の
棚
に
安
置
し
、
お

盆
の
と
き
に
は
精し

ょ
う

霊り
ょ
う

棚だ
な

（
盆
棚
）
に
移
し
出
し
、
香
華・茶
灯・

飲
食
な
ど
を
供
え
、
誦
経
念
仏
し
て
追
善
回
向
し
て
い
る
。
位

牌
に
は
、生
前
に
作
る
「
逆
修
牌
」
と
死
後
に
作
る
「
順
修
牌
」

と
が
あ
る
。
逆
修
牌
は
寿
牌
と
も
い
い
、
五
重
相
伝
・
授
戒
会

な
ど
で
誉
号
・
戒
名
を
授
か
り
生
前
に
作
る
も
の
を
い
う
。
生

前
戒
名
は
寿
号
と
も
い
い
、
存
命
中
は
戒
名
（
位
号
の
上
の
二

文
字
）
を
朱
文
字
で
記
し
て
い
る
。
順
修
牌
は
死
後
に
作
ら
れ

る
位
牌
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
野の

位
牌
・
内う

ち
位
牌
（
家
位
牌
・
本

位
牌
）・
寺
位
牌
が
あ
る
。
野
位
牌
と
内
位
牌
は
、
葬
具
と
し

て
死
後
直
ち
に
作
ら
れ
る
白
木
の
位
牌
で
、
野
位
牌
は
野
辺
送

り
の
と
き
に
埋
葬
所
へ
安
置
し
、
内
位
牌
は
家
の
祭
壇
に
四
九

日
間
安
置
す
る
。
白
木
位
牌
に
は
戒
名
等
を
記
し
た
戒
名
紙
を

貼
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
戒
名
の
中
央
に
三
宝
印
を
降ご

う
魔ま

印い
ん

と

い
う
押
し
方
で
押
す
。
内
位
牌
を
七
七
日
忌
以
降
も
本
位
牌
と

し
て
仏
壇
に
祀
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
位
牌
は
七
七
日
忌
頃
に

塗
り
位
牌
に
作
り
替
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
親
が
死
亡
す

る
と
継
承
者
以
外
に
も
結
婚
し
て
い
る
息
子
・
娘
に
位
牌
を
作

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
仏
壇
に
安
置
す
る
（
位
牌
わ
け
）
地
域

も
あ
る
。
白
木
の
位
牌
か
ら
塗
り
位
牌
に
替
え
る
と
き
と
、
新

た
に
位
牌
を
作
る
場
合
に
は
、
霊
位
が
位
牌
に
住
す
る
よ
う
に

と
念
じ
て
開
眼
式
を
行
う
。
三
三
回
忌
な
ど
の
弔
い
上
げ
が
済

む
と
、「
位
牌
ま
く
り
」
な
ど
と
称
し
て
、寺
に
納
め
て
浄
焚
（
お

焚
き
上
げ
）
ま
た
は
「
先
祖
代
々
」
の
位
牌
に
し
た
り
す
る
が
、

そ
の
ま
ま
仏
壇
に
安
置
す
る
場
合
も
あ
る
。
寺
位
牌
は
寺
に
納

め
て
寺
で
供
養
を
受
け
る
位
牌
で
、
祠
堂
位
牌
と
も
い
う
。
ま

た
、位
牌
の
札
の
部
分
に
は
、一
つ
の
位
牌
に
一
霊
だ
け
で
な
く
、

夫
婦
ま
た
は
複
数
の
戒
名
を
記
し
て
一
蓮
托
生
を
表
す
場
合
も

あ
り
、
先
祖
代
々
・
戒
名
の
他
に
も
回
向
・
勧
請
対
象
の
仏
菩

薩
精
霊
名
な
ど
を
記
す
盆ぼ

ん

牌ぱ
い

・
三
界
万
霊
牌
が
あ
り
、「
今き

ん

上じ
ょ
う

牌は
い

」
と
い
う
天
皇
を
祝し

ゅ
く

聖し
ょ
う

す
る
尊
牌
も
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】
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⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

只
今
は
、
ご
用
意
い
た
だ
い
た
黒
塗
り
の
お
位
牌
に
、
開
眼

供
養
を
い
た
し
ま
し
た
。
位
牌
は
浄
土
往
生
の
証
（
あ
か
し
）

と
し
て
尊
び
お
ま
つ
り
す
る
も
の
で
、
故
人
さ
ま
の
極
楽
浄
土

で
の
現
在
の
お
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
お
位
牌
に
は
真
ん
中
に

金
字
で
ご
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
故
人
さ
ま
が

金
色
の
姿
と
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

正
面
の
ご
本
尊
さ
ま
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
阿
弥
陀
さ
ま
、
脇
侍

の
菩
薩
さ
ま
は
金
色
の
姿
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
位
牌
の
ご

戒
名
が
金
字
で
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
故
人
様
が
お
浄
土
で
、

こ
の
よ
う
な
尊
い
方
々
と
変
わ
ら
な
い
お
姿
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
様
が
、
お
浄
土
に

生
ま
れ
る
も
の
を
皆
、
金
色
の
姿
と
す
る
と
誓
わ
れ
た
こ
と
に

依
り
ま
す
。

お
位
牌
の
下
の
部
分
、
こ
ち
ら
も
正
面
の
阿
弥
陀
さ
ま
、
菩

薩
さ
ま
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
蓮
の
華
の
台
の
上
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
お
位
牌
の
下
の
部
分
は
蓮
の
華
の
台
を
表
し
て
い
ま

す
。
極
楽
の
美
し
い
蓮
池
の
蓮れ

ん

台だ
い

の
上
に
、
大
菩
薩
さ
ま
と
変

わ
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
お
姿
と
な
っ
て
、
今
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
、
表
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
お
位
牌
を
仏
壇
に
安
置
い
た
し
ま
す
。
位
牌
壇

で
は
な
く
て
、
仏
さ
ま
の
壇
で
す
か
ら
必
ず
ご
本
尊
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
仏
壇
は
極
楽
浄
土
を
私
た
ち
に
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
、
眼
に
見
え
る
形
で
表
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で

す
。で
す
か
ら
真
ん
中
に
、阿
弥
陀
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
し
て
先
に
お
浄
土
に
ご
往
生
さ
れ
て
い
る
方
々
、
ご
先
祖
さ

ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
只
今
開
眼
供
養
し
た
位
牌
を
安
置

す
る
こ
と
で
、
故
人
さ
ま
が
ご
先
祖
さ
ま
と
共
に
仏
道
修
行
に

励
み
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て
下
さ
る
姿
を
教
え
て
く
れ
る
の
で

す
。直

接
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
お
寂
し
い
限
り

で
す
が
。
必
ず
今
ま
で
以
上
、
二
十
四
時
間
、
仏
の
世
界
よ
り

見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
。
見
守
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ま
方
で
す
。

ど
う
ぞ
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
お
喜
び
に
な
る
よ
う
な
生
き
方
、
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悲
し
ま
せ
な
い
生
き
方
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
何
よ

り
の
ご
供
養
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
一
番
お
喜
び
に
な
ら
れ
る
の

は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
故
人
さ
ま
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
れ
ば
極
楽
往

生
間
違
い
な
し
と
い
う
こ
と
を
誰
よ
り
も
ご
存
知
だ
か
ら
で
す
。

皆
さ
ま
方
が
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
姿
を
心
待
ち
に
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
が
こ
の
世
で
念
仏
を
称
え
ま
す
と
極
楽
浄
土
で
は
そ
の
方

の
為
に
一
茎
の
蓮
台
が
用
意
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
（
（2
（

。
私
た
ち

も
や
が
て
必
ず
命
尽
き
る
時
が
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
時
に
懐
か

し
い
方
々
と
再
び
お
浄
土
で
お
出
会
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
お
念
仏
を
決
し
て
手
放
さ
ず
、
ま
た
、
お
会
い
さ
せ
て

い
た
時
に
胸
を
張
っ
て
、
ご
報
告
で
き
る
生
き
方
を
共
々
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。（
同
称
十
念
）

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・
位
牌
を
大
切
に
祀
る
こ
と
を
勧
め
る
。

・�

四
十
九
日
忌
の
法
要
時
に
本
位
牌
の
開
眼
供
養
を
勤
め
る
場

合
多
い
。

・�

開
式
前
の
法
話
で
は
四
十
九
日
に
つ
い
て
の
法
話
を
し
、
式

の
後
で
は
位
牌
を
祀
る
心
得
を
伝
え
て
お
く
と
、
帰
宅
後
の

お
給
仕
に
も
励
み
と
な
る
。

《
五
分
法
話
例
》

長
時
間
の
法
要
に
最
後
ま
で
ご
参
列
頂
き
、
又
お
念
仏
の
声

を
上
げ
て
下
さ
っ
た
事
亡
き
〇
〇
様
も
お
喜
び
に
違
い
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
式
の
中
で
、
新
し
い
お
位
牌
の
開
眼
供

養
（
お
性
根
入
れ
）
も
無
事
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
亡
き
〇
〇
様
の
御
魂
の
依
り
代
と
な
る
物
で
す
の
で
、

〇
〇
様
の
ご
分
身
と
思
っ
て
大
切
に
お
祀
り
を
頂
く
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
お
人
形
な
ど
で
し
た
ら
段
の
上

に
「
飾
る
」
と
言
い
ま
す
ね
。
で
も
お
位
牌
は
「
飾
る
」
と
は

申
し
ま
せ
ん
。「
お
祀
り
す
る
」
と
申
し
ま
す
。「
祀
る
」
と
は
、
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生
き
て
お
ら
れ
た
時
の
〇
〇
様
そ
の
も
の
と
し
て
ご
安
置
し
、

お
給
仕
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
朝
一
番
に
汲
ん
だ
「
若

水
」
や
炊
き
立
て
の
ご
飯
の
一
膳
目
、
今
年
初
め
て
頂
く
旬
の

も
の
等
、
お
初
の
物
は
ま
ず
は
お
仏
壇
の
方
に
お
供
え
し
、
皆

さ
ま
は
二
番
手
以
降
を
頂
戴
す
る
と
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
ね
。

お
灯
明
や
お
花
、
お
線
香
も
毎
朝
欠
か
さ
ず
差
し
上
げ
て
頂
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
の
お
念
仏
を
お
供
え
頂
く
と
い
う
こ
と
で
す
。「
西
方
極

楽
の
阿
弥
陀
さ
ま
、
ど
う
か
我
が
父
を
、
覚
り
に
到
る
ま
で
育

て
導
き
た
ま
え
」
と
思
い
を
籠
め
て
、
日
々
称
え
て
差
し
上
げ

て
下
さ
い
。

先
ほ
ど
式
の
前
に
お
話
し
し
た
通
り
、
お
念
仏
し
て
往
生
な

さ
っ
た
方
に
と
っ
て
は
、
四
十
九
日
は
、
菩
薩
の
一
員
と
し
て

お
誕
生
な
さ
る
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
ま
で
の
仮
位
牌
に
は

お
戒
名
も
黒
い
墨
文
字
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
本
日

開
眼
さ
せ
て
頂
い
た
本
位
牌
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
〇
〇
△
△

居
士
と
金
文
字
で
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
ね
。
そ
の
お
戒
名
の
足

元
に
は
蓮
の
花
が
開
い
て
お
支
え
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
亡

き
〇
〇
様
の
お
入
り
に
な
っ
た
浄
土
の
蓮
の
蕾
が
見
事
開
き
、

金
色
に
ま
ば
ゆ
く
輝
く
菩
薩
と
な
っ
て
ス
ッ
と
お
立
ち
に
な
ら

れ
た
、
そ
の
お
姿
を
象
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
も
阿
弥
陀
さ
ま

の
ご
本
願
の
力
に
よ
る
所
。
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
た
者
は
、
皆

等
し
く
金
色
の
肌
の
素
晴
ら
し
い
姿
を
得
さ
せ
る
ぞ
と
、
阿
弥

陀
さ
ま
は
お
誓
い
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。
こ
の
世
の

よ
う
に
肌
の
色
の
違
い
で
も
っ
て
差
別
が
あ
っ
た
り
、
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
る
こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
〇
様
も
こ
の
ご
本
願
（
悉
皆
金
色
の
願
）
に
よ
り
ま
し
て
、

観
音
さ
ま
と
同
じ
よ
う
な
尊
い
金
色
の
お
姿
と
な
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
ご
分
身
が
本
日
の
お
位
牌
で
す
か
ら
、
粗
相
に
扱

う
事
な
く
大
切
に
お
給
仕
し
、
お
祀
り
願
い
ま
す
。
何
よ
り
も

お
念
仏
の
功
徳
を
日
々
、
お
送
り
頂
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
、

閉
式
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
最
後
に
十
遍
、
ご
一
緒
に
お
称
え

致
し
ま
し
ょ
う
。
同
称
十
念

【
参
考
】

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
悉
く
真
金
色
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な
ら
ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三
、悉
皆
金
色
の
願
／
『
無

量
寿
経
』
巻
上
／
聖
典
一
・
二
二
五
頁
）

「
位
牌
」（『
持
宝
通
覧
』
巻
中
）

儒
家
用
ゆ
る
所
の
位
版
又
は
神
主
と
名
る
も
の
是
れ
な
り
。
通

鑑
正
編
九
之
下
（
百
三
十
八
右
）
曰
く
主
は
神
主
な
り
。
其
の

精
霊
を
迎
へ
、
反
て
其
の
神
主
に
帰
し
、
廟
中
に
安
置
す
る
を

謂
ふ
。（
已
上
）
仏
家
に
之
に
倣
て
仮
に
用
い
る
者
な
り
。
儒

家
の
式
を
尋
ぬ
る
に
、
栗
木
の
長
さ
一
尺
三
寸
五
分
あ
る
牌ふ

だ
を

造
て
我
が
親
先
祖
等
の
在
世
の
位
官
姓
名
を
書
き
誌
し
て
、
斯

れ
に
其
の
神
霊
を
託
し
憑
ら
し
む
故
に
位
牌
と
名
く
。
文
公
家

礼
に
、
孔
子
の
神
主
を
聖
牌
と
称
す
。
事
物
紀
原
に
版
位
と
云

ふ
。
位
牌
又
は
木
主
と
云
ひ
、
虞
主
と
も
名
く
。
惟
ん
み
れ
ば

夫
れ
亡
き
後
は
、
位
牌
を
体
と
為
す
故
に
必
ず
生
存
に
事つ

か
え

る
が

如
く
せ
よ
。
彼
の
雲
棲
大
師
の
当
に
木
主
を
懐
て
以
て
遊
び
食

す
る
毎
に
必
ず
供
し
居
、
必
ず
奉
ず
べ
し
と
。
蓋
し
今
ま
仏
家

に
用
ゆ
る
所
の
牌
象
は
古
人
須
弥
山
を
頂
上
の
雲
形
に
象
り
、

日
月
梵
天
帝
釈
と
謂
ふ
な
り
。
吾
れ
未
だ
其
の
由
を
知
ら
ず
、

後
糾
を
俟
つ
の
み
。
○
又
た
浄
家
に
於
い
て
戒
名
と
名
る
こ
と

は
布
薩
戒
脈
を
授
て
以
て
法
名
を
附
す
故
に
戒
名
と
名
く
。
経

釈
の
文
義
に
契
当
せ
る
文
字
を
蹈
み
て
而
し
て
法
号
を
附
す
。

其
の
様
泥
洹
の
道
の
如
し
。
亦
た
反
切
に
依
て
法
名
を
附
す
こ

と
其
の
所
以
無
し
。（
泥
洹
之
道
十
七
左
）

「
位
牌
濫
觴
（
第
三
百
八
十
五
）」（『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』
下
巻
）

儒
家
に
用
ゆ
る
位
版
又
は
神
主
と
名
く
る
も
の
是
な
り
。
仏
家

に
も
之
に
倣
ふ
て
仮
り
用
ゆ
。
儒
家
の
式
を
尋
る
に
栗
木
長
さ

一
尺
三
寸
五
分
あ
る
牌
を
造
て
我
先
祖
の
在
世
の
位
官
姓
名
を

誌
し
て
其
神
霊
を
斯
に
託
し
憑
ら
し
む
故
に
位
牌
と
名
づ
く
。

「
位
牌
書
様
及
寸
尺
（
第
九
十
）」（『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』
下
巻
）

宗
宗
に
於
い
て
口
伝
有
り
、
明
師
に
尋
ね
る
可
き
な
り
。
先
づ

位
の
字
は
謂
く
其
の
霊
の
座
位
な
り
。
牌
は
謂
く
霊
の
座
位
の

義
を
顕
す
。
座
牌
と
云
う
同
じ
。
是
れ
真
言
宗
に
大
法
会
場
に

惣
じ
て
座
位
の
札
を
表
す
と
云
へ
り
。
今
の
牌
と
表
る
字
、
是

に
同
じ
。
但
し
位
牌
に
霊
位
と
書
く
は
華
位
と
云
う
意
な
り
。
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位
牌
と
は
惣
体
の
札
の
名
な
り
。
没
故
と
は
、
没
は
無
の
義
な

り
。
四
大
和
合
の
形
分
離
し
て
、
各
々
本
に
帰
す
は
没
な
り
。

四
大
分
離
は
無
の
義
、
没
な
り
。
故
は
本
な
り
。
然
れ
ば
四
大

分
離
し
て
本
に
帰
す
義
な
り
。
亦
は
蒼
天
自
然
と
云
う
な
り
。

没
も
歿
も
同
じ
事
な
り
。
次
に
物
故
と
は
、
物
は
凡
そ
万
物
に

於
け
る
始
終
出
没
の
相
之
れ
有
る
事
な
り
。
先
づ
春
は
陽
に
萌

へ
出
て
青
葉
と
為
す
な
り
。
草
木
は
四
気
転
変
し
て
四
相
を
経

て
各
の
季
に
到
り
、
根
に
帰
る
如
く
零
落
し
て
質
だ
其
の
物
の

根
元
に
帰
る
に
譬
え
る
な
り
。
然
れ
ば
万
物
皆
本
に
皈
る
な
り
。

云
々

位
牌
板
の
長
さ
、
板
の
面
の
広
さ
に
依
る
可
き
な
り
。
謂
く
板

の
横
の
広
さ
、
四
つ
折
り
半
に
、
竪
の
長
さ
を
定
る
な
り
。
夫

れ
に
就
い
て
塩
梅
之
れ
有
り
。
位
牌
認
む
る
に
没
故
物
故
と
云

う
は
通
途
の
義
な
り
。
宗
宗
の
本
意
に
付
い
て
習
有
る
な
り
。

円
寂
覚
霊
を
通
途
の
人
に
書
く
可
か
ら
ず
。
新
の
字
を
書
く
こ

と
葬
前
よ
り
忌
中
の
間
な
り
。
亦
、
下
に
霊
の
字
計
り
書
く
な

り
。
亦
、
常
の
位
牌
の
下
位
に
之
の
字
を
書
く
習
は
、
逆
修
は

右
に
印
す
が
如
く
之
の
字
を
入
る
な
り
。
死
牌
に
之
字
を
用
る

は
文
武
二
道
に
達
る
人
に
書
く
な
り
。
霊
の
位
（
是
の
如
く
知

る
可
し
）、
霊
の
字
に
多
く
之
習
有
る
な
り
。
子
孫
有
る
人
に

は
霊
霊
是
を
書
く
な
り
。
子
孫
無
き
人
に
は
㚑
㚑
是
を
書
く
な

り
。
或
は
亦
武
家
に
は
霛
是
を
書
く
な
り
。
何
れ
も
霊
の
字
、

同
字
な
り
と
雖
も
眞
行
草
の
別
を
以
て
上
中
下
を
分
つ
者
な
り
。

何
の
置
き
字
も
皆
是
の
如
く
分
別
す
可
し
。
次
に
亦
た
比
丘
尼
、

亦
は
持
衣
尼
と
も
大
姉
と
も
書
く
な
り
（
大
師
の
師
に
は
非
ず
、

姉
妹
の
姉
な
り
）。
亦
は
名
字
慥
か
な
る
侍
女
の
落
髪
し
て
居

た
る
を
大
姉
と
書
く
な
り
。（
後
略
）

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

「
戒か

い
名み

ょ
う

」

⑤
〈
解
説
〉（
抄
録
）

授
戒
な
ど
の
儀
礼
を
受
け
て
、
仏
門
に
帰
入
し
た
者
に
与
え
ら

れ
る
名
の
こ
と
。
法
名
、
法
号
と
も
い
う
。
中
国
や
日
本
で
は
、

受
戒
し
て
沙
門
と
な
り
教
団
に
加
入
す
れ
ば
、
俗
名
を
改
め
て

戒
名
を
用
い
る
こ
と
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
。
仏
教
が
普
及
す
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る
に
従
い
、
僧
と
な
ら
ず
在
俗
で
仏
教
に
帰
依
し
た
者
に
も
戒

名
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
死
者
に
戒
名
を
与

え
る
風
習
が
一
般
的
と
な
っ
た
。

戒
名
は
古
く
は
二
字
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
か
ら
道

号
、
院
号
な
ど
が
付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

現
在
で
は
、
位
号
の
上
の
二
文
字
を
指
し
て
特
に
戒
名
と
い
う

が
、
一
般
的
に
は
院
号
・
誉
号
・
道
号
・
戒
名
・
位
号
な
ど
、

授
け
ら
れ
た
全
て
を
含
め
て
戒
名
と
称
す
る
傾
向
が
強
い
。
浄

土
宗
で
は
、
生
前
に
授
戒
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
位
号
の

上
の
二
文
字
の
戒
名
が
与
え
ら
れ
、
五
重
相
伝
会
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
誉
号
が
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
授
戒
会
に
参
加
す

る
機
会
に
あ
わ
ず
命
終
す
る
者
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
者
に
は
、

死
亡
後
に
剃
髪
授
戒
の
儀
式
を
行
い
、
戒
名
を
授
与
し
て
い
る
。

な
お
、
出
家
（
僧
侶
）
に
は
、
得
度
式
の
際
に
戒
名
が
授
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
藤
井
正
雄
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

私
た
ち
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
る
と
す
ぐ
に
、
両
親
か
ら

願
い
が
か
け
ら
れ
た
お
名
前
を
授
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
の
皆

さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
名
前
で
す
が
、「
戒
名
」
と
い
う

の
は
、
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
願
い
が
か
け
ら
れ
た
お
名
前
で
す
。

そ
の
お
名
前
に
は
、
如
何
な
る
お
釈
迦
さ
ま
の
願
い
が
か
け
ら

れ
て
い
る
か
と
言
う
と
、「
正
し
く
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う

願
い
で
す
。
そ
ん
な
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
願
い
が
か
け
ら
れ
た
お

名
前
の
事
を
「
戒
名
」
と
申
し
ま
す
。

つ
ま
り
、「
戒
名
」
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
に
よ
っ
て

正
し
く
生
き
る
こ
と
を
誓
っ
た
仏
さ
ま
の
弟
子
、
即
ち
仏
弟
子

の
証
と
し
て
菩
提
寺
の
住
職
さ
ま
か
ら
授
か
る
も
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
本
来
は
死
後
に
授
か
る
名
前
で
は
な
く
、
ま
た
昨
今
、

あ
る
識
者
が
言
う
よ
う
な
「
戒
名
は
い
ら
な
い
」
と
か
、「
自

分
で
戒
名
は
つ
け
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
類
の
も
の
で
は
な
い
の

で
す
。
で
き
れ
ば
、
授
戒
会
や
五
重
相
伝
を
通
し
て
戒
名
を
授

か
る
の
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
実
際
に
授
戒
会
を
通
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し
、
戒
名
を
授
か
っ
た
当
時
一
六
才
の
高
校
生
が
書
い
た
感
想

文
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
高
校
生
は
、
京
都
文
教
高
校
に
通
う

生
徒
さ
ん
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
高
校
は
浄
土
宗
の
教
え
を
礎

と
し
て
お
り
、
学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
、
授
戒
会
が
三
日
か

け
て
校
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
高
校
二
年
生

の
時
に
授
戒
会
に
参
加
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ

で
は
、
こ
れ
か
ら
、
そ
の
感
想
文
を
一
部
抜
粋
し
て
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

�

た
だ
、
授
戒
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
私
が
一
番
恐
れ
て

い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
死
」
に
つ
い
て
考

え
る
事
で
す
。
死
ぬ
事
を
一
度
も
怖
い
と
思
っ
た
事
が
な

い
人
は
、
世
界
中
で
一
人
も
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
小
さ
い
頃
か
ら
人
一
倍
「
死
」
へ
の
恐
怖
心
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
が
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
、

一
生
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
自
分
が
自
分
で
な
く
な
る

と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か
、
考
え
て
も
考
え
て
も
答
え
は

見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
戒
名
と
い
う
死
後
の

自
分
の
名
前
を
頂
く
と
い
う
事
は
、「
死
」
に
つ
い
て
考

え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
「
死
」
の
受
け
止
め
方
を
、

こ
の
授
戒
会
で
教
え
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

〇
〇
先
生
は
、
輪
廻
転
生
と
い
う
思
想
を
お
話
し
に
な
っ

て
い
る
中
で
、
こ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
来
世
の
た

め
に
仮
の
世
を
生
き
る
。」
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
答
え

で
し
た
。「
死
」
と
は
命
の
終
着
点
で
は
な
く
、
次
の
命

へ
の
始
発
点
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
、
私
の
心
の
中
の

何
か
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
昔
の
人
も
今
の
人
も
、
悩

ん
で
い
る
事
が
同
じ
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
の
教
え
に
私

た
ち
が
救
わ
れ
て
い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
〇

〇
先
生
は
、
戒
名
と
は
、
そ
れ
を
あ
こ
が
れ
と
し
て
生
き
、

他
人
の
た
め
に
生
き
る
事
を
誓
う
も
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
私
が
付
け
て
頂
い
た
「
浄
」
と
い
う
字
は
、「
迷

い
か
ら
の
解
脱
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
悩
ん
で
ば

か
り
の
私
に
は
こ
の
上
な
い
名
前
を
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
戒
名
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ
の

命
を
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
（3
（

。
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皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
高
校
二
年
生
の
生

徒
さ
ん
が
書
い
た
と
は
思
え
な
い
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
感
想

文
で
あ
り
ま
す
。
彼
女
は
三
日
間
の
授
戒
会
に
「
死
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
明
確
な
問
い
を
持
っ

て
臨
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
自
身
が
授
戒
会
で
死
に
つ

い
て
、「
来
世
の
た
め
に
仮
の
世
を
生
き
る
」の
で
あ
っ
て『「
死
」

と
は
命
の
終
着
点
で
は
な
く
、
次
の
命
へ
始
発
点
で
あ
る
』
と

い
う
答
え
を
導
き
出
し
、
現
世
に
お
け
る
生
き
方
が
変
わ
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、授
戒
会
で「
浄
」と
い
う「
戒

名
」
を
授
か
っ
た
事
で
、
そ
の
戒
名
が
生
き
る
糧
と
な
り
、
戒

名
に
相
応
し
い
人
間
に
な
れ
る
よ
う
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
戒
名
と
は
、
彼
女
の
よ
う
に
仏
弟
子
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
証
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
名
乗
る
こ
と
が
で

き
る
尊
い
お
名
前
な
の
で
す
。

ま
た
、
浄
土
宗
に
は
「
誉
号
」
と
申
し
ま
し
て
、
五
重
相
伝

を
受
け
た
仏
弟
子
、
即
ち
お
念
仏
を
喜
ぶ
仏
弟
子
だ
け
に
与
え

ら
れ
る
戒
名
（
法
号
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
釈
迦
さ

ま
が
『
観
無
量
寿
経
』
の
中
で
、「
も
し
念
仏
せ
ん
者
は
、
ま

さ
に
知
る
べ
し
。
こ
の
人
は
、
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
」

と
お
誉ほ

め
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
こ
の「
分
陀
利
華
」

と
は
、
も
と
も
と
「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」
と
い
う
梵
語
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
日
本
語
に
訳
し
ま
す
と
白
蓮
華
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
お
釈
迦
さ
ま
が
、
お
念
仏
を
喜
ぶ
仏
弟
子
の
こ
と
を
、

「
白
蓮
華
の
よ
う
に
浄
ら
か
な
人
だ
」と
誉
め
讃
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
泥
沼
の　
泥
に
そ
ま
ら
ぬ　
蓮
の
花

蓮
の
花
は
、
泥
沼
に
あ
り
な
が
ら
も
泥
に
染
ま
ら
ず
美
し
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
こ
の
蓮
の
花
の
よ
う
に
、
私
た
ち
も
今
、

泥
沼
の
よ
う
な
悪
に
染
ま
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、

お
念
仏
を
喜
ぶ
仏
弟
子
と
し
て
、
こ
の
世
に
お
い
て
浄
ら
か
な

蓮
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）
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「
合が

っ
掌し

ょ
う

」

⑤
〈
解
説
〉（
抄
録
）

左
右
の
手
の
平
を
合
わ
せ
る
恭
敬
法
。
Ⓢañjali

。
浄
土
宗
で

は
堅
実
心
合
掌
と
叉し

ゃ

手し
ゅ
合
掌
の
二
種
を
用
い
る
。
玄
奘
の
『
大

唐
西
域
記
』
二
に
「
致
敬
の
式
、
其
の
義
九
等
あ
り
。
…
四
に

は
掌
を
合
せ
て
平
拱
す
」（
正
蔵
五
一
・
八
七
七
下
）
と
、
イ

ン
ド
に
お
け
る
敬
礼
法
の
第
四
に
合
掌
を
挙
げ
、
智
顗
の
『
観

音
義
疏
』
上
に
は
「
合
掌
と
は
、此
方
は
拱
手
を
以
て
恭
と
為
し
、

外
国
は
合
掌
を
敬
と
為
す
。
手
は
本
二
辺
な
り
。
今
合
し
て
一

と
為
す
は
、
敢
え
て
散
誕
せ
ず
専
至
一
心
な
る
を
表
す
。
一
心

相
い
当
る
が
故
に
此
を
以
て
敬
を
表
す
」（
正
蔵
三
四
・
九
二

二
上
）
と
あ
り
、
中
国
は
拱こ

う

手し
ゅ
、
イ
ン
ド
は
合
掌
が
敬
い
の
法

で
あ
り
、
合
掌
は
専
至
一
心
を
表
す
と
い
う
。
浄
土
宗
に
お
い

て
も
義
山
が
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
上
之
一
に
「
合
掌
と
は
、

即
ち
心
の
一
な
る
こ
と
を
表
す
、
是
れ
亦
た
身
の
威
儀
の
み
。

言
う
こ
こ
ろ
は
、
惣
じ
て
大
事
の
義
を
言
う
に
は
、
心
散
乱
し

て
は
な
ら
ず
、
故
に
形
も
亦
た
散
乱
せ
ぬ
様
、
合
掌
す
る
な
り
」

（
浄
全
一
四
・
二
八
二
下
）
と
、
心
を
散
乱
せ
ず
至
心
に
合
掌

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
釈
氏

要
覧
』
中
に
は
「
指
合
し
て
其
の
掌
を
合
せ
ざ
る
者
は
、
良
に

心
慢
し
て
情
散
す
る
に
由
る
故
也
。
必
ず
須
く
指
掌
を
相
着
け

て
虚
せ
し
め
ざ
る
べ
し
」（
正
蔵
五
四
・
二
七
七
中
）
と
、
両

掌
の
間
が
空
虚
に
な
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
古

来
、
右
手
を
清
浄
、
左
手
を
不
浄
と
す
る
習
慣
が
あ
る
が
、
密

教
で
も
合
掌
す
る
左
右
の
手
に
つ
い
て
「
定
慧
二
手
を
以
て
仏

界
衆
生
界
に
配
す
る
時
、左
は
衆
生
界
、右
は
仏
界
な
り
」（『
行

法
肝
要
鈔
』
正
蔵
七
八
・
八
八
〇
中
）
と
説
き
、
浄
土
宗
に
お

い
て
も
義
山
が
『
観
経
随
聞
講
録
』
下
之
一
に
「
左
右
の
二
手

次
の
如
く
以
て
生
仏
二
界
を
表
す
。
則
ち
意
は
衆
生
〈
左
手
〉

を
し
て
諸
仏
〈
右
手
〉
に
帰
命
す
る
に
在
り
」（
浄
全
一
四
・

六
六
一
上
）
と
い
い
、
左
は
衆
生
、
右
は
仏
を
表
す
手
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
合
掌
の
種
類
は
『
大
日
経
疏
』
に
十
二
種
合

掌
の
名
相
が
説
か
れ
る
が
、
浄
土
宗
で
は
そ
の
中
の
「
当
に
中

心
を
堅
く
相
い
著
け
、
十
指
の
頭
稍や

や
相
い
離
し
て
少
し
許ば

か
り
之

を
開
か
し
む
。
此
を
寧ね

尾び

拏だ

合
掌
と
名
づ
く
。〈
此
に
は
堅
実
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心
合
掌
と
曰
う
〉」（
正
蔵
三
九
・
七
一
四
下
）
と
す
る
第
一
の

堅
実
心
合
掌
と
、「
十
指
の
頭
相
い
叉ま

じ

え
て
皆
右
手
の
指
を
以

て
左
手
の
指
の
上
に
加
え
て
、
金
剛
合
掌
の
如
く
な
ら
し
む
る

を
鉢は

囉ら

拏だ

摩ま

合
掌
と
名
づ
く
。〈
此
に
は
帰
命
合
掌
と
曰
う
〉」

（
同
）
と
す
る
第
七
の
帰
命
合
掌
（
金
剛
合
掌
）
の
二
種
を
用

い
て
い
る
。

�
【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
熊
井
康
雄
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例
（
法
要
前
）

こ
れ
よ
り
皆
様
と
共
々
に
、（
故
人
）
様
〇
回
忌
の
ご
法
要

を
お
勤
め
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
法
要
に
先
立
ち
ま
し
て
、
少
し
く
お
時
間
を
頂
戴
し
、「
合

掌
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仏
事
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
作
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ま
り
堅

苦
し
い
こ
と
を
申
し
ま
す
と
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
礼
儀
作

法
と
は
、
心
を
形
で
表
す
も
の
と
申
し
ま
す
。
合
掌
は
、
心
を

込
め
て
相
手
を
敬
う
姿
な
の
で
す
。
仏
様
や
先
立
た
れ
た
ご
先

祖
様
方
に
お
向
き
合
い
す
る
時
の
姿
勢
で
す
の
で
、
ど
う
か
大

切
に
思
っ
て
下
さ
い
。

ま
ず
、指
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
合
わ
せ
、手
の
ひ
ら
も
ぴ
っ

た
り
合
わ
せ
ま
す
。
心
が
一
つ
に
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
力
を
入
れ
過
ぎ
ず
、
肩
の
力
も
抜
い
て
、

自
然
と
み
ぞ
お
ち
の
辺
り
に
手
を
持
っ
て
い
き
ま
す
。
指
先
は

斜
め
四
十
五
度
く
ら
い
に
傾
け
ま
す
。
脇
の
下
は
ギ
ュ
ッ
と
閉

め
な
い
で
、
少
し
開
け
て
お
き
ま
す
。
私
は
小
さ
い
こ
ろ
、「
脇

の
下
に
生
卵
を
挟
む
よ
う
に
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。
開
け
す
ぎ

る
と
卵
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
し
、
閉
め
す
ぎ
る
と
潰
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
数
珠
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど
う
ぞ
両
手
の
親
指

に
か
け
て
い
た
だ
き
、
房
は
手
前
に
垂
ら
し
て
下
さ
い
。

こ
の
時
、
仏
教
で
は
昔
か
ら
、
右
手
を
「
救
い
主
で
あ
ら
れ

る
仏
様
」、
左
手
を
「
救
い
を
求
め
る
こ
の
私
」
と
し
て
、
仏

様
と
私
の
心
が
ぴ
っ
た
り
合
わ
さ
っ
て
い
る
と
心
得
ま
す
（
（3
（

。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
…
」
と
お
念
仏
を
お
称

え
す
る
私
た
ち
は
、
特
に
、
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
て
ば
か
り
の
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こ
の
私
が
（
左
手
を
掲
げ
）、
そ
れ
ゆ
え
生
ま
れ
変
わ
り
死
に

変
わ
り
を
繰
り
返
す
苦
し
み
の
時
の
流
れ
の
中
で
、
今
初
め
て

阿
弥
陀
様
の
お
念
仏
に
（
右
手
を
掲
げ
）、
お
出
遇
い
す
る
こ

と
が
で
き
た
（
合
掌
す
る
）、
と
頂
戴
い
た
し
ま
す
。「
我
が
名

を
呼
べ
。
必
ず
極
楽
浄
土
へ
救
い
摂
る
」
と
い
う
阿
弥
陀
様
の

想
い
と
、「
救
い
摂
り
給
え
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
私
た

ち
の
想
い
が
、
ま
さ
に
一
つ
と
な
っ
た
姿
を
、
合
掌
は
表
し
て

い
る
の
で
す
。

ご
法
要
中
、
特
に
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
時
に
は
、
ど
う
ぞ

合
掌
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
阿
弥
陀
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
こ
の
ご
法
要
の
ご
功
徳
や
お
称
え
す
る
お
念
仏
の
ご
功
徳

を
お
手
向
け
い
た
し
ま
す
（
故
人
）
様
に
、
合
掌
の
姿
を
も
っ

て
誠
の
心
を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
、（
故
人
）
様
〇
回
忌
の
ご
法
要
を
始

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
参
考
】

こ
こ
で
は
、『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
解
説
に
基
づ
き
「
右

手
＝
仏
、
左
手
＝
衆
生
（
私
）」
と
し
て
話
し
て
い
る
が
、
左

右
逆
の
受
け
と
め
方
も
あ
る
。
現
在
で
も
、
関
西
な
ど
地
域
に

よ
っ
て
は
「
右
手
＝
衆
生
、
左
手
＝
仏
」
と
合
掌
を
お
伝
え
し

て
い
る
。

牛
秀
著
『
説
法
色
葉
集
』
に
は
、「
聖
道
・
浄
土
共
ニ
生
仏

一
如
ノ
理
ヲ
事
相
ニ
顕
ス
姿
ナ
リ
、
右
ハ
衆
生
左
ハ
仏
果
ナ
リ
、

浄
土
門
ノ
意
煩
悩
具
足
ノ
我
等
曠
劫
以
来
常
没
常
流
転
シ
テ
、

今
始
テ
本
願
名
号
ニ
遇
ウ
時
弥
陀
ト
我
等
ト
一
体
ニ
成
タ
姿
ナ

リ
」（
大
昌
寺
編
『
説
法
色
葉
集
』
青
史
出
版
・
二
三
四
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
根
拠
は
不
明
だ
が
「
右
手
は
衆
生
、
左
手

は
仏
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
結
縁
五
重
の
勧
誡
録
の
中
に
は
、

　

�

右
は
吾　

左
仏
と
合
わ
す
手
の　

中
を
わ
た
り
て
南
無
の

一
声
（
岩
井
信
道
師
『
五
重
法
話
』、
安
藤
、
一
九
八
七・

五
六
頁
）

　

�
右
衆
生　

左
仏
と
合
わ
す
手
の　

中
ぞ
ゆ
か
し
き　

南
無

の
一
声
（
服
部
法
丸
師
『
南
無
一
聲
』、
創
教
出
版
、
一

九
九
四
・
七
七
頁
）
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と
い
う
よ
う
に
、「
右
手
衆
生
」
で
合
掌
が
説
か
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
両
師
と
も
、
右
手
（
利
き
手
）
は
何
で
も
触
り
、

悪
い
こ
と
も
し
て
し
ま
う
か
ら
不
浄
の
手
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

神
田
眞
晃
師
は
、
合
掌
の
各
種
説
を
紹
介
し
た
な
か
で
、
結

縁
五
重
に
お
け
る
能
左
所
右
の
授
手
印
作
法
を
根
拠
と
し
た

「
左
仏
右
衆
生
説
」
に
言
及
し
、「
結
縁
五
重
相
伝
の
勧
誡
で
は
、

授
手
印
作
法
と
統
一
す
る
方
が
、
受
者
側
か
ら
見
れ
ば
、
理
解

し
や
す
い
点
で
あ
る
こ
と
に
考
慮
す
れ
ば
、
私
考
で
は
あ
る
が
、

左
仏
説
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
」（「
五
重
相
伝
会
に
於
け
る「
合

掌
―
能
左
所
右
」
の
変
遷
」『
佛
教
論
叢
』
四
七
、
二
〇
〇
三
）

と
述
べ
て
い
る
。

�

（
執
筆
者:
宮
入
良
光
）

「
袈け

裟さ

」

⑤
〈
解
説
〉（
抄
録
）

イ
ン
ド
で
仏
教
修
行
者
と
他
宗
教
の
修
行
者
と
を
見
分
け
る
た

め
に
定
め
ら
れ
た
制
服
。
Ⓢkas

4āya

の
音
写
。
原
語
は
赤
褐

色
を
意
味
し
、
壊え

色し
き

、
染せ

ん
衣ね

な
ど
と
漢
訳
し
た
。
安あ

ん
陀だ

会え

・
鬱う

っ

多た

羅ら

僧そ
う

・
僧そ

う

伽ぎ
ゃ

梨り

の
三さ

ん

衣ね

（
ま
た
は
「
さ
ん
え
」）
に
大
別
さ

れ
る
。
仏
制
に
衣
と
称
す
る
の
は
袈
裟
の
こ
と
で
あ
り
、
後
世

に
袈
裟
と
衣こ

ろ
も

と
を
分
け
て
袈
裟
を
三
衣
と
称
し
、
衣
と
別
物
と

し
た
（『
啓
蒙
随
録
』
二
・
一
七
オ
）。
比
丘
の
三
衣
は
そ
の
色

か
ら
袈
裟
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
比
丘
の
衣
は
、
塵じ

ん

埃あ
い

の

集
積
所
・
墓
所
な
ど
に
廃
棄
さ
れ
た
布
切
れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
、
一
枚
の
方
形
の
生
地
に
仕
立
て
た
糞ふ

ん

掃ぞ
う
衣え

（
衲の

う
衣え

）
が
原

則
で
あ
っ
た
。

浄
土
宗
の
袈
裟
に
は
三
衣
と
別
に
七し

ち
九く

条じ
ょ
う

が
あ
る
。
鬱
多
羅
僧

に
顕け

ん

色じ
き

七
条
（
荘
厳
衣
）
と
壊え

色し
き

七
条
（
如
法
衣
）
が
あ
り
、

そ
の
形
式
に
南
山
衣
と
天
竺
衣
の
二
種
が
あ
る
。
顕
色
の
七
条

は
南
山
衣
の
形
式
で
、
象ぞ

う
鼻び

の
あ
る
本
七
条
と
な
い
角
七
条
と

が
あ
る
。
安
陀
会
の
変
形
に
、
大
師
五
条
（
俗
に
大
師
衣
と
も

い
う
）・
大
五
条
・
小
五
条
（
威
儀
細
）・
折
五
条
と
、
別
に
種

子
衣
（
伝
道
袈
裟
・
俗
に
輪
袈
裟
と
も
い
う
）
が
あ
る
。
荘
厳

服
の
道
具
衣
・
袱ふ

く
紗さ

衣え

・
半は

ん
素ぞ

絹け
ん
に
は
顕
色
の
五
条
以
上
を
、

長な
が
素ぞ

絹け
ん
に
は
七
条
以
上
の
袈
裟
を
被
着
す
る
。
通
常
服
の
直
綴
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（
茶
色
ま
た
は
黒
色
）・
半
素
絹
（
黒
色
）
は
壊
色
の
五
条
ま
た

は
如
法
衣
、
道
衣
は
小
五
条
・
種
子
衣
・
折
五
条
、
伝
道
服
は

種
子
衣
・
折
五
条
を
被
着
す
る
。
袈
裟
を
始
め
法
服
類
は
六
月

一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
夏
物
を
用
い
、
荘
厳
服
に
は
顕
色

の
袈
裟
を
被
着
す
る
な
ど
、
袈
裟
と
法
衣
の
着
用
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。『
法
要
集
』
に
は
、
法
要
儀
式
を
執
行
す
る
際
に
、

七
条
以
上
の
袈
裟
を
用
い
る
の
が
本
義
と
あ
る
。
た
だ
し
、
知

恩
院
御
忌
大
会
の
日
中
法
要
で
は
唱
導
師（
七
九
条
）・式
務（
大

師
五
条
）・
式
衆
（
七
条
）・
典
謁
（
大
五
条
）
で
あ
り
、
職
制

に
よ
っ
て
袈
裟
を
区
分
し
て
い
る
。
寺
院
の
祝
儀
に
は
顕
色
を
、

不
祝
儀
に
は
壊
色
の
袈
裟
を
被
着
す
る
。
祝
儀
の
参
列
に
は
黒

色
の
直
綴
に
顕
色
の
小
五
条
を
、
不
祝
儀
の
喪
主
・
法
類
は
黒

色
の
直
綴
に
壊
色
の
五
条
ま
た
は
如
法
衣
を
、
参
列
す
る
に
は

黒
色
の
直
綴
に
如
法
衣
を
被
着
す
る
と
し
て
い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
福
西
賢
兆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

と
ん
ち
で
有
名
な
天
下
の
名
僧
、
一
休
さ
ん
に
、
お
袈
裟
に

ま
つ
わ
る
、
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

一
休
さ
ん
は
あ
る
日
、
京
都
の
長
者
か
ら
法
事
の
依
頼
を
お

願
い
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
法
事
の
日
、一
休
さ
ん
は
、何
を
思
っ

た
の
か
、
薄
汚
れ
た
ボ
ロ
を
ま
と
い
、
み
す
ぼ
ら
し
い
格
好
で

長
者
の
屋
敷
に
出
向
き
ま
し
た
。
そ
の
恰
好
を
見
た
使
用
人
は
、

こ
の
時
、
ま
さ
か
、
こ
の
み
す
ぼ
ら
し
い
格
好
を
し
た
男
が
、

か
の
有
名
な
一
休
さ
ん
と
は
思
わ
ず
に
、
無
下
に
追
い
払
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
数
時
間
後
、
一
休
さ
ん
は
何
食

わ
ぬ
顔
で
、
今
度
は
煌
び
や
か
な
金
襴
の
お
袈
裟
を
ま
と
い
、

長
者
の
屋
敷
に
出
向
き
ま
し
た
。
す
る
と
今
度
は
、
打
っ
て
変

わ
っ
て
、
す
ぐ
に
屋
敷
へ
と
案
内
さ
れ
た
の
で
す
が
、
一
休
さ

ん
は
門
前
か
ら
動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
の
屋
敷
の
主
人
も
出

て
き
て
、
丁
重
に
も
て
な
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
一
休
さ
ん
は

微
動
だ
に
し
ま
せ
ん
。
困
り
果
て
た
主
人
が
一
休
さ
ん
に
訳
を

尋
ね
る
と
、「
さ
っ
き
は
、
門
前
払
い
を
食
ら
っ
た
と
い
う
の
に
、
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袈
裟
の
一
つ
で
え
ら
い
違
い
じ
ゃ
の
う
。
こ
の
金
襴
の
袈
裟
を

置
い
て
い
く
か
ら
、
わ
し
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
の
袈
裟
に
拝
ん
で

も
ろ
う
た
ら
い
い
」
と
袈
裟
を
脱
ぎ
捨
て
、

　

�
一
休
も　

破
れ
衣
で　

出
る
時
は　

乞
食
坊
主
と　

人
は

い
う
ら
ん
（
（3
（

と
い
う
歌
を
残
し
、
そ
の
ま
ま
屋
敷
を
後
に
さ
れ
た
と
い
う
の

で
す
。
こ
の
話
は
、
よ
く
人
は
見
た
目
で
判
断
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
例
話
で
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ
天
下
の
名
僧
、

一
休
さ
ん
で
も
お
袈
裟
を
纏
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
拝
ま
れ
る
対

象
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
お
袈
裟
の
功
徳
を
教
え
て
く
れ
て

い
る
と
も
い
え
ま
す
。

お
袈
裟
は
、
仏
教
の
教
え
を
信
じ
、
実
践
す
る
人
た
ち
の
服

装
、
い
わ
ば
仏
弟
子
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ま
す
。
で
す

か
ら
、
お
袈
裟
の
事
を
、
煩
悩
を
断
ち
切
っ
て
解
脱
し
た
仏
弟

子
が
身
に
纏
う
衣
と
い
う
事
で
、
解
脱
の
服
、「
解
脱
服
」
と

申
し
ま
す
。
ま
た
、
お
袈
裟
は
、
田
ん
ぼ
の
形
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
お
り
、「
福
田
衣
」
と
も
言
い
ま
す
。「
福
田
」
と
は
、
幸

福
の
田
ん
ぼ
と
い
う
意
味
で
す
。
私
た
ち
は
、
誰
し
も
が
「
幸

せ
に
な
り
た
い
」
と
願
い
ま
す
が
、
お
釈
迦
さ
ま
は
「
幸
せ
に

な
り
た
い
な
ら
、
自
ら
を
耕
せ
」
と
お
示
し
で
あ
り
ま
す
。
何

を
耕
す
の
か
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
の
田
ん
ぼ
で
す
。
お

米
を
栽
培
す
る
田
ん
ぼ
と
い
う
の
は
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
と

い
て
、
何
か
実
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
し
っ
か
り

田
ん
ぼ
を
耕
し
て
、
そ
し
て
水
を
ま
わ
し
て
地
ご
し
ら
え
を
し

て
、
肥
料
を
与
え
な
い
と
、
ど
ん
な
に
よ
い
種
を
蒔
い
た
と
こ

ろ
で
収
穫
は
望
め
な
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日
、
毎
日
、
手
間
ひ

ま
を
か
け
る
こ
と
で
、
い
つ
の
日
か
収
穫
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
。
な
ら
ば
、
幸
福
と
い
う
収
穫
を
望
む
な
ら
、
自
ら
が
手
間

ひ
ま
を
か
け
て
心
の
田
ん
ぼ
を
耕
す
こ
と
、
つ
ま
り
、
お
釈
迦

さ
ま
は
、
仏
教
の
教
え
を
信
じ
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
教
え
を
お
袈
裟
に
込
め
、
田
ん
ぼ
を
モ
チ
ー
フ
に
さ

れ
た
の
で
す
。

最
後
に
お
袈
裟
の
功
徳
に
つ
い
て
、
私
が
実
感
さ
せ
ら
れ
た

出
来
事
を
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
私
が
浄
土
宗
僧

侶
の
資
格
を
取
っ
て
間
も
な
い
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
時
に
、
あ

る
お
檀
家
さ
ん
の
お
宅
に
お
盆
の
棚
経
の
お
参
り
に
、
初
め
て
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伺
っ
た
時
の
事
で
す
。
当
時
、
七
十
代
後
半
の
お
ば
あ
さ
ん
が

迎
え
て
く
だ
さ
り
、
私
の
袈
裟
姿
を
見
る
な
り
、「
よ
う
、
お

寺
を
継
い
で
く
れ
た
な
～
」
と
言
っ
て
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
よ
う
な
二
十
歳
そ
こ
そ
こ

の
若
僧
に
対
し
、
手
を
合
わ
し
拝
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
正
直
、「
私
は
ま
だ
、
手

を
合
わ
し
て
拝
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
僧
侶
で
は
な
い
」
と
、

と
て
も
申
し
訳
な
い
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当

時
の
私
は
、
僧
侶
と
し
て
の
自
覚
も
乏
し
く
、
た
だ
師
僧
に
言

わ
れ
る
が
ま
ま
務
め
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
合
掌
の
姿
を
見
た
時
に
、
い

つ
か
は
本
当
の
意
味
で
、
お
袈
裟
を
纏
う
に
恥
じ
な
い
僧
侶
に

な
ろ
う
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
誓
い
は
、

あ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
、
果
た
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、当
時
、そ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、私
を
拝
ん
で
く
だ
さ
っ

た
の
も
お
袈
裟
を
纏
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
も
し
、
こ
の
時
、

私
が
ジ
ー
パ
ン
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
い
う
普
段
の
恰
好
で
し
た
ら
、

僧
侶
で
あ
っ
て
も
拝
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
翻
っ

て
申
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
お
袈
裟
の
功
徳
が
大
き
い
事
を
表
し
て

い
る
の
で
す
。
今
、
皆
さ
ん
が
首
か
ら
か
け
て
お
ら
れ
る
の
も
、

輪
袈
裟
と
い
っ
て
、
私
た
ち
僧
侶
が
纏
っ
て
い
る
お
袈
裟
を
折

り
た
た
ん
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た
略
式
の
お
袈
裟
な
の
で
す
。

な
ら
ば
、
皆
さ
ん
も
、
お
袈
裟
を
か
け
る
身
と
し
て
、
自
ら
の

心
の
田
ん
ぼ
を
し
っ
か
り
耕
し
、
周
り
の
人
達
か
ら
拝
ま
れ
る

存
在
に
な
っ
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、ま
ず
、こ
の
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
、日
々

お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

◆
五
分
法
話
例

私
た
ち
僧
侶
は
み
ん
な
お
袈
裟
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。
私

も
今
日
は
こ
の
よ
う
な
お
袈
裟
を
つ
け
て
い
ま
す
。
お
檀
家
の

皆
様
も
、
簡
略
化
し
た
も
の
で
す
が
お
袈
裟
を
か
け
て
お
ら
れ

ま
す
ね
。
仏
教
徒
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
み
た
い
な
も
の
と
思
っ
て

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
お
袈
裟
」
を
身
に
つ
け
る
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と
い
う
こ
と
に
は
、
深
い
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

「
お
袈
裟
」
は
材
料
か
ら
言
い
ま
す
と
「
糞
掃
衣
」
と
申
し

ま
す
。
文
字
通
り
「
糞
を
掃
除
す
る
も
の
で
作
っ
た
衣
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
糞
を
掃
除
す
る
も
の
と
は
、
つ
ま
り
オ
ム
ツ
の

こ
と
で
す
。
今
は
紙
オ
ム
ツ
と
い
う
便
利
な
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
私
が
子
供
の
頃
、
赤
ち
ゃ
ん
は
布
の
オ
ム
ツ
を
し
て
い
ま

し
た
。
汚
れ
た
ら
そ
れ
を
ま
た
洗
濯
し
て
、
繰
り
返
し
使
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
、
も
う
使
え
な
く
な
っ
て
捨
て
ら
れ

た
オ
ム
ツ
や
ぼ
ろ
布
を
拾
い
集
め
、
泥
や
木
の
葉
で
染
め
、
切

り
取
っ
て
田
ん
ぼ
の
形
に
縫
っ
て
身
に
着
け
た
の
が
袈
裟
で
す
。

で
す
か
ら
く
す
ん
だ
色
を
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
金
襴
の
袈
裟
を
目
に
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
釈
迦
さ
ま
や
お
弟
子
さ
ま
方
は
そ
の
よ
う

に
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
た
オ
ム
ツ
や
ぼ
ろ
布
で
仕
立
て

ら
れ
た
袈
裟
を
身
に
ま
と
っ
て
修
行
な
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
姿
を
見
た
人
々
が
「
あ
あ
、
あ
れ
は
捨
て
ら
れ
て
い
た

古
い
オ
ム
ツ
だ
な
。
自
分
に
も
そ
う
い
う
も
の
に
お
世
話
に

な
っ
た
時
が
あ
っ
た
な
あ
」
と
思
い
出
す
。
そ
う
し
て
「
自
分

の
力
で
大
き
く
な
っ
た
つ
も
り
で
い
る
が
、
今
ま
で
両
親
や
周

り
の
大
勢
の
方
々
の
お
世
話
を
頂
戴
し
て
一
人
前
に
な
っ
た
ん

だ
な
あ
」
と
、
自
ら
を
謙
虚
に
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
っ
た
の

で
す
。

私
た
ち
は
成
長
し
て
何
で
も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
自
分
の
力
で
大
き
く
な
っ
て
、
自
分
の

力
で
生
き
て
い
る
と
考
え
が
ち
で
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
高
慢
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
お
袈
裟
は
、
そ
の

よ
う
な
自
ら
の
高
慢
な
気
持
ち
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
や
が
て
年
を
と
る
と
、
ま
た
オ
ム
ツ
の
世
話
に
な

る
時
が
ま
い
り
ま
す
。

「
生
ま
れ
ど
き　

老
い
ど
き
オ
ム
ツ
の　

世
話
に
な
り
」
と

い
う
川
柳
が
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
オ
ム
ツ
に
、
歳
を
取
っ

て
、
病
気
に
な
っ
て
、
ま
た
世
話
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
が

来
ま
す
よ
。
そ
し
て
、
誰
か
の
手
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
い
時
が

来
ま
す
よ
と
い
う
の
で
す
。

「
お
む
つ
替
え　
し
た
子
に
今
は　
さ
れ
る
身
に
」
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「
私
は
誰
の
世
話
に
も
な
ら
な
い
」
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
誰
の
世
話
に
も
な
り
た
く
な
い
と
い
う
の
は
、
自
分

の
こ
と
は
自
分
の
力
で
何
と
か
で
き
る
と
い
う
高
慢
の
気
持
ち

に
通
じ
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
元
気
な
う
ち
か
ら
、
い
つ

か
人
の
お
世
話
に
な
る
時
が
来
る
の
だ
と
考
え
て
お
き
ま
す
と
、

自
ず
と
謙
虚
な
気
持
ち
に
な
っ
て
人
に
対
す
る
接
し
方
や
生
き

方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
で
何
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
他
人
の
力
を

頼
っ
た
り
、
ま
し
て
仏
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
気
持

ち
を
中
々
持
て
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
念
仏
の
御
教
え
は
、

ひ
と
え
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
力
を
頼
っ
て
お
救
い
を
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
高
慢
の
心
は
信
心
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
人
間
と

い
う
も
の
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
高
慢
な
心
が
出
て
ま
い

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
戒
め
る
た
め
に
お
袈
裟
が
あ
る
の
で
す
。

是
非
、
お
袈
裟
の
意
味
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
仏
さ
ま
の
教
え

を
伝
え
る
大
切
な
も
の
と
し
て
身
に
着
け
て
、
念
仏
に
精
進
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

「
献け

ん
花か

／
供く

華げ

」

⑤
〈
解
説
〉

「
献
花
」

仏・菩
薩
ま
た
は
死
者
に
生
花
を
供
え
る
こ
と
。供く

華げ

と
も
い
う
。

六
種
供
養
の
一
つ
。
通
常
は
生
花
を
花
瓶
に
挿
し
、
大
法
要
の

と
き
は
立
華
を
供
え
る
こ
と
も
あ
る
。
常
華
（
紙
・
木
・
金
属

な
ど
の
造
花
）
も
献
花
供
養
で
あ
る
。『
仏
本
行
集
経
』『
過
去

現
在
因
果
経
』
に
あ
る
青
蓮
華
を
燃
灯
仏
に
供
養
し
た
前
生
譚

な
ど
、
供
華
の
功
徳
を
説
く
経
典
は
多
い
。『
無
量
寿
経
』
下

は
「
華
を
散
ら
し
香
を
焼た

き
」（
聖
典
一
・
二
五
〇
）
と
い
い
、

法
会
で
は
紙
製
の
華
（
華け

葩は

）
を
散
じ
て
供
養
し
て
い
る
。
結

婚
式
で
は
新
郎
新
婦
に
よ
る
献
花
を
行あ

ん
華げ

と
い
い
、
音
楽
法
要

で
は
華け

籠こ

に
生
花
を
盛
る
盛じ

ょ
う

華け

供
養
、
知
恩
院
御
忌
の
開
白
で

は
献
華
式
、
増
上
寺
御
忌
で
は
献
華
行
道
が
行
わ
れ
、
墓
地
や

災
害
・
事
故
の
現
場
な
ど
で
は
献
花
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、宗
教
に
よ
ら
な
い
葬
儀
（
無
宗
教
葬
）
や
「
お
別
れ
会
」

で
は
献
花
に
よ
る
告
別
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

る
場
合
は
、
法
事
な
ど
で
も
焼
香
に
代
わ
っ
て
白
菊
ま
た
は

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
輪
ず
つ
献
花
台
に
供
え
て
い
る
。『
蘇そ

悉し
っ

地じ

羯か

羅ら

経き
ょ
う

』
は
、
仏
に
は
白
華
、
観
音
に
は
水
中
に
咲
い
て

い
る
白
華
を
献
じ
て
、
臭
い
の
強
い
華
・
棘と

げ
と
げ
の
あ
る
も
の

は
供
養
華
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る（
正
蔵
一
八・

六
三
九
下
）。
仏
花
は
青
蓮
華
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
樒し

き
み

を
献

じ
て
い
た
が
、
現
在
は
葬
儀
・
枕
花
に
も
色
花
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】

「
供
華
」

仏
前
な
ど
に
花
を
献
じ
る
こ
と
の
総
称
。
仏
へ
の
礼
拝
行
と
し

て
の
盛じ

ょ
う

華け

・
散
華
供
養
、
仏
前
・
堂
宇
内
の
荘
厳
と
し
て
の
献

華
（
荘
厳
花
）、
法
会
で
の
儀
礼
的
献
華
、
死
者
供
養
と
し
て

の
献
花
を
は
じ
め
と
し
て
、
折
々
に
時
花
（
紙
華
）
を
仏
前
な

ど
に
献
じ
る
す
べ
て
の
花
供
養
を
い
う
。
イ
ン
ド
な
ど
で
は
、

花
の
部
分
だ
け
を
摘
み
と
っ
て
器
に
盛
り
、
ま
た
花
輪
（
華け

鬘ま
ん

）
を
作
り
仏
前
に
供
え
た
。
生
花
を
供
え
る
と
同
時
に
、
そ

の
芳
香
を
併
せ
て
献
じ
る
供
香
華
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
や

が
て
蓮
華
を
宝ほ

う

瓶び
ょ
う

に
挿
す
よ
う
に
な
り
、
樒し

き
み

な
ど
種
々
の
草
木

を
花
瓶
に
挿
し
て
供
華
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
釈
浄
土

二
蔵
義
』
一
五
に
は
、「
一
華
供
え
散
じ
、
一
声
南
無
す
れ
ば
、

即
ち
こ
れ
仏
因
、
即
ち
こ
れ
仏
行
」（
浄
全
一
二
・
一
七
八
下
）

と
あ
る
。
ま
た
本
尊
へ
の
献
華
が
そ
の
ま
ま
荘
厳
と
な
り
、
五

具
足
な
ど
の
立た

て

花ば
な

が
荘
厳
花ば

な
と
な
り
、
さ
ら
に
芸
術
的
に
も
優

れ
た
立り

っ
華か

は
大だ

い
会え

な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
法
会
で
は
献
華

式
、
結
婚
式
の
行あ

ん
華げ

、
散
華
す
る
こ
と
も
供
華
の
一
つ
で
あ
る
。

桜さ
く
ら

会え

・
四
箇
法
要
で
は
舞
人
の
献
華
か
ら
舞
楽
を
し
、
供
華
が

舞
楽
法
要
で
の
重
要
な
儀
礼
と
な
っ
て
い
る
。
死
者
供
養
で
は
、

墓
地
や
災
害
・
事
故
の
現
場
、
宗
教
者
が
係
わ
ら
な
い
葬
儀
や

お
別
れ
の
会
に
も
献
花
が
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
墓
前
に
供
え

る
樒
が
色
花
に
、
ま
た
枕
花
・
葬
儀
の
供き

ょ
う

花か

も
色
花
が
含
ま
れ

る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
京
都
法
然
院
の
二
十
五
菩
薩
の
散

華
は
著
名
で
あ
る
。
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�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

極
楽
浄
土
に
お
ら
れ
る
阿
弥
陀
様
、
ご
先
祖
様
が
き
れ
い
な

花
に
飾
ら
れ
た
姿
に
、
極
楽
浄
土
に
お
ら
れ
る
姿
を
重
ね
、

阿
弥
陀
様
、
ご
先
祖
様
を
想
う
気
持
ち
を
高
め
、
私
も
い
つ

か
こ
ん
な
世
界
に
参
る
の
だ
と
い
う
気
持
ち
を
お
こ
し
、
お

念
仏
に
気
持
ち
を
込
め
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
下
さ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
伝
え
す
る
。

《
五
分
法
話
例
》

お
仏
壇
や
お
墓
に
は
お
花
を
お
供
え
し
て
お
参
り
を
し
ま
す

ね
。
お
寺
に
お
り
ま
す
と
、
季
節
に
合
わ
せ
て
様
々
な
お
花
が

お
墓
に
供
え
ら
れ
、
気
持
ち
が
明
る
く
な
り
ま
す
。
お
仏
壇
の

お
花
を
新
し
く
し
た
と
き
、
お
墓
に
き
れ
い
な
お
花
を
お
供
え

し
た
と
き
は
、
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。
私
達
が
こ

う
し
て
お
花
を
お
供
え
す
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ご
先
祖
様
や

お
仏
壇
の
本
尊
様
へ
の
精
一
杯
の
想
い
の
現
れ
か
と
思
い
ま
す
。

色
々
と
ル
ー
ル
や
言
い
伝
え
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
想
い
が
ま
ず
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
精
一

杯
の
気
持
ち
で
お
供
え
し
て
く
だ
さ
い
。
最
近
で
は
お
通
夜
お

葬
儀
の
際
も
白
い
花
で
は
な
く
、
き
れ
い
な
花
が
供
え
ら
れ
る

こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
亡
き
方
を
想
う
精
一
杯
の

気
持
ち
の
現
わ
れ
で
し
ょ
う
。
強
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

お
花
を
お
供
え
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お
経
な
ど
に
は
ど
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
浄
土
宗
で
大
切
に
し

て
い
る
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
お
念
仏
以
外
の
行
い
に
つ
い
て

説
か
れ
る
部
分
に
、「
お
念
仏
し
て
持
戒
な
ど
の
善
行
を
し
、

花
を
供
え
て
お
焼
香
し
て
往
生
を
願
う
者
は
、
命
尽
き
た
と
き

に
阿
弥
陀
様
が
多
く
の
仏
菩
薩
を
連
れ
て
現
れ
る
」
と
説
か
れ

て
お
り
、
往
生
を
願
う
際
に
お
念
仏
に
つ
け
加
え
る
善
い
行
と

し
て
説
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
お
経
に
は
例
え
ば

『
法
華
経
』
に
、「
心
が
乱
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
お
花
を
仏
様
に

お
供
え
し
、
し
ば
ら
く
そ
の
仏
様
を
あ
お
ぎ
な
さ
い
」
と
あ
り
、

心
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
、
仏
さ
ま
を
飾
る
た
め
に
お
供
え
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す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
見
ま
す
と
、
浄
土

宗
で
は
阿
弥
陀
様
の
極
楽
浄
土
を
飾
る
お
花
と
し
て
お
供
え
す

る
こ
と
が
お
経
な
ど
に
説
か
れ
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。
極
楽
浄

土
に
お
ら
れ
る
ご
先
祖
様
が
き
れ
い
な
お
花
で
飾
ら
れ
る
こ
と
、

ご
先
祖
様
を
導
い
て
下
さ
る
阿
弥
陀
様
が
き
れ
い
に
か
ざ
ら
れ

る
こ
と
で
、
阿
弥
陀
様
や
ご
先
祖
様
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
見
た
私
達
の

心
が
落
ち
着
く
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
ね
。
こ
う
し
て
喜
ん
で
く
だ
さ
る
姿
を
想
い
、
私
達
も
こ

ん
な
世
界
に
行
く
の
だ
と
い
う
気
持
ち
で
お
念
仏
が
で
き
た
ら

こ
れ
以
上
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

お
や
？
し
か
し
、
お
供
え
は
阿
弥
陀
様
や
ご
先
祖
様
に
す
る

も
の
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は

な
い
か
…
と
い
う
想
い
も
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
ね
。
確
か
に

お
膳
な
ど
、
阿
弥
陀
様
に
向
け
て
お
供
え
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
ち
ら
を
向
け
て
お
供
え
す
る
の
は
ど
う
な
ん
だ
ろ

う
か
…
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
域
に

よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
一
旦
阿
弥
陀
様
や
お
墓
の
方

に
向
け
て
お
供
え
し
、
そ
れ
か
ら
こ
ち
ら
に
向
け
る
…
と
い
う

お
供
え
の
仕
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
も
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
の
表
わ
れ
と
い
え
る
も
の
で
す
ね
。
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、

心
が
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏
と
と
も
に
、清
々

し
い
お
花
を
お
供
え
す
る
こ
と
は
、
仏
さ
ま
、
ご
先
祖
様
が
喜

ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
人
の
気
持
ち
を
清
ら
か

に
し
て
く
れ
る
こ
と
な
の
で
す
。
精
一
杯
の
心
を
こ
め
て
お
供

え
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
】

・『
無
量
寿
経
』
下
の
冒
頭
、
中
輩
の
部
分

　

�

多
少
に
善
を
修
し
て
、
斎
戒
を
奉
持
し
、
塔
像
を
起
立
し
、

沙
門
に
飯
食
せ
し
め
、
繪
を
懸
け
燈
を
然
や
し
、
華
を
散

ら
し
香
を
焼
き
、
こ
れ
を
も
っ
て
廻
向
し
て
、
か
の
国
に

生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
そ
の
人
、
終
り
に
臨
ん
で
、
無
量

寿
佛
、そ
の
身
を
化
現
し
た
ま
う
。（
聖
典
一・二
五
〇
頁
）
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・『
諸
廻
向
宝
鑑
』
巻
二

　
廿
八　
仏
ニ
華
ヲ
献
ス
ル
文　
（
出
諸
偈
日
用
）

　
若
仏
献
華　
当
願
衆
生　
諸
相
如
華　
具
三
十
二

　
〇
亦
曰　
（
出
法
華
経
）

　

�

若
人
散
乱
心　

乃
至
以
一
華　

供
養
於
画
像　

漸
見
無
数

仏
　
〇
亦
曰　
（
出
大
品
経
）

　
若
人
散
心
念
仏
乃
至　
畢
苦
其
福
不
尽

　
若
人
散
華
念
仏
乃
至　
畢
苦
其
福
不
尽
（
（3
（

�

（
執
筆
者
：
郡
嶋
昭
示
）

「
食じ

き
作さ

法ほ
う

」（
食
前
の
こ
と
ば
・
食
後
の
こ
と
ば
）

⑤
〈
解
説
〉

食
事
を
す
る
と
き
に
行
う
作
法
。
浄
土
宗
に
は
三
つ
の
食
作
法

が
あ
る
。
①
朝
食
（
小
食
）
と
昼
食
（
正
食
）
の
二
時
に
十
仏

名
な
ど
を
唱
え
る
二
時
食
作
法
、
②
善
導
の
釈
文
（
音
読
・
訓

読
）を
奉
読
す
る
食
作
法
、③
食
前・食
後
の
言
葉
が
あ
る
。『
つ

ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
』
に
は
「
人
の
命
は
食
事
の
時
、
む

せ
て
死
す
る
事
も
あ
る
な
り
。
南
無
阿
み
だ
仏
と
か
み
て
、
南

無
阿
み
陀
仏
と
の
み
入
べ
き
な
り
」（
昭
法
全
四
九
三
）
と
あ
る
。

①
朝
食
と
昼
食
の
二
回
行
う
の
で
二
時
食
作
法
と
も
い
う
。
僧

侶
が
食
事
の
際
に
行
う
作
法
。
十
仏
名
と
呪
願
と
し
て
の
般
若

心
経
、
食
事
の
功
徳
を
回
向
す
る
呪
願
、
食
事
に
関
す
る
五
つ

の
観
念
、
生さ

飯ば

作
法
、
誓
願
、
十
念
な
ど
を
行
い
、
食
後
は
生

飯
台
に
生
飯
を
施
食
す
る
。
初
期
経
典
に
は
衣
食
住
の
生
活
規

程
が
あ
っ
た
。『
中
部
経
典
』
に
は
、「
汝
比
丘
よ
、
汝
は
食
に

於
て
応
に
量
を
知
る
べ
し
。
正
し
く
思
惟
し
て
以
て
食
を
取
れ
。

娯な
ぐ
さ
み

の
為
、
誇ほ

こ
り

の
為
、
飾か

ざ
り

の
為
、
荘
厳
の
為
に
す
る
こ
と
勿
れ
。

応
に
こ
の
身
の
存
続
の
為
、
支
持
の
為
、
害
を
止
む
る
為
、
聖

行
を
善
く
持
た
も
ち
得
む
が
為
に
せ
よ
」（
南
伝
二
上・三
四
九
）

と
あ
る
。
義
浄
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
一
の
「
受
斎
軌
規
」
に

は
イ
ン
ド
と
南
海
の
斎
会
の
正
則
と
中
国
の
現
状
を
比
較
し
て

い
る
（
正
蔵
五
四
・
二
〇
九
上
）。
道
宣
『
教
誡
新
学
比
丘
行

護
律
儀
』
に
は
、
日
常
の
作
法
と
し
て
二
時
食
法
を
六
〇
条
、

洗
鉢
法
を
一
七
条
、護
鉢
法
を
一
三
条
な
ど
に
定
め
て
い
る（
正
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蔵
四
五
・
八
七
一
中
）。
ま
た
『
四
分
律
行
事
鈔
』
中
・
下
で

は
五
観
文
を
注
釈
し
て
い
る
（
正
蔵
四
〇・八
四
上
、一
二
八
中
）。

『
釈
氏
要
覧
』
上
の
「
中
食
」
に
は
、
五
観
な
ど
を
唱
え
る
こ

と
を
記
し
て
い
る（
正
蔵
五
四・二
七
四
下
）。『
勅
修
百
丈
清
規
』

六
に
は
日
用
規
範
を
定
め
て
「
仏
生
迦か

毘び 

羅ら　

成
道
摩ま

掲か

陀だ　

説
法
波は

羅ら

奈な　

入
滅
拘く

絺ち

羅ら

」（
聞
槌
の
偈
）
な
ど
を
唱
え
て

い
る（
正
蔵
四
八・一
一
四
四
下
）。『
法
要
集
』の
食
作
法
は
、『
諸

回
向
宝
鑑
』
二
の
「
時
食
儀
」
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
生
飯
偈
を
唱
え
て
い
な
い
（
一
五
オ
）。
こ
の
二
時
食
作
法

は
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、
各
宗
派
で
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
る
。

②
善
導
『
観
経
疏
』
の
釈
文
抜
粋
を
音
読
ま
た
は
訓
読
す
る
浄

土
宗
独
自
の
食
作
法
。
一
つ
に
は
「
非
時
食
作
法
」
と
し
て
非

時
食
（
夕
食
）
の
み
に
訓
読
す
る
作
法
が
あ
る
。
二
つ
に
は
小

食
・
正
食
の
二
時
食
作
法
に
引
き
続
い
て
釈
文
を
音
読
す
る
作

法
が
あ
る
。
本
来
一
食
ま
た
は
二
食
の
み
な
の
で
、
非
時
食
の

作
法
は
あ
り
え
な
い
と
し
、「
薬や

く

石せ
き

」
と
称
し
て
簡
略
な
食
作

法
を
行
っ
て
い
る
。
句
頭
が
「
導
師
の
釈
に
曰
く
、
先
勧
大
衆

発
願
帰
三
宝
」
と
発
声
し
、次
に
僧
一
が
「
同
じ
く
釈
に
曰
く
」

と
い
い
、釈
文
を
音
読
ま
た
は
訓
読
す
る
。
僧
二・僧
三
と
続
き
、

最
後
に
読
み
終
わ
っ
て「
以
上
」と
い
い
、句
頭
が「
同
称
十
念
」

と
発
声
し
、
食
事
を
す
る
。
食
後
は
「
同
称
十
念
」
の
み
を
称

え
る
。 

③
口
語
体
の
食
作
法
。
五
重
相
伝
は
じ
め
檀
信
徒
と

共
に
食
事
を
す
る
と
き
に
唱
え
る
文
。
檀
信
徒
が
各
家
庭
で
唱

え
る
た
め
に
二
時
食
作
法
の
「
五
観
」
の
主
旨
を
わ
か
り
や
す

く
し
た
食
事
作
法
。「
薬
石
」の
と
き
も
唱
え
て
い
る
。〔
例
一
〕

食
前
の
こ
と
ば
「
わ
れ
こ
こ
に
食
を
う
く
、
つ
つ
し
み
て
、
天

地
の
恵
み
と
人
々
の
労
を
謝
し
奉
る
。
十
念
。
い
た
だ
き
ま
す
」。

食
後
の
こ
と
ば
「
わ
れ
食
を
終
り
て
、
心
豊
か
に
力
身
に
満
つ
、

お
の
が
つ
と
め
に
い
そ
し
み
、誓
っ
て
、御
恩
に
む
く
い
奉
ら
ん
。

十
念
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
」。〔
例
二
〕
食
前
の
こ
と
ば
「
ほ
ん
と

う
に
生
き
ん
が
た
め
に
、
今
、
こ
の
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

た
え
ら
れ
た
る
天
地
の
恵
み
を
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
十
念
。

い
た
だ
き
ま
す
」。
食
後
の
こ
と
ば
「
十
念
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
」。

〔
例
二
〕
は
和
語
仏
教
を
提
唱
し
た
椎
尾
弁
匡
が
考
案
し
、
食

作
法
と
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
合

掌
し
て
唱
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
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�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例
（〔
例
一
〕）

浄
土
宗
の
お
寺
で
食
事
を
摂
る
際
は
、
必
ず
次
の
よ
う
な
食

前
・
食
後
の
言
葉
を
唱
え
ま
す
。

【
食
前
の
こ
と
ば
】

　
わ
れ
こ
こ
に
食
を
う
く
。

　
つ
つ
し
み
て
、
天
地
の
恵
み
と
人
々
の
労
を
謝
し
奉
る
。

　
　
十
念　
い
た
だ
き
ま
す

【
食
後
の
こ
と
ば
】

　
わ
れ
食
を
終
り
て
、
心
豊
か
に
力
身
に
満
つ
。

　

�

お
の
が
つ
と
め
に
い
そ
し
み
、
誓
っ
て
、
御
恩
に
む
く
い

奉
ら
ん
。

　
　
十
念　
ご
ち
そ
う
さ
ま

こ
の
言
葉
は
、私
た
ち
の
命
が
、天
地
の
恵
み
と
多
く
の
人
々

の
労
力
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
事
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

で
き
ま
し
た
ら
、
お
家
で
も
食
事
の
際
に
は
、
食
前
・
食
後
の

言
葉
を
唱
え
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
が
、
せ
め
て
、
手
を
合
わ

せ
「
い
た
だ
き
ま
す
」、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
い
う
言
葉
は
、

必
ず
声
に
出
し
て
言
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
る
小
学
校
で
は
、
給
食
の
時
間
に
先
生
が
「
い

た
だ
き
ま
す
と
言
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
児
童
達
に
教
え
る

と
、あ
る
児
童
の
親
か
ら
「
う
ち
は
、給
食
費
を
ち
ゃ
ん
と
払
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
た
だ
き
ま
す
な
ん
て
言
葉
を
言
わ
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
」と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。以
来
、

そ
の
学
校
で
は
、
笛
の
合
図
で
給
食
を
食
べ
始
め
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
食
事
の
仕
方
と
い
う
の
は
、

犬
や
猫
が
エ
サ
に
あ
り
つ
く
の
と
何
ら
変
わ
り
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
も
う
、
こ
こ
に
は
食
事
を
通
し
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の

の
命
を
頂
い
て
い
る
と
い
う
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。

私
が
普
段
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
輩
僧
侶
の
息
子
さ

ん
が
当
時
、
中
学
一
年
生
の
時
に
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
次
の
よ
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う
な
詩
を
書
き
ま
し
た
。

　
「
命
を
食
べ
る
人
（
（3
（

」

　
肉
を
食
べ
る

　
米
を
食
べ
る

　

魚
を
食
べ
る

　
人
は
命
を
と
る

　
人
は
命
を
食
べ
る

　
動
物
た
ち
の
命
を
と
っ
て

　

自
分
に
命
に
か
え
る

　
だ
か
ら
命
は

　
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
さ
に
、
こ
の
詩
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
食
べ
る
と
い
う

行
為
は
、
相
手
の
命
を
自
分
の
命
に
か
え
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
私
の

血
と
な
り
肉
と
な
る
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
て
く
れ
た
命
に
対
し

て
、「
あ
な
た
の
命
を
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

改
め
て
考
え
て
み
ま
す
と
、今
、私
た
ち
が
こ
う
し
て
、日
々
、

元
気
に
生
活
で
き
て
い
る
の
も
、
数
多
く
の
生
き
と
し
生
け
る

も
の
の
命
の
犠
牲
の
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
事
が

し
っ
か
り
頂
戴
で
き
て
い
れ
ば
、「
あ
な
た
命
を
い
た
だ
い
て
、

あ
り
が
と
う
」と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
と「
あ
な
た
の
命
を
奪
っ

て
、
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
い
う
懺
悔
の
思
い
か
ら
自
然
と
手
が

あ
わ
さ
り
「
い
た
だ
き
ま
す
」、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
言
葉
が

口
を
つ
い
て
出
て
く
る
の
で
す
。

元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
あ
る
テ
レ
ビ
番

組
の
中
で
、
自
身
が
心
が
け
て
お
ら
れ
る
「
食
」
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
事
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
イ
チ
ロ
ー

選
手
は
、
焼
肉
を
食
べ
る
時
、
お
肉
を
一
枚
ず
つ
し
か
焼
か
な

い
そ
う
で
す
。な
ぜ
な
ら
、い
っ
ぺ
ん
に
何
枚
か
お
肉
を
焼
い
て
、

そ
れ
を
焦
が
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
牛
さ
ん
へ
の
供
養
な
ら
な
い

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
お
肉
を
一
枚
、
一
枚
、
丁
寧
に

焼
い
て
、
一
番
美
味
し
い
状
態
で
頂
く
の
が
、
自
分
の
命
を
保

つ
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
て
く
れ
た
牛
さ
ん
に
対
す
る
一
番
の
供

養
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。
ま
さ
に
、イ
チ
ロ
ー
選
手
の
「
食
」
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に
対
す
る
態
度
が
、
自
分
の
命
の
中
に
牛
さ
ん
の
命
を
生
か
す

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

さ
ら
に
浄
土
宗
的
に
言
え
ば
、
食
前
、
食
後
に
十
遍
の
お
念

仏
を
称
え
、
念
仏
回
向
す
る
事
で
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の

命
を
極
楽
浄
土
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
生
と
し
生
け
る
も
の
の
命
を
頂
く
私
た
ち
が
、
感

謝
・
懺
悔
・
供
養
の
気
持
ち
を
込
め
て
食
前
・
食
後
に
は
、
し
っ

か
り
と
お
念
仏
を
称
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�
（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

◆
五
分
法
話
例
（〔
例
ニ
〕）

【
食
前
の
こ
と
ば
】

　

�

ほ
ん
と
う
に
生
き
ん
が
た
め
に
、
今
、
こ
の
食
を
い
た
だ

き
ま
す
。

　
あ
た
え
ら
れ
た
る
天
地
の
恵
み
を
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
十
念　
い
た
だ
き
ま
す

【
食
後
の
こ
と
ば
】

　
　
十
念　
ご
ち
そ
う
さ
ま

近
頃
は
、食
事
の
際
に
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

と
手
を
合
わ
せ
る
お
家
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

浄
土
宗
で
は
『
食
前
の
こ
と
ば
』
を
お
称
え
し
た
後
、
南
無

阿
弥
陀
仏
と
十
返
申
し
て
か
ら
食
事
を
頂
戴
し
、
食
べ
終
わ
っ

た
後
に
も
十
念
を
お
称
え
し
ま
す
。
食
事
に
向
き
合
う
時
に
手

を
合
わ
せ
き
ち
ん
と
言
葉
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

　
生
き
る
と
は　

悲
し
き
こ
と
よ　
も
の
皆
の　

　
い
の
ち
と
ら
ね
ば　
生
き
ら
れ
は
せ
じ

私
た
ち
は
毎
日
、生
き
も
の
の
「
い
の
ち
」
を
と
っ
て
い
ま
す
。

他
の
命
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
私
た
ち
で
す
。
近
頃
は
加
工
さ
れ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
も

の
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
背
景
に
命
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
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忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
命
た
ち
は
、
決
し

て
私
た
ち
に
食
べ
ら
れ
る
た
め
に
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
私
と
同
じ
く
尊
い
命
を
頂
い
て
必
死

に
生
き
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
多
く
の
命
に
対
し
て
、
私
た
ち

は
ど
ん
な
思
い
を
持
つ
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

仏
教
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
の
命
は
皆
平
等
で
あ
り
、

人
間
だ
け
が
特
別
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
死
に
た
く
な
い
。

も
っ
と
生
き
た
い
」
と
い
う
思
い
は
生
き
も
の
の
共
通
の
思
い

で
す
。
み
ん
な
同
じ
命
な
の
で
す
。
こ
の
故
に
、
仏
教
で
は
殺

生
を
何
よ
り
強
く
戒
め
て
い
ま
す
。

　
我
も
ま
た　
惜
し
と
こ
そ
思
え　
惜
し
と
思
う

　
い
の
ち
は
同
じ　
い
の
ち
な
ら
ず
や

命
を
奪
う
こ
と
は
本
来
や
っ
て
は
い
け
な
い
、
罪
深
い
こ
と

な
の
で
す
。
し
か
し
、
取
ら
ね
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
取
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
に
思
い
至
っ
た
時
に
は
じ
め
て
頭
が

下
が
り
、
手
が
合
わ
さ
り
ま
す
。
仏
の
教
え
に
基
づ
く
な
ら
ば
、

い
た
だ
い
た
「
い
の
ち
」
に
対
し
て
「
ど
う
か
極
楽
浄
土
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
や
が
て
立
派
な
仏
と
な
っ
て
下
さ

い
」
と
お
念
仏
を
ご
回
向
す
る
こ
と
が
最
善
の
行
い
で
あ
り
ま

す
。そ

し
て
、
法
然
上
人
は
「
浄
土
を
も
願
い
、
悪
を
も
止
め
、

善
を
も
修
し
て
、
忠ま

実め

や
か
に
仏
の
意
に
適
わ
ん
こ
と
を
思
う

を
真
実
と
は
申
す
な
り
（
（3
（

」
と
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
私

自
身
が
、
で
き
る
限
り
悪
い
こ
と
は
つ
つ
し
み
、
善
い
こ
と
を

修
し
、
共
に
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
て
、
仏
に
な
ら
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
、
仏
さ
ま
の
心
に
か
な
っ
た

「
ほ
ん
と
う
に
生
き
る
」
こ
と
な
の
で
す
。

私
た
ち
に
は
こ
の
私
の
命
を
支
え
て
く
れ
た
「
い
の
ち
」
を

救
い
、
活
か
す
責
任
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
、
南
無
阿
弥
陀
仏

と
お
称
え
し
、
仏
さ
ま
の
御
心
に
か
な
っ
た
生
き
方
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）
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「
十じ

ゅ
う

念ね
ん

」

⑤
〈
解
説
〉

「
十
念
」
二

十
声
の
称
名
の
こ
と
。『
無
量
寿
経
』
上
の
第
十
八
願
に
は
「
乃

至
十
念
」（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）
と
説
か
れ
、『
観

経
』
下
下
品
に
は
「
十
念
を
具
足
し
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称

す
」（
聖
典
一
・
三
一
二
／
浄
全
一
・
五
〇
）
と
説
か
れ
て
お
り
、

十
念
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
で
き
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
曇
鸞
は
『
往
生
論
註
』
上
に
お
い
て
、
十
念
と
は

念
を
積
み
、
相
続
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
数
を
知
る
必
要
性

は
な
い
と
し
て
い
る
。
善
導
は
『
観
念
法
門
』
や
『
往
生
礼
讃
』

に
お
い
て
、『
無
量
寿
経
』の「
乃
至
十
念
」を「
我
が
名
字（
号
）

を
称
す
る
こ
と
、
下
十
声
に
至
る
ま
で
」（
浄
全
四
・
二
三
三

上
／
三
七
六
上
）
と
解
釈
し
、『
観
経
疏
』
玄
義
分
で
は
、
十

声
称
仏
は
十
願
十
行
具
足
の
念
仏
で
あ
る
か
ら
十
声
一
声
み
な

往
生
を
得
る
と
し
て
い
る
。
法
然
は
こ
れ
ら
の
善
導
の
説
を
受

け
て
、『
選
択
集
』
三
で
『
観
経
』
や
『
大
集
月
蔵
経
』
の
文

を
根
拠
に
「
声
は
こ
れ
念
な
り
、念
は
す
な
わ
ち
こ
れ
声
な
る
」

（
聖
典
三
・
一
二
二
／
昭
法
全
三
二
一
）
と
し
て
念
声
是
一
を

説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
「
諸
師
の
釈
に
は
別
し
て
十
念
往
生
の

願
と
云
う
。
善
導
独
り
総
じ
て
念
仏
往
生
の
願
と
云
え
り
」（
聖

典
三
・
一
二
三
／
昭
法
全
三
二
一
）
と
指
摘
し
て
、
善
導
は
十

念
に
、
上
は
一
生
涯
に
わ
た
る
称
名
か
ら
、
下
は
一
声
の
称
名

に
至
る
ま
で
す
べ
て
を
お
さ
め
て
念
仏
往
生
の
説
を
た
て
た
と

し
て
い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
長
尾
隆
寛
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

「
叶
う
」
と
い
う
字
は
、口
に
十
と
書
き
ま
す
。
十
に
は
「
十

分
」
と
か
「
多
く
」
と
か
「
完
全
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す

の
で
、
多
く
の
人
の
言
葉
と
言
葉
が
調
和
す
る
、
一
致
す
る
か

ら
望
み
ど
お
り
に
な
る
。
こ
れ
が
、「
叶
う
」
と
い
う
字
の
語

源
と
言
わ
れ
ま
す
。
一
説
に
願
い
を
十
回
口
に
出
せ
ば
叶
う
か

ら
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
願
う
心
と
声
に
出
す
事
が
大
切
で
ご
ざ

い
ま
す
。
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浄
土
宗
で
は
、
折
に
触
れ
て
十
遍
の
お
念
仏
を
お
称
え
致
し

ま
す
。
お
十
念
と
申
し
ま
し
て
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
お
十
念
は
、
法
要
の
時
や
食
事
の
前
後
、
寝
る
前
等
に
お

称
え
を
致
し
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏
は
、
阿
弥
陀
様
が
、「
我
が
浄
土
、

極
楽
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
我
が
名
を
称

え
る
も
の
を
必
ず
救
う
」
と
の
お
誓
い
、
ご
本
願
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
一
遍
の
お
念
仏
で
も
極
楽
往
生
は
叶
う
。
法
然
上
人
は
、

「
一
遍
の
お
念
仏
で
も
生
ま
れ
る
嬉
し
さ
に
、
日
々
の
お
念
仏

の
数
が
重
な
っ
て
行
く
の
だ
（
（3
（

」
と
、
お
示
し
下
さ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
共
々
に
、
お
念
仏
を
縁
に
ふ
れ
折
に
ふ

れ
お
称
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
世
で
命
終
え
る
そ
の
時
ま
で
一
生
涯
に
亘
り
お
念
仏
の
生

活
を
送
る
事
、
こ
れ
こ
そ
が
な
に
よ
り
大
切
な
事
で
ご
ざ
い
ま

す
。お

経
に
、「
我
が
浄
土
、
極
楽
へ
生
ま
れ
た
い
と
願
い
南
無

阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
こ
と
一
生
涯
乃
至
十
念
に
至
る
ま
で
極
楽

へ
救
う
」
と
阿
弥
陀
様
の
ご
本
願
が
説
か
れ
ま
す
。
南
無
阿
弥

陀
仏
と
称
え
る
事
、
一
生
涯
か
ら
十
遍
に
至
る
ま
で
極
楽
に
救

う
。
こ
の
十
念
に
至
る
ま
で
、「
乃
至
十
念
」
と
い
う
お
言
葉

を
頂
き
、
十
遍
の
お
念
仏
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
お
称
え
さ

せ
て
頂
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

十
遍
の
お
念
仏
を
お
称
え
さ
せ
て
頂
く
度
に
、
一
遍
の
お
念

仏
で
も
極
楽
浄
土
往
生
が
叶
う
有
難
さ
を
か
み
し
め
、
こ
の
命

終
え
る
そ
の
時
ま
で
お
念
仏
を
お
称
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
の

思
い
が
湧
き
上
が
っ
て
参
り
ま
す
。
お
十
念
に
は
、
阿
弥
陀
様

の
ご
本
願
の
全
て
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
十
遍
の
お
念
仏
を
称
え
る
と
い
う
事
は
、
阿
弥
陀
様

の
ご
本
願
の
有
難
さ
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
、そ
の
事
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、共
々
に
、

折
り
に
触
れ
て
お
十
念
を
お
称
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

※�

こ
の
原
稿
は
、【
浄
土
宗
東
京
教
区
３
分W

EB

法
話
】「
第

九
九
回　
お
十
念
」
（
（3
（

を
原
稿
化
し
た
も
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）
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「
数じ

ゅ
珠ず

」

⑤
〈
解
説
〉（
抄
録
）

小
さ
い
珠
を
糸
な
ど
で
通
し
て
輪
と
し
た
執
持
物
。
Ⓢjapa-

m
ālā

Ⓢaks

4a-m
ālā

。『
牟
梨
曼
陀
羅
呪
経
』
で
は
「
鉢
塞
莫
」

と
訳
し
て
い
る
（
正
蔵
一
九
・
六
六
七
中
）。
仏
を
拝
み
経
を

読
む
と
き
や
、
密
教
の
修
法
、
念
仏
を
称
え
る
と
き
な
ど
に
手

に
掛
け
て
用
い
る
。
誦
珠
・
珠
数
・
寿
珠
と
も
書
く
ほ
か
、
念

珠
と
も
い
う
。
珠
の
数
は
通
常
一
〇
八
顆
か
で
、
そ
の
半
分
の

五
四
顆
や
、
さ
ら
に
そ
の
半
分
の
二
七
顆
の
も
の
も
あ
る
。
数

珠
の
お
こ
り
に
つ
い
て
、『
木も

く

槵げ
ん

子し

経
』
に
は
、
一
〇
八
の
珠

を
貫
い
て
常
に
持
っ
て
仏
法
僧
の
名
を
称
え
る
と
、
煩
悩
を
断

除
し
、
涅
槃
に
趣
向
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
正
蔵
一
七
・
七
二

六
上
）
と
説
か
れ
、『
陀
羅
尼
集
経
』
二
の
仏
説
作
数
珠
法
相

品
に
は
、「
経
を
誦
し
、
念
仏
し
、
呪
を
持
す
る
行
者
は
、
一

一
に
各お

の
お

の
須す

べ
か

ら
く
手
に
数
珠
を
執
る
べ
し
…
其
の
数
は
皆
、
須

く
諸
の
相そ

う

貌み
ょ
う

を
具
す
。
そ
の
相
貌
と
は
其
れ
四
種
有
り
…
一
に

は
金
、
二
に
は
銀
、
三
に
は
赤
銅
、
四
に
は
水
精
。
そ
の
数
は

皆
一
百
八
珠
を
満
ず
。
或
は
五
十
四
、
或
は
四
十
二
、
或
は
二

十
一
、
ま
た
中
用
を
得
。
若
し
こ
れ
等
の
宝
物
数
珠
を
以
て
こ

れ
を
搯つ

ま
ぐ
り
、
誦
呪
、
誦
経
、
念
仏
す
る
諸
々
の
行
者
等
は
、

当
に
十
種
の
波
羅
蜜
の
功
徳
を
満
足
す
る
こ
と
を
得
」（
正
蔵

一
八
・
八
〇
二
下
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

法
然
は
「
必
ず
念
数
を
持
つ
べ
き
な
り
。
…
念
珠
を
博
士
に

て
、
舌
と
手
と
を
動
か
す
な
り
」（
聖
典
四
・
五
二
九
／
昭
法

全
六
四
四
）
と
説
き
、
念
仏
を
称
え
る
と
き
の
拍
子
と
り
の
意

味
も
踏
ま
え
て
、
念
仏
す
る
と
き
は
数
珠
を
持
つ
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
浄
土
宗
で
は
、
荘
厳
数
珠
、
日
課
数
珠
、
百
八

数
珠
と
百
万
遍
数
珠
の
四
種
類
が
あ
る
。
荘
厳
数
珠
は
荘
厳
服

を
被
着
し
た
と
き
に
用
い
、
日
課
数
珠
ま
た
は
百
八
数
珠
は
通

常
服
の
と
き
に
用
い
る
。
百
万
遍
数
珠
は
数
珠
回
し
（
数
珠
繰

り
）
を
行
う
と
き
に
用
い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】
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⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
十
分
法
話
例

本
席
は
お
檀
家
の
皆
様
に
最
も
身
近
な
仏
具
、
数
珠
に
つ
い

て
お
話
い
た
し
ま
す
。
数
の
珠
と
書
き
ま
す
が
、
文
字
通
り
浄

土
宗
で
は
、
お
念
仏
の
数
を
数
え
る
の
に
用
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、
お
坊
さ
ん
で
な
い
、
一
般
の
方
々
が
数
珠
を
手

に
し
て
い
て
も
、
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
然
上
人
が
お

念
仏
の
御
教
え
を
広
め
る
前
は
、
数
珠
は
お
坊
さ
ん
が
道
場
で

使
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
当
時
、

浄
土
宗
の
信
者
さ
ん
が
数
珠
を
持
っ
て
念
仏
を
し
て
い
る
姿
は
、

不
思
議
な
光
景
に
映
っ
た
よ
う
で
す
。
今
日
の
よ
う
に
、
一
般

の
方
々
ま
で
が
数
珠
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
法
然
上
人

の
ご
功
績
で
す
。

法
然
上
人
は
「
念
仏
す
る
時
に
は
、
必
ず
数
珠
を
持
ち
な
さ

い
」
と
仰
せ
で
す
。「
世
間
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
舞
を
舞
う
と

き
で
さ
え
、
そ
の
拍
子
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
。
数
珠
で
拍

子
を
と
り
な
が
ら
、
舌
と
手
を
動
か
す
べ
き
で
す
（
（3
（

」
と
続
け

て
お
ら
ま
す
。
手
に
は
数
珠
を
繰
り
、
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と

称
え
な
さ
い
と
の
お
勧
め
で
す
。

も
と
よ
り
浄
土
宗
で
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
こ
と
が
何

よ
り
肝
要
で
あ
っ
て
、
数
珠
を
持
つ
持
た
な
い
で
、
往
生
で
き

る
か
で
き
な
い
か
が
決
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
肝
要
な
念
仏
を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
数
珠
を
持
つ
の

で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
心
は
必
ず
事
に
触
れ
て
来
た
る
」
と

言
う
言
葉
が
『
徒
然
草
』
に
あ
り
ま
す
。
人
間
の
心
は
、
何
か

の
縁
に
触
れ
る
と
、
必
ず
そ
の
影
響
を
受
け
て
「
や
っ
て
み
よ

う
」
と
動
き
出
す
と
い
う
の
で
す
。
本
に
向
か
え
ば
読
む
心
に

な
り
、
筆
を
も
て
ば
書
く
心
に
な
り
、
そ
し
て
、
数
珠
を
も
て

ば
称
え
る
心
に
な
る
。
数
珠
に
導
か
れ
て
励
ま
さ
れ
て
自
然
と

念
仏
の
声
が
で
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
�

手
に
数
珠
を　
取
れ
ば
ひ
か
れ
て　
お
の
ず
か
ら　

�
 

心
に
浮
か
ぶ　
南
無
阿
弥
陀
仏

皆
さ
ん
の
お
手
元
の
二
連
の
数
珠
は
浄
土
宗
独
特
の
も
の
で
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す
。
こ
の
二
連
数
珠
の
元
に
な
る
も
の
を
考
え
出
し
た
の
は
、

法
然
上
人
の
直
弟
子
、
阿
波
介
と
い
う
京
都
は
伏
見
に
お
ら
れ

た
方
で
す
。
阿
波
介
は
名
ば
か
り
の
陰
陽
師
で
、
い
か
が
わ
し

い
占
い
な
ど
で
、
人
を
お
ど
し
た
り
す
か
し
た
り
し
て
、
大
金

を
稼
い
で
い
た
の
で
す
。

あ
る
日
、
伏
見
か
ら
兵
庫
県
に
行
く
途
中
大
い
に
道
に
迷
い
、

三
日
で
着
く
と
こ
ろ
七
日
間
も
か
か
っ
て
し
ま
い
、
大
変
恐
ろ

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
こ
の
世
の
こ
と
で
す
ら
、

案
内
人
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
し
て
、
後
の
世
を
導
い
て
下
さ

る
善
き
導
き
手
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
、
法
然
上

人
の
お
弟
子
に
な
ら
れ
、
お
仕
え
す
る
身
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
熱
心
に
念
仏
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
阿
波
介
は

念
仏
を
称
え
る
時
に
、
数
を
取
り
易
い
よ
う
、
ま
た
数
珠
の
糸

が
痛
ま
な
い
よ
う
、
百
八
の
数
珠
を
二
連
持
ち
、
一
連
に
て
念

仏
を
称
え
、
一
連
に
て
数
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
私

た
ち
が
使
っ
て
い
る
二
連
の
数
珠
の
原
型
で
あ
り
ま
す
。

法
然
上
人
は
阿
波
介
の
そ
の
工
夫
に
た
い
そ
う
感
心
さ
れ
て
、

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、
自
分
の
心
に
深
く
思
い
入
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
よ
い
考
え
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
阿

波
介
は
仏
教
の
知
識
は
な
い
が
、
日
頃
か
ら
往
生
し
た
い
と
深

く
思
い
入
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
工
夫
を
思
い
つ
い
た

の
で
し
ょ
う
（
（3
（

」
と
褒
め
た
の
で
す
。
お
師
匠
さ
ま
の
こ
の
言
葉
、

さ
ぞ
か
し
阿
波
介
も
面
目
を
施
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
が
過
ぎ
て
法
然
上
人
が
ご
往
生
な
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
、

青
森
は
弘
前
に
い
る
金
光
房
と
い
う
お
弟
子
に
、
法
然
上
人
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
こ
の
阿
波

介
が
弘
前
ま
で
行
く
ん
で
す
。
師
匠
の
ご
往
生
を
誰
か
が
金
光

房
に
知
ら
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
京
都
か
ら

青
森
ま
で
は
る
ば
る
と
歩
い
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
、
今
度
は
青
森
か
ら
京
都
に
帰
る
と

き
に
は
も
う
、
冬
に
な
っ
て
い
た
。
法
然
上
人
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
の
が
一
月
の
二
十
五
日
。
そ
れ
か
ら
弘
前
ま
で
行
っ

て
、帰
り
が
け
に
は
、も
う
一
年
近
く
経
っ
て
い
て
、冬
に
な
っ

て
い
た
。

自
分
の
役
割
を
終
え
て
、
弘
前
か
ら
盛
岡
、
そ
し
て
平
泉
ま

で
来
た
時
、
あ
の
中
尊
寺
金
色
堂
が
ま
だ
建
っ
た
ば
か
り
で
し
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た
。
で
す
か
ら
お
堂
は
本
当
に
燦さ

ん

々さ
ん

と
金
色
に
照
り
か
え
っ
て

い
る
。
そ
し
て
冬
で
す
か
ら
、
あ
た
り
一
面
雪
景
色
の
真
っ
白

な
中
に
、
こ
の
金
色
堂
だ
け
が
光
輝
い
て
い
る
。

阿
波
介
が
、
そ
こ
を
お
参
り
い
た
し
ま
し
て
、
京
都
に
も
う

お
師
匠
さ
ま
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
こ
こ
は
ま
さ
に
極
楽
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
う
私
は
法
然
上
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
京
都
に
帰
る
こ
と
は
耐
え
難
い
。
こ
の
金
色
堂
の
前
で

念
仏
を
称
え
て
終
り
た
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
、
雪

の
中
に
座
り
込
ん
で
身
体
い
っ
ぱ
い
に
雪
を
積
も
ら
せ
て
南
無

阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
な
が
ら
往
生
し
て
い
っ
た
。

そ
の
姿
を
見
た
土
地
の
人
が
、
破
れ
衣
の
汚
い
姿
を
し
て
い

る
け
ど
も
、
き
っ
と
立
派
な
お
坊
さ
ん
に
違
い
な
い
と
。
手
厚

く
葬
っ
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
な
こ
と
に
荼
毘
に
付
さ
れ
て
残
っ

た
阿
彼
介
の
お
骨
は
こ
と
ご
と
く
、
ま
る
で
水
晶
の
珠
と
化
し

た
か
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
輝
い
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
金
色
堂
前
に
は
今
も
苔
む
し
た
阿
波
介
の
舎
利

塔
が
あ
り
往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
阿
波
介
こ
そ
、
仏
教
の
難
し
い
理
屈
は
知
ら
な
い
が
、

法
然
上
人
の
仰
せ
の
ま
ま
に
、
念
仏
を
称
え
往
生
さ
れ
た
念
仏

者
の
お
手
本
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。

「
念
仏
す
る
時
に
は
、
必
ず
数
珠
を
持
ち
な
さ
い
」
と
の
法

然
上
人
の
お
言
葉
の
深
き
御
心
を
忘
れ
ず
に
念
仏
に
精
進
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

「
鉦し

ょ
う

」

⑤
〈
解
説
〉

念
仏
な
ど
を
称
え
る
と
き
に
用
い
る
楽
器
。
鉦

ふ
せ
が
ね

と
も
い
う
。

円
形
青
銅
鋳
造
の
楽
器
。
鰐わ

に

口ぐ
ち

を
半
分
に
し
た
形
で
、
三
つ
の

足
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
を
台
座
（
畳
）
上
に
伏
せ
て
、
上
部

を
木
製
の
丁
字
形
の
撞し

ゅ

木も
く

で
打
つ
鉦か

ね
。
こ
の
鉦
は
歌
舞
伎
の
下

座
音
楽
の
楽
器
（
一
ツ
鉦
、
ま
つ
む
し
）
と
木
鉦
に
も
影
響
し

て
い
る
。『
法
要
集
』（
昭
和
一
四
年
版
）に
は
鉦
鈷
と
あ
り
、『
法

要
集
』（
昭
和
五
九
年
版
）で
鉦
と
し
た
。伏ふ

せ

鉦が
ね
と
も
書
い
た
。『
持

宝
通
覧
』
中
に
は
叩
鐘
・
鉦
鼓
と
し
、
鐘
を
打
っ
て
念
仏
を
勧
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め
る
の
は
智
顗
が
臨
終
の
と
き
に
鐘
磬
の
声
を
聞
け
ば
そ
の
正

念
が
増
す
と
し
た
か
ら
と
い
う
説
や
、
空
也
が
鰐
口
の
鐘
を
二

つ
に
し
て
片
鐘
を
頸
に
懸
け
て
こ
れ
を
打
ち
な
が
ら
念
仏
を
称

え
た
か
ら
と
い
う
説
を
挙
げ
て
い
る
（
一
八
オ
）。
日
常
勤
行

式
で
の
犍か

ん
稚ち

法
は
、
摂
益
文
・
念
仏
一
会
・
総
回
向
偈
と
十
念

後
に
正
宗
分
の
終
わ
り
と
し
て
三
下
す
る
。
念
仏
一
会
の
犍
稚

法
は
、
句
頭
で
一
下
し
、
同
音
二
唱
で
各
一
下
し
、
そ
の
後
お

も
む
ろ
に
一
唱
を
三
下
す
る
。
終
わ
り
三
唱
ほ
ど
小
さ
く
、
最

後
の
一
唱
は
大
き
く
三
下
す
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例
（
法
要
前
）

○
○
家
ご
一
同
様
、
本
日
は
よ
う
こ
そ
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
こ
れ
よ
り
（
故
人
）
様
○
回
忌
の
ご
法
要
を
、
皆
様
と

ご
一
緒
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

日
頃
、（
故
人
）
様
は
極
楽
浄
土
で
仏
道
修
行
に
励
ま
れ
な

が
ら
皆
様
を
お
見
守
り
下
さ
り
、
皆
様
の
人
生
の
歩
み
が
よ
り

良
い
歩
み
と
な
る
よ
う
、
お
導
き
く
だ
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
日
は
反
対
に
、
こ
ち
ら
側
か
ら
故
人
様
を
応
援
し
て
差
し

上
げ
ま
す
。
皆
で
お
勤
め
し
ま
す
法
要
の
ご
功
徳
、そ
し
て「
南

無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏･･･

」
と
お
称
え
す
る
お
念
仏

の
一
声
一
声
の
ご
功
徳
を
、
心
込
め
て
（
故
人
）
様
へ
お
手
向

け
致
し
ま
す
。
お
手
向
け
い
た
だ
き
ま
す
ご
功
徳
は
、（
故
人
）

様
に
と
り
ま
し
て
は
何
よ
り
嬉
し
い
励
み
と
な
り
ま
し
て
、
極

楽
で
の
ご
修
行
が
益
々
進
ま
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

法
要
の
後
半
に
は
、
こ
ち
ら
の
鉦

ふ
せ
が
ね

の
「
カ
ー
ン
・
カ
ー
ン
・

カ
ー
ン
」
と
い
う
音
に
合
わ
せ
て
、「
ナ
ム
・
ア
ミ
・
ダ
ブ
、

ナ
ム
・
ア
ミ
・
ダ
ブ
…
」
と
ひ
と
と
き
、
お
念
仏
を
ご
一
緒
に

お
称
え
し
、（
故
人
）
様
に
お
手
向
け
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
鉦
、「
し
ょ
う
」
と
も
言
い
ま
す
が
、
と
て
も
歴
史
の

古
い
楽
器
で
し
て
、
平
安
時
代
か
ら
こ
の
カ
ネ
の
音
と
共
に
お

念
仏
が
称
え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

今
は
こ
う
し
て
伏
せ
て
置
い
て
使
わ
れ
る
た
め「
ふ
せ
が
ね
」
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と
呼
ん
で
ま
す
が
、
元
も
と
は
吊
り
下
げ
て
使
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
胸
前
に
鉦
を
つ
り
下
げ
、
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
念
仏
行

脚
を
な
さ
る
お
坊
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
有
名
な
の
は
、
空

也
上
人
（
（4
（

と
い
う
方
で
す
。
法
然
上
人
よ
り
も
二
百
年
以
上
前

の
方
で
す
。
六
波
羅
蜜
寺
の
お
像
は
、
胸
前
に
鉦
、
右
手
に
打

つ
た
め
の
撞
木
、左
手
に
杖
を
お
持
ち
の
お
姿
で
す
。何
よ
り
も
、

お
口
か
ら
発
す
る
一
声
一
声
の
お
念
仏
が
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お

姿
と
な
っ
て
現
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。

法
然
上
人
も
お
そ
ら
く
主
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
鉦
を
打
ち
鳴

ら
し
な
が
ら
、
お
念
仏
を
お
称
え
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
ち
な
み
に
、「
木
魚
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
？
」
と
思
わ

れ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
木
魚
は
江
戸
時
代
か
ら

使
わ
れ
始
め
た
も
の
で
、
意
外
と
新
し
い
仏
具
な
の
で
す
。

鉦
は
と
て
も
大
き
な
音
が
鳴
る
楽
器
で
し
て
、
叩
い
て
お
り

ま
す
と
キ
ン
キ
ン
と
耳
の
奥
ま
で
響
く
ほ
ど
で
す
。
そ
の
昔
、

法
然
上
人
が
ご
流
罪
の
讃
岐
の
地
よ
り
京
の
都
へ
お
帰
り
に
な

ら
れ
る
時
、
そ
の
船
の
中
で
打
ち
鳴
ら
し
た
鉦
の
音
は
、
辺
り

の
山
々
を
越
え
て
尊
く
響
き
わ
た
っ
た
と
い
い
ま
す
（
（4
（

。
ま
た

こ
の
音
は
、
上
は
有
頂
天
と
い
う
天
界
の
最
上
位
ま
で
、
下
は

無
間
地
獄
の
底
ま
で
も
響
き
わ
た
り
、
天
人
鬼
神
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
十
方
の
仏
さ
ま
方
に
ま
で
届
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
（
（4
（

。皆
様
の
お
称
え
す
る
お
念
仏
が
、
極
楽
の
阿
弥
陀
様
や
（
故

人
）
様
、
ご
先
祖
様
に
届
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

さ
ら
に
こ
の
音
に
の
せ
て
、
地
獄
の
世
界
か
ら
天
界
ま
で
も
響

き
渡
り
、
こ
の
私
の
お
称
え
す
る
お
念
仏
の
ご
功
徳
が
広
く
行

き
渡
り
ま
す
よ
う
に
、
共
に
極
楽
浄
土
へ
お
救
い
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
に
、
と
の
想
い
で
ご
一
緒
に
お
称
え
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
そ
の
時
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
致
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
、（
故
人
）
様
○
回
忌
の
ご
法
要
を
始

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
執
筆
者:

宮
入
良
光
）
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「
線せ

ん
香こ

う
／
焼し

ょ
う

香こ
う

」

⑤
〈
解
説
〉

「
線
香
」

香
の
一
種
。
沈
香
、
白
檀
、
丁
子
、
安
息
香
な
ど
の
香
料
を
粉

末
に
し
、
松
や
に
な
ど
の
糊
料
を
入
れ
て
練
り
固
め
、
線
の
よ

う
に
細
い
棒
状
に
し
た
も
の
。
仏
の
供
養
と
と
も
に
、
供
養
す

る
人
の
身
心
を
清
浄
に
す
る
た
め
に
用
い
る
。
仙
香
、
繊
香
、

綫
香
と
も
書
き
、
長
寿
香
と
も
い
う
。
細
長
い
形
状
は
薫
香
を

少
し
で
も
長
も
ち
さ
せ
、
扱
い
や
す
さ
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ

る
。
イ
ン
ド
・
中
国
な
ど
で
は
、
細
い
竹
ひ
ご
に
線
香
の
生
地

を
練
り
つ
け
て
固
め
た
竹
芯
香
（
竹
ひ
ご
香
・
竹
枝
香
）
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
五
島
一
官
が
中
国
（
福
州
）
か
ら

竹
芯
香
の
製
法
を
伝
え
、
長
崎
で
製
造
し
た
の
が
始
ま
り
と
い

う
。
そ
の
後
、
禅
宗
、
浄
土
宗
か
ら
広
ま
り
、
仏
事
や
諸
事
で

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
会
や
墓
参
の
際
に
仏
前
や
墓

地
な
ど
で
焚
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
時
計
代
わ
り
に
線
香
を

用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
線
香
が
一
本
燃
え
尽
き
る
ま
で
の
時
間

を
一い

っ

炷ち
ゅ
う

と
称
し
、
念
仏
を
称
え
る
時
間
の
単
位
と
し
た
。
線
香

を
一
、
二
、
三
本
と
立
て
る
説
は
、
焼
香
の
回
数
に
準
じ
る
も

の
で
あ
り
、
一
本
は
一
心
不
乱
、
二
本
は
戒
香
・
定
香
、
三
本

は
三
毒
を
焼
く
と
い
う
意
が
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
池
田
智
光
】

「
焼
香
」
→
「
香
」
二

五
種
供
養
、六
種
供
養
、十
種
供
養
の
一
つ
。
香
は「
仏
の
使
者
」

と
も
い
わ
れ
、
香
を
焚
い
て
献
ず
る
こ
と
は
献
香
と
い
わ
れ
、

最
上
の
供
物
と
さ
れ
る
。
香
に
は
大
別
す
る
と
焼
香
と
塗ず

香こ
う

が

あ
り
、
焼
香
は
焚
い
て
用
い
る
も
の
で
、
塗
香
は
身
に
塗
っ
て

用
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
焼
香
に
は
線
香
や
丸
香
と
い
っ
た

種
類
が
あ
る
。
香
を
焚
く
（
焼
香
）
こ
と
や
そ
の
身
に
塗
る

（
塗ず

香こ
う
）
こ
と
は
信
心
を
清
浄
に
す
る
、諸
仏
を
奉
請
奉
送
す
る
、

諸
仏
を
供
養
す
る
と
い
う
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
そ
の
回
数
は
、

焼
香
伝
に
よ
れ
ば
三
回
薫
香
す
る
の
は
三
毒
煩
悩（
貪・瞋・痴
）

を
断
つ
こ
と
を
表
し
、二
回
薫
香
す
る
の
は
戒
香・定
香
を
表
し
、

一
回
薫
香
す
る
の
は
一
心
不
乱
の
意
念
を
表
す
。
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�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
斉
藤
隆
尚
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例
（
焼
香
に
つ
い
て
）

本
日
は
亡
き
○
○
様
の
一
周
忌
の
法
要
に
よ
う
こ
そ
お
参
り

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
も
な
く
お
勤
め
が
始
ま
り
ま
す
。
お
勤

め
の
最
中
に
お
焼
香
の
ご
指
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

お
時
間
は
十
分
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
一
人
お
ひ
と
り
ど
う
ぞ
ご

ゆ
っ
く
り
、
お
焼
香
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

今
か
ら
お
焼
香
に
つ
い
て
、
少
し
ば
か
り
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
焼
香
と
は
お
香
の
煙
に
よ
っ
て
自
身
の
心
身

を
浄
め
、
故
人
（
ま
た
諸
仏
・
諸
菩
薩
）
様
を
お
迎
え
し
、
ご

供
養
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う
お
作
法
で
す
。
お
焼
香
の

回
数
に
つ
い
て
は
一
回
、
二
回
、
三
回
と
あ
り
ま
す
が
、
普
段

は
一
回
の
お
焼
香
で
よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。

時
折
、
お
作
法
に
つ
い
て
細
か
く
気
に
さ
れ
る
お
方
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
お
作
法
に
捉
わ
れ
過
ぎ
る
の
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
お
作
法
を
気

に
さ
れ
る
あ
ま
り
、
心
を
落
ち
着
け
た
状
態
で
お
焼
香
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
折
角
の
お
焼
香
の
機
会

で
す
。
皆
さ
ま
が
お
焼
香
を
さ
れ
る
際
に
は
ど
う
か
ご
ゆ
っ
く

り
と
○
○
様
に
対
し
て
真
心
を
込
め
て
お
焼
香
さ
れ
、
皆
さ
ま

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
念
仏
の
声
と
共

に
○
○
様
へ
届
け
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

こ
こ
で
、
お
焼
香
に
つ
い
て
思
い
出
し
ま
す
の
が
、
お
檀
家

の
あ
る
ご
主
人
様
の
こ
と
で
す
。
そ
の
お
方
は
亡
き
奥
様
の
年

忌
法
要
で
の
お
焼
香
の
際
に
、
と
て
も
長
い
時
間
を
か
け
て
丁

寧
に
お
焼
香
を
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
、

合
掌
を
し
て
お
念
仏
を
十
遍
お
称
え
さ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と

ゆ
っ
く
り
と
一
回
の
お
焼
香
を
さ
れ
ま
す
。
煙
が
ゆ
っ
く
り
と

上
が
り
、
こ
う
ば
し
い
お
香
の
香
り
が
漂
う
そ
の
中
で
ま
た
合

掌
を
し
て
お
念
仏
を
十
遍
お
称
え
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
お
位

牌
を
し
ば
ら
く
じ
っ
と
み
つ
め
ら
れ
て
、
深
く
礼
を
さ
れ
ま
す
。

合
計
す
る
と
三
分
程
の
お
焼
香
時
間
で
あ
っ
た
か
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
非
常
に
真
心
の
込
も
っ
た
お
焼
香
を
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
と
感
心
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、そ
れ
と
同
時
に
、
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私
自
身
、
改
め
て
お
焼
香
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
ご
主
人
さ
ま
の
亡
き
奥
様
に
対
す
る
想
い
は

間
違
い
な
く
お
焼
香
の
煙
に
の
っ
て
お
念
仏
の
声
と
共
に
亡
き

奥
様
へ
と
届
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
一
周
忌
の
法
要
が
勤
ま
り
、
皆
さ
ま
に
は
お
焼
香

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
話
の
冒
頭
で
も
申
し
ま
し
た
よ
う

に
本
日
は
お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
焼
香
の
お
時
間
は
十
分
ご
ざ

い
ま
す
。
細
か
な
お
作
法
は
あ
ま
り
気
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

ど
う
ぞ
真
心
を
込
め
て
お
焼
香
を
ゆ
っ
く
り
な
さ
っ
て
、
皆
さ

ま
の
想
い
を
お
念
仏
の
声
と
共
に
亡
き
○
○
様
へ
し
っ
か
り
お

届
け
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

※�

お
焼
香
は
、「
真
心
を
込
め
て
想
い
を
伝
え
る
」
お
作
法
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例
（
線
香
に
つ
い
て
）

・�「
国
土
厳
飾
」
の
願
か
ら
、
極
楽
は
香
り
高
き
妙
香
の
世
界

で
あ
る
と
伝
え
る
。

・�

本
堂
も
仏
壇
も
極
楽
の
出
張
所
、
香
を
焚
い
て
良
き
香
り
を

保
つ
心
が
け
を
促
す
。

・�「
香
は
仏
の
使
い
」
良
き
香
り
と
共
に
お
念
仏
の
功
徳
を
手

向
け
る
こ
と
を
勧
め
る
。

《
五
分
法
話
例
》

本
日
は
ご
参
詣
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
本
堂
に
お

入
り
に
な
る
時
、
ど
な
た
か
「
わ
ぁ
良
い
香
り
！
」
と
お
声
を

上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

早
め
に
お
線
香
を
焚
い
て
お
迎
え
の
準
備
を
し
て
お
い
た
甲

斐
が
あ
っ
た
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
法
要
に
は
、
極
楽
浄

土
か
ら
阿
弥
陀
さ
ま
と
御
一
緒
に
、
菩
薩
の
お
姿
と
な
っ
た
亡

き
○
○
さ
ん
を
こ
こ
へ
お
招
き
す
る
の
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く

綺
麗
に
お
掃
除
を
し
、
良
い
香
り
を
堂
内
に
満
た
し
て
お
き
た

い
と
い
う
の
が
私
の
気
持
ち
で
し
た
。
お
線
香
は
お
釈
迦
さ
ま

の
時
代
に
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
便
利
な
物
で
す
ね
。
一

度
立
て
れ
ば
長
時
間
に
わ
た
っ
て
良
い
香
り
を
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
仏
さ
ま
を
お
招
き
す
る
場
所
に
相
応
し
い
、
何
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と
も
有
難
い
発
明
品
だ
な
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
の
お
寺
も
堂
内
に
入
る
と
素
敵
な
香
り
が
漂
っ
て
い
て

心
が
落
ち
着
く
と
い
う
感
想
を
、
多
く
の
方
が
お
持
ち
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
お
寺
の
本
堂
は
、
い
う
な
れ
ば
極
楽
浄
土

の
出
張
所
と
い
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
堂
内

の
お
飾
り
も
、
よ
く
見
て
み
る
と
お
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
お

浄
土
の
装
飾
を
象
っ
て
設
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ま

も
そ
の
荘
厳
な
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
亡
き
○
○
さ
ま
が
、

今
お
い
で
に
な
る
極
楽
の
情
景
に
思
い
を
馳
せ
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

極
楽
に
は
宮
殿
や
塔
な
ど
の
見
事
な
建
物
が
立
ち
並
ん
で
い

る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
皆
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
ご
修
行
中
に

立
て
た
お
誓
い
、「
ご
本
願
」
の
力
に
よ
っ
て
打
ち
建
て
ら
れ

た
も
の
と
お
経
典
に
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
は
、

や
が
て
私
た
ち
を
迎
え
る
極
楽
浄
土
を
、
ど
こ
よ
り
も
勝
れ
た

素
晴
ら
し
い
世
界
に
仕
立
て
て
お
こ
う
と
、
ご
本
願
に
お
誓
い

く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
※
第
三
十
二　

国
土
厳
飾
願
）
並
び
建

つ
立
派
な
建
物
の
数
々
、
清
ら
か
な
水
が
湛
え
ら
れ
た
蓮
池
、

そ
こ
か
し
こ
に
咲
く
花
々
や
、
樹
木
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

物
は
皆
、
ま
ば
ゆ
く
輝
く
無
数
の
宝
物
で
も
っ
て
こ
し
ら
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
更
に
、
そ
の
宝
物
の
一
つ

ひ
と
つ
に
は
百
千
種
類
も
の
お
香
が
収
め
込
ま
れ
て
い
る
と
申

し
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
極
楽
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
か
ら
は
、

こ
の
上
無
く
良
い
お
香
の
香
り
が
、
常
に
漂
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
香
り
は
極
楽
浄
土
の
中
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
世

界
に
流
れ
出
し
、
そ
の
香
り
を
嗅
ぐ
者
は
、
自
然
と
煩
悩
が
起

き
ぬ
よ
う
に
な
り
、
仏
道
修
行
に
励
む
心
の
方
は
自
ず
と
沸
き

起
っ
て
来
る
。
そ
う
し
た
働
き
を
お
香
に
託
し
て
お
い
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
ね
。
私
た
ち
の
仏
道
増
進
を
願
う
阿
弥
陀
さ
ま

の
思
い
が
、
香
り
の
中
に
ま
で
も
籠
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、

私
は
感
動
を
覚
え
ま
す
。
お
寺
が
、
な
る
べ
く
お
線
香
の
香
り

を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
と
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
仏
さ
ま
へ
の

供
養
の
為
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
香
り
に
よ
っ

て
私
た
ち
を
仏
道
に
導
こ
う
と
し
て
下
さ
っ
た
阿
弥
陀
さ
ま
の

思
い
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
堂
は
極
楽
の
出
張
所
、
な
ら
ば
堂
内
の
設
え
を
目
で
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ご
覧
に
な
る
の
と
同
時
に
、
鼻
か
ら
も
良
き
香
り
を
嗅
い
で
、

少
し
で
も
阿
弥
陀
さ
ま
の
願
い
を
汲
み
、
極
楽
浄
土
を
体
感
し

て
頂
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
今
朝
か
ら
ご
法
事
の
支
度
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
ご
自
宅
の
お
仏
壇
も
、

小
さ
い
な
が
ら
、
や
は
り
極
楽
の
出
張
所
と
お
心
得
頂
き
、
な

る
べ
く
良
き
お
線
香
を
手
向
け
て
、
香
り
高
き
極
楽
世
界
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
お
給
仕
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
古
来
「
香
は
仏
の
使
い
」
と
も
申
し
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
こ
れ
よ
り
、
亡
き
○
○
さ
ま
の
お
覚
り
が
進
む
こ
と
を
願
っ

て
お
念
仏
の
功
徳
を
手
向
け
て
頂
く
わ
け
で
す
が
、「
こ
の
お

香
の
良
き
香
り
に
乗
っ
て
、
我
が
供
養
の
思
い
届
け
」
と
念
じ

て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
称
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
れ

で
は
開
式
と
致
し
ま
し
ょ
う
。
同
称
十
念

【
参
考
】

・
第
三
十
二
願　
国
土
厳
飾
の
願

「
も
し
我
、
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
地
よ
り
已
上
、
虚
空
に
至
る

ま
で
、
宮
殿
楼
観
、
池
流
華
樹
、
国
中
の
一
切
の
万
物
、
皆
無

量
の
雑
宝
、
百
千
種
の
香
を
も
っ
て
、
共
に
合
成
し
、
厳
飾
奇

妙
に
し
て
、
諸
も
ろ
の
人
天
に
超
え
ん
。
そ
の
香
、
普
く
十
方

世
界
に
薫
じ
て
、
菩
薩
聞
く
者
は
皆
、
仏
道
を
修
せ
ん
。
も
し

か
く
の
ご
と
く
な
ら
ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（『
無
量
寿
経
』

上
、
聖
典
一
・
二
二
九
頁
）

・
願
成
就
文

「（
自
然
の
徳
風
、
徐
く
起
っ
て
微
動
す
る
に
、
そ
の
風
調
和

に
し
て
、
寒
か
ら
ず
、
暑
か
ら
ず
。
温
涼
柔
軟
に
し
て
、
遅
か

ら
ず
、
疾
か
ら
ず
。
諸
も
ろ
の
羅
網
お
よ
び
衆
も
ろ
の
宝
樹
を

吹
い
て
、
無
量
の
微
妙
の
法
音
を
演
発
し
、）
万
種
の
温
雅
の

徳
香
を
流
布
す
。
そ
の
聞
く
と
こ
ろ
あ
る
者
は
塵
労
垢
習
、
自

然
に
起
ら
ず
。
風
、そ
の
身
に
触
る
る
に
、皆
、快
楽
を
得
」（『
無

量
寿
経
』
上
、
聖
典
一
・
二
四
六
頁
）

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）
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「
卒そ

塔と
う
婆ば

」

⑤
〈
解
説
〉

仏
塔
の
こ
と
、
転
じ
て
墓
所
の
傍
に
追
善
供
養
の
た
め
に
梵
字
、

名
号
、種
字
、戒
名
、俗
名
な
ど
を
書
き
記
し
建
て
る
白
木
の
板
。

Ⓢstūpa

の
音
写
、
藪
斗
婆
・
窣
都
婆
な
ど
と
も
音
写
さ
れ
、

塔
婆
と
も
い
わ
れ
る
。「
そ
と
ば
」
と
も
読
む
。
五
輪
塔
を
模

し
て
上
部
が
塔
状
に
な
っ
て
お
り
、上
か
ら
空
（
宝
珠
）・風
（
半

円
）・
火
（
三
角
）・
水
（
円
）・
地
（
四
角
）
の
五
大
を
表
す
。

そ
の
形
状
は
イ
ン
ド
の
仏
塔
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
）
上
部
を
模
し
た

も
の
、
と
い
わ
れ
る
た
め
転
じ
て
卒
塔
婆
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て

い
る
。
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
小
高
く
盛
り
上
げ
た
墓
、
塚

が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
釈
尊
の
入
滅
に
至
り
遺
体
を
荼だ

毘び

に

附
し
、
八
ヶ
所
に
仏
舎
利
塔
を
建
立
・
分
骨
し
供
養
し
た
。
こ

れ
に
倣
い
、
イ
ン
ド
内
外
で
も
多
様
な
様
式
の
塔
が
造
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
仏
教
が
伝
播
さ
れ
た
各
地
に
お
い
て
高
僧
の
入
寂
に

伴
い
遺
骨
を
納
め
る
建
物
（
塔
）
の
建
設
が
盛
ん
と
な
っ
た
。

仏
教
伝
来
後
の
中
国
に
あ
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
旧
来
か
ら
の

伝
統
建
築
様
式
と
融
合
し
て
各
種
の
塔
が
造
立
さ
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
経
緯
の
な
か
日
本
に
も
仏
教
が
請
来
さ
れ
た
の
ち
、
い

わ
ゆ
る
三
重
の
塔
、
五
重
の
塔
な
ど
に
変
化
し
て
造
塔
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
象
形
化
し
、
簡
略
化
し
て
板
状
に
し
た
も
の
を
卒
塔

婆
と
し
て
大
切
に
扱
い
、
亡
き
先
祖
の
追
善
供
養
に
用
い
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
関
西
地
方
に
お
い
て
は
経
木
と

呼
ば
れ
る
小
さ
く
薄
い
も
の
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
福
西
賢
兆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

長
野
の
善
光
寺
、
七
年
に
一
度
の
前
立
本
尊
御
開
帳
に
は
全

国
よ
り
多
く
の
方
々
が
お
参
り
に
訪
れ
ま
す
。

こ
の
善
光
寺
御
開
帳
の
い
わ
ば
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
の
が

「
回
向
柱
」
で
す
。
本
堂
の
前
に
建
立
さ
れ
る
回
向
柱
は
、
幅

が
お
よ
そ
四
十
五
セ
ン
チ
、
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
と
大
き
な
も

の
で
す
。
回
向
柱
と
前
立
本
尊
は
「
善
の
綱
」
と
言
わ
れ
る
五

色
の
糸
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
回
向
柱
は
阿
弥
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陀
如
来
の
本
体
を
宿
す
も
の
と
さ
れ
、
回
向
柱
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
り
仏
さ
ま
と
直
接
の
結
縁
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
休
み
の
日
な
ど
は
回
向
柱
に
触
れ
る
た
め
、
長
い
長
い

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
回
向
柱
は
、
私
た
ち
が
法
事
の
時
な
ど
に
建
て
る
「
卒

塔
婆
」
の
一
種
で
す
。
一
般
的
に
卒
塔
婆
と
い
え
ば
、
お
墓
に

立
て
る
細
長
い
板
材
が
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
卒

塔
婆
と
は
元
々
は
土
を
饅
頭
型
に
盛
っ
た
仏
塔「
ス
ト
ゥ
ー
パ
」

を
音
訳
し
た
言
葉
で
、
お
釈
迦
様
の
遺
骨
を
納
め
て
供
養
し
た

も
の
で
す
。
中
国
や
日
本
で
も
重
要
な
仏
教
の
建
造
物
と
し
て

敬
い
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
重
の
塔
や
五
重
の
塔
が
そ

の
代
表
で
、
五
輪
塔
な
ど
の
石
塔
も
多
く
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
五
輪
塔
は
、
万
物
の
構
成
要
素
で
あ
る
地
・
水
・

火
・
風
・
空
の
五
大
と
い
わ
れ
る
も
の
を
象
っ
た
も
の
で
す
。

い
わ
ば
す
べ
て
の
徳
を
備
え
た
形
で
あ
り
、
墓
石
の
原
型
と

な
っ
て
い
ま
す
。

や
が
て
こ
の
五
輪
塔
の
形
を
板
に
切
り
込
ん
で
亡
く
な
っ
た

方
を
追
善
す
る
「
よ
す
が
」
と
す
る
よ
う
に
な
り
今
日
に
い
た

り
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
仏
教
徒
が
お
釈
迦
さ
ま
を
し
の
び
お

慕
い
す
る
心
の
現
れ
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
後
に
残
っ
た
遺
族
が

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
追
善
の
た
め
に
進
ん
で
卒
塔
婆
を
建
て
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
自
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

回
向
柱
を
阿
弥
陀
如
来
が
宿
る
も
の
と
し
て
敬
う
よ
う
に
、

私
た
ち
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
卒
塔
婆
に
も
そ
の
方
が
宿
る
と

の
思
い
で
、
大
切
に
扱
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歌
人
で
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
の
お
弟
子
の
岩
野
喜
久
代

さ
ん
。
こ
の
方
は
三
ノ
輪
浄
閑
寺
の
寺
庭
夫
人
で
も
あ
り
ま
し

た
。岩
野
さ
ん
は
、お
寺
で
勤
め
ら
れ
る
お
施
餓
鬼
法
要
の
際
の
、

卒
塔
婆
へ
の
水
向
け
の
作
法
に
た
い
へ
ん
救
わ
れ
る
と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。

岩
野
さ
ん
の
お
母
様
は
八
十
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
際
、
お
母
様
に
念
仏
を
声
に
出
し
て
称
え
る
よ
う

に
勧
め
る
と
「
称
え
た
く
て
も
舌
が
も
う
動
か
な
い
の
だ
よ
」

と
言
う
の
で
「
私
が
代
わ
り
に
称
え
ま
す
か
ら
、
お
母
さ
ん
も

心
の
中
で
阿
弥
陀
さ
ま
を
念
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
お
母

様
を
見
送
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
戦
中
戦
後
の
ひ
ど
い
食
糧
難
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の
時
で
、
食
べ
物
が
思
う
に
ま
か
せ
ず
死
ん
で
い
っ
た
お
母
様

が
あ
わ
れ
で
な
ら
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
野
さ
ん
の
お
姉
さ
ま
は
胃
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た

の
で
す
が
、
湯
水
も
喉
を
通
ら
ず
末
期
の
水
さ
え
吐
く
状
態
で

あ
り
ま
し
た
。
母
と
姉
の
こ
と
を
思
う
た
び
、
や
る
せ
な
い
気

持
ち
で
ど
う
し
ょ
う
も
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
岩
野
さ
ん
の
つ
ら
い
思
い
を
癒
し
て
く
れ
た

の
が
、
お
施
餓
鬼
法
要
で
の
「
水
向
け
」
の
作
法
で
し
た
。
お

母
様
と
お
姉
さ
ま
の
卒
塔
婆
に
僧
侶
が
、
お
経
を
称
え
な
が
ら

「
水
向
け
」
の
作
法
を
す
る
こ
と
に
よ
り
。
お
浄
土
で
は
甘
露

の
水
と
な
っ
て
二
人
の
の
ど
を
潤
し
て
く
だ
さ
る
と
思
え
ば
、

本
当
に
慰
め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
（
（4
（

。

も
と
よ
り
、
極
楽
浄
土
は
「
百
味
の
飲
食
（
お
ん
じ
き
）
が

自
然
と
満
た
さ
れ
る
（
無
量
寿
経
の
注
）」
飢
え
や
渇
き
と
は

無
縁
の
世
界
で
す
が
、
こ
と
さ
ら
に
ご
家
族
か
ら
手
向
け
ら
れ

た
飲
食
は
ご
往
生
さ
れ
た
故
人
様
に
と
っ
て
格
別
の
喜
び
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

卒
塔
婆
は
木
の
板
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
変
意
味
深
い
も
の

で
す
か
ら
、
心
し
て
供
養
し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

卒
塔
婆
と
は
何
か
の
疑
問
を
解
消
し
て
意
義
を
伝
え
、
供
養

を
手
向
け
る
事
を
促
す
。

・�

古
代
イ
ン
ド
の
仏
舎
利
塔
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
）
を
象
っ
た
供
養

塔
で
あ
る
事
、
そ
の
周
囲
に
は
釈
尊
の
伝
道
・
救
済
の
生
涯

が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
徳
を
讃
え
、
教
え
を

思
い
起
こ
す
場
で
も
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
墓
に
卒
塔

婆
を
立
て
る
事
も
こ
れ
に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
故
人
の

生
前
の
徳
を
讃
え
、
そ
の
生
涯
・
人
格
・
信
仰
等
の
反
映
さ

れ
た
戒
名
を
も
っ
て
、
受
け
た
教
え
を
偲
ぶ
縁
と
す
る
。

《
五
分
法
話
例
》

本
日
は
ご
参
集
く
だ
さ
り
有
り
難
う
存
じ
ま
す
。
ま
た
多
く

の
方
が
卒
塔
婆
の
お
申
込
み
を
下
さ
っ
た
事
、
亡
き
〇
〇
様
も

お
喜
び
の
事
で
し
ょ
う
。
各
々
の
卒
塔
婆
は
、
本
堂
で
の
法
要
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が
済
み
ま
し
た
ら
お
墓
の
方
へ
、
お
念
仏
の
声
を
添
え
て
お
上

げ
く
だ
さ
い
ね
。

式
の
前
に
少
し
、
こ
の
卒
塔
婆
の
由
来
を
お
伝
え
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
イ
ン
ド
の
ク
シ
ナ
ガ
ラ
で
お
釈
迦
さ
ま
が
ご
入
滅

な
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
お
体
は
上
等
の
布
で
包
ま
れ
、
香
り
の

良
い
油
と
薪
に
よ
っ
て
火
葬
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
を
イ
ン
ド

の
言
葉
で
ダ
ビ
ー
と
申
し
ま
す
。
皆
様
も
耳
に
す
る
「
荼
毘
」

に
付
す
の
語
源
で
す
ね
。
そ
し
て
そ
の
ご
遺
骨
で
す
が
、
か
つ

て
み
教
え
を
授
け
ら
れ
た
八
つ
の
国
の
王
様
方
が
弔
問
に
訪
れ

て
、「
是
非
と
も
我
が
国
で
祀
っ
て
供
養
を
申
し
上
げ
た
い
」

と
名
乗
り
出
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
ご
遺
骨
は
八
つ
に
分

骨
さ
れ
て
各
国
に
持
ち
帰
ら
れ
、
供
養
の
為
の
塚
が
設
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
私
は
残
念
な
が
ら
実
際
に
は
参
拝
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
お
写
真
で
拝
見
し
ま
す
と
大
き
な
塚
が
築
か
れ
、

そ
の
周
囲
は
石
垣
で
覆
わ
れ
、
お
釈
迦
様
の
ご
生
涯
が
彫
刻
さ

れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
お
参
り
さ
れ
た
方
々
は
こ
れ

を
目
に
し
て
、
救
い
の
法
を
説
き
歩
ま
れ
た
在
り
し
日
の
お
姿

を
思
い
、
受
け
た
教
え
を
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お

墓
と
は
そ
う
い
う
場
所
な
の
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
塚
の
中
心
か
ら
空
に
向
け
て
高
い
塔
が
立
っ
て
お
り
ま
し
た
。

塚
だ
け
で
は
近
づ
か
ね
ば
拝
め
ま
せ
ん
が
、
塔
が
立
っ
て
い
れ

ば
、
遠
く
か
ら
で
も
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
事
が
で
き
ま
す
。
ま

た「
あ
そ
こ
に
釈
尊
が
お
い
で
に
な
っ
て
私
を
見
て
お
ら
れ
る
」

と
感
じ
取
れ
ば
、「
お
釈
迦
さ
ま
の
御
前
で
恥
ず
か
し
い
行
い

は
で
き
ん
」
と
悪
行
を
止
め
る
力
に
も
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
塚
と
塔
の
一
群
を
、
イ
ン
ド
で
は
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
後
に
漢
字
を
用
い
る
国
の
人
々
に
も
伝
わ
り

「
卒
塔
婆
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

大
き
な
お
寺
に
五
重
塔
や
三
重
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。
あ
れ
も
実
は
「
卒
塔
婆
」
の
流
れ
を
汲
む
物
な

の
で
す
。
後
に
は
更
に
簡
略
化
さ
れ
た
板
塔
婆
を
、
個
人
の
お

墓
に
立
て
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
で
亡
く
な
ら
れ
た
大
切
な
人
、
御
一
人
お

ひ
と
り
の
為
に
、
そ
の
生
涯
を
刻
み
込
ん
だ
供
養
塔
を
建
て
て

差
し
上
げ
た
い
の
は
山
々
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
そ
れ
も

中
々
叶
い
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
五
輪
塔
等
の
天
辺
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の
部
分
を
象
っ
た
板
に
故
人
様
の
お
人
柄
や
信
仰
、
ご
生
涯
の

結
晶
で
あ
る
所
の
お
戒
名
を
し
た
た
め
、
立
て
て
差
し
上
げ
る

の
が
、
本
日
の
卒
塔
婆
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
墓
に
参
ら
れ
た
ら
、

家
族
思
い
だ
っ
た
亡
き
〇
〇
様
の
お
徳
を
偲
び
、
か
け
て
頂
い

た
お
言
葉
な
ど
思
い
起
こ
し
て
、「
貴
方
に
何
時
ご
覧
頂
い
て

も
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
か
極

楽
世
界
で
覚
り
を
進
め
、
よ
り
善
き
導
き
を
垂
れ
た
ま
え
」
と

の
思
い
で
、
卒
塔
婆
を
立
て
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
上
げ
、
法
要
を
始
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
は
お
十
念
ご

一
緒
に
お
手
向
け
く
だ
さ
い
。
同
称
十
念

【
参
考
】

「
塔
婆
石
塔
」（『
持
宝
通
覧
』
巻
中
）

客
問
、
塔
婆
石
塔
を
墓
上
に
建
る
の
起
由
、
未
だ
其
の
本
説
を

得
ず
。
請
ふ
、
為
に
縷
曲
、
答
え
て
曰
く
塔
婆
と
は
梵
語
な
り
。

塔
と
は
是
れ
略
語
な
り
（
秘
蔵
記
の
本
に
曰
く
、
漢
家
に
は
略

し
て
卒
都
婆
を
呼
て
塔
と
曰
ふ
な
り
。
要
覧
下
〈
五
十
四
〉、

新
記
下
〈
七
十
三
右
〉、
光
明
文
句
八
末
〈
四
十
右
〉）。
元
と

是
れ
一
体
な
り
。
又
た
戒
壇
図
経
に
曰
く
、
塔
の
字
は
此
の
方

の
字
書
に
は
乃
是
物
の
声
な
り
、
西
土
の
号
に
非
ず
（
西
土
に

塔
婆
と
曰
う
、
其
の
語
語
を
は
此
の
方
に
略
し
て
塔
と
曰
ふ
故

に
曰
く
、
西
土
の
号
と
非
ざ
る
な
り
）。
若
し
梵
本
に
依
ら
ば

名
て
塔
婆
と
曰
ふ
（
已
上
名
義
七
〈
五
右
〉）。
之
を
石
に
彫
む

が
故
に
石
塔
婆
と
云
ひ
、
或
は
略
し
て
石
塔
と
曰
ふ
。
知
ぬ
、

是
れ
其
の
体
一
物
な
り
。
又
た
塔
と
支
提
と
は
其
の
物
為
く
る

こ
と
一
に
し
て
、
只
だ
舎
利
を
安
る
の
有
無
に
由
て
、
名
を
異

と
に
す
る
の
み
。
雑
心
論
に
曰
く
、
舎
利
有
る
ら
ば
塔
と
名
け
、

舎
利
無
き
を
支
提
と
名
く
と
（
名
義
秘
蔵
記
の
本
に
曰
く
、
七

〈
五
左
〉
舎
利
無
き
を
斯
底
と
曰
ふ
）。
塔
と
は
経
論
の
中
に
或

は
塔
婆
と
云
ひ
、
或
は
薮
斗
波
と
言
ひ
、
或
は
兜
婆
と
云
ひ
、

或
は
偸
婆
と
曰
ひ
、
或
は
蘓
偸
婆
と
言
ひ
、
或
は
浮
図
と
云
ひ
、

皆
訛
略
な
り
。
正
に
は
窣
覩
婆
と
云
ふ
。
此
に
訳
し
て
廟
と
云

ひ
、或
は
方
墳
と
云
ひ
、或
は
高
顕
と
云
ひ
、或
は
円
塚
と
云
ひ
、

或
は
宝
塔
と
云
ひ
、
或
は
讃
護
と
云
ひ
、
或
は
大
聚
と
云
ひ
、

或
は
聚
相
と
云
ふ
（
望
西
六
〈
十
左
〉
文
句
八
一
〈
四
十
四
右
〉

事
苑
の
一
に〈
十
六
左
〉古
仏
の
廟
を
出
せ
る
、名
義
七〈
五
右
〉



161　常用の偈文を通した法話の研究（二）

研究成果報告

要
覧
下
〈
五
十
四
右
〉）。
支
提
と
は
経
論
の
中
に
、
或
は
難
提

と
云
ひ
、
或
は
支
徴
と
云
ひ
、
或
は
脂
帝
と
云
ひ
、
或
は
制
底

と
云
ひ
、
或
は
制
多
と
云
ふ
。
此
に
訳
し
て
可
供
養
處
と
云
ひ
、

或
は
滅
悪
生
善
処
と
云
ひ
、或
は
功
徳
聚
と
云
ひ
（
名
義
七
〈
五

左
〉
望
西
六
〈
十
左
〉）、
将
に
今
ま
石
塔
を
立
る
こ
と
は
、
屍

骨
の
納
処
に
於
て
す
。
蓋
し
塔
婆
を
設
る
に
は
、
層
級
に
不
同

有
り
。
後
分
経
に
曰
く
、
仏
塔
は
高
十
三
層
に
せ
よ
、
上
は
輪

相
有
る
べ
し
、
辟
支
仏
の
塔
は
十
一
層
、
阿
羅
漢
は
四
層
、
転

輪
王
に
は
層
級
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
未
だ
三
界
諸
有
の
苦

を
脱
せ
ざ
る
が
故
に
、
十
二
因
縁
経
の
八
種
の
塔
に
は
並
に
露

盤
有
り
。
又
た
仏
塔
八
重
、
菩
薩
は
七
重
、
辟
支
仏
は
六
重
、

四
果
は
五
重
、
三
果
は
四
重
、
二
果
は
三
重
、
初
果
は
二
重
、

輪
王
は
一
重
、
凡
僧
は
但
だ
蕉
葉
火
珠
の
み
。
僧
祇
に
曰
く
、

持
律
の
比
丘
法
師
、
営
事
の
比
丘
の
徳
望
有
る
者
は
皆
応
に
塔

を
立
つ
る
べ
し
（
大
蔵
一
覧
四
〈
三
十
二
左
〉
名
義
七
〈
五
右
〉

要
覧
下
〈
五
十
四
右
〉
光
明
文
句
八
末
〈
四
十
右
〉）。
此
に
因

て
塔
婆
石
塔
を
立
る
は
咸み

な
有
徳
の
人
、
屍
骨
を
納
る
の
処
に
立

つ
。
猥
に
凡
僧
平
俗
の
墓
上
に
建
つ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
吾
が

日
本
の
風
、
凡
僧
平
俗
の
塚
の
上
に
塔
婆
石
塔
と
称
す
る
者
を

立
つ
、
惟
れ
実
の
塔
婆
石
塔
に
は
非
ず
。
其
の
形
、
小
塔
に
似

た
る
が
故
に
強
て
塔
婆
石
塔
と
名
く
。
若
し
誤
て
宝
塔
の
相
を

作
ら
ば
、
非
法
な
る
の
み
。
今
ま
僧
俗
の
塚
上
に
石
塔
を
立
る

は
何
ぞ
や
。
謂
く
梵
に
舎
磨
奢
那
、此
に
家
と
云
ふ
。
西
域
に
は
、

僧
死
す
れ
ば
骨
を
地
底
に
埋
て
、
上
瓦
石
を
累
ぬ
。
窣
堵
婆
に

似
た
り
。
但
し
形
卑
小
な
り
（
名
義
七
〈
五
左
〉
補
註
八
〈
廿

三
左
〉）。
西
域
記
に
立
表
と
曰
ひ
、
寄
帰
伝
に
作
倶
攞
と
曰
ふ
。

皆
、
塼せ

ん

石せ
き

を
壘た

た
む
て
之
を
為
る
。
形
、
小
塔
の
如
し
。
上
に
輪

蓋
無
し
（
要
覧
下
〈
五
十
四
右
〉）。
蓋
し
此
の
式
に
由
る
な
り

（
今
ま
凡
僧
の
塚
に
無
縫
塔
を
建
る
は
、
頗
る
仏
制
に
順
ず
る
）。

日
域
に
於
て
総
じ
て
塔
婆
と
名
く
る
者
は
柱
板
貫
木
を
立
て
て
、

或
は
塔
婆
と
曰
ひ
、
亦
は
窣
都
婆
と
云
ふ
（
或
は
四
面
、
亦
は

両
面
、
長
短
不
定
な
り
。
上
に
五
輪
を
彫
む
。
殆
ど
塔
相
に
似

た
り
。
故
に
少し

ば
ら
く
塔
婆
と
名
る
か
。
実
の
塔
婆
に
非
ず
。
日

本
の
風
、
木
に
五
輪
を
刻
み
局
て
、
塔
婆
亦
は
窣
都
婆
と
名
く
）。

石
を
壘
む
を
石
塔
と
名
く
（
形
、小
塔
の
如
し
、亦
、輪
相
有
り
。

今
、
石
塔
と
称
す
る
の
類
、
或
は
四
面
、
亦
一
面
石
を
用
ゆ
。
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復
た
五
輪
相
を
彫
み
て
直
に
五
輪
塔
と
名
る
有
り
。
五
輪
は
法

身
の
体
、
即
ち
法
界
塔
婆
な
り
）。

「
五
輪
蘇
都
婆
之
始
（
第
二
百
四
十
九
）」（『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』

下
巻
）

問
、五
輪
塔
婆
は
何
れ
の
時
始
る
や
。
答
ふ
、過
去
よ
り
之
有
り
。

兪
山
陀
羅
樹
の
縁
を
見
る
に
、世
尊
、往
昔
、忍
辱
太
子
為
る
時
、

父
王
治
療
の
為
、
眼
目
を
挑
っ
て
薬
と
為
し
即
ち
死
す
。
父
王
、

平
癒
本
心
に
し
て
歎
き
乍
ら
蘇
都
婆
を
立
て
、
菩
提
に
充
て
る
。

此
の
徳
に
依
て
今
日
成
仏
し
玉
ふ
（
報
恩
経
の
三
）。
爾
ら
ば

仏
仏
の
儀
式
な
る
可
し
。
問
、
世
尊
の
往
縁
無
量
な
り
。
今
日

衆
生
の
為
に
之
を
作
す
べ
き
。
仏
の
許
し
有
る
や
。
答
ふ
、
有

る
可
し
。
宝
積
経
に
蓮
華
に
処
す
る
に
四
縁
有
り
。
偈
に
曰
く
、

華
香
を
仏
に
散
じ
、
支
提
を
他
に
害
さ
せ
ず
、
并
に
像
を
造
り
、

大
菩
提
に
於
て
深
く
信
解
す
れ
ば
、
蓮
華
に
処
し
て
仏
前
に
生

ず
る
こ
と
を
得（
要
集
引
玆
）。
此
の
中
に
支
提
と
は
塔
婆
な
り
。

「
率
都
婆
功
徳
之
説
（
第
二
百
五
十
一
）」（『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』

下
巻
）

無
垢
清
浄
陀
羅
尼
経
に
曰
く
、
率
都
婆
の
影
は
辰
の
時
よ
り
日

中
に
至
て
、
無
間
八
難
の
底
に
没
す
。
日
中
よ
り
日
没
に
至
て

は
非
想
天
に
至
る
故
に
、
天
上
及
び
無
間
八
難
の
底
に
沈
む
衆

生
、
皆
苦
を
離
れ
、
楽
を
得
。

大
日
経
に
曰
く
、
一
た
び
率
都
婆
を
見
れ
ば
永
く
三
悪
道
を
離

る
。
何
に
況
や
造
立
す
る
者
は
必
ず
安
楽
国
に
生
ず
。
其
の
他
、

大
槃
若
経
、
摩
訶
摩
耶
経
、
随
求
陀
羅
経
等
に
功
徳
を
明
せ
り
。

「
卒
塔
婆
」（『
岩
波
仏
教
辞
典
』）

そ
と
ば
（s:sutupa

）〈
率
塔
婆
〉〈
率
都
婆
〉
と
も
書
き
、
単

に
〈
塔
婆
〉
と
か
〈
塔
〉
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
古
代
イ
ン
ド

で
は
土
饅
頭
型
に
盛
り
上
げ
た
墓
ま
た
は
塚
を
さ
し
た
が
、
舎

利
信
仰
の
発
展
に
伴
っ
て
塔
そ
の
も
の
の
形
状
も
変
化
し
、
仏

教
寺
院
を
象
徴
す
る
三
重
、
五
重
な
ど
の
塔
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
方
日
本
で
は
、
五
輪
形
式
の
塔
が
墓
標
と
し
て
一
般
的
に
な

る
と
、
石
板
・
木
柱
・
木
板
に
刻
み
目
を
つ
け
た
だ
け
の
墓
標

や
供
養
塔
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
民
間
で
は
三
十
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三
回
忌
の
弔
い
上
げ
に
あ
た
っ
て
、
葉
の
つ
い
た
ま
ま
の
生
木

の
一
面
を
削
っ
て
卒
塔
婆
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
生
き
塔
婆
の
風

習
も
広
く
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
東
大
寺
僧
珍
海
（
一
〇
九
〇

―
一
一
五
二
）
は
自
著
『
菩
提
心
集
』（
一
一
二
八
年
成
立
）

の
中
で
、「
本
は
そ
た
う
ば
と
云
ふ
、
そ
れ
を
そ
と
ば
と
い
ひ

な
せ
り
、
其
の
は
じ
め
の
言
を
除
き
て
た
う
ば
と
い
ふ
、
た
う

ば
を
猶
つ
づ
め
て
塔
と
い
ふ
」
と
解
し
て
い
る
。
わ
が
国
最
古

の
卒
塔
婆
音
転
写
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。（
後
略
）

�
（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

「
灯と

う
明み

ょ
う

」

⑤
〈
解
説
〉

仏
前
に
供
え
る
灯
火
の
こ
と
。『
法
華
経
』
等
を
は
じ
め
、
仏

典
に
は
仏
・
菩
薩
に
灯
明
を
奉
げ
る
こ
と
に
よ
り
受
け
る
功
徳

の
大
き
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
香
偈
の
文
に
は
、
仏
の
智

慧
を
火
に
た
と
え
て
、
煩
悩
を
焚
焼
す
る
も
の
と
説
か
れ
る
。

密
教
で
は
外げ

の

四し 

供く

養よ
う

や
六
種
供
養
の
一
つ
と
さ
れ
て
智
慧
に

比
さ
れ
、
灯
明
を
献
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
の
智
慧
を
讃
え
、

迷
闇
が
除
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
灯
火
の
材
料
と
し
て
、
古
く
は

油
や
脂
な
ど
を
用
い
た
が
、
隋
・
唐
の
頃
か
ら
蠟
燭
も
あ
わ
せ

用
い
ら
れ
、
灯
燭
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
香
・
花
と
と
も

に
「
三
具
足
」
と
し
て
供
え
る
と
き
に
は
、
灯
明
は
仏
前
に
向

か
っ
て
右
側
へ
置
く
。
戒
律
で
は
、
灯
明
を
消
す
場
合
、
口
で

吹
き
消
す
な
ど
の
方
法
を
禁
じ
、
和
蠟
燭
は
芯
切
鋏
で
芯
を
切

る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
和
田
文
剛
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

仏
前
に
お
供
え
す
る
蝋
燭
の
事
を
灯
明
と
言
い
ま
す
。
お
参

り
す
る
前
に
は
必
ず
火
を
灯
し
ま
す
が
、
こ
の
火
の
明
か
り
に

よ
っ
て
、
た
と
え
、
ど
れ
だ
け
長
い
間
、
闇
に
包
ま
れ
て
い
た

所
で
あ
っ
て
も
、
一
瞬
に
し
て
、
闇
を
破
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
間
、
蝋
燭
は
、
我
が
身
を
削
っ
て
、
周
り
を
明
る
く
照
ら
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
姿
は
、
自
分
の
こ



164

と
は
さ
て
お
き
、
ま
ず
は
相
手
の
た
め
に
尽
く
す
、
菩
薩
の
精

神
を
表
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
蝋
燭
の
火
の
こ
と
を
「
と
も
し
火
」
と
い
い
、

仏
教
で
は
、
私
た
ち
の
心
の
闇
（
無
明
）
を
照
ら
す
智
慧
の
光

の
象
徴
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
と
も
し
火
」

に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
心
に
も
光
が
射
し
、

暗
い
方
か
ら
明
る
い
方
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

平
成
一
四
年
（
ニ
〇
〇
二
）
に
往
生
し
た
祖
母
が
生
前
、
蝋

燭
に
つ
い
て
、
よ
く
次
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ま
だ
私
が
幼
か
っ
た
頃
、
祖
母
と
一
緒
に
本
堂
で
亡

き
祖
父
の
お
参
り
を
し
て
い
た
時
の
事
で
す
。
す
る
と
、
祖
母

は
読
経
中
、
決
ま
っ
て
涙
を
流
し
て
拝
ん
で
い
る
の
で
す
。
お

参
り
が
終
わ
っ
て
、
幼
心
に
私
が
、
そ
の
涙
の
訳
を
祖
母
に
尋

ね
る
と
、「
蠟
燭
の
火
、『
と
も
し
火
』を
見
て
ご
ら
ん
。
今
も『
と

も
し
火
』
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
小
さ
く
な
っ
た
り
、
し
て
る

や
ろ
。
こ
れ
は
な
、
極
楽
浄
土
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
拝
ん

で
く
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
ん
や
。
ま
た
、
阿
弥
陀

さ
ま
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
や
で
」
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
当
時
、
祖
母
は
、
極
楽
浄
土

の
祖
父
と
「
と
も
し
火
」
を
通
し
て
、
対
話
す
る
こ
と
で
、
愛

別
離
苦
の
苦
し
み
を
昇
華
さ
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
確
か
に
、

も
う
祖
父
の
声
を
聴
い
た
り
、
姿
を
見
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、祖
母
は
「
と
も
し
火
」
を
通
し
、祖
父
の
声
な
き
声
、

姿
な
き
姿
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
す
。

以
来
、
私
は
読
経
中
、
仏
前
の
「
と
も
し
火
」
を
頼
り
に
拝

む
よ
う
心
が
け
て
い
る
の
で
す
が
、
す
る
と
風
も
吹
い
て
い
な

い
の
に
不
自
然
に
「
と
も
し
火
」
が
大
き
く
揺
れ
動
く
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
度
に
、
私
は
祖
母
の
言
葉
を
思
い

出
し
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
、
極
楽
浄
土
か
ら
祖
父
や
祖
母

が
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
。
ひ
い
て
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
と
も
し
火
」
に
照
ら

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
が
暗
い
方
か
ら
明
る
い
方
へ
と
進

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
、「
と
も
し
火
」
は

智
慧
の
光
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
も
お
仏
壇
で
お
参
り
さ
れ
る
際
、

「
と
も
し
火
」
を
頼
り
に
、
極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
さ
ま
や
ご
先
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祖
さ
ま
の
見
守
り
を
感
じ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

灯
明
は
愚
か
さ
の
闇
を
破
る
仏
の
智
慧
の
光
明

・�

灯
明
を
絶
や
さ
ぬ
は
仏
の
教
え
を
絶
え
さ
せ
ぬ
こ
と
（
延
暦

寺
不
滅
の
法
灯
）

《
五
分
法
話
例
》

本
日
は
四
十
九
日
に
合
わ
せ
て
、
本
位
牌
と
ご
本
尊
さ
ま
の

開
眼
供
養
も
お
勤
め
致
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
開
眼
供
養
も
無

事
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
日
こ
れ
よ
り
は
、
こ
の
本
位

牌
を
○
○
さ
ま
の
ご
分
身
と
、
又
お
仏
像
も
極
楽
世
界
の
生
き

た
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
分
身
と
お
心
得
い
た
だ
き
、
お
給
仕
を
し

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

亡
き
方
の
御み

魂た
ま
が
、
或
い
は
如
来
さ
ま
が
、
こ
こ
に
お
宿
り

下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
勤
め
す
る
儀
式
を
、
開
眼
供
養
と
申

し
て
お
り
ま
す
。
俗
に「
御
魂
入
れ
」、「
お
性
根（
精
念
）入
れ
」

な
ど
と
も
申
し
ま
す
。「
開
眼
」
と
は
「
眼
（
ま
な
こ
）
を
開
く
」

と
書
き
ま
す
。
仏
師
の
方
は
お
仏
像
を
造
る
時
、最
後
に
「
眼
」

を
書
き
入
れ
て
仕
上
げ
と
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
更
に
、
私
共

僧
侶
が
生
き
た
如
来
さ
ま
の
依
り
代
と
な
っ
て
い
た
だ
く
為
の

儀
式
を
行
う
こ
と
で
、
初
め
て
仏
の
ご
分
身
と
し
て
、
お
働
き

下
さ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
因
み
に
こ
う
し
た
儀
式
法
要
を

面
倒
が
っ
て
省
き
ま
す
と
「
仏
造
っ
て
魂
入
れ
ず
」
な
ど
と
言

わ
れ
ま
す
。

何
事
も
形
だ
け
で
は
な
く
、
中
身
が
大
事
で
す
。
今
、
仏
前

に
あ
る
雪ぼ

ん

洞ぼ
り

も
中
に
光
が
灯
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
向
う

の
仏
さ
ま
に
対
し
て
、
手
を
合
わ
せ
た
い
、
ご
供
養
申
し
上
げ

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
起
き
る
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
「
開
眼
供
養
」
と
申
し
ま
す
か
ら
、
開
眼
し
た
お
仏
像

や
お
位
牌
に
は
、
生
き
た
お
方
と
心
得
て
、
ご
供
養
を
さ
せ
て

頂
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
然
上
人
の
ご
問
答
に
も
「
開
眼
供
養
」
の
こ
と
が
出
て
参

り
ま
す
が
、
法
然
上
人
は
「
供
養
と
い
う
は
、
ほ
と
け
に
花
香

仏
供
、
御
あ
か
し
な
ん
ど
を
も
ま
い
ら
せ
、
さ
ら
ぬ
た
か
ら
を
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も
ま
い
ら
せ
候
を
供
養
と
は
申
し
候
な
り
（
（4
（

」
と
お
示
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。「
花
香
」
は
、お
花
と
お
香
の
こ
と
。「
仏
供
」

は
お
供
え
物
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
「
御
あ
か
し
」、
こ

れ
は
仏
前
に
灯
す
火
で
「
お
灯
明
」
の
こ
と
で
す
。
今
は
蝋
燭

を
用
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
法
然
上
人
の
時
代
は
、
菜
種

油
を
充
た
し
た
皿
に
灯
芯
を
浸
し
、
そ
こ
に
火
を
つ
け
る
形
で

供
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

若
き
日
の
法
然
上
人
が
ご
修
行
さ
れ
た
比
叡
山
延
暦
寺
に
は
、

「
不
滅
の
法
灯
」
と
呼
ば
れ
る
不
思
議
な
「
御
あ
か
し
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
灯
火
は
、
伝
教
大
師
さ
ま
が
延
暦
七
年
（
七
八

八
）
に
灯
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
何
と
千
二
百
三
十
五
年
間
、

一
度
も
消
え
た
こ
と
が
無
い
と
い
う
の
で
す
。
だ
か
ら
「
不
滅

の
法
灯
」、
或
い
は
「
消
え
ず
の
法
灯
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
魔
法
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
師
匠
さ
ま
が
灯
さ
れ
た
、
世
を
照
ら
す
仏
法
の
火
を
消
し

て
は
な
ら
ぬ
」
と
、
お
弟
子
た
ち
が
日
夜
、
油
を
注
ぎ
、
灯
芯

を
つ
ぎ
足
し
、
次
の
代
に
言
い
伝
え
、
火
を
絶
や
さ
ぬ
努
力
を

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
火
を
「
不
滅
」
足
ら
し
め
て

い
る
の
で
す
（
（4
（

。
皆
さ
ん
も
、
ご
先
祖
さ
ま
方
が
、
代
々
大
切

に
お
守
り
下
さ
っ
た
信
仰
の
灯
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
、

消
し
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
お
灯
明
」
は
、
私
た
ち
の
「
愚
か
さ
の
闇
」
を
破
る
、
仏

の
「
智
慧
の
光
」
の
象
徴
で
す
。
そ
の
光
明
は
私
た
ち
の
進
む

べ
き
方
向
を
示
し
、
足
を
踏
み
入
れ
て
良
い
所
か
否
か
を
明
か

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
愚
か
な
私
た
ち
も
、
愚
か
さ

の
闇
を
離
れ
、
明
る
い
お
覚
り
の
世
界
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
自
宅
の
お
仏
壇
で
も
、
毎
日
、「
御
あ

か
し
」
を
上
げ
て
智
慧
の
み
光
に
煩
悩
の
闇
を
打
ち
破
っ
て
頂

き
、
共
に
極
楽
往
生
を
目
指
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
念

仏
を
お
称
え
致
し
ま
し
ょ
う
。
同
称
十
念

【
参
考
】

「
燭
台
」（『
持
宝
通
覧
』
巻
中
）

（
前
略
）
華
厳
に
曰
く
、
又
た
光
明
を
放
つ
を
照
耀
と
名
く
。

蔽
一
切
諸
天
の
光
を
映
じ
、
所
有
の
暗
障
除
か
ず
と
云
う
こ
と

靡
し
。
普
く
衆
生
の
為
め
に
饒
益
を
作
す
。
此
の
光
一
切
の
衆
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を
覚
悟
し
て
灯
明
を
執
ら
し
め
て
仏
に
供
養
し
灯
を
以
て
諸
仏

に
供
養
す
る
が
故
に
、
世
中
に
無
上
灯
を
成
ず
る
こ
と
を
得
。

諸
の
油
灯
及
び
酥
灯
を
然
し
、
亦
た
種
種
諸
の
明
炬
衆
香
妙
薬

上
宝
燭
を
然
す
。
是
の
供
養
を
以
て
此
の
光
を
獲
る
。
普
廣
経

に
曰
く
、
然
灯
の
供
養
は
諸
の
幽
冥
を
照
す
。
苦
痛
の
衆
生
、

此
の
光
明
を
蒙
て
互
に
相
見
る
こ
と
を
得
。
此
の
福
徳
に
縁
て

彼
の
衆
生
の
苦
を
抜
て
、
悉
く
休
息
を
得
せ
し
む
。
施
灯
功
徳

経
に
曰
く
、
若
し
人
塔
廟
に
於
て
灯
明
を
施
し
已
て
臨
命
終
の

時
、
四
種
の
光
明
を
見
る
こ
と
を
得
。（
同
歸
中
〈
四
十
一
右
〉

珠
林
四
十
八
〈
初
右
〉
大
経
釈
〈
二
十
右
〉
要
集
記
六
〈
三
十

四
右
〉）（
後
略
）

「
六
種
供
具
（
第
三
百
七
十
五
）」（『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』
下
巻
）

華
・
塗
香
・
水
・
焼
香
・
飯
食
・
灯
明
な
り
。
此
れ
六
波
羅
密

を
表
す
。
水
は
檀
波
羅
密
、
貪
苦
を
潤
す
を
以
て
な
り
。
塗
香

は
戒
波
羅
密
な
り
。
塗
香
は
能
く
垢
を
清
浄
に
す
。
戒
の
体
浄

能
く
煩
悩
の
垢
を
治
す
る
に
喩
ふ
。
華
は
忍
辱
波
羅
密
に
喩
ふ
。

花
を
見
て
瞋
る
も
の
な
し
。
故
に
忍
に
喩
ふ
。
食
は
禅
波
羅
密

な
り
。
禅
悦
食
と
云
ふ
故
な
り
。
灯
明
は
般
若
に
喩
ふ
。
智
能

く
明
了
に
物
を
照
し
て
縁
す
る
こ
と
灯
光
の
如
し
。
焼
香
は
精

進
に
喩
ふ
。
同
断
な
り
。
香
の
燃
ゆ
る
は
此
れ
勤
し
て
怠
ら
ざ

る
に
喩
ふ
。

「
灯
除
愚
痴
暗（
第
三
百
七
十
七
）」（『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』下
巻
）

仏
灯
に
愚
痴
の
闇
を
除
く
功
能
あ
り
。
羂
索
経
十
九
に
、
灯
の

真
言
を
説
て
曰
く
、
是
の
如
く
真
言
三
遍
、
灯
明
を
加
持
し
て

献
じ
て
供
養
す
れ
ば
、
持
法
の
者
、
諸
の
暗
障
を
蠲の

ぞ
く
を
観
る

と
。

「
灯
籠　
燭
台
」（『
浄
土
宗
法
義
解
説
』）

共
に
仏
前
に
灯
火
を
献
ず
る
具
で
あ
る
が
、
油
灯
は
灯
籠
に
、

蝋
燭
は
燭
台
を
用
い
る
。
灯
籠
は
始
め
僧
院
で
用
い
て
い
た
が
、

我
国
で
は
神
社
及
び
庭
園
等
に
応
用
せ
ら
れ
、
或
は
往
来
安
全

の
た
め
の
路
傍
に
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
灯
籠
は
古
く

印
度
で
釈
尊
在
世
当
時
か
ら
あ
り
、
現
時
は
金
灯
籠・石
灯
籠・

竹
木
土
製
の
も
の
も
あ
る
。（
中
略
）
人
間
は
古
く
か
ら
灯
を
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あ
こ
が
れ
、
火
を
極
め
て
尊
い
も
の
と
信
ず
る
風
習
が
、
世
界

到
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
理
由
は
火
に
は
二
大
作
用
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
即
ち
一
に
は
万
物
を
燃
焼
し
て
清
浄
に
し
、
二

に
は
万
物
を
照
燿
す
る
光
明
の
力
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
灯
火
光

燭
を
供
養
す
る
こ
と
は
、
そ
の
光
明
を
放
っ
て
諸
の
幽
冥
を
照

し
、
あ
ら
ゆ
る
暗
障
を
除
き
、
そ
の
光
明
で
一
切
の
衆
生
を
覚

悟
せ
し
め
、
無
量
の
福
徳
を
得
ん
が
た
め
で
あ
る
。
む
か
し
印

度
で
は
灯
明
に
は
油
火
の
み
を
用
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
仏
教

が
中
国
に
来
て
隋
唐
の
代
に
至
り
、
蝋
燭
を
も
併
せ
用
い
る
に

至
っ
た
。わ
が
国
で
は「
油
火
を
灯
と
い
い
、蝋
火
を
燭
と
す
る
」

と
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
く
は
油
火
を
重
じ
て
い
た
が
、

後
蝋
燭
が
造
ら
れ
両
者
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

「
払ほ

っ
子す

」

⑤
〈
解
説
〉

法
要
の
と
き
に
、
導
師
が
用
い
る
法
具
で
、
獣
毛
な
ど
の
長
い

毛
を
束
ね
て
柄
に
つ
け
た
も
の
。
麈し

ゅ
尾び

と
も
い
う
。
麈
と
は
大

鹿
の
こ
と
を
さ
し
、
大
鹿
が
尾
を
振
る
と
群
れ
の
鹿
が
そ
れ
に

つ
き
従
う
様
子
が
、
導
師
が
式
衆
を
従
え
る
様
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
。
イ
ン
ド
で
は
、
虫
や
塵
を
振
り
払
う

た
め
に
用
い
た
。
日
本
に
お
い
て
は
真
宗
以
外
、
導
師
は
払
子

を
持
っ
て
威
儀
を
正
す
。
浄
土
宗
で
は
、
大
衆
を
指
揮
す
る
意

味
か
ら
導
師
が
執
持
す
る
。
払
子
の
持
ち
方
は
、
合
掌
の
人
差

し
指
と
親
指
の
間
か
ら
柄
の
末
を
出
し
、
そ
の
角
度
は
四
五
度

位
が
適
当
と
さ
れ
る
。
振
り
方
は
、
右
手
で
柄
の
端
を
持
ち
、

左さ

・
右う

・
左
と
振
り
、
左
手
は
金
剛
印
を
結
ん
で
左
腰
部
に
当

て
る
。
内
陣
法
要
で
は
入
堂
直
後
と
退
堂
直
前
の
二
回
、
施
餓

鬼
会
な
ど
の
外げ

陣じ
ん

法
要
で
は
仏
前
と
祭
壇
の
計
四
回
と
し
、
そ

れ
以
上
み
だ
り
に
振
っ
て
は
な
ら
な
い
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
坂
上
典
翁
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

払
子
を
振
る
こ
と
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
お
伝
え
し
、
法
を
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求
め
る
契
機
と
す
る
。

《
五
分
法
話
例
》

本
日
は
、
ご
参
詣
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

法
要
の
始
め
と
終
わ
り
に
は
、
長
い
毛
の
束
の
付
い
た
「
払

子
」
と
い
う
仏
具
を
振
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
お

釈
迦
さ
ま
ご
在
世
の
頃
か
ら
、
仏
弟
子
の
方
々
の
持
ち
物
だ
っ

た
そ
う
で
、
修
行
を
妨
げ
る
虫
な
ど
を
払
う
こ
と
に
使
わ
れ
て

い
た
物
で
す
。
イ
ン
ド
の
山
林
の
中
な
ど
で
は
、
多
く
の
虫
が

群
が
っ
て
来
て
、
ご
修
行
に
集
中
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
ね
。
で
も
、
仏
弟
子
の
方
々
は
邪
魔
だ
か

ら
と
い
っ
て
殺
生
は
致
し
ま
せ
ん
。
虫
を
も
殺
さ
ぬ
慈
悲
の
心

で
、
払
子
で
払
っ
て
は
ご
修
行
を
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
何
故
な
ら
ば
、
目
の
前
の
虫
も
、
過
去
世
を
遡
れ
ば

か
つ
て
の
親
兄
弟
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
も
せ
め
て
今
日
一
日
は
、
ご
法
要
で

積
ま
れ
た
功
徳
に
水
を
差
さ
な
い
た
め
に
も
、
不
殺
生
を
心
掛

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
払
子
に
つ
い
て
、
以
前
、
あ
る
お
檀
家
さ
ま
か
ら
、「
あ

れ
は
誰
の
毛
な
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
誰
の
毛
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
化
学
繊
維
の
も

の
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
元
々
は
麈
（
お
お
し
か
）
と
呼
ば
れ

る
獣
の
尻
尾
を
用
い
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
獣

は
現
在
の
ヤ
ク
の
こ
と
で
す
。
麈
は
群
れ
で
生
息
し
て
い
る
動

物
で
、
い
わ
ば
ボ
ス
鹿
と
で
も
い
う
よ
う
な
一
頭
が
群
れ
を
率

い
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
群
れ
の
中
に
は
身
勝
手
な
行

い
を
し
て
、
一
族
に
危
険
を
招
く
よ
う
な
者
も
い
ま
す
。
行
っ

て
は
な
ら
ぬ
方
へ
歩
み
を
進
め
よ
う
と
す
る
者
が
増
え
る
と
、

群
れ
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
統
率
が
取
れ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

結
果
、
命
を
落
と
す
者
も
出
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ボ
ス
は

大
き
な
尾
を
振
っ
て
「
行
く
べ
き
先
は
こ
っ
ち
だ
ぞ
」
と
方
向

を
示
し
、
群
れ
を
安
全
な
方
向
に
導
く
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

姿
は
あ
た
か
も
世
の
誘
惑
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
て
道
を
踏
み
誤

り
そ
う
に
な
っ
て
い
る
人
々
を
、
正
し
い
方
向
に
導
こ
う
と
教

え
を
説
く
お
釈
迦
さ
ま
や
仏
弟
子
方
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
こ
と
を
象
徴
し
て
、
人
々
を
統
率
し
、
教
え
導
く
導
師
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の
持
ち
物
と
な
り
ま
し
た
の
が
、
こ
の
払
子
と
い
う
物
で
ご
ざ

い
ま
す
。

私
の
よ
う
な
未
熟
な
僧
が
振
る
の
は
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す

が
、
皆
さ
ま
に
お
伝
え
申
し
上
げ
る
み
教
え
は
、
私
個
人
の
浅

知
恵
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
釈
迦
さ
ま
や
法
然
上

人
が
お
伝
え
く
だ
さ
っ
た
み
教
え
の
お
取
り
次
ぎ
に
他
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
御
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
私
が
お
念
仏
を
お

勧
め
申
し
上
げ
る
の
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
「
進
む
べ
き
方
角
は

あ
ち
ら
」
と
西
方
極
楽
を
指
し
示
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
。

仰
せ
の
通
り
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
れ
ば
必
ず
往
生
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
。
せ
っ
か
く
念
仏
往
生
の
教
え
に
ご
縁
を
受

け
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
ご
自
身
の
欲
望
の
言
い
な
り
に

な
っ
て
あ
ら
ぬ
方
向
に
人
生
の
舵
を
切
り
、
往
生
仕
損
じ
る
破

目
に
な
ら
れ
て
は
困
り
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
の
お
言
い
つ
け
の

通
り
お
念
仏
称
え
、
極
楽
往
生
を
志
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念

じ
て
本
日
は
閉
式
と
致
し
ま
す
。
同
称
十
念

【
参
考
】

「
払
子
」（『
持
宝
通
覧
』
巻
上
）

要
覧
中
（
九
右
）
云
く
、
律
に
云
く
、
比
丘
草
蟲
を
患
て
、
仏

払
子
を
作
る
こ
と
を
聴ゆ

る

す
。
僧
祇
に
云
く
（
（4
（

、
仏
、
線
払
、
列

氎
（
（4
（

払
、
芒
（
（4
（

払
、
樹
皮
払
を
聴
す
。
制
し
て

も
う

牛
尾
馬
尾
払
、

并
に
金
銀
装
柄
の
者
の
若
き
、
皆
執
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。

「
麈
尾
」（『
持
宝
通
覧
』
巻
上
）

要
覧
中
（
九
右
）
曰
く
、
音
義
指
帰
に
云
、
名
苑
に
曰
く
、
鹿

の
大
な
る
者
を
麈
と
は
曰
ふ
。
群
鹿
之
に
随
ふ
。
皆
な
麈
の
往

く
所
を
看
て
、
麈
尾
の
転
す
る
所
に
随
て
準
と
為
す
。
今
の
講

者
之
を
執
て
彼
に
象
る
。
蓋
し
指
麾
ふ
る
所
有
る
故
に
。

「
払
子
（
第
四
百
十
三
）」（『
浄
土
苾
蒭
寶
庫
』
下
巻
）

仏
、
広
厳
城
に
在
す
時
、
諸
の
比
丘
、
蚊
虫
に
責
め
ら
れ
痒
を

患
ひ
抓
搔
し
て
息
ま
す
、
俗
人
之
を
怪
み
問
ふ
、
聖
者
何
故
に

此
の
如
く
な
る
や
と
。
比
丘
曰
く
、
仏
蚊
を
払
ふ
物
を
持
す
る

を
許
さ
ず
と
。
俗
人
縁
を
窺
ひ
仏
に
告
す
。
是
に
於
て
仏
、
苾



171　常用の偈文を通した法話の研究（二）

研究成果報告

蒭
蚊
を
払
ふ
物
を
畜
ふ
る
こ
と
を
許
す
故
に
、
諸
の
比
丘
衆
、

宝
を
以
て
柄
と
し
、
犛
牛
（
（4
（

の
尾
を
附
し
て
用
ゆ
。
僧
の
払
子

を
用
ゆ
る
、
是
よ
り
始
ま
る
。
僧
祇
に
云
く
、
仏
、
線
払
列
氎

払
芒
払
樹
皮
払
を
聴
す
。
制
し
て
猫マ

マ
牛
尾
馬
尾
払
并
に
金
銀
装

柄
の
者
の
若
き
、
皆
執
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。

「
払
子
」（『
浄
土
宗
法
儀
解
説
』）

払
子
（
ほ
っ
す
）
は
法
要
或
は
葬
儀
式
等
の
場
合
に
、
導
師
が

手
に
持
つ
と
こ
ろ
の
、
長
い
毛
を
束
ね
て
柄
（
え
）
に
附
け
た

も
の
で
、
ま
た
白
払
（
び
ゃ
く
ほ
つ
）、
ま
た
は
払
塵
（
ほ
つ

じ
ん
）
と
も
い
い
、
古
く
印
度
で
比
丘
が
蚊
や
蠅
を
払
う
に
用

い
た
も
の
で
あ
る
。
後
代
中
国
で
「
麈
尾
」（
し
ゅ
び
）
と
い

う
木
片
に
毛
を
は
さ
み
団
扇
の
状
を
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

も
専
ら
塵
を
払
い
蠅
を
払
う
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

払
子
も
こ
れ
と
同
じ
蠅
を
払
う
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
決

し
て
法
具
と
し
て
法
式
用
に
出
来
た
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ

が
時
が
遷
る
に
随
い
、
い
つ
し
か
そ
の
意
義
が
転
化
し
て
、
今

で
は
払
子
も
麈
尾
も
と
も
に
僧
侶
の
容
儀
を
整
え
、
悪
障
、
災

難
を
払
う
法
器
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
釈
尊
の
教

団
で
払
子
を
用
い
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
仏
が
嘗
て
説
法
せ
ら

れ
た
時
、
諸
の
比
丘
が
蚊
の
た
め
に
大
い
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
傍
ら
の
俗
人
が
審
ん
で
問
う
て
曰
く
「
蚊
の
た

め
に
こ
の
よ
う
に
苦
し
ま
れ
る
な
れ
ば
、
何
が
た
め
に
蚊
払
い

を
用
い
給
わ
ぬ
か
」
と
、
と
き
に
比
丘
は
答
え
た
、「
わ
れ
わ

れ
ど
も
は
世
尊
の
お
許
し
の
な
い
こ
と
は
絶
対
に
出
来
な
い
の

で
あ
る
」
と
。
や
が
て
俗
人
は
衆
僧
の
難
儀
を
見
兼
ね
て
世
尊

に
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
世
尊
が
こ
れ
を
用
い
る

こ
と
を
聴（
ゆ
る
）さ
れ
た
。
そ
こ
で
喜
ん
で
こ
れ
を
使
用
し
た
。

こ
れ
が
払
子
の
起
源
で
あ
る
が
、
中
国
唐
の
時
代
禅
宗
盛
ん
に

な
る
に
従
い
、
し
き
り
に
払
子
を
法
器
と
し
て
用
い
、
得
道
の

も
の
に
は
、
払
子
を
授
与
し
、
密
教
で
は
灌
頂
の
際
に
こ
れ
を

以
て
受
者
の
身
を
払
う
こ
と
を
例
と
す
る
。
わ
が
宗
で
払
子
を

用
い
る
意
義
に
二
つ
あ
る
。
一
は
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
は
邪

魔
悪
障
を
払
う
功
徳
が
あ
る
と
し
、
そ
の
二
は
こ
の
払
子
を
用

い
る
こ
と
は
除
障
の
外
に
、
指
麾
（
し
き
）
命
令
す
る
と
い
う

意
義
が
あ
り
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
払
子
は
麈
（
し
ゅ
）
と
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呼
ぶ
大
き
な
鹿
の
尾
毛
を
使
用
し
た
こ
と
に
依
る
。
即
ち
「
釈

氏
要
覧
」
に
「
鹿
の
大
な
る
を
麈
と
曰
う
、
そ
の
尾
の
転
ず
る

と
こ
ろ
に
随
っ
て
準
と
す
」
と
。
蓋
し
麈
の
往
く
方
向
に
群
鹿

こ
れ
に
従
う
の
で
一
切
の
昏
迷
の
衆
生
を
指
導
す
る
象
を
あ
ら

わ
す
も
の
で
あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

「
木も

く
魚ぎ

ょ
」

⑤
〈
解
説
〉

誦
経
や
念
仏
一
会
な
ど
を
称
え
る
と
き
に
打
ち
鳴
ら
す
仏
具
。

ク
ス
ノ
キ
、
ク
ワ
な
ど
の
木
を
円
形
・
中
空
に
削
り
、
魚
鱗
を

彫
刻
し
た
も
の
。
魚
は
昼
夜
目
を
閉
じ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、

常
に
目
覚
め
て
精
進
せ
よ
と
の
警い

ま
し

め
の
た
め
に
、
魚
の
形
を
木

に
刻
ん
で
用
い
た
と
い
う
。
魚
版
か
ら
変
化
し
た
も
の
で
、
原

型
は
中
国
の
宋
代
に
始
ま
り
、
明
代
に
木
製
で
珠
型
中
空
の
魚

や
竜
の
模
様
を
彫
刻
し
た
も
の
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
日
本

に
は
、江
戸
時
代
に
黄お

う

檗ば
く
宗
の
隠
元
（
一
五
九
二
―
一
六
七
三
）

が
こ
れ
を
伝
え
た
と
い
う
。
さ
ら
に
浄
土
宗
で
の
木
魚
の
使
用

は
、
京
都
鳥
羽
の
法
伝
寺
円
説
が
念
仏
に
用
い
た
の
が
は
じ
め

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。誦
経
の
と
き
は
、句
頭
で
一
下
し
、

大
衆
同
音
と
な
っ
て
か
ら
二
句
は
各
一
下
し
、
そ
の
後
お
も
む

ろ
に
字
音
の
合
間
に
打
ち
、
お
わ
り
の
一
句
で
三
下
す
る
。
念

仏
一
会
の
と
き
は
、
鉦
に
準
ず
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
斉
藤
隆
尚
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

本
日
は
よ
う
こ
そ
当
山
の
念
仏
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
本
日
の
念
仏
会
で
は
長
時
間
に
渡
り
、
た
く
さ
ん
の
お
念

仏
を
お
称
え
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
中
に
は

そ
の
よ
う
に
お
称
え
で
き
る
か
不
安
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
が
、
ど
う
ぞ
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
本
日
は
お
念
仏
を
お

称
え
す
る
際
に
大
き
な
助
け
と
な
る
も
の
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。そ
れ
が
、皆
さ
ま
の
前
に
あ
る
木
魚
と
い
う
鳴
り
物
で
す
。

「
南
・
無
阿
・
弥
陀
・
仏
・
南
・
無
阿
・
弥
陀
・
仏
・
…
」
（
（5
（

と
、
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お
念
仏
を
お
称
え
し
て
い
る
そ
の
合
間
に
木
魚
を
打
ち
鳴
ら
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
合
間
に
打
つ
こ
と
か
ら
「
合
間
打
ち
」
（
（5
（

と

い
い
ま
す
。
合
間
に
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
「
阿
弥
陀
様
に
お
届

け
す
る
お
念
仏
の
声
を
木
魚
の
音
で
打
ち
消
さ
な
い
」
と
い
っ

た
意
味
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
木
魚
は
「
木
魚
」
の
字
の
如
く
魚
の
形
に
彫
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
木
製
の
鳴
り
物
で
す
。
で
は
ど
う
し
て
魚

の
形
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
魚
の
眼
は

瞼
が
な
い
こ
と
か
ら
昼
夜
問
わ
ず
い
つ
も
開
い
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
そ
の
様
子
か
ら
、
魚
は
一
日
中
眠

る
こ
と
な
く
、
な
ま
け
る
こ
と
な
く
一
生
懸
命
に
そ
の
時
そ
の

時
を
生
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
魚
を
模
範

と
し
て
私
た
ち
も
こ
の
今
と
い
う
時
に
お
い
て
修
行
を
な
ま
け

る
こ
と
な
く
、
精
進
す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
魚
の
形

に
彫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

因
み
に
、
精
進
の
反
対
の
言
葉
は
懈
怠
（
（5
（

と
い
う
言
葉
で
、〔
特

に
仏
道
修
行
を
〕
な
ま
け
て
励
ま
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
中
で
な
ま
け
た
こ
と
が
生
涯
一
度
も
な
い
と
い
う
方

は
一
人
も
お
ら
れ
な
い
は
ず
で
す
。
む
し
ろ
、
日
常
の
様
々
な

場
面
に
お
い
て
、
精
進
す
べ
き
と
こ
ろ
を
な
ま
け
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
私
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
掃
除
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
つ
い
つ
い
面
倒
で
さ
ぼ
っ

て
し
ま
う
、
な
ま
け
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
寺
で
も
た
と
え
一
日
で
も
境
内
の
掃
除
を
お
こ
た
れ
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
に
汚
れ
て
そ
の
汚
れ
が
目
立
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

掃
除
は
精
進
し
て
毎
日
こ
つ
こ
つ
丁
寧
に
す
べ
き
も
の
で
す
。

現
在
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
い
う
会
社
を
創
業
し
世
界
的
な
企

業
に
ま
で
さ
れ
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
を
ご
存
じ
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
松
下
さ
ん
は
掃
除
を
無
断
で
休
ん
で
し
ま
っ
た
あ
る
社
員

に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。「
掃
除
を
黙
っ

て
休
ん
だ
ら
、
そ
れ
は
君
の
怠
け
に
な
る
。
懈
怠
は
許
さ
な
い
。

〈
中
略
〉
掃
除
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
修
行
な
ん
や
。
修
行

と
い
う
の
は
、
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
修
行
を
捨
て
る
の
は
、

宝
を
捨
て
る
の
と
一
緒
や
。
そ
の
怠
け
心
は
君
、
戒
め
な
い
と

い
け
な
い
」
と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
ご
自
身
の
過
去
の
経

験
を
踏
ま
え
な
が
ら
熱
心
に
お
話
し
さ
れ
た
そ
う
で
す
（
（5
（

。
松
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下
さ
ん
は
「
掃
除
は
修
行
で
あ
り
宝
で
あ
る
」
と
し
て
、
掃
除

に
精
進
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
よ
く
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。翻

っ
て
、
こ
の
場
に
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
の
修
行
と
い
え

ば
、
何
を
差
し
置
い
て
も
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
お
念
仏
こ
そ
が
私
た
ち
の
最
も
大
切
な
宝

と
い
え
る
の
で
す
。
ど
う
ぞ
お
こ
た
る
こ
と
な
く
お
念
仏
と
い

う
修
行
に
精
進
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
木
魚
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
お
念
仏
を
お
称
え
い

た
だ
き
ま
す
が
、時
々
、木
魚
を
打
つ
こ
と
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、

お
念
仏
の
声
が
出
て
い
な
い
お
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
木
魚
は
あ
く
ま
で
お
念
仏
を
お

称
え
す
る
こ
と
を
助
け
る
道
具
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
主
は
お
念
仏

を
お
称
え
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
声
を
し
っ
か
り
と

出
し
て
お
念
仏
を
お
称
え
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
念
仏
会
を
始

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

龍
の
子
、
蒲
牢
が
玉
に
喰
い
つ
く
姿
か
ら
、
煩
悩
を
喜
ん
で

い
る
自
分
を
見
出
す

・�

木
魚
を
叩
く
→
煩
悩
を
吐
き
出
せ
と
促
し
て
い
る

《
五
分
法
話
例
》

皆
さ
ま
長
時
間
の
ご
法
要
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
は
、
皆
さ
ま
に
も
木
魚
を
打
っ
て
の
お
念
仏
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
し
、
こ
の
木
魚
の
こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
手
元
の
木
魚
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

木
の
魚
と
書
い
て
木
魚
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ま
ご
承
知
か
と
思

い
ま
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
お
魚
の
姿
に
見
え
ま
す
か
？

お
魚
に
し
て
は
眼
つ
き
は
鋭
い
し
、
牙
ま
で
生
え
て
い
る
し
、

魚
と
い
う
よ
り
は
龍
の
よ
う
な
姿
の
生
き
物
が
真
ん
中
の
あ
る

玉
を
喰
い
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
勿

論
、
お
魚
の
形
の
木
魚
も
あ
る
に
は
あ
る
の
で
す
が
、
今
お
手

元
に
あ
る
木
魚
は
皆
、
こ
の
龍
の
よ
う
な
生
き
物
が
彫
り
込
ま
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れ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
生
き
物
は
龍
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
名
は
「
蒲ほ

牢ろ
う

」と
い
っ
て
龍
の
子
供
の
ひ
と
り
な
の
だ
そ
う
で
す
。「
蒲
牢
」

は
龍
に
な
ろ
う
と
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
為
、「
不
成
龍
」
の

呼
び
名
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
蒲
牢
」
は
海
辺
に
住
ん
で
い
て

「
ボ
ウ
、
ボ
ウ
」
大
き
な
声
で
鳴
く
の
が
特
徴
で
す
。
だ
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
大
き
な
木
魚
を
打
つ
と
「
ボ
ウ
、
ボ
ウ
」
と
音

が
致
し
ま
す
ね
。
更
に
よ
く
見
る
と
二
匹
の
「
蒲
牢
」
が
一
つ

の
玉
に
左
右
か
ら
喰
い
つ
い
て
い
る
よ
う
に
意
匠
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
宝
の
珠
で
も
奪
い
合
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
き
や
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
珠
に
見
え
る
の
は
、
腹
の
中
か

ら「
煩
悩
」が
泡
に
な
っ
て
吐
き
出
さ
れ
た
物
な
の
だ
そ
う
で
す
。

パ
ン
パ
ン
に
膨
れ
上
が
っ
た
お
腹
を
打
た
れ
る
と
「
煩
悩
」
が

口
か
ら
出
る
わ
け
で
す
が
、「
蒲
牢
」
は
そ
れ
を
再
び
口
に
し

よ
う
と
喰
ら
い
つ
い
て
い
る
。
打
て
ば
出
る
、
ま
た
口
に
す
る
、

そ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
す
姿
が
、
そ
の
木
魚
に
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
何
や
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
で
す
ね
。

「
煩
悩
」
と
は
「
わ
ず
ら
わ
せ
、
な
や
ま
す
」
と
書
き
ま
す
。

私
た
ち
の
苦
し
み
の
元
と
な
る
も
の
の
こ
と
で
す
。
好
き
な
も

の
な
ら
飽
く
ま
で
欲
を
満
た
そ
う
と
す
る
「
貪
り
」、
気
に
入

ら
な
い
も
の
を
遠
ざ
け
た
り
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
「
腹
立
ち
」、

そ
の
二
つ
の
出
所
と
な
る
「
愚
か
さ
」
な
ど
が
代
表
格
で
す
が
、

い
ず
れ
も
苦
し
み
を
生
み
出
す
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
腹
に

貯
め
込
め
ば
、
や
が
て
毒
と
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
木
魚
を
打

つ
人
は
良
か
れ
と
思
っ
て
「
吐
き
出
せ
、
吐
き
出
せ
」
と
腹
を

叩
く
と
い
う
構
図
に
な
り
ま
す
が
、「
蒲
牢
」
の
方
は
「
嫌
だ
、

嫌
だ
、
口
か
ら
放
し
た
く
な
い
」
と
抗
っ
て
、
進
ん
で
煩
悩
を

手
放
そ
う
と
は
し
な
い
の
で
す
。

皆
様
は
「
蒲
牢
」
を
「
愚
か
な
奴
だ
」
と
笑
え
る
で
し
ょ
う

か
？
実
の
と
こ
ろ
私
た
ち
人
間
も
同
様
で
す
ね
。「
煩
悩
の
虜

に
な
っ
て
は
な
ら
ん
。い
ず
れ
痛
い
目
に
遭
う
ぞ
。法
を
求
め
よ
。

お
念
仏
申
せ
」と
、お
釈
迦
さ
ま
が
い
く
ら
警
告
し
て
く
だ
さ
っ

て
も
、
中
々
耳
を
貸
そ
う
と
は
致
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
煩
悩
の

方
を
有
難
が
っ
て
、
腹
の
中
で
大
き
く
育
て
て
い
る
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

娑
婆
の
楽
し
み
最
優
先
、
極
楽
往
生
後
回
し
で
は
、
い
ざ
と
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い
う
時
は
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か
り
。
後
悔
し
て
も
手
遅
れ
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
は
な
ら
な
い
為
に
今
、
私
た
ち
が
口
に

す
る
べ
き
は
、
煩
悩
の
泡
で
な
く
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お

念
仏
で
す
。
木
魚
の
「
蒲
牢
」
を
、
ご
自
身
に
重
ね
合
わ
せ
て
、

今
後
も
お
念
仏
に
お
励
み
く
だ
さ
る
よ
う
お
勧
め
申
し
上
げ
、

本
日
の
お
念
仏
の
会
は
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
同

称
十
念

【
参
考
】

「
木
魚
」（『
持
宝
通
覧
』
巻
中
）

要
覧
下
（
三
十
六
右
）
に
曰
く
、
今
ま
寺
院
の
木
魚
は
蓋
し
古

人
木
朴
を
以
て
之
を
撃
つ
可
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
魚
の
象
に
創

る
な
り
。
又
た
必
ず
張
華
桐
魚
の
名
を
取
る
。
或
は
鯨
魚
一
撃

す
れ
ば
蒲
牢
之
が
為
に
大
に
鳴
く
に
取
る
な
り
。（
現
行
本
に

は
誤
字
多
し
。
今
ま
此
に
正
す
）
天
台
教
苑
清
規
に
曰
く
、
木

魚
は
婆
沙
に
云
く
、
僧
有
り
、
師
に
違
し
、
法
を
毀
て
魚
身
に

堕
す
。
背
の
上
に
一
の
樹
あ
り
、
風
濤
揺
擺
し
て
、
血
を
出
し

て
苦
痛
す
。
本
と
の
師
、
海
を
渡
る
。
魚
逐
に
孽

わ
ざ
わ
い

を
作
し
て

云
く
、
汝
我
を
教
え
ず
し
て
魚
報
に
堕
す
こ
と
を
致
す
。
今
ま

怨
を
報
ん
と
欲
す
。
師
曰
く
、
汝
名
は
甚な

ん
ぞ麼

と
。
魚
の
云
く
、

某
甲
し
な
り
と
。
師
、
懺
悔
せ
し
め
、
復
た
為
に
、
水
陸
を
設

け
て
追
抜
す
。
夜
夢
に
魚
の
曰
く
、
已
に
魚
身
を
脱
か
る
。
我

が
樹
を
将
て
寺
に
捨
し
て
、
以
て
三
宝
に
親
し
む
べ
し
と
。
師

果
た
し
て
魚
樹
を
見
る
。
魚
の
形
に
刻
て
懸
架
し
て
衆
を
警い

ま
し

む
。

（
已
上
）
或
は
曰
く
、
魚
は
昼
夜
常
に
醒
む
。
木
を
刻
み
、
形

を
象
て
之
を
撃
つ
。
昏
惰
を
警
む
る
所
以
な
り
。（
百
丈
清
規

下
二
〈
二
十
右
〉）

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

「
霊れ

い
膳ぜ

ん
」

⑤
〈
解
説
〉

仏
前
に
供
え
る
膳
。
霊り

ょ
う

供ぐ

膳
ま
た
は
お
膳
・
仏
膳
と
も
い
う
。

膳
は
懸か

け

盤ば
ん

・
宗そ

う
和わ

膳
ま
た
は
三
方
で
朱
・
黒
塗
り
の
も
の
を
用

い
る
。
霊
膳
に
は
飯
椀
・
汁
椀
・
壺
椀
・
平
椀
と
高た

か

坏つ
き
に
、
調

理
し
た
一
飯
一
汁
三
菜
の
精
進
料
理
を
供
え
る
。ご
飯（
飯
椀
）・
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汁
物
（
汁
椀
）
と
煮
物
（
平ひ

ら

）・
酢
の
物
（
壺
）・
香
の
物
（
高

坏
）
な
ど
を
供
え
る
。
そ
の
椀
類
の
配
置
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、

仏
前
側
に
ご
飯
と
汁
物
を
供
え
る
。
午
前
中
に「
半
斎
供
養
式
」

で
浄
箸
作
法
な
ど
を
し
て
供
え
る
。
こ
れ
を
「
霊
膳
供
養
」
と

称
し
た
こ
と
も
あ
る
。
仏
壇
に
は
仏ぶ

っ

飯ぱ
ん
器
で
飯
を
山
状
に
盛
っ

て
毎
日
供
え
、命
日
な
ど
に
霊
膳
を
供
え
る
こ
と
が
多
い
。『
山

門
通
規
』
に
は
、「
毎
朝
の
御
膳
並
び
に
御
忌
日
の
高
盛
、
入

念
に
清
浄
仕
り
備
え
奉
る
べ
き
の
事
」（『
増
上
寺
史
料
集
』三・

三
五
）
と
あ
る
。
諦
忍
『
浄
業
修
行
次
第
附
録
』
四
に
は
、「
如

来
御
膳
、
同
亡
者
の
霊
膳
、
僧
衆
等
供
養
す
べ
し
」（
一
九
ウ
）

と
あ
り
、
仏
前
に
は
御
膳
、
霊
前
に
は
霊
膳
と
区
分
し
て
い
る
。

葬
列
の
と
き
に
は
、喪
主
の
妻（
原
則
と
し
て
）が
霊
膳（
白
木
）

を
持
っ
た
（
五
来
重
『
葬
と
供
養
』〔
九
〇
六
頁
、
東
方
出
版
、

一
九
九
二
〕）。『
浄
土
苾び

っ

蒭し
ゅ
宝
庫
』
下
の
「
野
送
持
物
之
次
第
」

に
は
、
位
牌
・
導
師
・
霊
供
・
龕が

ん
と
あ
る
（
一
二
オ
）。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

日
本
の
文
化
の
中
で
、
一
人
ず
つ
の
銘
々
膳
と
い
う
形
式
で

の
食
事
が
明
治
時
代
ま
で
は
基
本
的
な
形
で
あ
っ
た
。
そ
の

歴
史
は
古
く
、『
病
草
紙
』
と
い
う
平
安
時
代
後
期
の
絵
巻

物
に
は
、
す
で
に
一
汁
三
菜
の
膳
の
よ
う
な
食
事
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
頃
か
ら
は
本
膳
料
理
と
言
わ
れ

る
食
事
の
形
式
が
、
武
家
や
寺
院
な
ど
に
よ
り
発
展
し
、
正

当
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
っ
た
（
（5
（

。

�

そ
の
よ
う
な
文
化
の
中
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
に
お
い
て
膳
と
い
う
形
式
に
よ
る
も
の
が
見
ら
れ
、
仏
事

に
お
い
て
は
霊
膳
を
供
え
る
供
養
の
形
が
大
切
に
行
わ
れ
て

き
た
（
（5
（

。

・�
そ
も
そ
も
食
事
を
供
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
釈
尊
在
世
の
頃

か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
供
養
と
し
て
の
行
い
で
あ
る
。

［
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
話
］
（
（5
（

　

�

お
釈
迦
さ
ま
は
二
十
九
歳
で
出
家
を
し
た
後
、
多
く
の
修
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行
者
と
語
り
、
教
え
を
求
め
、
様
々
な
行
を
実
践
し
た
。

だ
が
、
そ
の
苦
悩
は
消
え
ず
、
や
が
て
徹
底
し
た
苦
行
に

さ
と
り
の
道
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
に
篭
り
、
断

食
な
ど
様
々
な
苦
行
を
六
年
続
け
る
が
、
そ
れ
で
も
求
め

て
い
る
も
の
に
到
達
で
き
な
い
。
体
は
い
よ
い
よ
衰
弱
し
、

山
を
下
り
る
決
心
を
し
た
。

　

�

そ
し
て
、
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
ー
河
（
尼
連
禅
河
）
の
畔
に

た
ど
り
つ
き
、
沐
浴
し
身
を
清
め
た
。
そ
し
て
木
陰
に
休

ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
通
り
か
か
っ
た
近
く
の
村
娘
・
ス

ジ
ャ
ー
タ
か
ら
乳
粥
の
施
し
を
受
け
、
徐
々
に
体
力
を
回

復
し
、
菩
提
樹
の
下
で
瞑
想
に
入
り
、
さ
と
り
に
至
っ
た
。

［
チ
ュ
ン
ダ
の
話
］
（
（5
（

　

�

八
十
歳
と
な
っ
た
お
釈
迦
さ
ま
は
病
を
患
い
な
が
ら
も
、

伝
道
の
旅
を
続
け
て
い
た
。そ
の
よ
う
な
中
、パ
ー
ヴ
ァ
ー

と
い
う
町
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
、
チ
ュ
ン
ダ
と
い
う
鍛
冶

屋
に
教
え
を
授
け
た
の
だ
が
、
そ
の
時
彼
か
ら
受
け
た
供

養
が
最
後
の
食
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
チ
ュ
ン
ダ
が
用

意
し
た
食
事
の
中
に
、キ
ノ
コ
の
料
理
（
一
説
に
は
豚
肉
）

が
あ
る
の
を
見
た
お
釈
迦
さ
ま
は
、
チ
ュ
ン
ダ
に
「
こ
れ

は
私
だ
け
が
食
べ
、
他
の
弟
子
に
は
供
さ
ぬ
よ
う
に
。
そ

し
て
残
り
は
地
に
埋
め
な
さ
い
」
と
静
か
に
告
げ
た
と
い

う
。

　

�

食
事
が
終
わ
る
と
、
お
釈
迦
さ
ま
は
激
し
い
腹
痛
と
、
背

の
痛
み
に
襲
わ
れ
た
。
し
か
し
、
お
釈
迦
さ
ま
は
激
痛
を

し
の
び
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
「
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
行
こ
う
」
と

語
っ
た
。
そ
し
て
、
チ
ュ
ン
ダ
の
過
失
を
責
め
ず
、
ま
た
、

彼
自
身
が
後
に
自
責
の
念
で
苦
し
ま
ぬ
よ
う
、
あ
の
食
物

は
最
高
の
功
徳
と
な
っ
た
と
チ
ュ
ン
ダ
を
讃
え
慰
め
た
。

［
中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
』］

　

�

こ
の
二
つ
の
供
養
の
食
物
は
、
ま
さ
に
ひ
と
し
い
み
の
り
、

ま
さ
に
ひ
と
し
い
果
報
が
あ
り
、
は
る
か
に
す
ぐ
れ
た
大

い
な
る
功
徳
が
あ
る
。
そ
の
二
つ
と
は
何
で
あ
る
か
？
修

行
完
成
者
が
供
養
の
食
物
を
食
べ
て
無
上
の
完
全
な
さ
と

り
を
達
成
し
た
の
と
、
お
よ
び
、（
こ
の
た
び
の
）
供
養
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の
食
物
を
食
べ
て
、
煩
悩
の
残
り
の
無
い
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

の
境
地
に
入
ら
れ
た
の
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
供
養
の

食
物
は
、
ま
さ
に
ひ
と
し
い
果
報
が
あ
り
、
他
の
供
養
の

食
物
よ
り
は
る
か
に
す
ぐ
れ
た
大
い
な
る
果
報
が
あ
り
、

は
る
か
に
す
ぐ
れ
た
大
い
な
る
功
徳
が
あ
る
（
（5
（

。

《
部
分
法
話
例
》

お
供
え
し
て
お
り
ま
す
ご
霊
膳
は
、
日
本
の
文
化
の
中
で
非

常
に
大
切
に
さ
れ
て
き
た
お
膳
と
い
う
形
で
、
仏
さ
ま
や
亡
き

方
に
供
え
る
お
食
事
で
す
。
ま
さ
に
、
私
た
ち
の
ご
供
養
の
気

持
ち
を
表
し
た
大
切
な
行
い
で
す
。

ま
た
、
食
事
を
施
す
と
い
う
行
い
は
、
お
釈
迦
さ
ま
ご
在
世

の
こ
ろ
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
、
い
わ
ば
生
活
の
柱
と
な
る
食
を
施
す
と
い
う
こ

と
は
、
供
養
と
し
て
も
大
い
な
る
功
徳
が
あ
る
行
い
な
の
で
す
。

命
日
や
ご
法
事
な
ど
の
大
切
な
日
に
は
、
亡
き
方
を
想
う
気

持
ち
を
表
す
ご
霊
膳
を
供
え
、
心
を
こ
め
て
手
を
合
わ
せ
、
お

念
仏
を
お
称
え
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
参
考
】

・�

地
域
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
あ
る
が
、
現
在
浄
土

宗
で
は
霊
膳
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
55
で
記
し
た

よ
う
に
「
霊
供
」
と
い
う
用
例
が
古
い
よ
う
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
執
筆
者
が
在
籍
す
る
青
森
県
内
で
は
「
追
膳
（
つ
い

ぜ
ん
）」
と
呼
称
す
る
地
域
が
あ
る
（
（5
（

。
ま
た
、「
陰
膳
（
か

げ
ぜ
ん
）」
と
呼
称
す
る
地
域
も
あ
り
、
こ
れ
に
は
一
汁
三

菜
の
精
進
料
理
で
供
え
る
霊
膳
を
指
す
も
の
も
あ
れ
ば
、
法

要
後
の
会
食
の
席
で
故
人
の
た
め
に
用
意
す
る
膳
を
指
す
場

合
も
あ
る
。
陰
膳
に
は
、
旅
行
な
ど
で
不
在
の
人
が
飢
え
な

い
よ
う
に
祈
っ
て
、
留
守
宅
で
そ
の
人
の
た
め
に
供
え
る
食

事
と
い
う
意
味
も
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
陰
膳
」）。

・
料
理
研
究
家
の
土
井
善
晴
氏
の
言
葉

　

�
日
本
に
は
、「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。

ハ
レ
は
特
別
な
状
態
。祭
り
事
。ケ
が
日
常
で
す
。（
中
略
）

ハ
レ
の
祭
り
事
と
は
、
神
様
に
お
祈
り
し
て
願
い
、
感
謝
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す
る
こ
と
で
す
。
神
様
に
自
然
の
恵
み
を
頂
戴
し
て
お
礼

す
る
た
め
に
、
神
様
が
食
べ
る
お
料
理
を
作
る
の
で
す
。

神
様
が
食
べ
る
よ
う
な
お
料
理
は
、
ケ
の
食
事
の
よ
う
に

素
材
を
生
か
す
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
が
知
恵
を
絞
っ
て

様
々
に
工
夫
し
て
時
間
を
惜
し
ま
ず
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
、

彩
り
良
く
作
り
ま
す
。（
中
略
）
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
手

を
掛
け
て
、
願
い
を
込
め
る
こ
と
が
尊
い
の
で
す
。（
土

井
善
晴
『
一
汁
一
菜
で
よ
い
と
い
う
提
案
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
社
、
二
〇
一
六
・
二
六
頁
）

�
（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

５
．
参
考
資
料
（
敬
称
略
、
発
行
年
順
）
※
追
加
分

『
諸
回
向
宝
鑑
』（
必
夢
著
、
一
六
九
八
）

※
復
刻
本
＝
『
浄
家
諸
回
向
寶
鑑
復
刻
』（
大
乗
法
友
会
編
、

諸
回
向
寶
鑑
刊
行
会
、
一
九
七
七
）

『
持
宝
通
覧
』（
龍
牙
興
雲
著
、
一
八
三
五
）

※
仏
具
事
典
の
濫
觴
と
も
い
う
べ
き
も
の
。教
報
社
刊
行
本（
一

八
九
三
）
が
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
閲
覧

可
能
。

『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』（
金
井
秀
道
編
、浄
土
教
報
社
、一
八
九
五
）

※
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
閲
覧
可
能
。

『
浄
土
宗
法
義
解
説
』（
宍
戸
壽
榮
著
、
真
教
寺
、
一
九
六
六
）

『
浄
土
宗　
常
識
用
語
集（
浄
土
選
書
一
四
）』（
久
米
原
恒
久・

粂
原
勇
慈
・
中
村
隆
敏
・
野
村
恒
道
・
羽
田
芳
隆
著
、
浄
土
宗
、

一
九
八
三
）

『
経
文
傍
訳　

浄
土
宗
読
誦
聖
典
』（
髙
橋
弘
次
・
大
谷
旭
雄

監
修
、
四
季
社
、
一
九
九
八
）

『
仏
事
Ｑ
＆
Ａ　

浄
土
宗
』（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
著
、
国
書

刊
行
会
、
二
〇
一
五
）

「
心
を
表
わ
す　
佛
事
あ
れ
こ
れ（
全
二
四
回
）」（
八
橋
秀
法
著
、

浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
、『
知
恩
』
八
八
七
号
〈
二
〇
一
八
．
四
〉

～
九
一
〇
号
〈
二
〇
二
〇
．
三
〉）

『
日
常
勤
行
式
の
解
説　
付
施
餓
鬼
会
偈
文
・
表
白
解
説
』（
安

達
俊
英
著
、
浄
土
宗
京
都
教
区
布
教
師
会
、
二
〇
二
二
）

『
尾
張
教
区
浄
土
宗
青
年
会
５
０
周
年
記
念
事
業　

尾
張
浄
青

研
修
ノ
ー
ト
（
三
経
一
論
）』（
尾
張
教
区
浄
土
宗
青
年
会
、
二
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〇
二
二
）

６
．
お
わ
り
に

二
年
に
渡
り
行
っ
て
き
た
本
研
究
は
、
こ
の
報
告
を
も
っ
て

終
了
と
な
る
。

こ
こ
で
ま
と
め
た
「
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
研
究
班
全
員

で
検
討
し
た
と
は
い
え
、
限
ら
れ
た
時
間
と
紙
面
の
中
、
限
ら

れ
た
研
究
班
メ
ン
バ
ー
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
偈
文
に
し

ろ
仏
具
・
作
法
に
し
ろ
、
資
料
の
内
容
は
到
底
語
り
尽
く
せ
た

と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
誦
経
に
つ
い
て
は
、
無
上

甚
深
の
み
教
え
中
の
、
ご
く
限
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
言

及
す
る
の
み
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
本
報
告
は
、
あ
く
ま
で
素
案
で
あ
り
、
僧
侶
一

人
ひ
と
り
が
「
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
自
ら
考
え
、
自
ら
の
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
で
、
初
め
て
完
成
す
る
類
の
資
料
で
あ
る
。

個
人
の
研
鑽
ま
た
は
各
教
区
諸
団
体
の
勉
強
会
等
で
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

注（
1
）
聖
典
一
・
三
〇
一
頁
。

（
2
）
聖
典
二
・
二
八
九
頁
。

（
3
）
諸
説
あ
る
。
義
山
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
中
之
二
に
は
「
四

十
里
を
一
由
旬
と
す
」（『
教
化
研
究
』
二
九・一
七
六
頁
下
）
と
あ
る
。

（
4
）
須
弥
山
の
高
さ
は
八
万
由
旬
で
あ
り
、
一
由
旬
を
七
・
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
仮
定
す
る
と
海
面
か
ら
の
高
さ
は
五
七
万
六
千
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
な
る
（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
参
照
）。
ま
た
、
義
山
『
観
無

量
寿
経
随
聞
講
録
』
中
之
二
で
は
、「
五
須
弥
山
」
を
「
一
千
六
百

八
十
万
里
」
と
示
し
て
い
る
。（『
教
化
研
究
』
二
九
・
一
七
七
頁
下
）

（
5
）『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
二
〇
四
頁
。

（
6
）
義
山
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
中
之
二
に
は
、
四
大
海
の
縦
横

一
辺
の
長
さ
は
「
三
十
三
万
六
千
由
旬
」（『
教
化
研
究
』
二
九
・

一
七
八
頁
上
）
と
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
義
山
は
、
仏
身
高
に
対
し
て

白
毫
・
仏
眼
が
不
相
応
に
小
さ
い
こ
と
に
つ
い
て
、「
蓋
し
此
れ
等

は
皆
、
非
数
量
を
顕
わ
し
て
態
と
算
用
の
合
せ
ざ
る
様
に
説
く
モ
ノ

ナ
リ
。
若
し
算
用
が
合
う
と
報
身
の
仏
体
が
凡
夫
の
情
量
に
落
つ
ル

な
り
」（『
教
化
研
究
』
二
九
・
一
七
八
頁
上
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
7
）『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
二
〇
四
頁
。

（
8
）
同
右
・
二
〇
四
頁
。

（
9
）
法
然
上
人
の
『
観
無
量
寿
経
釈
』
に
、「
此
ノ
化
仏
常
ニ
行
者
ノ
為

ニ
随
逐
護
念
シ
下
フ
。又
来
迎
引
接
モ
多
ハ
亦
化
仏
ナ
リ
」（
浄
全
九・
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三
四
〇
頁
下
）
と
あ
る
。

（
10
）
聖
典
一
・
二
二
一
頁
。

（
11
）「
声
」（『
朝
日
新
聞
』、
二
〇
二
〇
年
四
月
二
二
日
）。

（
12
）
聖
典
一
・
三
一
八
頁
。

（
13
）「
そ
の
国
の
衆
生
、
衆
も
ろ
の
苦
あ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
諸
も
ろ
の

楽
の
み
を
受
く
。
故
に
極
楽
と
名
づ
く
。
ま
た
舎
利
弗
。
極
楽
国
土

に
は
、
七
重
の
欄
循
、
七
重
の
羅
網
あ
る
、
七
重
の
行
樹
あ
り
。
皆

こ
れ
四
宝
を
も
て
、
周
帀
し
囲
繞
せ
り
。
こ
の
故
に
か
の
国
を
名
づ

け
て
極
楽
と
い
う
」（
聖
典
一
・
三
一
六
頁
）
と
あ
る
。

（
14
）
聖
典
一
・
三
一
六
―
三
一
八
頁
。

（
15
）『
阿
弥
陀
経
』
に
は
「
難
信
之
法
」（
聖
典
一・二
〇
九
頁
、浄
全
一・

五
五
頁
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
娑
婆
世
界
に
お
い
て
凡
夫
が
信
を
深

め
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
お
釈
迦
様
が
大
慈
悲
心
に
よ
り
阿

弥
陀
仏
の
選
択
本
願
念
仏
を
説
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
の

も
よ
い
。

（
16
）
法
然
上
人
の
お
歌
で
あ
る
「
つ
ゆ
の
身
は
こ
こ
か
し
こ
に
て
消
え

ぬ
と
も
心
は
同
じ
花
の
う
て
な
ぞ
」
を
意
識
し
た
言
葉
の
使
い
方
を

し
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
お
歌
を
取
り
入
れ
、
解
説
を
加
え
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
17
）『
三
部
経
釈
』（
聖
典
四
・
二
八
四
頁
）。

（
18
）「
其
仏
本
願
」（『
水
月
庵
余
影
』、『
的
門
上
人
全
集
』一・一
六
〇
頁
下
）。

（
19
）『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・一
一
二
頁
。「
菩
薩
、至
願
を
興
す
ら
く
。

願
わ
く
は
己
が
国
も
異
な
る
こ
と
な
か
ら
ん
。
普
く
一
切
を
度
し
、名
、

顕
れ
て
十
方
に
達
ら
ん
と
念
ず
」（
聖
典
一
・
二
五
四
頁
）。

（
20
）「
其
仏
本
願
」（『
水
月
庵
余
影
』、『
的
門
上
人
全
集
』一・一
六
〇
頁
下
）。

（
21
）「
常
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
」（
聖
典
六
・
二
八
〇
頁
）。

（
22
）
聖
典
四
・
二
八
六
頁
。

（
23
）『
ナ
ム
ナ
ム
こ
ど
も
の
詩
―
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
声
』（
浄
土
宗
児
童

教
化
連
盟
、
二
〇
〇
三
）。

（
24
）
熊
井
康
雄
『
図
と
写
真
で
見
る　

知
っ
て
お
き
た
い
基
本
的
な
法

式
作
法
〈
上
〉
追
善
法
要
・
葬
儀
式
篇
』（
浄
土
宗
、
二
〇
〇
五
）・

一
二
八
頁
、
お
よ
び
⑤
〈
解
説
〉
参
照
。

（
25
）『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
三
、
正
蔵
三
・
三
〇
三
頁
下
。

（
26
）
青
山
俊
董
『
仏
の
い
の
ち
を
生
死
す
る
』（
春
秋
社
、
一
九
九
九
）。

（
27
）柴
田
泰
山『
善
導
教
学
の
研
究
』三（
山
喜
房
佛
書
林
、二
〇
二
一
）・

五
三
五
頁
。

（
28
）
同
右
・
五
三
六
頁
。

（
29
）
法
照
『
五
会
法
事
讃
』
に
「
此
界
一
人
念
佛
名　

西
方
便
有
一
蓮

生　
但
使
一
生
常
不
退　
此
花
還
到
此
間
迎
」（
浄
全
六・六
八
四
頁
）

と
あ
る
。

（
30
）『
ら
い
は
い
』（
京
都
文
教
中
学
校
・
高
等
学
校
、
二
〇
一
六
年
五

月
三
〇
日
）。

（
31
）「
右
仏　

左
衆
生
と
拝
む
手
の　

中
ぞ
ゆ
か
し
き　

南
無
の
一
声
」

（『
禅
林
世
語
集
』）
と
い
っ
た
お
歌
を
紹
介
す
る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。
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（
32
）『
一
休
道
歌　
三
十
一
文
字
の
法
の
歌
』（
禅
文
化
研
究
所
、一
九
九
七
）。

（
33
）『
浄
家
諸
廻
向
寶
鑑
復
刻
』（
大
乗
法
友
会
編
、諸
廻
向
寶
鑑
刊
行
会
、

一
九
七
七
）・
九
六
頁
。

（
34　
『
ナ
ム
ナ
ム
こ
ど
も
の
詩
―
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
声
』（
浄
土
宗
児
童

教
化
連
盟
、
二
〇
〇
三
）。

（
35
）
聖
典
四
・
三
○
七
頁
。

（
36
）『
勅
伝
』
二
三
に
「
一
念
十
念
に
て
も
、
生
ま
れ
候
ほ
ど
の
念
仏
と

思
い
候
嬉
し
さ
に
、百
万
遍
の
功
徳
を
、重
ぬ
る
に
て
候
な
り
」（「
往

生
浄
土
用
心
」、
聖
典
六・三
四
一
頁
、
昭
法
全・五
六
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
37
）https://jodo-tokyo.jp/siru-m

anabu/w
ebhouw

a-no-99/

（
38
）『
東
大
寺
十
問
答
』、
昭
法
全
・
六
四
四
頁
。

（
39
）『
勅
伝
』
一
九
、
聖
典
六
・
二
三
九
―
二
四
〇
頁
。

（
40
）
空
也
上
人
（
九
〇
三
―
九
七
二
）。
市
聖
や
阿
弥
陀
聖
と
呼
ば
れ
る

平
安
中
期
の
民
間
念
仏
僧
。
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
に
比
叡
山
に
登

山
し
、
天
台
座
主
延
昌
に
つ
き
受
戒
し
光
勝
の
名
を
与
え
ら
れ
た
が
、

沙
弥
名
で
あ
る
空
也
で
と
お
し
た
。

（
41
）神
戸
市
脇
浜
の
阿
彌
陀
寺
に
は「
山
越
鉦
」が
伝
わ
っ
て
い
る
。『
摂

津
名
所
図
会
』
巻
八
に
は
「
寺
の
什
宝
に
山
越
鉦
と
い
う
あ
り
、
法

然
上
人
、船
中
に
て
な
ら
し
た
ま
ひ
、念
仏
修
行
し
た
ま
う
。
そ
の
音
、

山
を
越
え
て
殊
勝
に
聞
こ
え
し
よ
り
名
と
せ
り
」
と
あ
る
。

（
42
）
大
日
比
西
圓
寺
に
伝
わ
る
結
縁
五
重
の
伝
書
に
は
、
鉦
に
よ
る
誓

い
の
金
打
に
つ
い
て
「
上
ハ
有
頂
ノ
雲
ノ
上
ヘ
、
下
ハ
無
間
ノ
底
迄

モ
、
此
ノ
鉦
ノ
音
ヒ
ヾ
キ
渡
リ
テ
、
十
方
ノ
三
宝
天
龍
八
部
ヘ
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
（『
淨
土
眞
宗
吉
水
正
流
安
心
相
承
』、
烏
田
隆
道

発
行
、
一
九
一
五
）。
ま
た
大
和
法
式
に
よ
る
暗
夜
道
場
の
口
伝
に
も
、

金
打
の
音
に
つ
い
て
「
下
は
地
獄
の
底
か
ら
上
は
天
上
界
ま
で
鳴
り

響
き
、
今
迄
の
六
道
の
永
い
迷
い
の
生
活
に
打
ち
止
め
を
し
て
頂
く

カ
ネ
で
あ
り
」（『
布
教
羅
針
盤
』、
浄
土
宗
、
二
〇
〇
三
）
と
あ
る
。

（
43
）
松
﨑
研
定
『
不
請
の
友
』（
長
野
日
報
社
）・
三
三
頁
。

（
44
）「
百
四
十
五
箇
条
問
答
」、
聖
典
四
・
四
五
〇
頁
。

（
45
）
天
台
宗
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
延
暦
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
参
照
。

（
46
）『
摩
訶
僧
祇
律
』
三
二
に
「
拂
法
者
。
佛
住
王
舍
城
。
世
人
節
會
日

男
女
遊
觀
。
時
六
群
比
丘
持
白
犛
牛
尾
拂
。
以
金
銀
作
柄
。
有
持
馬

尾
拂
者
。
爲
世
人
所
嫌
。
乃
至
佛
言
。
從
今
已
後
。
不
聽
捉
拂
。
復

次
佛
住
毘
舍
離
。
諸
比
丘
禪
坊
中
患
蚊
故
。
以
樹
葉
拂
蚊
作
聲
。
佛

知
而
故
問
。
比
丘
此
何
等
聲
。
答
言
。
世
尊
制
戒
不
聽
捉
拂
。
是

故
諸
比
丘
以
樹
葉
拂
蚊
作
聲
。
佛
言
。
從
今
已
後
。
聽
捉
拂
。
拂
者
。

線
拂
裂
氎
拂
芒
草
拂
樹
皮
拂
。
是
中
除
白
犛
牛
尾
白
馬
尾
金
銀
柄
。

餘
一
切
聽
捉
。
若
有
白
者
當
染
壞
色
已
聽
用
。
捉
拂
時
不
得
如
婬
女

捉
拂
作
姿
作
相
。
是
名
拂
法
」（
正
蔵
二
二
・
四
八
八
頁
上
）
と
あ
る
。

（
47
）
列
氎
…
木
綿
の
布
を
細
く
裂
い
た
物
か
。

（
48
）
芒
…
ス
ス
キ
の
こ
と
。
も
し
く
は
、
の
ぎ
（
穀
物
の
先
端
、
草
木

の
と
げ
）
か
。

（
49
）
犛
牛
…
り
ぎ
ゅ
う
。
ヤ
ク
の
こ
と
。
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（
50
）「
・
」
は
実
際
に
木
魚
を
打
ち
鳴
ら
す
箇
所
で
あ
る
。
聴
衆
の
前
で

実
際
に
打
ち
鳴
ら
し
て
示
す
の
も
よ
い
。
今
回
の
法
話
で
は
「
合
間

打
ち
」に
し
た
が
、私
は
僧
俗
一
体
で
の
お
別
時
の
場
合
は「
頭
打
ち
」

で
お
こ
な
う
こ
と
が
多
い
。
と
い
う
の
も
「
頭
打
ち
」
の
方
が
初
め

て
の
参
加
者
を
含
め
て
皆
で
揃
っ
て
長
時
間
打
ち
続
け
る
こ
と
が
容

易
く
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
に
集
中
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

（
51
）
合
間
打
ち
…
誦
経
や
念
仏
一
会
に
お
い
て
、
字
音
と
字
音
の
間
に

一
字
一
打
で
打
つ
浄
土
宗
独
特
の
犍
稚
法
。
間
打
ち
と
も
い
う
。『
新

纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
参
照
。

（
52
）法
然
上
人
は『
選
択
集
』に
お
い
て「
精
進
は
懈
怠
に
対
す
る
言
な
り
」

（
聖
典
三
・
一
五
二
頁
）
と
お
示
し
で
あ
る
。
ま
た
、
五
重
相
伝
の

初
重
の
巻
物
『
往
生
記
』
の
中
で
往
生
が
か
な
わ
な
い
機
と
か
な
う

機
が
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
に
ま
と
め
て
示
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
四
障
・
四

機
」
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
第
二
番
目
の
機
に
「
懈
怠
」
と
「
精
進
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
聖
典
五
・
二
一
四
頁
）。
ち
な
み
に
、「
懈
怠
」

の
読
み
は
聖
典
三
巻
の
当
該
箇
所
で
は
「
け
だ
い
」
と
読
み
、
聖
典

五
巻
の
当
該
箇
所
で
は
「
け
た
い
」
と
読
ん
で
い
る
。

（
53
）松
下
幸
之
助『
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
人
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
九
）・
八
三
―
八
五
頁
。

（
54
）
熊
倉
功
夫
『
日
本
料
理
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
）
参

照
。
本
膳
料
理
と
は
、
数
々
の
料
理
を
乗
せ
た
一
人
用
の
膳
が
い
く

つ
も
客
前
に
並
べ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。

（
55
）
霊
膳
に
ま
つ
わ
る
記
述
と
し
て
、
一
五
世
紀
頃
成
立
の
仏
教
説
話

集
で
あ
る
『
三
国
伝
記
』
に
は
「
此
れ
に
候
霊
供
、
彼
れ
は
某
が
師

匠
の
為
」
と
あ
る
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
霊
供
」）

（
56
）
浄
土
宗
Ｈ
Ｐ
「
成
道
会
」
参
照
。

（
57
）
浄
土
宗
Ｈ
Ｐ
「
涅
槃
会
」
参
照
。

（
58
）
中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
―
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
』（
岩
波
書

店
、
一
九
八
〇
）・
一
二
三
頁
。

（
59
）
本
膳
料
理
の
中
で
、
中
央
の
膳
で
あ
る
本
膳
に
対
し
て
、
そ
の
周

り
に
並
べ
ら
れ
る
二
の
膳
以
降
を
「
追
膳
（
お
い
ぜ
ん
）」
と
い
う

呼
称
が
あ
る
た
め
、
関
連
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
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日
本
に
お
け
る
生
命
倫
理
の
議
論
に
火
を
付
け
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
の
脳
死
・
臓
器
移
植
問

題
で
し
た
。
医
学
界
の
み
な
ら
ず
各
界
、
世
間
一
般
も
巻
き
込

ん
で
賛
否
両
論
が
飛
び
交
い
、つ
い
に
平
成
９
年
（
１
９
９
６
）

に
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
臓
器
移
植
法
）

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
は
平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
に
改

正
さ
れ
、
再
び
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
臓
器
移
植

が
世
間
に
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
し
か
し
臓
器
移
植
法
の
改
正
以
降
も
移
植
医
療
に

関
連
す
る
技
術
は
着
実
に
進
み
、
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
状
況
も

従
来
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
利
用
し
た
再
生
医
療
研
究
や
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
な
ど
が
進
展
普
及
し
移
植
医
療
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き

た
こ
と
、
移
植
用
臓
器
を
遺
伝
子
操
作
し
た
ブ
タ
に
よ
っ
て
供

給
す
る
「
異
種
移
植
」
が
臨
床
応
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
、
患
者

の
生
存
を
目
的
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
移
植
医
療（
子
宮
移
植
）

が
出
現
し
普
及
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。
私

た
ち
は
こ
う
し
た
移
植
医
療
の
変
化
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
向
き

合
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

研
究
所
で
は
か
つ
て
、「『
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
』
の

改
正
に
つ
い
て
の
見
解
」（『
宗
報
』
２
０
０
５
年
７
月
号
）
お

よ
び
総
研
叢
書
『
い
の
ち
の
倫
理
』（
２
０
０
８
）
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
今
日
、
あ
ら
た
め
て
移
植
医
療
に
注
目
し
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
調
査
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
研
究

令
和
四
年
度　

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応　

研
究
成
果
報
告

移
植
医
療
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
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は
２
年
計
画
で
進
め
ま
す
。
初
年
度
で
あ
る
本
年
度
は
、
主
に

移
植
医
療
を
め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
問
題
点
や

懸
念
点
に
も
言
及
し
ま
し
た
。
翌
年
度
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

浄
土
宗
の
立
場
か
ら
さ
ら
に
問
題
点
を
整
理
検
討
し
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
判
断
を
迫
ら
れ
た
場
合
に
考
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

や
基
本
的
な
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

本
年
度
の
成
果
報
告
の
構
成
と
担
当
は
以
下
の
通
り
で
す
。

第
一
章
で
は
移
植
医
療
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
項
に
つ
い
て
、

第
二
章
で
は
日
本
の
臓
器
移
植
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
説

し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
第
三
章
で
は
、
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
最

近
の
動
向
を
取
り
上
げ
、
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

�

【
主
務
・
吉
田
淳
雄
】

第
一
章　
移
植
医
療
と
は
な
に
か
（
吉
田
淳
雄
）

　
１　
移
植
医
療
と
は

　
２　
移
植
医
療
を
め
ぐ
る
歴
史

第
二
章　
臓
器
移
植
法
に
つ
い
て

　
１　
臓
器
移
植
法
が
成
立
す
る
ま
で
（
坂
上
雅
翁
）

　
２　
臓
器
移
植
法
改
正
の
経
緯
（
〃
）

　
３　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
（
〃
）

　
４　
改
正
後
の
変
化
（
岡
崎
秀
麿
）

第
三
章　
移
植
医
療
の
最
前
線

　
１　
再
生
医
療
技
術
を
臓
器
移
植
に
応
用
す
る
研
究

�

（
水
谷
浩
志
）

　
２　
異
種
移
植
の
歴
史
と
そ
の
倫
理
的
課
題（
熊
谷
信
是
）

　
３　
子
宮
移
植
（
吉
田
淳
雄
）

小
結

第
一
章　
移
植
医
療
と
は
な
に
か

１　
移
植
医
療
と
は

移
植
医
療
と
は
、
体
の
組
織
や
臓
器
の
不
全
を
か
か
え
る
患

者
に
、
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
の
体
の
一
部
の
組
織
や
臓
器
を
移

し
替
え
る
治
療
を
行
う
医
療
で
す
。
患
者
の
病
変
部
位
を
ド

ナ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
る
組
織
や
臓
器
に
移
し
植
え
る
こ
と
に
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よ
っ
て
治
療
を
行
い
ま
す
。

移
植
医
療
に
つ
い
て
は
、
移
植
の
部
位
、
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）

の
種
類
、
ド
ナ
ー
の
状
態
な
ど
か
ら
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

＊
移
植
部
位

　
・
組
織�

（
皮
膚
、
角
膜
、
血
管
、
心
臓
弁
、
骨
、
筋
膜
、

神
経
、
血
液
、
骨
髄
な
ど
）

　
・
臓
器
（
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、
腸
、
眼
球
な
ど
）

＊
ド
ナ
ー
の
種
類

　
・
自
家
移
植
（
患
者
の
自
己
組
織
）

　
・
他
家
移
植
（
患
者
以
外
）

　
　
　
　
同
種
移
植
（
人
間
同
士
）

　
　
　
　
異
種
移
植
（
人
間
以
外
の
動
物
）

　
　
　
　
人
工
移
植�

（
人
工
骨
、
人
工
関
節
、
人
工
血
管
、

人
工
心
臓
弁
、
人
工
水
晶
体
な
ど
）

＊
ド
ナ
ー
の
状
態

　
・
生
体
移
植

　
・
死
体
移
植

　
　
　
　
脳
死
移
植

　
　
　
　
心
臓
死
移
植

移
植
医
療
と
い
え
ば
脳
死
を
前
提
と
し
た
臓
器
移
植
、
い
わ

ゆ
る
脳
死
・
臓
器
移
植
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
移
植
医
療
と
い
う
医
療
は
多
岐
に
及
び
ま
す
。

臓
器
と
は
、
様
々
な
細
胞
が
集
積
し
機
能
を
持
っ
た
器
官
の

こ
と
で
す
。
心
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
、
膵
臓
、
脾
臓
、
肺
臓
な
ど

臓
と
い
う
文
字
が
つ
い
た
器
官
や
胃
、
小
腸
、
大
腸
の
よ
う
な

内
臓
器
官
、目
、鼻
、耳
、舌
の
よ
う
な
感
覚
器
官
が
あ
り
ま
す
。

組
織
と
は
、
器
官
を
構
成
す
る
機
能
と
構
造
を
持
っ
た
細
胞
の

集
合
体
で
、
皮
膚
、
筋
肉
、
血
管
、
骨
、
角
膜
、
硬
膜
な
ど
で
す
。

血
液
も
組
織
と
し
て
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
多
様
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
た
め
最
も
簡
単
な
臓
器
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
骨
髄
移
植
は
骨
髄
幹
細
胞
を
移
植
す
る
た
め
細
胞
移
植

と
も
定
義
さ
れ
ま
す
。
増
殖
能
力
の
高
い
幹
細
胞
を
移
植
し
組

織
の
再
生
を
期
待
す
る
再
生
医
療
も
、
移
植
医
療
の
一
分
野
と
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い
え
ま
す
。

組
織
や
臓
器
の
ド
ナ
ー
は
、
最
も
適
合
性
が
よ
い
の
が
本
人

の
自
己
組
織
や
細
胞
で
す
が
、
適
用
で
き
る
条
件
が
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
組
織
や
臓
器
の
提
供
を
希
望
す
る
人
か

ら
の
移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、
人
工
物
の
移
植
や
人
間
以
外

の
動
物
か
ら
の
移
植
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

腎
臓
、
膵
臓
、
角
膜
、
骨
、
脂
肪
、
皮
膚
お
よ
び
組
織
に
つ

い
て
は
心
臓
死
し
た
遺
体
か
ら
取
り
出
し
た
臓
器
で
の
移
植
が

可
能
で
す
が
、
心
臓
に
関
し
て
は
生
き
て
い
る
状
態
で
移
植
す

る
必
要
が
あ
り
、
脳
死
と
い
う
状
況
が
唯
一
移
植
可
能
な
状
態

で
す
。
脳
死
と
は
、
脳
の
す
べ
て
の
機
能
が
回
復
不
可
能
な
段

階
ま
で
達
し
た
状
態
の
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
程

な
く
心
肺
停
止
状
態
に
な
り
移
植
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
脳
死
と
い
う
死
の
定
義
は
心
臓
を
移
植
す
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
脳
死
・
臓
器
移
植
が
特
別
な
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
る

の
で
す
。

２　
移
植
医
療
を
め
ぐ
る
歴
史

臓
器
移
植
は
、
欧
米
で
は
20
世
紀
初
頭
か
ら
ブ
タ
や
ヒ
ツ
ジ

の
臓
器
を
ヒ
ト
に
移
植
す
る
異
種
移
植
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
医
療
と
し
て
確
立
さ
れ
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
９
４
０
年
代
に
メ
ダ
ワ
ー
（
英
国
）
が
そ
の
問
題
点
が
免
疫

機
能
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
１
９
５
４
年
に
米
国
ボ
ス
ト
ン

の
内
科
医
メ
リ
ル
と
外
科
医
マ
レ
ー
が
免
疫
の
問
題
が
な
い
一

卵
性
双
生
児
で
腎
臓
移
植
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

１
９
６
１
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
ロ
イ
・
カ
ー
ン
は
、
ア
ザ

チ
オ
プ
リ
ン
を
使
っ
て
イ
ヌ
の
腎
臓
移
植
を
行
い
、
免
疫
抑
制

剤
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
１
９
６
３
年

に
は
米
国
で
ス
タ
ー
ツ
ル
（
当
時
コ
ロ
ラ
ド
大
学
）
が
世
界
で

初
め
て
の
肝
臓
移
植
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。
同
年
に
肺
移
植

の
第
一
例
が
、
１
９
６
６
年
に
は
膵
臓
移
植
の
第
一
例
が
実
施

さ
れ
、
１
９
６
７
年
に
は
南
ア
フ
リ
カ
の
医
師
バ
ー
ナ
ー
ド
に

よ
っ
て
世
界
初
の
心
臓
移
植
手
術
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
１
９
６
８
年
に
は
世
界
で
約
１
０
０
例
の
心
臓
移
植
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
患
者
は
や
が
て
拒
絶
反
応
が
原
因
で
死
亡
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し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心
臓
移
植
に
提
供
さ
れ
る
心
臓
は
生
き

て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
脳
死
」
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
同
年
に
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
か
ら
脳
死
の
診
断

基
準
（
ハ
ー
バ
ー
ド
基
準
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
０
年
ス
イ
ス
の
サ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
マ
社
が
免
疫
抑
制

剤
「
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
」
を
開
発
し
た
こ
と
で
、
移
植
医
療
が

本
格
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
ロ
イ
・

カ
ー
ン
は
１
９
７
８
年
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
を
初
め
て
死
体
腎
臓

移
植
に
使
用
し
、
翌
年
に
は
肝
臓
移
植
に
も
使
用
し
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
に
は
ス
タ
ー
ツ
ル
が
肝
臓
移
植
に
、
シ
ャ
ム
ウ
ェ

イ
が
心
臓
移
植
に
使
用
し
て
好
成
績
を
実
現
す
る
な
ど
し
た
こ

と
で
、
１
９
８
３
年
ご
ろ
か
ら
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
が
薬
剤
と
し

て
世
界
各
地
に
普
及
、
移
植
成
績
が
向
上
す
る
と
と
も
に
移
植

数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

日
本
国
内
で
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
に
よ
る
世
界
初
の
心
臓
移
植

の
翌
年
１
９
６
８
年
に
札
幌
医
大
の
和
田
寿
郎
教
授
に
よ
っ
て

日
本
で
初
め
て
の
心
臓
移
植
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
移
植
を
め

ぐ
る
疑
惑
が
複
数
指
摘
さ
れ
、
和
田
教
授
が
殺
人
罪
で
告
発
さ

れ
ま
し
た
（
証
拠
不
十
分
で
不
起
訴
）。
こ
の
事
件
が
脳
死
移

植
へ
の
不
信
を
招
き
、
欧
米
に
比
べ
て
普
及
が
遅
れ
た
要
因
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
脳
死
を
前
提
と
す

る
心
臓
や
肝
臓
移
植
は
行
わ
れ
ず
、
肉
親
間
に
よ
る
生
体
腎
臓

移
植
の
み
が
行
わ
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
日
本
で
は
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
重
傷
の
心
臓
病
・

肝
臓
病
の
患
者
が
、
欧
米
諸
国
に
渡
っ
て
移
植
を
受
け
る
ケ
ー

ス
（
海
外
渡
航
移
植
）
が
現
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
内
で
も
脳
死
移
植
の
実
現
を
望
む
声
が

強
ま
り
、
１
９
９
０
年
に
首
相
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
臨
時
脳

死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
」（
脳
死
臨
調
）
が
設
置
さ
れ
、
医

学
界
の
み
な
ら
ず
文
化
人
や
宗
教
界
を
も
巻
き
込
ん
だ
議
論
が

活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
脳
死
臨
調
は
１
９
９
２

年
１
月
に
「
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
は
社
会
的
・
法
的
に

妥
当
」
と
の
答
申
を
行
い
ま
し
た
が
、
日
本
人
の
身
体
観
や
死

生
観
な
ど
の
文
化
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
っ
た
少
数
意
見
も
添
え

ら
れ
る
な
ど
異
例
の
答
申
と
な
り
、
脳
死
判
定
基
準
が
厳
密
で
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は
な
い
、
脳
死
移
植
あ
り
き
の
結
論
だ
、
と
い
っ
た
反
対
意
見

も
根
強
く
残
り
ま
し
た
。

脳
死
臨
調
の
答
申
を
経
て
議
論
の
場
は
国
会
に
移
り
ま
し
た

が
、
立
法
化
の
た
め
の
審
議
は
難
航
し
、
よ
う
や
く
１
９
９
７

年
10
月
に
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」（
臓
器
移
植
法
）

が
施
行
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
１
９
９
９
年
２
月
に
国
内
二

例
目
、
同
法
下
で
は
初
と
な
る
心
臓
移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

臓
器
移
植
法
に
は
、
法
律
施
行
後
３
年
を
目
処
に
見
直
す
旨

の
附
則
が
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
が
過
ぎ
て
も
こ
の
見
直
し
は

実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
法
の
審
議
中
か
ら
、
他
国
に
比

べ
て
特
に
脳
死
臓
器
移
植
の
臓
器
提
供
に
関
す
る
制
約
が
厳
し

く
移
植
数
が
伸
び
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
施
行
後

も
や
は
り
脳
死
臓
器
移
植
の
数
は
増
え
ず
、
し
び
れ
を
切
ら
し

た
患
者
た
ち
は
海
外
で
移
植
を
受
け
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
海
外
渡
航
移
植
は
国
際
的
な
問
題
と
な

り
、
２
０
０
８
年
に
は
国
際
移
植
学
会
が
、
必
要
な
臓
器
は
各

国
内
で
確
保
す
る
努
力
を
求
め
る
「
臓
器
取
引
と
移
植
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
関
す
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
」
を
、
２
０
１
０
年
に

は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
、
臓
器
移
植
手
術
を
受
け
る

た
め
の
海
外
渡
航
を
原
則
禁
止
と
す
る
新
指
針
を
、
そ
れ
ぞ
れ

採
択
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
危
機
感
も
あ
っ
て
国
会
で
の
審

議
が
進
み
、
２
０
１
０
年
７
月
に
改
正
法
が
施
行
さ
れ
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
臓
器
移
植
法
の
制
定
と
改
正
に
つ
い
て
は

次
章
に
て
詳
し
く
見
て
い
き
ま
す
。�

【
吉
田
淳
雄
】

第
二
章　
臓
器
移
植
法
に
つ
い
て

１　
臓
器
移
植
法
が
成
立
す
る
ま
で

１
９
９
６
年
９
月
16
日
、
我
が
国
で
初
め
て
の
「
臓
器
の
移

植
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
臓
器
移
植
法
）
が
衆
議
院
、
参

議
院
両
院
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
翌
１
９
９
７
年
10
月
16
日

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
移
植
に
関
す
る
法
律
は
、
唯
一

１
９
７
９
年
に
施
行
さ
れ
た
「
角
膜
及
び
腎
臓
の
移
植
に
関
す

る
法
律
」
の
み
で
あ
り
（
臓
器
移
植
法
施
行
に
伴
っ
て
廃
止
さ

れ
ま
し
た
）、
臓
器
移
植
法
施
行
以
前
も
社
会
的
に
容
認
さ
れ

て
い
た
移
植
医
療
も
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
法
的
な
根
拠
は
あ
り
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ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
国
内
の
臓
器
移
植
と
し
て
は
、
１
９
６
８
年
札
幌
医
大

の
和
田
寿
郎
教
授
に
よ
っ
て
日
本
で
初
め
て
の
心
臓
移
植
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
患
者
は
83
日
後
に
死
亡
。
死
後
、
ド
ナ
ー
の

脳
死
判
定
や
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
移
植
適
応
を
め
ぐ
る
疑
惑
が

指
摘
さ
れ
、
和
田
教
授
は
殺
人
罪
で
告
発
さ
れ
ま
す
が
、
証
拠

不
十
分
で
不
起
訴
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
手
術

は
、
脳
死
判
定
と
心
臓
移
植
を
和
田
教
授
一
人
で
行
っ
た
こ
と

で
、
移
植
を
前
提
と
し
た
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
現
在
で
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
問
題
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
る
移
植
医
療
不
信
は
、
我
が
国
に
お
け

る
移
植
医
療
が
欧
米
に
比
べ
て
数
十
年
遅
れ
る
事
態
を
招
い
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
重
度
の
心
臓
病
患

者
な
ど
の
海
外
渡
航
移
植
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
臓
器
移

植
法
の
制
定
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
１
９
８
５
年
に
厚
生
省
（
当
時
）
の
「
脳
死
に
関
す
る

研
究
班
」
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
竹
内
基
準
」
が
示
さ
れ
、
以
後
そ

れ
に
基
づ
い
て
脳
死
判
定
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
政
府
は
１
９
９
０
年
「
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査

会
」（「
脳
死
臨
調
」）
を
設
け
、
２
年
間
に
わ
た
る
調
査
審
議

を
経
て
、
１
９
９
２
年
に
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
対
し
て
の

答
申
を
「
脳
死
及
び
臓
器
移
植
に
関
す
る
諸
問
題
」
と
し
て
公

表
す
る
な
ど
の
段
階
を
経
て
、
つ
い
に
１
９
９
７
年
臓
器
移
植

法
の
施
行
へ
と
至
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
大
き
な
課
題
も
残
さ
れ
ま
し
た
。

臓
器
移
植
法
で
は
、
心
臓
移
植
を
必
要
と
す
る
小
児
へ
の
小

児
ド
ナ
ー
か
ら
の
臓
器
移
植
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
心
臓

移
植
に
限
ら
ず
、
小
児
が
臓
器
移
植
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は

海
外
で
の
移
植
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
に
は
巨
額
の
医
療

費
と
渡
航
費
用
を
要
す
る
た
め
、
募
金
活
動
に
よ
り
そ
の
費
用

を
集
め
て
い
た
現
状
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

海
外
渡
航
移
植
に
つ
い
て
は
、
臓
器
売
買
や
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
（
最
近
、
海
外
臓
器
移
植
を

う
た
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
犯
罪
も
摘
発
さ
れ
て
い
ま
す
）、
日

本
の
主
治
医
の
診
断
を
受
け
ず
に
個
人
で
渡
航
し
移
植
手
術
を

受
け
、
帰
国
後
容
態
が
悪
化
し
て
国
内
の
医
療
機
関
に
来
る
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ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
な
ど
、
多
々
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
海
外
渡
航
移
植
を
め
ぐ
る
動
向
が
、
や
が
て
臓
器
移
植

法
が
改
正
さ
れ
る
大
き
な
契
機
と
な
る
の
で
す
。

ま
た
、「
臓
器
移
植
法
」
成
立
時
に
、
生
命
倫
理
学
者
で
あ

る
星
野
一
正
氏
は
「
脳
死
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
ま
す
。

　

�

事
実
問
題
と
し
て
、「
臓
器
提
供
者
に
つ
い
て
の
み
脳
死

を
診
断
し
、
臓
器
提
供
者
以
外
の
者
に
は
脳
死
の
判
定
を

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律

は
、
臓
器
移
植
の
ド
ナ
ー
を
希
望
し
な
い
人
や
何
ら
か
の

理
由
で
ド
ナ
ー
に
な
れ
な
い
人
の
人
権
蹂
躙
と
な
る
。

　

�

さ
ら
に
、
一
つ
の
脳
死
に
、
二
種
類
の
脳
死
を
人
為
的
に

作
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
つ
は
、
臓
器
提
供
者
の
脳
死
は
人

の
死
と
し
て
認
め
、
二
つ
目
は
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示

の
な
い
患
者
の
場
合
に
は
、
脳
死
を
し
て
そ
の
者
の
死
と

は
認
め
な
い
、
つ
ま
り
脳
死
を
し
て
も
生
き
て
い
る
と
い

う
別
の
生
の
概
念
、
つ
ま
り
脳
死
を
し
て
も
死
な
な
い
新

し
い
脳
死
の
概
念
を
法
律
で
創
作
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。（「
時
の
法
令
」
１
５
４
９
号
、
60

－

69
、
１

９
９
７
年
７
月
15
日
発
行
）

星
野
氏
の
指
摘
し
た
こ
の
問
題
は
、
は
た
し
て
「
改
正
臓
器

移
植
法
」
に
お
い
て
、
解
決
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

�

【
坂
上
雅
翁
】

２　
臓
器
移
植
法
改
正
の
経
緯

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
１
９
９
７
年
10
月
16
日
、
我
が
国

で
初
め
て
の
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
臓
器

移
植
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

臓
器
移
植
法
の
「
附
則
抄
」
に
は
、

（
検
討
等
）

　

�

第
二
条　

こ
の
法
律
に
よ
る
臓
器
の
移
植
に
つ
い
て
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の

施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加

え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら

れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

と
し
て
、
臓
器
移
植
法
の
施
行
後
３
年
を
目
途
と
し
て
見
直
し
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を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
こ

れ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

施
行
後
10
年
を
迎
え
た
２
０
０
６
年
３
月
第
１
６
２
回
国
会

に
二
つ
の
改
正
案
（
Ａ
中
山
案
、
Ｂ
斉
藤
案
）
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
政
局
の
混
乱
も
あ
り
審
議
は
先
延
ば
し
に
な
り
ま
し

た
。自

由
民
主
党
中
山
太
郎
氏
ほ
か
５
名
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た

議
案
（
Ａ
案
）
は
、

・�

脳
死
を
人
の
死
と
す
る

・�

本
人
の
同
意
が
確
認
で
き
な
く
と
も
、
遺
族
の
同
意
が
あ

れ
ば
臓
器
摘
出
は
可
能
、
臓
器
提
供
者
の
年
齢
制
限
は
な

し 

・�

親
族
優
先
権
を
認
め
る

と
い
う
も
の
で
、
臓
器
移
植
を
す
る
場
合
に
限
り
脳
死
判
定
を

し
て
き
た
臓
器
移
植
法
と
は
大
き
く
違
い
、
当
初
は
脳
死
を
す

べ
て
人
の
死
と
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
以
下
の
各
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
中
山
案
（
Ａ
案
）
の
改
正
案
が
議
決
さ
れ
、
他
の
案
は
審
議

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｂ
斎
藤
案
は
十
二
歳
以
上
の
者
に
提
供

意
思
表
示
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後
に
提
出
さ
れ
た

Ｃ
金
田
案
は
要
件
の
厳
格
化
を
求
め
、
Ｄ
根
本
案
は
十
五
歳
未

満
の
者
に
つ
い
て
遺
族
・
家
族
の
承
諾
を
認
め
る
も
の
、
Ｅ
千

葉
案
は
臨
時
子
ど
も
脳
死
・
臓
器
移
植
調
査
会
の
設
置
を
求
め

る
も
の
で
し
た
。

審
議
は
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
９
年
に

な
る
と
改
正
を
急
ぐ
機
運
が
高
ま
り
、
同
年
の
第
１
６
４
回
国

会
に
て
６
月
18
日
に
衆
議
院
で
、
７
月
13
日
に
参
議
院
で
、
そ

れ
ぞ
れ
Ａ
案
が
可
決
さ
れ
、
翌
２
０
１
０
年
７
月
17
日
に
施
行

さ
れ
た
の
で
す
。
で
は
な
ぜ
２
０
０
９
年
に
な
っ
て
、
停
滞
し

て
い
た
審
議
が
動
き
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
以
下

の
よ
う
な
背
景
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
５
月
２
日
、
国
際
移
植
学
会
に
お
い
て
出
さ
れ

た
「
臓
器
取
引
と
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
宣
言
」
は
、
そ
れ
ま
で
海
外
（
と
く
に
ア
メ
リ
カ
）
に
依
存

し
て
き
た
小
児
や
高
度
の
移
植
医
療
を
受
け
に
渡
航
す
る
こ
と

に
制
限
を
か
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
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国
際
移
植
学
会
で
は
世
界
的
な
臓
器
不
足
を
背
景
と
す
る
売

買
、
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
ド
ナ
ー
の
人
身
取
引
な
ど
、

緊
急
に
解
決
す
べ
き
そ
し
て
増
大
す
る
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、

世
界
中
の
科
学
あ
る
い
は
医
学
団
体
、
政
府
関
係
者
、
社
会
科

学
者
、
倫
理
学
者
な
ど
１
５
０
名
以
上
の
代
表
者
が
集
い
、
２

０
０
８
年
４
月
30
日
か
ら
５
月
２
日
に
か
け
て
ト
ル
コ
の
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
議

論
さ
れ
た
の
は
、

・�

非
倫
理
的
行
為
が
な
さ
れ
る
背
景
に
は
、
移
植
用
臓
器
の

世
界
的
不
足
に
伴
う
望
ま
し
か
ら
ぬ
帰
結
と
い
う
側
面
が

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
国
は
、
臓
器
不
全
の
予
防
施
策
が

確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時

に
、
自
国
民
の
移
植
ニ
ー
ズ
に
足
る
臓
器
を
自
国
ま
た
は

周
辺
諸
国
の
協
力
を
得
て
ド
ナ
ー
を
確
保
す
る
努
力
を
す

べ
き
で
あ
る
。

・�

移
植
の
た
め
の
渡
航
（T

ravel for transplantation

）

と
は
、
臓
器
そ
の
も
の
、
ド
ナ
ー
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
、
ま

た
は
移
植
医
療
の
専
門
家
が
、
臓
器
移
植
の
目
的
の
た
め

に
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
こ
と
を
い
う
。
移
植
の
た
め

の
渡
航
に
、
臓
器
取
引
や
移
植
商
業
主
義
の
要
素
が
含
ま

れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
外
国
か
ら
の
患
者
へ
の
臓
器
移
植

に
用
い
ら
れ
る
資
源
（
臓
器
、
専
門
家
、
移
植
施
設
）
の

た
め
に
自
国
民
の
移
植
医
療
の
機
会
が
減
少
し
た
り
す
る

場
合
は
、
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
（transplant tourism

）

と
な
る
。

・�

移
植
用
の
臓
器
は
、
適
切
な
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
対
し
て
、

性
別
、
民
族
的
背
景
、
宗
教
、
社
会
的
地
位
、
経
済
的
地

位
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
で
公
平
に
配
分
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

・�

国
外
患
者
へ
の
治
療
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
国
民
が
受
け

る
移
植
医
療
の
機
会
が
減
少
し
な
い
場
合
に
の
み
許
容
さ

れ
る
。（
傍
線
筆
者
）

と
く
に
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
（
２
０
０
８
年
５
月
、
国

際
移
植
学
会
）
に
加
え
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の
指

針
改
定
（
当
初
、
２
０
０
９
年
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
０
年
５
月
に
新
指
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
）
に
よ
る
渡
航



195　移植医療をめぐる最近の動向

研究成果報告

移
植
の
事
実
上
の
禁
止
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
海
外
に
頼
っ
て
い

た
小
児
の
渡
航
移
植
や
重
度
の
心
臓
移
植
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
、
法
律
施
行
後
３

年
を
目
途
に
見
直
す
事
に
な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
10
年
近
く

審
議
が
進
ま
な
か
っ
た
臓
器
移
植
法
が
改
正
に
向
け
て
動
き
始

め
た
後
押
し
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。�

【
坂
上
雅
翁
】

３　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

改
正
案
の
検
討
課
題
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
自
由
民
主
党
中
山
太
郎
氏
ほ
か
５

名
に
よ
っ
て
第
１
６
２
回
国
会
最
終
日
に
中
山
氏
ほ
か
３
名
に

よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の
を
第
１
６
４
回

国
会
に
再
提
出
し
た
も
の
が
「
改
正
臓
器
移
植
法
」
と
し
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
の
内
容
と
し
て
は
、

・�

脳
死
を
人
の
死
と
す
る

・�

本
人
の
同
意
が
確
認
で
き
な
く
と
も
、
遺
族
の
同
意
が
あ

れ
ば
臓
器
摘
出
は
可
能
、
臓
器
提
供
者
の
年
齢
制
限
は
な

し

・�

親
族
優
先
権
を
認
め
る

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
の
検
討
課
題
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

①
脳
死
判
定
に
つ
い
て

脳
死
は
一
律
に
人
の
死
で
は
な
く
、
移
植
用
臓
器
を
死
体
か

ら
摘
出
す
る
場
合
に
の
み
脳
死
判
定
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
改
正
法
以
前
は
本
人
の
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が
あ
る

場
合
の
み
で
し
た
が
、
改
正
法
で
は
、
本
人
の
移
植
に
対
す
る

肯
定
的
な
意
思
表
示
が
な
く
と
も
（
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
で
拒
否
し

て
い
る
場
合
は
除
く
）、
遺
族
の
摘
出
の
承
諾
が
あ
れ
ば
脳
死

判
定
が
で
き
る
の
で
す
。
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
啓
発
活
動
も
、

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
の
裏
面
に
意
思
表
示
を
記
載
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
記
入
し
て
い
る
日
本
人
の
割
合
は

決
し
て
高
く
は
な
い
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
健
康
保
険
証
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
統
一
さ
れ
て
い
く
と
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
、
意
思
表
示
登
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
の
か
疑
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問
が
残
り
ま
す
。

②
本
人
の
同
意
と
年
齢
制
限

臓
器
摘
出
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
、
本
人
の
移
植
に
対

す
る
肯
定
的
な
意
思
表
示
が
な
く
と
も
（
ド
ナ
カ
ー
ド
で
拒
否

し
て
い
る
場
合
は
除
く
）、
遺
族
の
摘
出
の
承
諾
が
あ
れ
ば
脳

死
判
定
が
で
き
る
の
で
す
が
、「
遺
族
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は

原
則
と
し
て
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
同
居

の
家
族
と
し
て
い
ま
す
が
、
死
亡
し
た
者
の
近
親
者
の
中
か
ら
、

個
々
の
事
案
に
即
し
、
慣
習
や
家
族
構
成
等
に
応
じ
て
判
断
す

べ
き
も
の
と
し
て
お
り
、
複
雑
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
「
親
族
」
の
範
囲
に
つ
い
て
も
議
論
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
親
族
優
先
権
と
も
関
係
し
て
く
る
の

で
す
が
、
親
族
の
範
囲
は
、
配
偶
者
、
及
び
父
母
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
い
う
配
偶
者
は
法
律
婚
に
限
ら
れ
、
事
実
婚
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
子
の
場
合
、
特
別
養
子
縁
組
に
よ
る
養
子
、

父
母
に
つ
い
て
は
養
父
母
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
議
論

さ
れ
る
点
で
し
ょ
う
。

年
齢
制
限
に
つ
い
て
も
改
正
法
で
は
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
が
、

幼
児
に
つ
い
て
は
親
族
（
と
く
に
父
母
）
の
意
見
に
従
う
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
虐
待
を
受
け

た
疑
い
が
あ
る
児
童
で
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
虐
待
が
行

わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
児
童
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
臓
器
の
摘
出

は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
虐
待
防
止
委
員
会
等

の
虐
待
を
受
け
た
児
童
へ
の
対
応
の
た
め
に
必
要
な
院
内
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
」「
児
童
虐
待
の
対
応
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
等
の
指
針
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
但
し
、
虐
待
が
行
わ
れ
た
疑
い
の
有
無
の
確
認

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
め
ま

せ
ん
。

③
親
族
優
先
権

親
族
優
先
提
供
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
医
学
的

な
理
由
に
よ
り
、
必
ず
し
も
親
族
に
対
し
て
移
植
が
行
わ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
こ
と
。
親
族
優
先
の
移
植
希
望
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
目
的
と
し
た
自
殺
を
図
っ
た
と
き
は
、
親
族
へ
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の
優
先
提
供
は
行
わ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
臓
器
提
供
者
の
み
に
行
う
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
前
々
節
で
取
り
上
げ
た
、
生
命
倫
理
学
者
の
星

野
一
正
氏
の
危
惧
が
解
消
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
遺
族
（
親
族
）
と
は
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。
本
人
が
ド

ナ
ー
カ
ー
ド
に
臓
器
移
植
承
諾
を
記
入
し
て
い
な
く
と
も
、
親

族
の
同
意
が
あ
れ
ば
臓
器
移
植
で
き
ま
す
が
（
臓
器
移
植
法
改

正
後
は
こ
ち
ら
の
方
が
提
供
の
割
合
は
圧
倒
的
に
多
い
）、
本

当
に
本
人
の
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
ま
し
た
が
、
意
思
表
示
で
き

な
い
児
童
・
幼
児
、
児
童
虐
待
の
問
題
を
ど
う
み
る
の
か
、
厚

生
労
働
省
は
、
虐
待
の
疑
い
の
あ
る
児
童
の
脳
死
判
定
は
行
わ

な
い
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
子
供
が
亡

く
な
っ
た
混
乱
時
に
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。

ま
た
、
親
族
優
先
権
に
つ
い
て
は
、
角
膜
移
植
の
希
望
な
ど

ま
だ
事
例
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
自
殺
に
つ
い
て
の
危
惧
も

あ
り
、
厚
生
労
働
省
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
の
点
に

つ
い
て
、
自
殺
の
疑
い
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
脳
死
判
定
を

行
わ
な
い
旨
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

【
坂
上
雅
翁
】

４　
改
正
後
の
変
化

臓
器
移
植
法
が
改
正
さ
れ
、
臓
器
移
植
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
を
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
日
本
唯
一
の
斡
旋
期
間
で

あ
る
公
益
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
報
告
を

基
本
と
し
て
脳
死
下
で
の
臓
器
移
植
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

臓
器
移
植
法
施
行
後
か
ら
２
０
２
２
年
９
月
末
ま
で
の
臓
器

移
植
数
は
８
６
７
件
で
す
（
そ
の
内
、
86
件
が
旧
臓
器
移
植
法

時
）。
ま
た
、
臓
器
移
植
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
本
人
の
意
思

が
不
明
な
場
合
で
も
家
族
の
同
意
に
よ
る
臓
器
移
植
、
15
歳
未

満
の
臓
器
移
植
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
改
正
臓
器
移
植
法

施
行
後
に
は
、
全
体
の
内
の
約
８
割
が
家
族
の
同
意
の
み
に
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よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
18
歳
未
満
か
ら
の
臓
器
提
供
は
63
件

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
臓
器
移
植
法
の
改
正
に
よ
っ
て
臓
器

移
植
は
増
加
し
た
と
い
え
ま
す
が
、
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
は
２
０
１
６
年
度
以
降
、
毎
年
平
均
１
３
０
０
０
人
以
上
の

移
植
希
望
登
録
者
が
存
在
し
、
そ
の
内
の
２
～
３
％
し
か
臓
器

移
植
を
受
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
海
外
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に

少
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
臓
器
提
供
に
つ
い
て

本
人
の
意
思
表
明
に
関
わ
る
制
度
が
大
き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
制
度
に
は
、
臓
器
提
供
を
し
て
も
い
い
と
い
う
意

思
表
明
を
す
る
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
と
、
臓
器
提
供
を
し
た
く
な

い
と
い
う
意
思
表
明
を
す
る
（
臓
器
提
供
に
反
対
す
る
意
思
を

示
さ
な
い
限
り
臓
器
提
供
に
同
意
し
た
と
み
な
す
）
オ
プ
ト
ア

ウ
ト
方
式
が
あ
り
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
な
ど
が
オ
プ
ト

イ
ン
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
そ
の
中
で
も
、
最
も

臓
器
移
植
数
が
少
な
く
、
人
口
１
０
０
万
あ
た
り
で
比
較
す
る

と
、
日
本
は
0
・
62
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
68
分
の
１
、
韓
国

の
14
分
の
１
で
す
。
以
上
を
前
提
と
し
て
、
①
意
思
表
示
、
②

海
外
渡
航
移
植
、
③
生
存
率
と
死
亡
率
、
に
つ
い
て
確
認
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
意
思
表
示
は
、
日
本
に
お
い
て
脳
死
下
臓
器
移
植
の
殆
ど

が
家
族
の
同
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
直
接
関
わ
る

こ
と
か
ら
注
目
し
ま
す
。
意
思
表
示
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に

よ
る
２
０
２
１
年
の
世
論
調
査
が
あ
り
ま
す（１
）。

調
査
で
は
、
臓

器
移
植
に
関
心
が
あ
る
人
が
65
・
5
％
、
自
身
が
脳
死
判
定
さ

れ
た
際
に
臓
器
提
供
を
し
た
い
人
（「
提
供
し
た
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
提
供
し
た
い
」）
が
39
・
5
％
で
あ
る
の
に

対
し
、
実
際
に
意
思
表
示
を
し
て
い
る
人
は
10
・
2
％
（「
既

に
意
思
表
示
を
し
て
い
る
」と「
既
に
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
を
、

家
族
ま
た
は
親
し
い
方
に
話
し
て
い
る
」）
で
あ
り
、
臓
器
移

植
へ
の
関
心
の
高
さ
に
対
し
て
、
明
確
な
意
思
表
示
が
な
さ
れ

て
い
る
割
合
が
低
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

②
海
外
渡
航
移
植
は
、
日
本
に
お
い
て
臓
器
移
植
法
が
改
正

さ
れ
る
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
注
目
し
ま
す
。
海
外

渡
航
移
植
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
調
査
室
の
岩
波
祐
子

氏
は
、

　

�

厚
生
労
働
省
の
研
究
班
が
把
握
し
た
状
況
で
は
、
臓
器
移
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植
法
施
行
後
の
平
成
10
年
か
ら
15
年
の
間
に
、
心
臓
65
名
、

肝
臓
は
２
２
１
名
、
腎
臓
は
１
９
８
名
が
海
外
で
移
植
を

受
け
て
い
る
。
こ
の
間
、
18
歳
未
満
で
心
臓
移
植
を
受
け

た
者
は
42
名
で
あ
る（２
）。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
海
外
渡
航
移
植
に
つ
い
て
は
、
臓
器
売
買

の
問
題（３
）や

海
外
臓
器
移
植
に
対
す
る
保
険
給
付
（「
臓
器
移
植

に
係
る
海
外
療
養
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
〔
健
康
保
険
法
〕」）

の
問
題
も
あ
る
た
め
、
継
続
的
な
調
査
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
十
分
な
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
状
況
で
す
。

③
生
存
率
と
死
亡
率
に
つ
い
て
は
、
臓
器
移
植
と
い
う
医
療

へ
の
根
本
的
評
価
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
注
目
し
ま
す（４
）。

臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
１
９
９
５
年
４
月
か
ら
２
０
２
０
年

12
月
に
移
植
を
行
わ
れ
た
方
の
移
植
後
生
存
率
（
10
年
）
に
つ

い
て
、
心
臓
90
・
1
％
、
腎
臓
83
・
5
％
な
ど
と
報
告
し
、
平

均
待
機
年
数
に
つ
い
て
心
臓
約
２
年
５
ヶ
月
、
腎
臓
約
14
年
な

ど
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
次
に
死
亡
率
に
つ
い
て
は
、
１
９
９

５
年
４
月
（
臓
器
に
よ
っ
て
登
録
開
始
年
が
異
な
る
た
め
、
最

も
早
く
登
録
が
開
始
さ
れ
た
年
を
記
し
た
）
か
ら
２
０
２
３
年

１
月
末
ま
で
に
、
心
臓
・
肺
・
肝
臓
・
腎
臓
・
膵
臓
・
小
腸
の

各
臓
器
待
機
者
は
、
合
計
８
０
３
０
名
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る

と
報
告
し
て
い
ま
す（５
）。

　

こ
の
中
、
心
臓
移
植
は
小
児
の
移
植
、
海
外
渡
航
移
植
と
深

く
関
わ
る
た
め
、
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
臓

器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
１
９
９
７
年
10
月
か
ら
２
０
２

３
年
１
月
末
ま
で
の
心
臓
移
植
希
望
登
録
者
が
２
２
７
５
名
、

そ
の
内
、
渡
航
移
植
は
74
名
、
死
亡
は
５
４
２
名
と
報
告
し
て

い
ま
す
が
、
よ
り
詳
細
な
報
告
と
し
て
、
心
臓
移
植
の
適
応
を

判
断
す
る
日
本
循
環
器
学
会
心
臓
移
植
委
員
会
適
応
検
討
小
委

員
会
の
報
告（６
）が

あ
り
ま
す
。
こ
の
報
告
で
は
、
１
９
９
７
年
３

月
か
ら
２
０
１
０
年
９
月
22
日
ま
で
に
心
臓
移
植
が
適
応
と
さ

れ
た
５
６
９
件
の
内
、
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
患
者
は
３
９
４
名
で
あ
り
、
そ
の
３
９
４
名
の
内
、
移
植
件

数
は
76
件
、
待
機
中
の
死
亡
者
１
４
２
名
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
６
９
件
の
内
、
小
児
（
十
五
歳
未
満
）
は
84
件
で
、

国
内
で
移
植
を
受
け
た
の
は
４
件
の
み
で
あ
り
、
１
９
９
８
～
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２
０
０
２
年
の
間
に
小
児
期
心
筋
症
で
移
植
適
当
と
判
定
さ
れ

た
66
例
の
う
ち
、
２
０
０
２
年
時
点
で
死
亡
例
は
48
例
と
す
る

日
本
小
児
循
環
器
学
会
臓
器
移
植
委
員
会
に
よ
る
追
跡
調
査
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
報
告
か
ら
心
臓
移
植

に
関
し
て
は
特
に
小
児
に
お
い
て
高
い
死
亡
率
と
な
る
こ
と
が

理
解
で
き
ま
す
。
な
お
、
日
本
循
環
器
学
会
心
臓
移
植
委
員
会

適
応
検
討
小
委
員
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
上
記
５
６
９
件
の
内
、

海
外
渡
航
移
植
が
96
件
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
登
録
せ
ず
に
海
外
渡
航
移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
実

態
も
理
解
で
き
ま
す
。

臓
器
移
植
法
の
改
正
は
、
臓
器
移
植
数
の
増
加
を
目
的
の
一

つ
と
し
た
も
の
で
し
た
の
で
、
改
正
が
小
児
の
臓
器
移
植
を
含

む
臓
器
移
植
数
の
増
加
に
寄
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
国
内
で
臓
器
移
植
が
多
く
実
施
で
き
る
ほ
ど
の
増

加
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
移
植
を
待
ち
な
が
ら
亡
く
な

る
方
、
海
外
渡
航
移
植
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
が
、
大
き
な
問
題
は
臓
器
移
植
に
関
わ
る
実
態

は
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
臓
器
移
植

に
関
わ
る
実
態
が
十
分
に
把
握
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、「
臓
器
移

植
推
進
／
増
加
」
ば
か
り
が
中
心
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
臓
器
売

買
の
よ
う
な
問
題
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
註
】

（
1
）
内
閣
府
令
和
３
年
度
「
移
植
医
療
に
関
す
る
世
論
調
査
」

（
2
）「
臓
器
移
植
の
現
状
と
今
後
の
課
題
（
１
）」『
立
法
と
調
査
』
２
９

８
号
、
２
０
０
９
年
11
月

（
3
）
読
売
新
聞
「
臓
器
売
買
疑
惑
、
厚
労
省
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
調
査
へ
」
２
０

２
２
年
８
月
９
日

（
4
）
小
松
美
彦
、市
野
川
容
孝
、田
中
智
彦
編
『
い
の
ち
の
選
択
』（『
岩

波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
７
８
２
、
２
０
１
０
年
）
で
は
、「
臓
器
移
植

が
行
え
れ
ば
助
か
る
」
と
い
っ
た
形
で
生
存
率
を
示
す
こ
と
は
、
臓

器
移
植
を
し
た
場
合
と
し
な
い
場
合
と
の
生
存
率
の
違
い
を
表
し
て

い
な
い
た
め
臓
器
移
植
の
真
の
成
績
と
は
い
え
な
い
、
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

（
5
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
臓
器
移
植
法
施
行
か
ら
25
年
経
つ
２
０
２
２
年
10

月
16
日
を
前
に
し
て
、
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
た
ま
ま

移
植
を
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
っ
た
方
が
７
８
１
４
人
と
報
道
し
て

い
ま
す
（「
臓
器
移
植
法
25
年　

移
植
医
療
に
何
が
求
め
ら
れ
る
か
」
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２
０
２
２
年
10
月
14
日
）

（
6
）
福
嶌
教
偉
「
我
が
国
の
小
児
心
臓
移
植
の
現
状
と
課
題
」『
日
本
小

児
循
環
器
学
会
雑
誌
』
33
号
、
２
０
１
７
年
、
社
団
法
人
日
本
循
環

器
学
会
第
４
回
日
本
循
環
器
学
会
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
「
改
正
臓
器
移

植
法
施
行
後
の
心
臓
移
植
－
現
状
と
将
来
の
展
望
－
」（https://

w
w
w
.j-circ.or.jp/old/about/jcs_ps4th/index.htm

l

）

�

【
岡
崎
秀
麿
】

第
三
章　
移
植
医
療
の
最
前
線

本
章
で
は
、
２
０
０
７
年
の
臓
器
移
植
法
改
正
以
後
の
移
植

医
療
の
進
展
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
動
向
を
紹

介
し
ま
す
。

１　
再
生
医
療
技
術
を
臓
器
移
植
に
応
用
す
る
研
究

再
生
医
療
は
、
ど
の
よ
う
な
細
胞
で
も
作
り
出
す
こ
と
の
で

き
る
多
能
性
幹
細
胞
を
用
い
て
疾
病
や
傷
害
に
よ
り
欠
損
や
変

性
を
被
っ
た
組
織
の
修
復
と
再
生
を
助
け
る
新
し
い
医
療
で
あ

り
、
こ
の
細
胞
の
研
究
に
お
い
て
、
２
０
０
６
年
に
京
都
大
学

山
中
教
授
の
チ
ー
ム
に
よ
る
人
工
多
能
性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
）
の
樹
立
は
画
期
的
で
し
た
。
そ
の
後
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら

体
外
で
治
療
用
細
胞
を
作
り
出
す
方
法
の
開
発
は
著
し
く
進
歩

し
、
生
体
内
の
細
胞
の
機
能
に
近
い
細
胞
を
作
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
体
外

で
作
製
さ
れ
た
網
膜
色
素
上
皮
シ
ー
ト
は
視
力
低
下
を
も
た
ら

す
加
齢
黄
斑
変
性
の
治
療
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
有
効
性
、
安
全

性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
体

外
で
作
製
し
た
ド
ー
パ
ミ
ン
産
生
細
胞
に
よ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
治
療
、
心
筋
シ
ー
ト
に
よ
る
心
臓
治
療
、
血
小
板
に
よ
る
再

生
不
良
性
貧
血
の
治
療
な
ど
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
従
来
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
再
生
医
療
の
研

究
は
、「
細
胞
を
つ
く
る
」
こ
と
が
主
流
で
し
た
が
、
近
年
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
臓
器
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
移
植
す
る
研
究
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
生
医
療
の
研
究
対
象
で
も
っ
と
も
難

し
い
の
が
臓
器
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
複
雑
な
立
体
構
造
を
も
ち
、

血
流
が
あ
り
代
謝
や
ホ
ル
モ
ン
産
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
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再
生
医
療
技
術
を
利
用
し
て
臓
器
を
再
生
す
る
試
み
と
し
て
、

細
胞
を
組
織
に
組
み
立
て
て
移
植
す
る
技
術
の
研
究
や
動
物
体

内
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
臓
器
を
作
製
し
、
そ
れ
を
人
体
に
移
植

す
る
技
術
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
先
ず
、
細
胞

を
組
織
に
組
み
立
て
る
研
究
の
実
例
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

（
実�

例
１
）
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
先
端
医
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
谷
口
教
授
の
チ
ー
ム
は
、
世
界
で
初
め
て
、
複
雑

な
血
管
構
造
を
持
つ
立
体
的
な
ミ
ニ
肝
臓
（
肝
芽
）
を
つ

く
り
出
し
ま
し
た
。
肝
硬
変
な
ど
、
重
い
肝
臓
病
を
治
す

力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の

は
、
母
親
の
お
腹
の
中
に
い
る
胎
児
の
臓
器
が
で
き
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
で
、
ヒ
ト
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
つ
く
っ
た
肝

臓
の
も
と
に
な
る
細
胞
、
血
管
の
も
と
に
な
る
細
胞
、
そ

れ
ら
を
定
着
さ
せ
る
接
着
剤
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
細

胞
、
こ
の
三
つ
を
シ
ャ
ー
レ
に
入
れ
て
培
養
さ
せ
、
約
二

日
後
に
こ
れ
を
立
体
構
造
へ
と
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。
こ
の
「
肝
芽
」
と
呼
ば
れ
る
ヒ
ト
肝
臓
の
原

基
を
生
体
内
へ
移
植
す
る
と
、
ヒ
ト
血
管
網
を
持
つ
機
能

的
な
肝
臓
へ
と
成
長
し
、
最
終
的
に
治
療
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
実�

例
２
）
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学
教
室
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
動
物
の
肝
臓
か
ら
細
胞
を
洗
い
流
し
、
主
に

コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
有
効
成
分
を
残
し
て
、
バ
イ
オ
臓
器

骨
格
を
取
り
出
す
「
脱
細
胞
」
と
い
う
技
術
を
応
用
し
て
、

世
界
で
初
め
て
ヒ
ト
に
も
応
用
可
能
な
大
き
さ
の
バ
イ
オ

人
工
肝
臓
を
作
製
し
、
動
物
で
の
移
植
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
バ
イ
オ
人
工
肝
臓
に
は
ブ
タ
の
細
胞
が
使
わ
れ

て
お
り
、
慢
性
肝
不
全
の
ブ
タ
に
移
植
し
た
と
こ
ろ
、

一
ヶ
月
に
渡
っ
て
人
工
肝
臓
が
機
能
し
、
肝
障
害
の
治
療

効
果
を
示
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
「
脱
細
胞
化
肝
臓

骨
格
」
の
内
部
に
充
填
す
る
細
胞
と
し
て
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
由
来
の
前
駆
細
胞
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
に
移

植
で
き
る
人
工
肝
臓
の
実
現
を
目
指
す
計
画
で
す
。

（
実�
例
３
）
２
０
２
２
年
７
月
、
東
京
医
科
歯
科
大
の
グ
ル
ー

プ
が
、
実
験
室
で
臓
器
の
一
部
の
構
造
（
ミ
ニ
臓
器
「
オ
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ル
ガ
ノ
イ
ド
」）
を
「
幹
細
胞
」
を
利
用
し
て
作
り
出
し
、

そ
れ
を
移
植
す
る
世
界
で
初
め
て
の
手
術
を
実
施
し
た
と

発
表
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
指
定
す
る
難
病
の
中
で

も
特
に
患
者
の
多
い
「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
の
治
療
に
有
効

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
「
胚
盤
胞
補
完
法
」
と
い
う
手
法
を
臓
器
作
製
に
応
用

す
る
試
み
も
、
膵
臓
や
肝
臓
で
複
数
行
わ
れ
て
い
る
の
で
紹
介

し
ま
す
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
動
物
の
胚
盤
胞
の
中
に
注
入
し
て
動

物
の
子
宮
の
中
に
移
植
す
る
と
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
動
物
の
胚
が

子
宮
の
な
か
で
成
長
す
る
の
に
協
調
し
て
分
裂
や
変
化
を
く
り

か
え
し
、
や
が
て
産
ま
れ
た
動
物
の
体
の
一
部
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
二
種
類
以
上
の
細
胞
（
こ
こ
で
は
胚
盤
胞
由
来
の

細
胞
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
細
胞
の
二
種
類
）
が
共
存
し
た
動

物
個
体
の
こ
と
を
「
キ
メ
ラ
」
と
よ
び
、
キ
メ
ラ
の
体
の
一
部

に
な
る
能
力
の
こ
と
を
「
キ
メ
ラ
形
成
能
」
と
言
い
ま
す
。
こ

の
キ
メ
ラ
形
成
能
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
含
む
多
能
性
幹
細
胞
の
み

が
持
つ
特
別
な
能
力
で
、
こ
の
キ
メ
ラ
を
作
る
際
に
、
遺
伝
的

に
特
定
の
臓
器
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
胚
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

注
入
す
る
と
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
胚
の
代
わ
り
に
そ
の
臓
器
を
補

完
し
て
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
で
き
た
臓
器
を
も
つ
キ
メ
ラ
が
産
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
胚
盤
胞
補
完
法
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
マ

ウ
ス
―
ラ
ッ
ト
間
で
の
異
種
臓
器
の
作
出
、
病
態
モ
デ
ル
動
物

へ
の
当
該
臓
器
の
移
植
に
よ
る
長
期
的
な
治
療
効
果
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
物
生
体
内
環
境
を
利
用
し
た
移
植
用
ヒ

ト
臓
器
の
開
発
は
、
２
０
３
０
年
に
は
科
学
技
術
的
実
現
を
、

２
０
３
５
年
に
社
会
的
実
現
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

�

【
水
谷
浩
志
】

２　
異
種
移
植
の
歴
史
と
そ
の
倫
理
的
課
題

近
年
、
人
類
の
寿
命
が
延
び
た
こ
と
に
よ
り
、
慢
性
疾
患
や

末
期
臓
器
不
全
の
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
移
植
は
末
期
臓

器
不
全
の
治
療
に
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
が
、
ヒ
ト
臓
器
の

供
給
と
需
要
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
臨
床
移
植
の
懸
念
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
２
０
２
３
年
２
月
18
日
時
点
で
は
、

米
国
に
お
い
て
１
０
４
，
０
８
５
名
の
移
植
待
機
者
に
対
し
、
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２
０
２
２
年
に
移
植
が
行
わ
れ
た
件
数
は
４
２
，
８
８
８
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
は
移
植
の
年
間
最
高
記
録
を
超

え
た
も
の
の
、
待
機
者
リ
ス
ト
へ
の
追
加
人
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
２
０
０
０
年
に
お
い
て
は
３
９
，
２
８
２
人
の
待
機

者
リ
ス
ト
の
増
加
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
二
〇
二
二
年
は
６
２
，

５
９
２
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た（１
）。

日
本
に
お
い
て
も
、
脳
死

下
で
の
臓
器
提
供
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
少
な
く
、
毎

年
多
く
の
移
植
待
機
患
者
が
移
植
を
待
ち
な
が
ら
死
亡
し
て
い

る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
慢
性
的
な
供
給
不
足
の
現

状
を
是
正
す
る
た
め
、
近
年
異
種
移
植
の
研
究
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
異
種
移
植
と
は
、
動
物
の
臓
器
を
人
間
に
移
植
す
る

こ
と
で
、
当
初
は
実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
こ
こ
十
数
年
で
遺
伝
子
組
換
え
技
術
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
と

と
も
に
実
現
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
異
種
移
植
は
、

臓
器
提
供
を
待
つ
何
万
人
も
の
患
者
を
救
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
人
間
の
都
合
で
他
の
動
物
の
遺
伝
子
を
改
変
し
、

人
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
倫
理
的
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
本
節
で
は
、
異
種
移
植
の
歴
史
と
異

種
移
植
が
抱
え
る
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

実
は
異
種
移
植
の
歴
史
は
長
く
、
過
去
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た（２
）。

１
９
０
２
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
シ

ス
・
カ
レ
ル
（A

lexis Carrel

）
が
血
管
吻
合
技
術
を
開
発

し
ま
し
た
。
当
時
の
実
験
外
科
医
達
は
、
こ
の
外
科
技
術
を
利

用
し
て
、
健
康
な
臓
器
を
慢
性
臓
器
不
全
患
者
に
移
植
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
は
、
移

植
に
適
し
た
状
態
の
人
間
の
臓
器
は
滅
多
に
利
用
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
臓
器
移
植
の
最
初
の
取
り
組
み

は
、
他
の
動
物
を
用
い
た
異
種
移
植
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
し

た
。当
時
は
免
疫
学
も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、ブ
タ
、

ウ
サ
ギ
、
ヤ
ギ
、
ヒ
ツ
ジ
、
サ
ル
な
ど
か
ら
ヒ
ト
へ
の
腎
臓
移

植
が
行
わ
れ
、
当
時
の
記
録
と
し
て
プ
リ
ン
ス
ト
ー

（Princeteau

）
が
１
９
０
５
五
年
に
行
っ
た
ウ
サ
ギ
の
腎
臓

移
植
が
16
日
の
生
着
と
あ
り
ま
す
が
実
際
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不

明
で
す（２
）。
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そ
の
後
、
１
９
５
０
〜
６
０
年
代
に
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
同

種
移
植
が
開
始
さ
れ
、
同
種
移
植
の
技
術
が
定
着
し
た
時
期
に

異
種
移
植
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
１
９
６

３
年
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
か
ら
の
腎
移
植
、
１
９
６
４
年
ヒ
ヒ
か

ら
の
腎
移
植
、
同
年
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
か
ら
の
心
移
植
が
行
わ
れ
、

実
際
に
１
９
６
３
年
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
か
ら
の
腎
移
植
で
９
ヶ

月
生
着
し
た
例
も
見
ら
れ
た
も
の
の
、
一
般
に
異
種
移
植
後
の

拒
絶
反
応
は
激
烈
で
、
多
く
の
場
合
、
数
時
間
か
ら
数
日
で
機

能
廃
絶
（
臓
器
が
そ
の
機
能
を
失
う
こ
と
）
に
陥
り
ま
し
た（３
）。

そ
の
後
、
１
９
８
０
年
代
に
免
疫
抑
制
療
法
が
発
展
し
、
ヒ

ト
ヒ
ト
間
の
同
種
移
植
の
移
植
成
績
が
向
上
し
、
移
植
数
が
飛

躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
移
植
医
療
が
定
着
し
、
臓
器
の
需
要

数
が
増
加
し
た
た
め
臓
器
提
供
不
足
が
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
異
種
移
植
が
再
び
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
１
９
８
４
年
ア
メ
リ
カ
の
ベ
イ

リ
ー
（Beiley

）
が
、
心
臓
の
先
天
疾
患
が
あ
る
幼
児
に
対
し

て
ヒ
ヒ
の
心
臓
を
移
植
し
、
１
９
９
３
年
に
は
ス
タ
ー
ツ
ル

（Starzl

）
が
ヒ
ヒ
の
肝
臓
移
植
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
20
日
、
70

日
生
着
し
ま
し
た（４
）。

た
だ
し
そ
の
後
、
子
供
に
対
す
る
実
験
的

な
医
療
処
置
に
つ
い
て
親
の
意
見
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
の
か
、
ま
た
親
自
身
がBeiley

か
ら
適
切
に
説
明
を
受
け

て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
人
間
被
験
者
に
対
す
る
実
験
的
処
置
に

お
け
る
リ
ス
ク
／
利
益
比
率
に
対
し
て
も
議
論
が
お
こ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ド
ナ
ー
に
ヒ
ヒ
を
用
い
た
こ
と
に
対
し
て
も
、

１
．
感
染
症
の
危
険
性
が
あ
る

２
．
ヒ
ヒ
は
洗
練
さ
れ
た
社
会
的
行
動
を
示
す

な
ど
の
理
由
か
ら
臓
器
を
使
用
す
る
上
で
の
倫
理
的
懸
念
が
お

こ
り
ま
す（

２
），（
５
）

。
以
降
は
、
霊
長
類
か
ら
の
移
植
は
望
ま
し
く
な
い

と
さ
れ
、
ブ
タ
を
ド
ナ
ー
と
し
た
異
種
移
植
が
試
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す（３
）。

な
ぜ
ブ
タ
が
異
種
移
植
に
用
い
ら
れ
る
か
と

い
う
と
、

一
、�

解
剖
学
的
、
生
理
学
的
、
血
液
生
化
学
的
に
ヒ
ト
に
類

似
し
て
い
る

二
、
臓
器
の
大
き
さ
も
ヒ
ト
に
近
い

三
、
繁
殖
力
が
強
く
安
定
し
た
供
給
が
可
能

四
、�

家
畜
の
中
で
最
も
微
生
物
学
的
な
品
質
管
理
が
進
歩
し
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て
い
る

五
、
異
種
間
の
疾
病
の
伝
播
リ
ス
ク
が
低
い

六
、�
ブ
タ
は
食
用
で
動
物
愛
護
的
問
題
が
少
な
い

と
い
う
利
点
が
あ
る
た
め
、
現
在
で
は
ブ
タ
を
候
補
と
し
た
異

種
移
植
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す（
６
），（
７
），（
８
）

。

六
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
な
ぜ
今
ま
で
の
異
種
移
植
で
ヒ

ヒ
が
選
ば
れ
て
き
た
か
と
い
え
ば
、
類
人
猿
（
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

や
ゴ
リ
ラ
な
ど
）
は
、
染
色
体
の
数
も
ヒ
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

生
物
学
的
に
ほ
ぼ
「
ヒ
ト
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
ヒ

ト
へ
の
異
種
移
植
に
用
い
る
事
は
倫
理
的
に
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ヒ
ト
に
近
い
種
で
異
種
移
植
が
許
容
さ
れ
る
動
物
が
ヒ
ヒ
だ
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
先
程
述
べ
た

倫
理
的
な
問
題
も
あ
っ
た
た
め
、
食
用
で
も
用
い
ら
れ
る
ブ
タ

の
異
種
移
植
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（８
）。

ヒ
ト
に
近
い
霊
長
類
か
ら
の
移
植
と
は
異
な
り
、
ブ
タ
か
ら

の
臓
器
移
植
で
は
、
移
植
後
数
分
か
ら
数
時
間
で
移
植
臓
器
が

拒
絶
さ
れ
る
超
急
性
拒
絶
反
応
（
移
植
後
数
分
か
ら
数
時
間
で

ブ
タ
の
臓
器
の
血
管
の
細
胞
に
発
現
し
て
い
る
ブ
タ
の
タ
ン
パ

ク
質
に
対
し
て
ヒ
ト
の
免
疫
機
能
が
反
応
、
攻
撃
し
、
ブ
タ
の

臓
器
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
）
が
大
き
な
障
壁
で

し
た

（
（９

（
９
），（

。
こ
の
障
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
が
遺

伝
子
組
換
え
技
術
で
す
。

１
９
９
４
年
、decay accelerating factor

（
Ｄ
Ａ
Ｆ
）

と
い
う
、
免
疫
反
応
を
制
御
す
る
ヒ
ト
遺
伝
子
を
導
入
し
た
遺

伝
子
組
換
え
ブ
タ
が
作
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
超
急
性
拒
絶
反
応

が
回
避
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年

に
は
世
界
初
の
ク
ロ
ー
ン
ブ
タ
が
作
出
さ
れ
、
２
０
０
２
年
に

は
、
超
急
性
拒
絶
反
応
を
引
き
起
こ
す
ブ
タ
の
原
因
遺
伝
子

（α1, 3 galactosyltransferase

）
の
機
能
を
人
工
的
に
欠
損

さ
せ
た
遺
伝
子
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ブ
タ
が
作
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
２
年
１
月
７
日
、
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大

学
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
実
験
的
な
ブ
タ
心
臓
の
ヒ
ト
へ

の
異
種
移
植
手
術
が
、
世
界
で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

移
植
に
使
わ
れ
た
ブ
タ
ド
ナ
ー
は
拒
絶
反
応
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
10
の
遺
伝
子
が
編
集
さ
れ
て
お
り
、
免
疫
抑
制
薬
も
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
移
植
さ
れ
た
心
臓
は
、
七
週
間
正
常
に
機



207　移植医療をめぐる最近の動向

研究成果報告

能
し
た
も
の
の
、
49
日
後
に
心
不
全
が
発
生
し
、
60
日
後
に
生

命
維
持
医
療
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
（
（1
（

。

ブ
タ
か
ら
ヒ
ト
へ
の
異
種
移
植
研
究
は
、
未
だ
課
題
が
多
い

も
の
の
、
遺
伝
子
組
換
え
技
術
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
、
免
疫
抑

制
療
法
の
進
歩
、
移
植
後
の
生
存
期
間
の
延
長
な
ど
に
よ
っ
て
、

ブ
タ
か
ら
の
移
植
が
始
ま
っ
た
当
初
に
比
べ
現
実
的
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
倫
理
的
な
問
題
が
未
だ
存
在

し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
動
物
の
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
や
、

感
染
症
や
拒
絶
反
応
の
問
題
が
な
い
と
し
て
も
、「
他
の
動
物

の
臓
器
が
自
分
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
事
実
に
移
植
を
受
け
た

当
人
が
ど
う
思
う
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
今
後
も
倫
理
的
な
議

論
を
巻
き
起
こ
す
と
思
わ
れ
ま
す
。
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３　
子
宮
移
植

最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
臓
器
移
植
と
は
様

相
を
異
に
す
る
移
植
医
療
も
現
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
子
宮
移
植

で
す
。

脳
死
ま
た
は
生
き
て
い
る
女
性
か
ら
提
供
さ
れ
た
子
宮
を
患

者
の
女
性
に
移
植
し
、
そ
こ
に
不
妊
カ
ッ
プ
ル
の
体
外
受
精
胚

を
着
床
さ
せ
て
妊
娠
・
出
産
さ
せ
る
方
法
で
す
。
先
天
的
・
後

天
的
理
由
で
子
宮
が
な
い
か
機
能
し
な
い
子
宮
性
不
妊
症
の
女

性
が
自
分
の
子
を
産
む
手
段
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
海
外

で
は
臨
床
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
出
産
後
は
、
免
疫
抑
制

な
ど
に
よ
る
副
作
用
を
避
け
る
た
め
、
移
植
子
宮
は
摘
出
し
ま

す
。
似
た
よ
う
な
方
法
と
し
て
、
カ
ッ
プ
ル
の
受
精
卵
を
他
の

女
性
の
子
宮
に
着
床
さ
せ
、妊
娠
出
産
し
て
も
ら
う
と
い
う「
代

理
母
出
産
」
が
あ
り
ま
す
が
、
代
理
母
出
産
が
「
子
宮
を
借
り

て
自
分
の
子
を
産
ん
で
も
ら
う
」
の
に
対
し
て
、
子
宮
移
植
は

「
子
宮
を
貰
っ
て
自
分
の
子
を
自
分
で
産
む
」
た
め
に
行
う
の

で
す
。

子
宮
移
植
に
関
す
る
基
礎
研
究
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
に
世
界
で
初
め
て
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
に
て
ヒ
ト
で
の
子
宮
移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
生
着

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
基
礎
研
究
の
積
み

重
ね
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
な
ど
の

小
動
物
に
は
じ
ま
り
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら
は
よ
り
大
型
の
動

物
で
あ
る
ブ
タ
、
ヒ
ツ
ジ
、
ヒ
ヒ
、
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
な
ど
を
用

い
た
研
究
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後

も
基
礎
研
究
は
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
が
、
２
０
１
１
年

８
月
に
ト
ル
コ
に
て
世
界
二
例
目
、
脳
死
者
か
ら
の
提
供
に
よ

る
も
の
と
し
て
は
世
界
初
の
子
宮
移
植
が
行
わ
れ
、
２
０
１
３

年
４
月
に
は
世
界
で
初
め
て
の
子
宮
移
植
後
の
妊
娠
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
が
出
産
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
宮
移
植
に
よ
る
世
界
初
の
出
産
は
２
０
１
４
年
９
月
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
て
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
世
界
各

国
で
急
速
に
子
宮
移
植
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
８

年
12
月
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
脳
卒
中
に
て
死
亡
し
た
（
脳
死
で
は

な
い
）
女
性
か
ら
の
子
宮
移
植
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
２
０
１

７
年
12
月
に
無
事
出
産
に
至
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
10
月
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時
点
で
子
宮
移
植
を
実
施
し
た
国
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
チ
ェ
コ
、
ド
イ
ツ
、
ト
ル
コ
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
セ

ル
ビ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
イ
ン
ド
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
で
合
計
82
例
、
う
ち
ア
メ

リ
カ
か
ら
イ
ン
ド
ま
で
の
10
カ
国
37
例
で
出
産
に
ま
で
至
り
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
に
は
国
際
子
宮
移
植
学
会
が
設
立
さ
れ
、

研
究
者
間
の
情
報
共
有
、
学
術
集
会
の
開
催
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
、
国
際
的
な
登
録
制
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
日
本
で
は
、
現
行
の
臓
器
移
植
法
で
子
宮
が
移
植
可
能

な
臓
器
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
法
的
に
は
生
体
移
植
し

か
実
現
可
能
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
１
年
７
月
に
日
本
医

学
会
の
検
討
委
員
会
が
子
宮
移
植
を
認
め
る
報
告
書
を
公
表
、

２
０
２
２
年
11
月
に
慶
應
大
学
の
チ
ー
ム
が
臨
床
研
究
計
画
を

学
内
の
審
査
委
員
会
に
提
出
す
る
な
ど
、
国
内
初
の
子
宮
移
植

が
間
近
に
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

子
宮
移
植
と
、
従
来
の
臓
器
移
植
と
の
相
違
は
以
下
の
よ
う

な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
ず
目
的
で
す
。
従
来
の
臓
器
移
植
は
、
生
存
ま
た
は
生
活

に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
す
病
状
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
子
宮
移
植
は
子
ど
も
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
他
の
人
か
ら
臓

器
（
子
宮
）
を
も
ら
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
な
の
か
、
意
見

が
分
か
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
提
供
臓
器
の
扱
い
で
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
移
植
子

宮
は
免
疫
抑
制
な
ど
に
よ
る
副
作
用
を
避
け
る
た
め
、
出
産
後

ま
た
は
治
療
断
念
後
に
摘
出
し
ま
す
。
医
学
的
に
は
や
む
を
得

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
は
じ
め
か
ら
他
人
の
臓
器
（
子

宮
）
を
「
使
い
捨
て
」
で
利
用
す
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
ま
す
。

い
く
ら
提
供
者
の
同
意
を
得
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

行
い
は
医
療
行
為
と
し
て
適
切
と
言
え
る
の
か
、
議
論
の
余
地

が
あ
り
そ
う
で
す
。

適
応
対
象
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
技
術
の
対
象
は
「
子
宮
が
な
い
女
性
」
で
す
が
、
先
天
的

に
子
宮
や
腟
を
欠
如
す
る
場
合
、
子
宮
疾
患
の
た
め
に
子
宮
を

摘
出
し
た
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
権
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利
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
傾
向
が
世
界
的
に
強
ま
っ
て
い
る
の

で
、
将
来
期
に
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
が
子
宮
を
求
め

る
場
合
な
ど
に
も
適
応
を
認
め
る
の
か
、
従
来
の
臓
器
移
植
で

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
議
論
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
移
植
と
い
う
技
術
に
は
、
多
く
の
医
学
的
、
倫
理
的
、

社
会
的
な
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
第
三
者
か
ら
の
子
宮
の
提

供
は
女
性
の
身
体
を
資
源
化
す
る
側
面
や
臓
器
売
買
の
危
険
性

も
、
他
の
臓
器
移
植
同
様
排
除
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
子
宮
移
植

は
生
殖
補
助
医
療
で
も
あ
り
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
へ
の
医

学
的
・
社
会
的
リ
ス
ク
の
精
査
も
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
日

本
で
も
子
宮
移
植
の
臨
床
試
験
が
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
間
に
、
子
宮
性
不
妊
患
者
が
子
ど
も
を
得
る
た
め
の
手
段

と
し
て
本
当
に
子
宮
移
植
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
、

根
本
的
な
点
も
含
め
て
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。�

【
吉
田
淳
雄
】

小
結こ

れ
ま
で
、
移
植
医
療
の
現
状
と
新
た
な
動
向
に
つ
い
て
述

べ
て
き
ま
し
た
。
改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
以
降
、
関
連
分
野

で
の
科
学
的
知
見
の
拡
大
や
新
技
術
の
開
発
な
ど
と
連
動
し
て
、

移
植
医
療
は
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
法
改

正
後
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
事
象
が
あ
っ
た
り
、
新
た

に
生
じ
た
問
題
点
や
よ
り
深
刻
化
す
る
懸
念
も
存
在
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
度
の
調
査
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
、

次
年
度
で
の
議
論
検
討
に
関
連
し
そ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

簡
潔
に
列
挙
し
て
小
結
と
し
ま
す
。

①�

改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
家
族
等
の
同
意
に
よ

る
脳
死
か
ら
の
臓
器
移
植
の
件
数
は
確
か
に
増
加
し
た
が
、

需
要
に
対
し
て
供
給
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
は
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
は

な
っ
た
が
、
総
じ
て
国
民
は
臓
器
提
供
に
つ
い
て
の
意
思
表

示
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
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②�

海
外
渡
航
移
植
は
一
時
原
則
禁
止
と
い
う
国
際
的
な
潮
流
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
う
や
む
や
な
状
況
に
な
っ
た
。
最
近
で

は
国
内
で
の
移
植
に
見
切
り
を
付
け
、
国
外
で
移
植
を
受
け

た
も
の
の
術
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
不
充
分
な
ケ
ー
ス
や
、

日
本
国
内
で
臓
器
売
買
を
あ
っ
せ
ん
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
摘
発
さ

れ
る
事
例
も
現
れ
て
い
る
。

③�

再
生
医
療
技
術
を
利
用
し
て
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
て
臓
器
を

再
生
す
る
試
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
動
物

の
生
体
内
環
境
を
利
用
し
て
移
植
用
ヒ
ト
臓
器
を
開
発
す
る

方
法
も
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
10
年
程
度
で
の
実
用
化

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

④�

異
種
間
移
植
は
す
で
に
臨
床
応
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、
ま
だ

ま
だ
技
術
的
な
課
題
が
多
く
、
安
全
に
実
施
で
き
る
段
階
で

は
な
い
。
動
物
を
臓
器
の
供
給
元
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

批
判
的
な
意
見
も
あ
り
、
宗
教
者
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
、

議
論
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

⑤�

生
存
ま
た
は
生
活
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
す
病
状
を
改
善

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
従
来
の
臓
器
移
植
と
は
異
な

る
、
子
宮
移
植
（
子
ど
も
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
）
の

よ
う
な
臓
器
移
植
も
出
現
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
目
的
で

の
臓
器
移
植
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
こ
の
他
に
も
提
供
臓

器
の
扱
い
や
適
応
対
象
な
ど
、
従
来
の
臓
器
移
植
で
は
存
在

し
な
か
っ
た
新
た
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
日
本
で
も
子
宮

移
植
の
臨
床
試
験
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
本
格

的
に
実
施
さ
れ
る
前
に
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
す
べ
き
。

⑥�

移
植
医
療
の
現
場
や
報
道
で
は
、
ど
う
し
て
も
視
点
が
レ
シ

ピ
エ
ン
ト
側
に
傾
き
が
ち
だ
が
、
そ
の
こ
と
で
ド
ナ
ー
側
と

く
に
遺
族
に
さ
ら
な
る
精
神
的
負
担
が
生
じ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
ド
ナ
ー
遺
族
の
置
か
れ
た
状
況
や
そ
の
心
境
を
、

よ
り
意
識
し
て
調
査
等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
直
接
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
臓
器

提
供
が
増
え
な
い
理
由
と
し
て
様
々
な
問
題
点
や
課
題
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
一
つ
に
、
日
本
人
の
身
体
観
や
死
生
観
な
ど
の
文

化
的
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
脳
死
臨
調
当
時
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
宗
教
者
が
こ
れ
か
ら
の
臓
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器
移
植
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
再
度
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
次
年
度
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
考

察
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

【
吉
田
淳
雄
】



研
究
ノ
ー
ト
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今
回
は
『
観
経
疏
』
定
善
義
の
第
十
観
か
ら
第
十
三
観
ま
で

の
現
代
語
訳
を
掲
載
す
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
十
に
観
音
観
の
中
に
つ
い
て
、
ま
ず
〔
誰
に
対
し
て
こ
の

教
説
を
説
く
か
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
そ
の
内
容
を
〕
明
ら
か

に
し
、〔
そ
の
〕
後
に
〔
こ
の
観
に
つ
い
て
〕
ま
と
め
る
。〔
こ

の
第
十
観
音
観
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
内
容
を
〕
十
五

に
区
分
す
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

佛
告
阿
難
及
韋
提
希
見
無
量
壽
佛
了
了
分
明
已
次
復
當
觀
觀
世

音
菩
薩

【
観
経
疏
】

第
一
に
〔
経
文
の
〕「
佛
告
阿
難
」
か
ら
、「
菩
薩
」
ま
で
は
、

上
述
の〔
第
九
〕真
身
観
を
総
括
し
、そ
れ
に
続
く〔
こ
の
観
音
〕

菩
薩
〔
に
関
す
る
〕
観
〔
察
行
〕
を
提
示
す
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

此
菩
薩
身
長
八
十
万
億
那
由
他
由
旬
身
紫
金
色
頂
有
肉
髻
項

有
圓
光
面
各
百
千
由
旬
其
圓
光
中
有
五
百
化
佛
如
釋
迦
牟
尼
佛

令
和
四
年
度　

教
学
研
究
Ⅰ
（
善
導
大
師
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
化
）
研
究
ノ
ー
ト

善
導
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
⑤
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一
一
化
佛
有
五
百
化
菩
薩
無
量
諸
天
以
爲
侍
者
擧
身
光
中
五
道

衆
生
一
切
色
相
皆
於
中
現

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
此
菩
薩
身
長
」
か
ら
、「
皆
於
中
現
」

ま
で
は
、ま
さ
に
総
じ
て〔
観
音
菩
薩
の
〕身
体
の〔
具
体
的
な
〕

様
相
を
提
示
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
〔
以
下
の
〕
六
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
此
菩
薩
身
長
八
十
万
億
那
由
他
由

旬
」
と
は
〕、〔
観
音
菩
薩
の
〕
身
長
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
身
紫
金
色
」
と
は
〕、〔
観
音
菩
薩

の
〕
身
体
の
色
が
〔
閻
浮
檀
金
色
を
し
た
〕
仏
〔
の
身
体
の
色
〕

と
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
頂
有
肉
髻
項
有
圓
光
面
各
百
千
由

旬
」
と
は
〕、〔
観
音
菩
薩
の
〕
肉
髻
が
仏
の
螺
髪
と
同
じ
で
は

な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
項
有
圓
光
面
各
百
千
由
旬
」
と
は
〕、

〔
観
音
菩
薩
の
背
後
に
輝
く
〕円
光
の
大
き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
其
圓
光
中
有
五
百
化
佛
如
釋
迦
牟

尼
佛
一
一
化
佛
有
五
百
化
菩
薩
無
量
諸
天
以
爲
侍
者
」
と
は
〕、

〔
観
音
菩
薩
に
付
き
従
う
〕
化
仏
や
侍
者
の
数
の
多
さ
を
明
か

し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
〔
経
文
の
「
擧
身
光
中
五
道
衆
生
一
切
色
相
皆

於
中
現
」
と
は
〕、〔
観
音
菩
薩
が
〕
全
身
か
ら
放
つ
光
明
が
広

く
輪
廻
の
中
に
あ
る
す
べ
て
の
衆
生
を
映
し
出
す
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

頂
上
毘
楞
伽
摩
尼
寶
以
爲
天
冠
其
天
冠
中
有
一
立
化
佛
高
二
十

五
由
旬

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
頂
上
毘
楞
伽
」
か
ら
、「
二
十
五
由
旬
」

ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
観
音
菩
薩
の
頭
頂
部
に
あ
る
〕
天
冠
の
中

の
化
仏〔
の
姿
〕が
特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

觀
世
音
菩
薩
面
如
閻
浮
檀
金
色
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【
観
経
疏
】

第
四
に
〔
経
文
の
〕「
觀
〔
世
〕
音
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ

に
〔
観
音
菩
薩
の
〕
顔
の
色
が
、
身
体
の
〔
紫
金
〕
色
と
異
な

り
〔
、
閻
浮
檀
金
色
で
あ
る
〕
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

眉
間
毫
相
備
七
寶
色
流
出
八
萬
四
千
種
光
明
一
一
光
明
有
無
量

無
數
百
千
化
佛
一
一
化
佛
無
數
化
菩
薩
以
爲
侍
者
變
現
自
在
滿

十
方
世
界
譬
如
紅
蓮
華
色

【
観
経
疏
】

第
五
に
〔
経
文
の
〕「
眉
間
」
か
ら
、「
蓮
華
色
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
観
音
菩
薩
の
眉
間
の
〕
白
毫
か
ら
放
た
れ
る
光
明
が

〔
様
々
に
〕
変
化
し
て
、
十
方
〔
世
界
〕
に
行
き
渡
り
、〔
そ
の

光
が
〕
無
数
の
化
〔
仏
〕
や
侍
〔
者
の
化
菩
薩
〕
と
な
り
、
そ

し
て
〔
彼
ら
の
身
体
が
〕
紅
蓮
華
の
色
〔
の
よ
う
〕
で
あ
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て〔
以
下
の
〕五〔
項

目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
眉
間
毫
相
備
七
寶
色
」
と
は
〕、〔
観

音
菩
薩
の
眉
間
の
〕
白
毫
相
が
七
種
の
宝
の
色
を
織
り
成
す
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕二
に〔
経
文
の「
流
出
八
萬
四
千
種
光
明
」と
は
〕、〔
観

音
菩
薩
の
眉
間
の
〕
白
毫
か
ら
放
た
れ
る
光
明
の
多
さ
を
明
か

し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
光
明
有
無
量
無
數
百
千
化
佛
」

と
は
〕、〔
そ
の
〕
光
の
中
に
数
限
り
な
い
化
仏
が
い
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
一
一
化
佛
無
數
化
菩
薩
以
爲
侍
者
」

と
は
〕、〔
そ
の
〕光
の
中
に
数
限
り
な
い
侍
者〔
で
あ
る
化
菩
薩
〕

が
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
變
現
自
在
滿
十
方
世
界
譬
如
紅
蓮

華
色
」
と
は
〕、化
〔
仏
〕
と
侍
者
〔
で
あ
る
化
菩
薩
〕
が
〔
そ

の
姿
を
〕
現
し
て
、
十
方
〔
世
界
〕
に
満
ち
満
ち
て
い
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

有
八
十
億
光
明
以
爲
瓔
珞
其
瓔
珞
中
普
現
一
切
諸
莊
嚴
事
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【
観
経
疏
】

第
六
に
〔
経
文
の
〕「
有
八
十
億
光
明
」
か
ら
、「
莊
嚴
事
」

ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
観
音
菩
薩
の
〕
身
を
飾
る
服
や
光
り
輝
く

瓔
珞
な
ど
は
〔
す
べ
て
八
十
億
も
の
光
明
で
で
き
て
お
り
〕、

様
々
な
宝
〔
玉
〕
か
ら
で
き
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

手
掌
作
五
百
億
雑
蓮
華
色
手
十
指
端
一
一
指
端
有
八
萬
四
千
畫

猶
如
印
文
一
一
畫
有
八
萬
四
千
色
一
一
色
有
八
萬
四
千
光
其
光

柔
軟
普
照
一
切
以
此
寶
手
接
引
衆
生

【
観
経
疏
】

第
七
に
〔
経
文
の
〕「
手
掌
作
五
百
億
」
か
ら
、「
接
引
衆
生
」

ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
観
音
菩
薩
の
〕
掌
に
は
慈
悲
の
は
た
ら
き

が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
〔
以
下

の
〕
六
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
手
掌
作
五
百
億
雑
蓮
華
色
」
と
は
〕、

〔
観
音
菩
薩
の
〕
掌
に
は
様
々
な
蓮
華
の
色
彩
が
あ
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
手
十
指
端
一
一
指
端
有
八
萬
四
千

畫
猶
如
印
文
」
と
は
〕、
両
手
の
十
本
の
指
先
に
は
、
八
万
通

り
も
の
絵
柄
が
あ
り
、〔
そ
れ
ら
は
〕
ま
る
で
印
章
に
彫
ら
れ

た
紋
様
の
よ
う
に
〔
線
が
は
っ
き
り
と
し
て
〕
い
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
畫
有
八
萬
四
千
色
」
と
は
〕、

そ
の
一
つ
一
つ
の
絵
柄
に
は
八
万
余
り
も
の
色
彩
が
あ
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕四
に〔
経
文
の「
一
一
色
有
八
萬
四
千
光
」と
は
〕、〔
さ

ら
に
ま
た
〕
そ
の
一
つ
一
つ
の
色
に
は
八
万
余
り
も
の
光
が
あ

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
其
光
柔
軟
普
照
一
切
」
と
は
〕、

そ
の
光
は
柔
ら
か
で
あ
り
、〔
し
か
も
〕
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
〔
世

界
〕
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
照
ら
し
出
す
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
〔
経
文
の
「
以
此
寶
手
接
引
衆
生
」
と
は
〕、

そ
の
宝
の
よ
う
に
光
り
輝
く
手
を
差
し
延
べ
て
、
有
縁
の
衆
生

を
〔
無
量
寿
仏
の
極
楽
世
界
へ
と
〕
救
い
導
く
こ
と
を
明
か
し
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て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

擧
足
時
足
下
有
千
輻
輪
相
自
然
化
成
五
百
億
光
明
臺
下
足
時
有

金
剛
摩
尼
華
布
散
一
切
莫
不
彌
滿

【
観
経
疏
】

第
八
に
〔
経
文
の
〕「
擧
足
時
」
か
ら
、「
莫
不
彌
滿
」
ま
で

は
、ま
さ
に〔
観
音
菩
薩
の
〕足〔
裏
の
千
輻
輪
相
〕に
は〔
様
々

な
〕
功
徳
の
は
た
ら
き
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

其
餘
身
相
衆
好
具
足
如
佛
無
異

【
観
経
疏
】

第
九
に
〔
経
文
の
〕「
其
餘
身
相
」
か
ら
以
下
は
、〔
観
世
音

菩
薩
の
そ
の
他
の
容
姿
は
〕
仏
と
何
ら
異
な
る
こ
と
は
な
い
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

唯
頂
上
肉
髻
及
無
見
頂
相
不
及
世
尊

【
観
経
疏
】

第
十
に
〔
経
文
の
〕「
唯
頂
上
」
か
ら
、「
不
及
世
尊
」
ま
で

は
、
ま
さ
に
師
〔
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
〕
と
弟
子
〔
で
あ
る
観
音

菩
薩
〕と
で
は〔
仏
道
に
お
け
る
〕位
が
異
な
る
か
ら
こ
そ
、〔
観

音
菩
薩
の
〕
覚
り
の
境
地
も
誓
願
も
〔
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
〕

完
全
な
る
も
の
で
は
な
い
。〔
観
音
菩
薩
の
頭
の
天
辺
の
肉
髻

と
無
見
頂
相
と
い
う
〕
二
相
は
〔
仏
に
比
し
て
い
ま
だ
〕
完
全

な
る
も
の
で
は
な
く
、〔
仏
の
身
体
的
な
特
徴
に
対
し
て
〕
不

足
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

是
爲
觀
觀
世
音
菩
薩
眞
實
色
身
想
名
第
十
觀

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
〔
経
文
の
〕「
是
爲
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第
十

観
を
〕
総
括
し
ま
と
め
て
い
る
。
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【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

佛
告
阿
難
若
有
欲
觀
觀
世
音
菩
薩
者
當
作
是
觀

【
観
経
疏
】

第
十
二
に
〔
経
文
の
〕「
佛
告
阿
難
」
か
ら
、「
當
作
是
觀
」

ま
で
は
、ま
さ
に
重
ね
て
こ
こ
ま
で
の
〔
経
〕
文
を
総
括
し
〔
た

上
で
〕、
こ
の
〔
第
十
観
を
実
践
し
た
〕
後
の
功
徳
に
つ
い
て

明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

作
是
觀
者
不
遇
諸
禍
淨
除
業
障
除
無
數
劫
生
死
之
罪
如
此
菩
薩

但
聞
其
名
獲
無
量
福
何
況
諦
觀

【
観
経
疏
】

第
十
三
に
〔
経
文
の
〕「
作
是
觀
者
」
か
ら
、「
何
况
諦
觀
」

ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
釈
尊
が
阿
難
に
対
し
て
、
こ
の
〕
第
十
観

を
実
践
し
た
功
徳
を
勧
め
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

若
有
欲
觀
觀
世
音
菩
薩
者
先
觀
頂
上
肉
髻
次
觀
天
冠
其
餘
衆
相

亦
次
第
觀
之
亦
令
明
了
如
觀
掌
中

【
観
経
疏
】

第
十
四
に
〔
経
文
の
〕「
若
有
欲
觀
觀
〔
世
〕
音
」
か
ら
、「
如

觀
掌
中
」
ま
で
は
、
ま
さ
に
重
ね
て
〔
こ
の
第
十
観
の
具
体
的

な
〕
観
察
方
法
を
説
示
し
、
衆
生
に
対
し
て
〔
観
音
菩
薩
に
〕

心
を
集
中
さ
せ
て
、〔
観
音
菩
薩
の
そ
の
他
の
身
体
的
な
特
徴

に
つ
い
て
も
順
々
に
目
の
当
た
り
に
す
る
〕
功
徳
と
、〔
そ
れ

ら
の
特
徴
も
す
べ
て
目
の
前
で
掌
の
中
を
見
る
が
如
く
鮮
明
に

観
察
す
る
〕
功
徳
を
、
そ
の
身
に
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
観
音
観
】

作
是
觀
者
名
爲
正
觀
若
他
觀
者
名
爲
邪
觀

【
観
経
疏
】

第
十
五
に
〔
経
文
の
〕「
作
此
觀
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
に

観
察
〔
の
対
象
の
〕
邪
正
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
観
音
菩
薩
の
誓
願
は
〔
誠
に
そ
の
功
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徳
が
〕
大
き
く
、
十
方
〔
世
界
〕
に
そ
の
姿
を
現
し
、〔
光
を

放
つ
〕
宝
手
は
、〔
救
済
す
べ
き
衆
生
の
前
で
〕
そ
の
輝
き
を

と
ど
め
、
救
う
べ
き
対
象
を
〔
極
楽
世
界
へ
と
〕
救
い
導
く
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
十
五
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
観
音

観
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
勢
至
観
の
中
に
つ
い
て
、
ま
ず
〔
誰
に
対
し
て
こ

の
教
説
を
説
く
か
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
そ
の
内
容
を
〕
明
ら

か
に
し
、〔
そ
の
〕
後
に
〔
こ
の
観
に
つ
い
て
〕
ま
と
め
る
。〔
こ

の
第
十
一
勢
至
観
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
内
容
を
〕
十

三
に
区
分
す
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

次
復
應
觀
大
勢
至
菩
薩

【
観
経
疏
】

第
一
に
〔
経
文
の
〕「
次
〔
復
應
〕
觀
大
勢
至
」
か
ら
以
下
は
、

総
括
し
て
〔
こ
の
第
十
一
観
の
〕
観
の
名
称
を
提
示
す
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

此
菩
薩
身
量
大
小
亦
如
觀
世
音

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
此
菩
薩
身
量
大
小
」
か
ら
以
下
は
、

次
に〔
こ
の
第
十
一
観
に
お
け
る
〕観〔
察
行
〕の〔
具
体
的
な
〕

対
象
を
説
明
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て〔
以
下
の
〕五〔
項
目
〕

が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
此
菩
薩
身
量
大
小
亦
如
觀
世
音
」〕

と
は
、〔
勢
至
菩
薩
の
〕
身
長
が
観
音
〔
菩
薩
〕
と
同
等
で
あ

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
、〔
勢
至
菩
薩
の
〕
身
体
の
色
が
観
音
〔
菩
薩
〕

と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
、〔
勢
至
菩
薩
の
〕
面
相
が
観
音
〔
菩
薩
〕
と

同
等
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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〔
第
〕
四
に
、〔
勢
至
菩
薩
の
〕
身
体
か
ら
放
た
れ
る
光
明
や
、

相
好
な
ど
が
観
音
〔
菩
薩
〕
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。

〔
第
〕
五
に
、〔
勢
至
菩
薩
の
〕
白
毫
が
光
を
放
ち
、〔
そ
の

光
が
〕
変
化
す
る
様
子
が
観
音
〔
菩
薩
〕
と
同
等
で
あ
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

圓
光
面
各
百
二
十
五
由
旬
照
二
百
五
十
由
旬

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
圓
光
面
各
百
二
十
五
由
旬
」
か
ら
以

下
は
、
ま
さ
に
〔
勢
至
菩
薩
の
背
後
に
輝
く
〕
円
光
の
様
子
は
、

観
音
〔
菩
薩
〕
と
同
等
で
は
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
〔
以
下
の
〕
四
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
圓
光
面
各
百
二
十
五
由
旬
照
二
百

五
十
由
旬
」〕
と
は
、〔
勢
至
菩
薩
の
背
後
に
輝
く
〕
円
光
の
大

き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
、〔
勢
至
菩
薩
の
背
後
に
輝
く
〕
円
光
が
照
ら

し
出
す
範
囲
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
、〔
勢
至
菩
薩
の
背
後
に
輝
く
円
光
の
中
に
浮

か
ぶ
〕
化
仏
の
数
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
、〔
勢
至
菩
薩
の
背
後
に
輝
く
円
光
の
中
に
浮

か
ぶ
化
仏
に
随
従
す
る
〕
侍
者
の
数
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

擧
身
光
明
照
十
方
國
作
紫
金
色
有
縁
衆
生
皆
悉
得
見
但
見
此
菩

薩
一
毛
孔
光
即
見
十
方
無
量
諸
佛
淨
妙
光
明
是
故
號
此
菩
薩
名

無
邊
光
以
智
慧
光
普
照
一
切
令
離
三
塗
得
無
上
力
是
故
號
此
菩

薩
名
大
勢
至

【
観
経
疏
】

第
四
に
〔
経
文
の
〕「
擧
身
光
明
」
か
ら
、「
名
大
勢
至
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
勢
至
菩
薩
が
〕
全
身
か
ら
放
つ
光
明
は
遠
方

ま
で
も
照
ら
し
出
し
て
、有
縁
〔
の
人
々
〕
を
救
済
す
る
。〔
そ

の
光
明
は
〕
全
方
向
に
及
び
、〔
そ
の
光
明
に
浴
す
る
者
は
〕
皆
、

紫
金
色
に
輝
く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

〔
以
下
の
〕
八
〔
項
目
〕
が
あ
る
。
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〔
第
〕
一
に
〔
勢
至
菩
薩
が
放
つ
光
明
に
は
〕
全
身
〔
か
ら

放
つ
光
明
〕（
総
）
と
、
白
毫
〔
か
ら
放
つ
光
明
〕（
別
）
と
で
、

異
な
り
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
擧
身
光
明
照
十
方
國
」〕
と
は
、〔
勢

至
菩
薩
が
放
つ
〕
光
明
が
照
ら
し
出
す
範
囲
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
作
紫
金
色
」〕
と
は
、〔
勢
至
菩
薩

が
放
つ
〕
光
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
、
紫
金
色

に
輝
く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
有
縁
衆
生
皆
悉
得
見
」〕
と
は
、

た
だ
〔
こ
の
〕
勢
志
〔
菩
薩
〕
と
以
前
か
ら
縁
あ
る
者
の
み
が
、

こ
の
〔
勢
至
菩
薩
が
放
つ
〕
光
明
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
但
見
此
菩
薩
一
毛
孔
光
即
見
十
方

無
量
諸
佛
淨
妙
光
明
」〕
と
は
、〔
勢
至
菩
薩
が
〕
ひ
と
つ
の
毛

穴
か
ら
放
つ
光
明
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
諸
仏

が
全
身
か
ら
放
つ
清
ら
か
で
妙
な
る
光
明
を
見
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
少
な
い
功
徳
を
示
し
て
、
大
い
な

る
功
徳
を
明
か
し
、
こ
の
〔
第
十
一
観
を
〕
実
践
す
る
者
に
対

し
て
、
心
の
底
か
ら
〔
こ
の
勢
至
菩
薩
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
を
〕
求
め
さ
せ
、〔
こ
の
観
察
の
〕
境
地
に
入
り
、〔
そ
し
て
〕

勢
至
菩
薩
を
〔
如
実
に
〕
目
の
当
た
り
に
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
〔
経
文
の
「
是
故
號
此
菩
薩
名
無
邊
光
」〕
と
は
、

〔
勢
至
菩
薩
が
放
つ
〕
光
明
に
も
と
づ
い
て
、〔
こ
の
菩
薩
を
「
無

辺
光
」
と
〕
呼
称
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
七
に
〔
経
文
の
「
以
智
慧
光
普
照
一
切
令
離
三
塗
得

無
上
力
」〕
と
は
、〔
勢
至
菩
薩
が
放
つ
〕
光
明
の
本
質
と
作
用

を
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
〔
勢
至
菩
薩
が
放
つ
光
明
は
、
一

切
の
煩
悩
か
ら
離
れ
た
〕
無
漏
を
本
質
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

〔
こ
の
光
明
を
〕「
智
慧
光
」
と
呼
称
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
全

世
界
に
お
け
る
〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
う
〕
三
悪
〔
道
〕

の
苦
し
み
を
取
り
除
く
か
ら
こ
そ
、〔
こ
の
光
明
を
〕「
無
上
力
」

と
呼
称
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
〔
勢
至
菩
薩
が
放
つ
光

明
の
〕
作
用
で
あ
る
。

〔
第
〕
八
に
〔
経
文
の
「
是
故
號
此
菩
薩
名
大
勢
至
」〕
と
は
、

〔
こ
の
第
十
一
観
が
説
示
す
る
菩
薩
が
〕「
大
勢
志
」
と
呼
称
さ
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れ
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
〔
こ
の
菩
薩
の
〕
功
徳
に
も
と
づ
い
て
、

そ
の
よ
う
な
名
称
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

此
菩
薩
天
冠
有
五
百
寶
華
一
一
寶
華
有
五
百
寶
臺
一
一
臺
中
十

方
諸
佛
淨
妙
國
土
廣
長
之
相
皆
於
中
現

【
観
経
疏
】

第
五
に
〔
経
文
の
〕「
此
菩
薩
天
冠
」
か
ら
、「
皆
於
中
現
」

ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
こ
の
大
勢
至
菩
薩
の
頭
頂
に
あ
る
〕
天
冠

の
飾
り
立
て
ら
れ
た
様
子
は
、
観
音
〔
菩
薩
〕
と
異
な
っ
て
い

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
〔
以
下
の
〕

四
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
此
菩
薩
天
冠
有
五
百
寶
華
」
と
は
〕、

〔
大
勢
至
菩
薩
の
〕
天
冠
の
上
に
あ
る
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
華
々

〔
の
数
が
五
百
に
も
及
ぶ
こ
と
〕
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
一
一
寶
華
有
五
百
寶
臺
」〕
と
は
、

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
華
の
上
に
は
、
宝
玉

で
彩
ら
れ
た
台
が
〔
五
百
に
も
及
ぶ
〕
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
臺
中
十
方
諸
佛
淨
妙
國
土
」〕

と
は
、
そ
の
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
台
の
中
に
、
十
方
諸
仏
の
浄
土

が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
廣
長
之
相
皆
於
中
現
」〕
と
は
、〔
阿

弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
に
〕
他
方
の
〔
諸
仏
の
〕
浄
土
が
映
し
出

さ
れ
る
際
も
、
彼
の
〔
諸
仏
の
浄
土
〕
も
こ
の
〔
阿
弥
陀
仏
の

極
楽
浄
土
〕
も
、
す
べ
て
増
減
な
く
〔
映
し
出
さ
れ
る
〕
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

頂
上
肉
髻
如
鉢
頭
摩
華
於
肉
髻
上
有
一
寶
瓶
盛
諸
光
明
普
現
佛

事【
観
経
疏
】

第
六
に
〔
経
文
の
〕「
頂
上
肉
髻
」
か
ら
、「
普
現
佛
事
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
大
勢
至
菩
薩
の
〕
肉
髻
の
上
に
あ
る
宝
玉
で

で
き
た
水
瓶
の
様
子
を
明
か
し
て
い
る
。
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【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

餘
諸
身
相
如
觀
世
音
等
無
有
異

【
観
経
疏
】

第
七
に
〔
経
文
の
〕「
餘
諸
身
相
」
か
ら
以
下
は
、特
に
〔
大

勢
至
菩
薩
の
様
々
な
姿
に
つ
い
て
は
〕
観
世
音
菩
薩
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

此
菩
薩
行
時
十
方
世
界
一
切
震
動
當
地
動
處
有
五
百
億
寶
華
一

一
寶
華
莊
嚴
高
顯
如
極
樂
世
界

【
観
経
疏
】

第
八
に
〔
経
文
の
〕「
此
菩
薩
行
時
」
か
ら
、「
如
極
樂
世
界
」

ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
大
勢
至
菩
薩
が
歩
み
〕
行
く
時
は
、
観
音

菩
薩
と
異
な
っ
た
様
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
〔
以
下
の
〕
四
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
此
菩
薩
行
時
」〕
と
は
、〔
大
勢
至

菩
薩
が
歩
み
〕
行
く
時
の
姿
が
、〔
観
音
菩
薩
と
〕
異
な
っ
た

様
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
十
方
世
界
一
切
震
動
」〕
と
は
、〔
大

勢
至
菩
薩
が
歩
み
行
く
時
の
〕
震
動
が
遠
く
ま
で
響
き
渡
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
當
地
動
處
有
五
百
億
寶
華
」〕
と
は
、

〔
大
勢
至
菩
薩
が
歩
み
行
く
時
に
〕
震
動
す
る
場
所
に
は
、
多

く
の
華
々
が
出
現
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕四
に〔
経
文
の「
一
一
寶
華
莊
嚴
高
顯
如
極
樂
世
界
」〕

と
は
、〔
大
勢
至
菩
薩
が
歩
み
行
く
時
に
〕
出
現
す
る
華
々
は

気
高
く
出
現
す
る
。〔
そ
の
華
々
を
彩
る
〕無
数
の
飾
り
は
、〔
そ

の
ま
ま
〕
極
楽
〔
浄
土
〕
の
あ
り
よ
う
と
同
類
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

此
菩
薩
坐
時
七
寶
國
土
一
時
動
搖
從
下
方
金
光
佛
刹
乃
至
上
方

光
明
王
佛
刹
於
其
中
間
無
量
塵
數
分
身
無
量
壽
佛
分
身
觀
世
音

大
勢
至
皆
悉
雲
集
極
樂
國
土
側
塞
空
中
坐
蓮
華
座
演
説
妙
法
度

苦
衆
生

【
観
経
疏
】

第
九
に
〔
経
文
の
〕「
此
菩
薩
坐
時
」
か
ら
、「
度
苦
衆
生
」
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ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
大
勢
至
菩
薩
が
〕
坐
す
時
は
、〔
歩
む
時

と
同
様
に
〕
観
音
菩
薩
と
異
な
っ
た
様
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
〔
以
下
の
〕
七
〔
項
目
〕
が

あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
此
菩
薩
坐
時
」〕
と
は
、〔
大
勢
至

菩
薩
が
〕
坐
す
様
子
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
七
寶
國
土
一
時
動
搖
」〕
と
は
、

ま
ず
〔
大
勢
至
菩
薩
が
〕
本
国
〔
の
極
楽
世
界
に
お
い
て
坐
し

た
際
に
、
世
界
全
体
が
大
き
く
〕
振
動
す
る
様
子
を
明
か
し
て

い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
從
下
方
金
光
佛
刹
乃
至
上
方
光
明

王
佛
刹
」〕
と
は
、〔
大
勢
至
菩
薩
が
極
楽
世
界
に
お
い
て
坐
し

た
際
に
、〕
他
方
〔
に
あ
る
諸
仏
の
世
界
も
同
様
に
、〕
近
隣
か

ら
遠
方
に
か
け
て
振
動
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
從
下
方
金
光
佛
刹
乃
至
上
方
光
明

王
佛
刹
」〕
と
は
、
下
方
に
あ
る
金
光
仏
の
国
土
（
金
光
仏
刹
）

か
ら
、上
方
の
光
明
王
仏
の
国
土
（
光
明
王
仏
刹
）
に
至
る
ま
で
、

〔
そ
の
間
の
あ
ら
ゆ
る
〕
仏
の
国
土
が
振
動
す
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
於
其
中
間
無
量
塵
數
分
身
無
量
壽

佛
分
身
觀
世
音
大
勢
至
皆
悉
雲
集
極
樂
國
土
」〕
と
は
、
阿
弥

陀
仏
の
分
身
や
観
世
音
・
大
勢
至
〔
菩
薩
〕
の
分
身
が
、
ま
る

で
雲
が
〔
空
を
覆
う
〕
よ
う
に
極
楽
世
界
に
集
ま
る
様
子
を
明

か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
〔
経
文
の
「
側
塞
空
中
坐
蓮
華
座
」〕
と
は
、〔
阿

弥
陀
仏
や
観
世
音
・
大
勢
至
の
分
身
た
ち
が
〕
空
中
で
ひ
し
め

き
合
い
な
が
ら
、
皆
、
蓮
華
の
台
座
に
座
っ
て
い
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
七
に
〔
経
文
の
「
演
説
妙
法
度
苦
衆
生
」〕
と
は
、〔
阿

弥
陀
仏
や
観
世
音
・
大
勢
至
の
〕
分
身
た
ち
の
説
法
〔
の
内
容
〕

が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
〔
の
求
め
〕
に
応
じ
て
い
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

問
う
。『
阿
弥
陀
経
』
に
は
「
そ
の
世
界
の
人
々
に
は
、
苦

痛
や
苦
悩
と
い
っ
た
も
の
が
一
切
な
く
、
ひ
た
す
ら
様
々
な
幸

せ
に
包
ま
れ
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ〔
こ
の
世
界
の
こ
と
を
〕「
極

楽
」
と
呼
ぶ
の
だ
」
と
説
示
さ
れ
て
い
る
。〔
で
は
〕
何
故
に
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こ
の『
観
経
』の〔
第
十
一
観
に
お
い
て
、阿
弥
陀
仏
や
観
世
音・

大
勢
至
の
〕
分
身
が
説
法
を
す
る
際
に
「
苦
の
衆
生
を
救
済
す

る
」
と
説
示
し
て
い
る
の
か
。

答
え
る
。
今
、〔
こ
こ
で
〕
苦
と
楽
を
説
示
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
二
種
〔
の
区
別
〕
が
あ
る
。〔
第
〕
一
に
は
、
三
界
の

中
に
お
け
る
〔
一
般
的
な
〕
苦
と
楽
で
あ
る
。〔
第
〕
二
に
は

浄
土
の
中
に
お
け
る〔
大
乗
菩
薩
道
の
修
道
の
〕苦
と
楽
で
あ
る
。

〔
第
一
の
〕
三
界
の
中
に
お
け
る
〔
一
般
的
な
〕
苦
と
楽
に

つ
い
て
、〔
こ
の
場
合
の
〕
苦
と
は
す
な
わ
ち
〔
地
獄
と
餓
鬼

と
畜
生
と
い
う
〕
三
種
の
苦
し
み
の
境
界
や
、〔
四
苦
〕
八
苦

な
ど
の
〔
苦
し
み
の
〕
こ
と
で
あ
る
。〔
一
方
、〕
楽
と
は
す
な

わ
ち
人
界
や
天
界
に
お
け
る
〔
感
覚
器
官
に
対
応
す
る
〕
五
種

の
欲
が
望
み
通
り
に
な
り
、〔
自
ら
の
煩
悩
に
〕
束
縛
さ
れ
た

ま
ま
〔
の
状
態
に
お
け
る
快
〕
楽
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
楽

と
は
い
っ
て
も
、〔
決
し
て
真
実
の
楽
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〕

こ
れ
こ
そ
が
大
い
な
る
苦
そ
の
も
の
で
あ
る
。〔
こ
の
よ
う
に

煩
悩
に
支
配
さ
れ
た
快
楽
に
は
〕
決
し
て
、
一
念
と
し
て
真
実

の
楽
と
い
う
も
の
が
あ
る
は
ず
も
な
い
。

〔
第
二
の
〕
浄
土
の
中
に
お
け
る
〔
大
乗
菩
薩
道
の
修
道
の
〕

苦
と
楽
に
つ
い
て
、〔
こ
の
場
合
の
〕
苦
と
は
す
な
わ
ち
〔
十
〕

地
以
前
〔
の
者
〕
が
、
地
上
〔
の
者
〕
を
目
の
前
に
し
て
、〔
自

ら
が
い
ま
だ
十
地
に
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
〕
苦
と
〔
感
じ

る
こ
と
〕
で
あ
る
。〔
ま
た
〕
地
上
〔
の
者
〕
が
、〔
十
〕
地
以

前
〔
の
者
〕
を
目
の
前
に
し
て
、〔
自
ら
が
す
で
に
十
地
に
到

達
し
て
い
る
こ
と
を
〕
楽
と
〔
感
じ
る
こ
と
〕
で
あ
る
。

〔
あ
る
い
は
未
完
全
な
る
覚
り
の
〕下
智
証〔
の
者
〕が
、〔
完

全
な
る
覚
り
の
〕
上
智
証
〔
の
者
〕
を
目
の
前
に
し
て
、〔
自

ら
が
い
ま
だ
覚
り
に
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
〕
苦
と
〔
感
じ

る
こ
と
〕で
あ
る
。〔
ま
た
完
全
な
る
覚
り
の
〕上
智
証〔
の
者
〕

が
、〔
未
完
全
な
る
覚
り
の
〕
下
智
証
〔
の
者
〕
を
目
の
前
に

し
て
、〔
自
ら
が
す
で
に
覚
り
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
を
〕
楽

と
〔
感
じ
る
こ
と
〕
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
多
々
あ
る
。

よ
く
知
り
置
く
べ
き
で
あ
る
。

今
、〔『
観
経
』
の
経
文
が
〕「
苦
の
衆
生
を
救
済
す
る
」
と

説
示
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
た
だ
〔
極
楽
世
界
に
お
い
て
、
大

乗
菩
薩
道
に
あ
っ
て
〕
下
位
〔
の
菩
薩
〕
を
進
趣
さ
せ
て
、
上
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位
に
昇
格
さ
せ
る〔
も
の
で
あ
る
。
ま
た
未
完
全
な
る
覚
り
の
〕

下
智
証
〔
の
者
〕
を
転
じ
て
、〔
完
全
な
る
覚
り
の
〕
上
智
証

を
獲
得
さ
せ
る
〔
も
の
で
あ
る
〕。〔
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
〕
も

と
も
と
の
求
め
に
対
応
す
る
こ
と
を
楽
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
〔『
観
経
』
の
経
文
に
〕「
苦
を
救
済
す
る
」
と
説

示
さ
れ
て
い
る
。
も
し
〔『
観
経
』
の
経
文
に
説
示
さ
れ
て
い

る
「
苦
」
が
、
こ
の
よ
う
に
大
乗
菩
薩
道
の
進
展
を
前
提
と
し

た
も
の
〕
で
な
け
れ
ば
、〔
こ
の
経
文
に
何
の
意
味
が
あ
る
と

い
う
の
か
。〕
極
楽
世
界
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
聖
人
た
ち
は
、

皆
、
無
漏
を
〔
自
身
の
〕
本
質
と
し
、
大
慈
悲
を
〔
自
身
の
〕

働
き
と
し
て
、
永
遠
に
〔
身
体
の
消
滅
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
〕
分
段
の
生
死
か
ら
〔
す
で
に
〕
離
れ
た
〔
存
在
で
〕

あ
る
。
さ
ら
に
一
体
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
て
、〔『
観
経
』

の
経
文
に
〕「
苦
」
と
説
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

作
此
觀
者
名
爲
正
觀
若
他
觀
者
名
爲
邪
觀
見
大
勢
至
菩
薩
是
爲

觀
大
勢
至
色
身
想
名
第
十
一
觀

【
観
経
疏
】

第
十
に
〔
経
文
の
〕「
作
此
觀
者
」
か
ら
、「
十
一
觀
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
観
察
〔
の
対
象
の
〕
邪
正
に
つ
い
て
説
示
し
、
全
体
的

に
〔
こ
の
第
十
一
観
の
〕
区
切
り
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

觀
此
菩
薩
者
除
無
量
劫
阿
僧
祇
生
死
之
罪

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
〔
経
文
の
〕「
觀
此
菩
薩
者
」
か
ら
以
下
は
、
ま

さ
に
こ
の
〔
第
十
一
〕
観
を
実
践
し
た
功
徳
に
よ
っ
て
、
多
劫

に
わ
た
っ
て
〔
犯
し
続
け
て
き
た
〕
罪
〔
と
、
そ
の
報
い
〕
が

取
り
除
か
れ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

作
是
觀
者
不
處
胞
胎
常
遊
諸
佛
淨
妙
國
土

【
観
経
疏
】

第
十
二
に
〔
経
文
の
〕「
作
此
觀
者
」
か
ら
、「
淨
妙
國
土
」

ま
で
は
、ま
さ
に
全
体
的
に
前
文
の
内
容
を
総
括
し
〔
た
上
で
〕、
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さ
ら
に
そ
の
後
の
功
徳
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
一
勢
至
観
】

此
觀
成
已
名
爲
具
足
觀
觀
世
音
大
勢
至

【
観
経
疏
】

第
十
三
に
〔
経
文
の
〕「
此
觀
成
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
に

全
体
的
に
〔
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩
と
い
う
〕
二
菩
薩
を

明
示
し
て
、〔
こ
の
二
菩
薩
の
姿
を
〕
目
の
当
た
り
に
す
る
様

子
を
説
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
勢
志
〔
菩
薩
の
姿
は
〕
威
厳
に
満
ち
、

坐
し
た
時
に
他
の
〔
仏
〕
国
土
を
〔
大
い
に
〕
揺
ら
す
。〔
ま

た
大
勢
至
菩
薩
は
〕
そ
の
身
を
分
か
ち
、〔
そ
の
分
身
が
〕
雲

が
〔
空
を
覆
う
〕
よ
う
に
〔
極
楽
世
界
に
〕
集
ま
り
、法
を
説
き
、

有
情
を
導
き
、
永
遠
に
〔
実
際
の
〕
肉
体
か
ら
離
れ
、〔
覚
り

の
身
体
に
お
い
て
〕
常
に
法
界
を
〔
意
の
ま
ま
に
〕
移
動
し
て

い
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
十
三
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
勢
至

観
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
十
二
普
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
十
二
に
普
観
の
中
に
つ
い
て
、
ま
ず
〔
誰
に
対
し
て
こ
の

教
説
を
説
く
か
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
そ
の
内
容
を
〕
明
ら
か

に
し
、〔
そ
の
〕
後
に
〔
こ
の
観
に
つ
い
て
〕
ま
と
め
る
。〔
こ

の
第
十
二
普
観
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
内
容
を
〕
六
項

目
に
区
分
す
る
。

【
観
経
・
第
十
二
普
観
】

見
此
事
時

【
観
経
疏
】

第
一
に
〔
経
文
の
〕「
見
此
事
時
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
に

再
度
〔
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
〕
提
示
し
〔
た
上
で
〕、〔
さ
ら
に
〕

以
後
の
〔
内
容
を
〕
説
示
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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【
観
経
・
第
十
二
普
観
】

當
起
自
心
生
於
西
方
極
樂
世
界
於
蓮
華
中
結
跏
趺
坐
作
蓮
華
合

想
作
蓮
華
開
想
蓮
華
開
時
有
五
百
色
光
來
照
身
想
眼
目
開
想
見

佛
菩
薩
滿
虚
空
中
水
鳥
樹
林
及
與
諸
佛
所
出
音
聲
皆
演
妙
法

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
當
起
自
心
」
か
ら
、「
皆
演
妙
法
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
精
神
を
〔
極
楽
世
界
の
情
景
に
〕
集
中
さ
せ
て
、

〔
自
身
が
〕
観
察
〔
の
境
界
の
中
に
〕
入
り
、常
に
自
身
が
〔
極

楽
世
界
に
〕
往
生
し
た
〔
後
の
、
具
体
的
な
〕
姿
を
観
想
す
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て〔
以
下
の
〕九〔
項

目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
當
起
自
心
」〕
と
は
、自
身
が
〔
極

楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
〔
様
子
を
〕
観
想
す
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
生
於
西
方
極
樂
世
界
」〕
と
は
、〔
自

身
が
〕
西
方
〔
に
あ
る
極
楽
世
界
〕
に
向
か
う
〔
様
子
を
〕
観

想
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
於
蓮
華
中
結
跏
趺
坐
」〕
と
は
、〔
極

楽
世
界
に
往
生
す
る
と
蓮
華
の
〕
華
〔
の
上
〕
に
坐
し
て
い
る

〔
様
子
を
〕
観
想
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
作
蓮
華
合
想
」〕
と
は
、〔
そ
の
時
、

極
楽
世
界
の
蓮
の
〕
華
が
閉
じ
て
い
る
〔
様
子
を
〕
観
想
す
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
作
蓮
華
開
想
」〕
と
は
、〔
閉
じ
て

い
た
蓮
の
〕
華
が
開
く
〔
様
子
を
〕
観
想
す
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

〔
第
〕六
に〔
経
文
の「
蓮
華
開
時
有
五
百
色
光
來
照
身
想
」〕

と
は
、〔
蓮
華
が
開
く
時
、
極
楽
世
界
の
五
百
色
に
も
お
よ
ぶ
〕

宝
の
光
が
差
し
込
ん
で
自
身
の
体
を
照
ら
し
出
す
〔
様
子
を
〕

観
想
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
七
に
〔
経
文
の
「
眼
目
開
想
」〕
と
は
、〔
五
百
色
に

も
お
よ
ぶ
〕
宝
の
光
が
差
し
込
む
こ
と
で
、〔
自
分
の
〕
眼
が

〔
は
っ
き
り
〕
見
え
る
よ
う
に
な
る
〔
様
子
を
〕
観
想
す
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
八
に
〔
経
文
の
「
見
佛
菩
薩
滿
虚
空
中
」〕
と
は
、〔
自

分
の
〕
眼
が
〔
は
っ
き
り
と
〕
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
仏
や
菩
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薩
〔
の
姿
〕
を
目
の
当
た
り
に
す
る
〔
様
子
を
〕
観
想
す
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
九
に
〔
経
文
の
「
水
鳥
樹
林
及
與
諸
佛
所
出
音
聲
皆

演
妙
法
」〕
と
は
、〔
自
身
が
極
楽
世
界
に
お
い
て
、
水
の
流
れ

や
鳥
や
樹
々
、
さ
ら
に
は
諸
仏
が
発
す
る
音
声
を
通
じ
て
〕
法

を
聞
く
〔
様
子
を
〕
観
想
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
二
普
観
】

與
十
二
部
經
合
出
定
之
時
憶
持
不
失

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
與
十
二
部
經
合
」
か
ら
、「
不
失
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
精
神
を
極
楽
世
界
に
集
中
さ
せ
た
〕
定
〔
善

の
境
地
〕
に
あ
っ
て
も
、〔
ま
た
そ
の
際
の
精
神
の
集
中
を
解

い
た
〕
散
〔
善
の
境
地
〕
に
あ
っ
て
も
、〔
目
の
当
た
り
に
し

た
極
楽
世
界
の
情
景
を
〕
忘
れ
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
心
が
乱

れ
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
常
に
〔
そ
の
情
景
を
〕
記
憶
し
た
ま

ま
の
状
態
で
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
こ
れ
は
〕第
一
に
観
想
す
る
心
に〔
一
切
の
雑
念
が
な
く
、〕

澄
み
切
っ
て
い
る
〔
状
態
で
あ
る
〕。

〔
ま
た
〕
第
二
に
〔
極
楽
世
界
の
情
景
を
記
憶
し
て
い
る
と
、

心
に
〕
様
々
な
悪
が
生
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
。〔
な
ぜ
な

ら
ば
〕
内
面
に
お
い
て
は
極
楽
世
界
の
情
景
を
欣
ぶ
想
い
〔
と

自
身
の
心
と
が
完
全
に
〕
一
致
し
て
お
り
、
行
為
的
に
は
〔
身

と
口
と
心
の
〕
三
業
が
犯
す
〔
様
々
な
〕
悪
と
、〔
そ
の
悪
業

に
よ
る
〕
障
害
が
〔
ま
っ
た
く
〕
な
い
か
ら
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
十
二
普
観
】

見
此
事
已
名
見
無
量
壽
佛
極
樂
世
界

【
観
経
疏
】

第
四
に
〔
経
文
の
〕「
見
此
事
已
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第

十
二
〕
観
が
完
成
し
た
功
徳
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
二
普
観
】

是
爲
普
觀
想
名
第
十
二
觀

【
観
経
疏
】

第
五
に
〔
経
文
の
〕「
是
爲
」
か
ら
以
下
は
、全
体
的
に
〔
こ
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の
第
十
二
普
観
を
〕
総
括
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
二
普
観
】

無
量
壽
佛
化
身
無
數
與
觀
世
音
大
勢
至
常
來
至
此
行
人
之
所

【
観
経
疏
】

第
六
に
〔
経
文
の
〕「
無
量
壽
」
か
ら
、「
常
來
至
此
行
人
之

所
」
ま
で
は
、
ま
さ
に
再
度
、
こ
の
観
想
を
実
践
す
る
人
を
提

示
し
、〔
こ
の
人
が
〕
阿
弥
陀
仏
〔
や
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至

菩
薩
〕
な
ど
の
三
身
か
ら
〔
、
常
に
寄
り
添
わ
れ
〕
護
ら
れ
る

功
徳
を
受
け
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
人
々
が
想
い
を
〔
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
世

界
に
〕
向
け
、〔
こ
れ
ら
を
〕
目
の
当
た
り
に
し
た
い
と
願
う

な
ら
ば
、
西
方
〔
極
楽
世
界
〕
の
依
正
二
報
の
荘
厳
が
鮮
明
な

も
の
と
な
っ
て
、
常
に
目
の
前
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
六
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
普
観
に

関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
十
三
に
雑
想
観
の
中
に
つ
い
て
、
ま
ず
〔
誰
に
対
し
て
こ

の
教
説
を
説
く
か
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
そ
の
内
容
を
〕
明
ら

か
に
し
、〔
そ
の
〕
後
に
〔
こ
の
観
に
つ
い
て
〕
ま
と
め
る
。〔
こ

の
第
十
三
雑
想
観
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
内
容
を
〕
十

一
に
区
分
す
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

佛
告
阿
難
及
韋
提
希
若
欲
至
心
生
西
方
者

【
観
経
疏
】

第
一
に〔
経
文
の
〕「
佛
告
阿
難
」か
ら
以
下
は
、ま
さ
に〔
釈

尊
が
阿
難
と
韋
提
希
の
〕
名
を
呼
び
、〔
こ
こ
ま
で
の
教
説
を
〕

総
括
し
た
上
で
、〔
こ
こ
か
ら
以
後
の
雑
想
観
に
つ
い
て
〕
提

起
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

先
當
觀
於
一
丈
六
像
在
池
水
上

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
先
當
觀
於
一
丈
六
」
か
ら
以
下
は
、

ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
仏
像
を
観
察
〔
対
象
〕
と
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
真
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
と
な
る
。〔
ま
た
、
こ
の
世
界
の
〕
水
を
観
察
〔
対
象
〕

と
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、〔
極
楽
世
界
の
大
〕
地
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
釈
尊
（
如
来
）
が
諸
々
の

衆
生
に
対
し
て
、〔
観
察
の
〕
対
象
を
〔
こ
の
世
界
の
も
の
か
ら
、

極
楽
世
界
の
荘
厳
に
〕変
え
る
こ
と
で
、心〔
が
想
い
を
か
け
る
〕

対
象
を
変
え
て
、
観
察
〔
を
成
就
す
る
境
地
〕
に
入
る
こ
と
を

教
示
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
〔
無
数
の
化
仏
が
、
極
楽
世
界
の
〕
池
の
水
や
華

の
上
に
あ
り
、
あ
る
い
は
七
宝
で
飾
ら
れ
た
宮
殿
や
楼
閣
の
中

に
あ
り
、
あ
る
い
は
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
林
や
樹
々
の
下
に
あ
り
、

あ
る
い
は
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
台
座
や
宮
殿
の
中
に
あ
り
、
あ
る

い
は
空
中
に
浮
か
ぶ
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
雲
や
華
や
日
傘
の
中
に

あ
る
〔
こ
と
を
観
想
す
る
〕。
こ
れ
ら
〔
極
楽
世
界
の
荘
厳
〕

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
精
神
を
集
中
さ
せ
て
、
こ
れ
ら
を
観
想
し
、

〔
目
の
当
た
り
に
す
る
荘
厳
に
阿
弥
陀
仏
の
〕
化
仏
が
い
る
こ

と
を
心
に
想
い
描
く
よ
う
に
す
る
。〔
こ
の
よ
う
に
極
楽
世
界

の
荘
厳
を
観
想
す
る
〕
衆
生
と
、〔
観
想
の
対
象
と
な
っ
た
極

楽
世
界
の
〕
境
界
と
が
相
互
に
一
致
し
、〔
そ
う
す
る
こ
と
で

極
楽
世
界
の
荘
厳
を
〕
目
の
当
た
り
に
し
や
す
く
な
る
か
ら
で

あ
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

如
先
所
説
無
量
壽
佛
身
量
無
邊
非
是
凡
夫
心
力
所
及

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
如
先
所
説
」
か
ら
、「
非
〔
是
凡
夫
〕

心
力
所
及
」
ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
極
楽
世
界
の
依
正
二
報
の
荘

厳
は
、衆
生
の
認
識
の
〕
対
象
と
し
て
〔
あ
ま
り
に
も
〕
大
き
く
、

〔
一
方
、
極
楽
世
界
の
荘
厳
を
観
想
し
よ
う
と
す
る
衆
生
の
〕

心
は
〔
あ
ま
り
に
も
〕
狭
小
で
あ
っ
て
、〔
衆
生
が
極
楽
世
界

の
荘
厳
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
〕
容
易
に
で
き
る
よ
う
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な
こ
と
で
は
な
い
。〔
そ
こ
で
釈
尊
が
衆
生
を
憐
れ
む
〕
聖
な

る
意
志
の
も
と
、〔
衆
生
が
極
楽
世
界
の
荘
厳
を
目
の
当
た
り

に
で
き
な
い
こ
と
を
〕
深
く
嘆
き
、〔
衆
生
に
対
し
て
、
個
々

の
認
識
対
象
に
適
し
た
、
こ
の
世
界
に
あ
る
〕
狭
小
な
る
〔
対

象
〕
を
観
想
す
る
こ
と
を
勧
示
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

然
彼
如
來
宿
願
力
故
有
憶
想
者
必
得
成
就

【
観
経
疏
】

第
四
に
〔
経
文
の
〕「
然
彼
如
來
」
か
ら
、「
必
得
成
就
」
ま

で
は
、〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。
ま
さ
に
凡
夫
の
心

は
狭
小
で
あ
る
〔
こ
と
に
対
し
て
、〕
聖
な
る
〔
仏
の
〕
大
き

さ
は
〔
凡
夫
の
〕
想
像
を
〔
遥
か
に
〕
絶
す
る
も
の
で
あ
り
、〔
衆

生
が
〕
想
い
を
か
け
よ
う
に
も
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

〔
そ
れ
故
に
〕
お
そ
ら
く
〔
衆
生
は
、
仏
の
真
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
が
〕
困
難
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
〔
た
だ
、
衆
生
の
心
が
認
識
し
得
る
対
象
が
〕

狭
小
で
あ
る
か
ら
、〔
衆
生
が
仏
の
真
の
姿
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
が
〕
困
難
で
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。〔
ま
た
、

仏
の
真
の
姿
の
姿
が
あ
ま
り
に
も
〕
大
き
い
か
ら
、〔
衆
生
の

目
の
前
に
〕
顕
現
し
な
い
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
こ
れ
は
つ
ま

り
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
〔
の
力
〕
が
〔
極
め
て
〕
強
く
、〔
極
楽

世
界
の
荘
厳
を
〕
観
想
す
る
者
に
対
し
て
、
皆
、〔
極
楽
世
界

の
荘
厳
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
〕
成
就
さ
せ
る
の
で
あ

る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

但
想
佛
像
得
無
量
福
何
況
觀
佛
具
足
身
相

【
観
経
疏
】

第
五
に
〔
経
文
の
〕「
但
想
佛
像
」
か
ら
、「
具
足
身
相
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
仏
像
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
と
、
阿
弥
陀
仏
の
真
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
〕

比
較
し
て
、〔
阿
弥
陀
仏
の
真
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
の
功
徳
が
〕
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
つ
ま

り
仏
の
真
の
姿
を
模
し
た
〕
像
を
観
想
す
る
こ
と
で
す
ら
無
量

の
福
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
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真
の
姿
を
観
想
す
る
者
が
得
る
福
徳
は
絶
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

阿
彌
陀
佛
神
通
如
意
於
十
方
國
變
現
自
在
或
現
大
身
滿
虚
空
中

或
現
小
身
丈
六
八
尺

【
観
経
疏
】

第
六
に
〔
経
文
の
〕「
阿
彌
陀
」
か
ら
、「
丈
六
八
尺
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
よ
う
と
す
る
者

が
〕
観
想
の
対
象
と
し
た
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
仏
像
を
観
察
す
る

際
に
、〔
そ
の
〕
身
が
〔
虚
空
に
満
ち
満
ち
た
〕
大
き
な
姿
で

あ
れ
、〔
あ
る
い
は
一
丈
六
尺
や
一
丈
八
尺
と
い
う
〕
小
さ
な

姿
で
あ
れ
、〔
仏
身
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
阿
弥
陀
仏
の

姿
は
〕
真
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
〔
以
下
の
〕
三
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
阿
彌
陀
佛
神
通
如
意
於
十
方
國
變

現
自
在
」〕
と
は
、
阿
弥
陀
仏
が
〔
意
の
ま
ま
に
自
ら
の
〕
身

体
〔
の
大
小
を
操
る
〕
神
通
力
に
は
何
の
障
害
も
な
く
、〔
阿

弥
陀
仏
は
自
ら
の
〕
意
志
の
ま
ま
〔
、あ
ら
ゆ
る
世
界
に
お
い
て
、

そ
の
身
を
自
在
に
〕
遍
満
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
こ
こ
で

経
文
が
説
く
〕「
如
意
」に
つ
い
て
、〔
次
の
〕二
種
が
あ
る
。〔
第
〕

一
に
は
衆
生
の
意
志
の
こ
と
で
あ
る
。〔
覚
者
た
る
阿
弥
陀
仏

は
〕
彼
ら
〔
衆
生
の
〕
心
の
想
い
（
心
念
）
に
対
応
し
て
、
そ

の
す
べ
て
を
救
済
す
る
。〔
第
〕
二
に
は
阿
弥
陀
仏
の
意
志
で

あ
る
。〔
仏
た
る
阿
弥
陀
仏
は
、
仏
の
特
性
で
あ
る
〕
五
眼
を

通
じ
て
広
く
〔
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
〕
照
ら
し
出
し
、〔
不
可
思

議
な
〕
六
種
の
神
通
力
を
自
在
に
駆
使
し
て
、
衆
生
の
中
で
救

済
す
べ
き
対
象
を
見
て
取
り
、一
念
の
中
に
前〔
念
〕も
後〔
念
〕

も
な
く
、
身
も
心
も
す
べ
て
〔
救
済
す
べ
き
対
象
と
な
っ
た
者

の
も
と
に
〕
赴
き
、〔
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
身
口
意
の
〕
三
業
を

清
浄
な
る
も
の
と
す
る
。〔
こ
の
よ
う
に
有
縁
の
人
々
〕
そ
れ

ぞ
れ
に
対
す
る
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
救
済
は
一
様
で
は
な
い
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
或
現
大
身
滿
虚
空
中
或
現
小
身
丈

六
八
尺
」〕
と
は
、〔
阿
弥
陀
仏
は
衆
生
に
対
し
て
〕
時
に
は
大

き
な
姿
を
現
し
、〔
ま
た
〕
時
に
は
小
さ
な
姿
を
現
す
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
或
現
大
身
滿
虚
空
中
或
現
小
身
丈
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六
八
尺
」〕
と
は
、〔
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
が
衆
生
の
前
に
姿

を
現
す
際
に
、
そ
の
〕
身
の
大
き
さ
に
大
小
の
相
違
は
あ
る
も

の
の
、〔
そ
の
姿
は
〕
す
べ
て
純
粋
な
金
色
で
あ
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
〔
目
の
前
に
姿
を
現
し
た

阿
弥
陀
仏
が
純
粋
な
金
色
か
、
そ
う
で
な
い
か
で
、
観
察
内
容

が
〕
正
し
い
か
そ
う
で
は
な
い
か
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

所
現
之
形
皆
眞
金
色
圓
光
化
佛
及
寶
蓮
華
如
上
所
説

【
観
経
疏
】

第
七
に〔
経
文
の
〕「
所
現
之
形
」か
ら
以
下
は
、ま
さ
に〔
阿

弥
陀
仏
が
衆
生
の
前
に
そ
の
姿
を
現
し
た
際
に
、
そ
の
〕
身
の

大
き
さ
に
大
小
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、〔
仏
の
姿
が
大
き
く

て
も
、
小
さ
く
て
も
、
全
身
か
ら
放
つ
〕
光
明
の
様
子
は
、〔
阿

弥
陀
仏
の
〕
真
の
姿
〔
か
ら
放
た
れ
る
光
明
〕
と
、
何
も
異
な

る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

觀
世
音
菩
薩
及
大
勢
至
於
一
切
處
身
同

【
観
経
疏
】

第
八
に
〔
経
文
の
〕「
觀
世
音
菩
薩
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ

に
〔
こ
の
第
十
三
観
に
お
い
て
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
を
観
察

す
る
こ
と
は
〕
先
の
〔
第
十
観
と
第
十
一
観
と
〕
内
容
的
に
一

致
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
つ
ま
り
〕
仏
〔
の
姿
〕
が

大
き
け
れ
ば
、
侍
者
〔
で
あ
る
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩
の

姿
も
〕
ま
た
大
き
な
も
の
と
な
る
。〔
一
方
、〕
仏
〔
の
姿
〕
が

小
さ
け
れ
ば
、侍
者
〔
で
あ
る
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
姿
も
〕

ま
た
小
さ
な
も
の
と
な
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

衆
生
但
觀
首
相
知
是
觀
世
音
知
是
大
勢
至

【
観
経
疏
】

第
九
に
〔
経
文
の
〕「
衆
生
但
觀
首
相
」
か
ら
以
下
は
、
ま

さ
に
〔
特
に
〕
勧
め
て
、〔
こ
の
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩

と
い
う
〕
二
〔
菩
薩
〕
に
お
け
る
〔
身
体
的
な
特
徴
の
〕
区
別
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を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
で
は
、
観

世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩
と
い
う
〕
二
〔
菩
薩
〕
の
〔
身
体
的

な
特
徴
の
〕
区
別
は
何
か
と
い
う
と
、
観
音
菩
薩
の
頭
頂
部
に

は
一
体
の
化
仏
が
立
っ
て
お
り
、
勢
志
菩
薩
の
頭
頂
部
に
は
一

つ
の
宝
瓶
が
あ
る
と
い
う
〔
相
違
で
あ
る
〕。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

此
二
菩
薩
助
阿
彌
陀
佛
普
化
一
切

【
観
経
疏
】

第
十
に
〔
経
文
の
〕「
此
二
菩
薩
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
に

阿
弥
陀
仏
と
観
音
菩
薩
と
勢
志
菩
薩
は
、
と
も
に
過
去
世
に
お

け
る
本
願
の
縁
が
深
く
、〔
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
は
阿
弥
陀

仏
と
〕
同
じ
誓
願
を
立
て
、〔
一
切
の
〕
悪
を
捨
て
去
り
、
と

も
ど
も
に
菩
提
に
至
る
ま
で
、
ま
る
で
影
の
よ
う
に
〔
阿
弥
陀

仏
に
〕
付
き
随
い
、〔
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
〕
赴
い
て
、
広
く
教

化
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
十
三
雑
想
観
】

是
爲
雑
想
觀
名
第
十
三
觀

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
〔
経
文
の
〕「
是
爲
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第
十

三
観
を
〕
全
体
的
に
総
括
し
て
い
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
十
一
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
雑
想

観
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
定
善
義
総
括
】

以
上
、〔
第
一
〕
日
観
か
ら
、〔
第
十
三
〕
雑
想
観
ま
で
は
、

す
べ
て
釈
尊
が
韋
提
希
に
よ
る
先
程
の
四
回
目
の
懇
願
で
あ
る

「
釈
尊
よ
、
ど
う
か
お
願
い
で
す
。〔
こ
の
極
楽
の
〕
光
景
を
私

の
心
に
と
ど
め
さ
せ
て
下
さ
い
（
思
惟
）。
今
こ
こ
に
い
な
が

ら
に
し
て
私
に
〔
極
楽
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
〕
体
感
さ
せ
て
下

さ
い
（
正
受
）」
の
〔
思
惟
と
正
受
と
い
う
〕
両
句
に
答
え
て

い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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【
定
善
義
結
讃
】

〔
こ
の
定
善
義
の
内
容
を
〕
総
括
し
て
〔
次
の
よ
う
に
〕
讃

え
よ
う
。

〔
極
楽
世
界
の
荘
厳
を
目
の
当
た
り
に
観
察
す
る
に
あ
た
っ

て
、
釈
尊
は
ま
ず
〕
最
初
に
日
観
を
教
え
て
〔
こ
の
世
界
の
太

陽
に
想
い
を
凝
ら
さ
せ
て
〕、
無
明
の
闇
を
取
り
除
か
せ
、

〔
次
に
、
こ
の
世
界
の
〕
水
を
観
察
し
、〔
そ
の
水
を
〕
氷

に
変
容
さ
せ
、〔
自
身
の
〕
心
の
中
を
清
ら
か
に
す
る
。

〔
さ
ら
に
進
ん
で
、
極
楽
世
界
の
大
地
が
瑠
璃
で
で
き
て
い

る
こ
と
を
観
察
し
、
そ
の
〕
大
地
の
地
下
の
金
幢
が
相
互
に
輝

き
合
い
、

〔
極
楽
世
界
の
〕
地
上
の
荘
厳
は
無
数
に
重
な
り
合
っ
て
い

る
。〔

ま
た
虚
空
の
〕
宝
雲
や
宝
蓋
は
空
に
漂
い
な
が
ら
巡
り
、

天
人
た
ち
が
奏
で
る
音
楽
は
、
互
い
に
共
鳴
し
て
い
る
。

宝
樹
に
は
瓔
珞
が
垂
れ
下
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
果
実
と
重
な

り
合
っ
て
い
る
。

〔
宝
〕池
か
ら
は〔
八
種
の
〕功
徳
を
有
す
る
水
が
流
れ
出
し
、

花
々
の
中
に
注
が
れ
て
い
く
。

宝
楼
や
宝
閣
は
す
べ
て
整
然
と
な
ら
び
、

〔
そ
れ
ぞ
れ
の
荘
厳
が
放
つ
〕
光
と
光
が
相
互
に
照
ら
し
合

い
、
も
は
や
影
さ
え
も
な
い
。

〔
そ
の
中
で
も
〕
三
本
の
〔
蓮
の
〕
華
だ
け
が
特
に
大
き
く
、

他
の
華
を
超
過
し
て
い
る
。

〔
そ
の
三
本
の
蓮
の
華
は
〕
四
本
の
宝
幢
で
囲
ま
れ
、〔
そ

の
宝
幢
に
は
〕
垂
れ
幕
が
か
か
り
、
宝
珠
が
つ
い
た
網
が
覆
い

か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。

心
あ
る
人
々
は
〔
す
べ
て
〕
苦
し
み
迷
い
、
い
ま
だ
覚
り
を

得
て
い
な
い
。

〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
心
を
集
中
さ
せ
て
、
仏
像
を
観
察
し
、
心

静
か
に
〔
我
が
身
が
〕
極
楽
世
界
に
座
し
て
い
る
〔
様
子
を
想

像
す
る
〕。

一
念
〔
の
う
ち
に
〕
開
悟
し
て
阿
弥
陀
仏
の
真
の
姿
を
目
の

当
た
り
に
す
れ
ば
、

阿
弥
陀
仏
の
全
身
か
ら
放
た
れ
る
光
明
や
、
仏
の
様
々
な
身

体
的
特
徴
も
目
の
当
た
り
に
見
え
て
く
る
。
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苦
し
み
の
衆
生
を
救
済
す
る
観
世
音
菩
薩
は
、
あ
ら
ゆ
る
世

界
を
〔
そ
の
〕
対
象
と
し
て
お
り
、

い
つ
い
か
な
る
時
で
あ
っ
て
も
そ
の
姿
を
変
え
て
、
娑
婆
世

界
に
到
来
し
な
い
こ
と
は
な
い
。

〔
ま
た
〕
勢
志
菩
薩
が
放
つ
威
神
の
光
明
は
大
き
く
動
き
、

縁
に
応
じ
て
〔
人
々
を
〕
照
ら
し
出
し
、
阿
弥
陀
仏
〔
の
極
楽

世
界
へ
と
〕
導
く
。

今
こ
そ
〔
極
楽
世
界
に
〕
行
こ
う
。

極
楽
世
界
は
〔
仏
道
修
行
で
〕
身
を
置
く
に
、
最
適
な
〔
世

界
〕
で
あ
る
。

〔
だ
か
ら
こ
そ
自
身
が
〕
間
違
い
な
く
西
方
の
〔
極
楽
世
界

に
〕
往
生
し
て
、
蓮
の
蕾
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
様
子
を
観
想

せ
よ
。

〔
蓮
の
華
が
開
い
て
〕
阿
弥
陀
仏
と
〔
極
楽
世
界
の
〕
荘
厳

を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、〔
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
〕
説
法
の

声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

ま
た
人
々
が
心
に
疑
惑
を
生
じ
、
真
実
の
妙
な
る
荘
厳
に
想

い
を
か
け
た
と
し
て
も
、〔
こ
の
よ
う
な
人
に
は
〕
成
就
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
如
来
は
〔
人
々
に
対
し
て
〕
順
々
に
観
察

を
深
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

〔
蓮
の
〕
華
が
〔
咲
き
誇
る
〕
池
に
は
、〔
身
の
丈
〕
一
丈

六
尺
な
ど
の
金
色
の
様
々
に
変
現
す
る
仏
に
、

大
小
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
が
あ
る
と
し
て
も
、〔
常
に
〕
救
う
べ

き
相
手
に
応
じ
て
救
済
す
る
。

す
べ
て
の
共
々
に
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
〔
こ
と
を
願
う
〕

人
々
に
勧
め
る
。

た
だ
ひ
た
す
ら
に
念
仏
を
実
践
し
て
、〔
心
を
〕
西
方
に
向

け
る
よ
う
に
せ
よ
。

【
定
善
義
結
語
】

ま
た
先
程
の
韋
提
希
の
懇
願
に
つ
い
て
、
最
初
の
日
観
か
ら
、

〔
第
七
〕
華
座
観
ま
で
は
、す
べ
て
〔
極
楽
世
界
の
〕
依
報
〔
の

荘
厳
〕
を
明
か
し
て
い
る
。

次
に
〔
第
八
〕
像
観
か
ら
、〔
第
十
三
〕
雑
想
観
ま
で
は
、

す
べ
て
〔
極
楽
世
界
の
〕
正
報
〔
の
荘
厳
〕
を
明
か
し
て
い
る
。
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以
上
、
依
正
二
報
の
荘
厳
の
相
違
は
あ
る
が
、
広
く
定
善
一

門
の
義
を
明
か
す
こ
と
を
終
え
る
。
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本
研
究
ノ
ー
ト
は
、『
浄
土
本
朝
高
僧
伝
』（
内
題
『
浄
土
鎮

流
祖
伝
』）
全
八
巻
の
中
、
浄
土
宗
第
四
祖
良
暁
上
人
、
五
祖

蓮
勝
上
人
、
六
祖
了
實
上
人
、
七
祖
聖
冏
上
人
の
伝
記
の
訓
読

（
書
き
下
し
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
良
忠
上
人
以
降
の
祖
師
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
浄
土
宗
を
確
立
し
た
祖
師
方
と
さ
れ
な
が

ら
、
そ
の
行
状
が
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
祖
師
方
で
あ
る
と
も

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、

こ
れ
ら
の
祖
師
の
行
状
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
に
知
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
、
伝
記
資
料
の
訓
読
を
報
告
し
た
い
と
思
う
。

本
資
料
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
序
を
も
つ
近
江
国
湖

北
松
江
称
名
寺
の
沙
門
宣
譽
心
阿
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
伝
記
資

料
で
、
正
徳
三
年
の
序
（
一
七
一
三
）
と
刊
記
を
も
つ
。

『
浄
土
本
朝
高
僧
伝
』（
以
下
『
鎮
流
祖
伝
』）
に
関
す
る
研

究
は
、
平
祐
輝
（
代
表
者
）
福
原
隆
善
「
浄
土
宗
列
祖
伝
類
に

関
す
る
総
合
的
研
究
―
と
く
に
『
浄
土
鎮
流
祖
伝
』
を
中
心
と

し
て
―
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
二
二
号
、
一
九
七
六
年
）
で

詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

『
鎮
流
祖
伝
』
の
内
容
は
浄
土
宗
祖
師
に
つ
い
て
善
導
大
師

と
法
然
上
人
（
以
上
第
一
巻
）
の
伝
記
か
ら
始
ま
り
、聖
光
上
人
、

良
忠
上
人
、
良
暁
上
人
、
蓮
勝
上
人
、
了
實
上
人
、
聖
冏
上
人
、

聖
聡
上
人
（
以
上
第
二
巻
）
の
伝
記
、
重
源
上
人
や
源
智
上
人

と
い
っ
た
「
円
光
大
師
門
師
十
傑
」
と
「
聖
光
上
人
門
資
」、「
記

主
禅
師
門
資
」、「
寂
慧
上
人
門
資
」、「
定
慧
上
人
門
資
」（
以

上
第
三
巻
）
の
伝
記
が
記
さ
れ
、
第
四
巻
以
降
は
中
世
か
ら
近

令
和
四
年
度　

浄
土
宗
祖
師
の
諸
伝
記
の
研
究　

研
究
ノ
ー
ト

『
浄
土
本
朝
高
僧
伝
』（『
浄
土
鎮
流
祖
伝
』）、
四
祖
良
暁
・
五
祖
蓮
勝
・ 

六
祖
了
實
・
七
祖
聖
冏
上
人
伝
の
書
き
下
し
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世
に
か
け
て
の
浄
土
宗
に
関
係
す
る
人
師
の
伝
記
が
一
四
一
名
、

第
八
巻
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
宗
名
志
」、「
四
本
山

志
」、「
檀
林
志
」、「
九
部
志
」、「
二
読
志
」
が
付
録
と
し
て
添

え
ら
れ
て
い
る
。
書
誌
情
報
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
外
題　
浄
土
本
朝
高
僧
伝

　

内
題　
浄
土
鎮
流
祖
伝

　

全
八
巻

　
装
丁　
袋
綴
じ
・
四
つ
目
綴
じ

　
寸
法　
縦
二
六
三
㎜　
横
一
八
八
㎜

　

奥　
　
　
正
德
第
三
癸
巳
年
七
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
京
師　
書
林

　
　
　
　
　
河
南
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
富
本
市
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
井
上
七
郎
兵
衛　
開
版

本
資
料
の
価
値
は
、
良
暁
上
人
以
降
の
浄
土
宗
祖
師
の
伝
記
が

収
録
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
江
戸
時
代
中
期
で
は
あ
る
も
の
の

最
も
古
い
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
研

究
ノ
ー
ト
で
報
告
す
る
四
祖
良
暁
上
人
以
降
の
伝
記
資
料
と
し

て
は
、
ま
ず
こ
の
伝
記
を
紐
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の

で
あ
る
。

本
資
料
は
『
浄
土
宗
全
書
』
一
七
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、

返
り
点
の
み
の
翻
刻
で
仮
名
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
初
学
の
者

に
は
読
解
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
仮
名
も

付
さ
れ
て
い
る
こ
の
正
徳
年
間
に
開
版
さ
れ
た
版
本
を
底
本
と

し
て
訓
読
を
報
告
し
、
四
祖
以
降
の
祖
師
の
行
状
を
知
る
た
め

の
一
つ
の
手
立
て
と
し
て
提
案
し
た
い
と
思
う
。

伝
記
の
訓
読
書
き
下
し
は
後
に
報
告
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

祖
師
の
行
状
を
お
お
ま
か
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

四
祖
良
暁
上
人
（
鎌
倉
光
明
寺
寂
慧
上
人
）

良
暁
、字
は
寂
慧
、石
見
国
の
生
ま
れ
、父
は
従
三
位
禅
師
円
尊
、

（
源
資
頼
の
孫
、
良
忠
の
家
弟
）

建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
に
生
ま
れ
る
。
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文
永
九
年
（
一
二
七
二
）、
比
叡
山
に
登
り
、
東
塔
仙
暁
法
印

に
師
事
す
る
。

一
九
歳
に
し
て
登
壇
授
戒
す
る
。

鎌
倉
に
良
忠
を
訪
ね
浄
土
教
を
学
ぶ
。

良
忠
よ
り
吉
水
四
代
目
を
譲
り
受
け
、
鎌
倉
白
旗
に
住
す
。

正
和
元
年
（
一
三
一
二
）、『
伝
通
記
見
聞
』
一
五
巻
を
記
す
。

下
総
船
木
中
務
禅
門
の
帰
依
を
受
け
、
称
名
寺
に
住
す
。
こ
の

間
『
口
伝
鈔
』
を
記
す
。

三
年
後
、
鎌
倉
白
旗
に
も
ど
り
『
決
疑
鈔
見
聞
』『
論
注
記
鈔
』

な
ど
を
記
す
。

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）、『
述
聞
鈔
』
を
記
す
。

嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）、
法
臘
五
七
に
し
て
往
生
。
鎌
倉
天

照
山
に
塔
を
建
て
て
顕
彰
さ
れ
る
。

五
祖
蓮
勝
上
人
（
太
田
法
然
寺
蓮
勝
上
人
）

蓮
勝
、
字
は
永
慶
、
常
陸
国
の
生
ま
れ
。

良
暁
に
師
事
す
る
。

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）、
璽
書
を
授
か
り
、
関
東
を
教
化
す
る
。

大
田
を
教
化
し
た
際
に
法
然
寺
を
開
く
。

文
和
四
年
（
一
三
五
五
）、
聖
冏
が
入
門
し
、
教
え
を
示
す
。

延
文
三
年
（
一
三
五
八
）、
聖
冏
に
定
慧
の
も
と
で
学
ぶ
よ
う

進
言
す
る
。

同
年
往
生
す
る
。

六
祖
了
實
上
人
（
瓜
連
常
福
寺
了
實
上
人
）

了
實
、
諱
は
成
阿
、
一
名
盛
蓮
社

蓮
勝
に
師
事
す
る
。
蓮
勝
了
實
の
聡
明
さ
に
驚
き
教
え
を
伝
え

る
。

元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）、
璽
書
を
授
か
り
、
吉
水
六
代
を
受

け
継
ぐ
。

定
慧
に
入
門
す
る
。

常
陸
国
を
教
化
し
、
蓮
華
院
常
福
寺
を
建
立
す
る
。

源
義
篤
が
村
を
寄
進
す
る

貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）、
聖
冏
に
教
え
を
伝
え
る
。

至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
往
生
す
る
。
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七
祖
聖
冏
上
人
（
量
岳
傳
通
院
聖
冏
禅
師
）

了
譽
、
諱
は
聖
冏
、
号
は
酉
蓮
社
、
姓
は
源
氏
、
常
州
久
慈
郡

の
人
。
父
は
佐
竹
華
族
、
岩
瀬
城
主
、
白
吉
志
摩
守
義
光
。
母

は
橘
氏
。

暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
に
生
ま
れ
る
。

五
歳
に
し
て
父
が
戦
に
て
没
す
る
。

八
歳
に
し
て
了
實
に
師
事
し
聖
冏
と
名
を
受
け
る
。

一
五
歳
に
し
て
蓮
勝
に
師
事
す
る
。

一
八
歳
に
し
て
定
慧
に
師
事
し
、浄
土
教
や『
大
乗
起
信
論
』『
釈

摩
訶
衍
論
』
な
ど
を
学
ぶ
。

康
安
元
年
（
一
三
六
一
）『
口
決
鈔
』
を
述
し
、『
浄
土
述
聞
鈔
』

を
ま
と
め
て
定
慧
に
提
出
す
る
。

二
五
歳
に
し
て
諸
国
に
学
び
、
九
宗
の
教
え
を
極
め
る
。
密
教

を
常
陸
国
法
幢
院
祐
存
に
、
天
台
を
法
印
真
源
に
、
単
伝
（
禅
）

の
教
え
を
但
馬
国
月
菴
、
天
命
に
、
俱
舎
唯
識
を
宇
都
宮
塙
田

に
て
学
び
、
神
道
を
権
祢
宜
治
部
大
輔
に
、
和
歌
を
頓
阿
に
学

ん
だ
。

後
圓
融
帝
に
請
わ
れ
て
宮
中
で
浄
土
教
を
説
き
、
和
歌
に
て
勅

問
に
返
答
す
る
。

鎌
倉
建
長
寺
、
鹿
島
安
吾
寺
に
て
行
脚
す
る
。

永
和
四
年
（
一
三
七
八
）、
了
實
よ
り
璽
書
を
受
け
る
。

至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）、
千
葉
貞
胤
の
請
に
よ
り
説
法
す
る
。

同
年
、
北
相
馬
曽
根
郷
に
て
『
釈
浄
土
二
蔵
義
』（『
頌
義
』
を

講
説
す
る
。

嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）、浄
福
寺
に
住
持
し
な
が
ら
『
伝
戒
論
』、

『
教
相
十
八
通
』
を
記
す
。

明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）、『
頌
義
見
聞
』
を
記
す
。

明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）、『
心
具
往
生
義
』
を
記
す
。

明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）、
往
生
寺
南
瀧
法
師
に
請
わ
れ
て
下

野
大
底
山
に
て
『
略
名
目
図
』
を
説
く
。

応
永
二
年
（
一
三
九
五
）、『
伝
通
記
糅
鈔
』
を
記
す
。

応
永
三
年
（
一
三
九
六
）、『
選
択
集
直
牒
』
を
記
す
。

応
永
六
年
（
一
三
九
九
）、『
涇
渭
分
流
集
』
を
記
す
。

耳
順
に
師
事
す
る
こ
ろ
、
佐
竹
義
秀
の
乱
を
避
け
て
不

山
に

住
す
。

応
永
二
二
年
（
一
四
一
五
）、
小
石
川
無
量
山
（
後
の
傳
通
院
）
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に
幽
棲
す
る
。

応
永
二
九
年
（
一
四
二
二
）、
往
生
す
る
。

以
上
、『
鎮
流
祖
伝
』
の
記
載
を
も
と
に
お
お
ま
か
に
整
理
し

た
行
状
で
あ
る
。
他
の
伝
記
資
料
が
あ
る
祖
師
に
つ
い
て
は
、

他
の
伝
記
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
他
の
伝
記
資
料
は
他
に

〈
良
暁
上
人
〉

『
新
撰
往
生
伝
』（
浄
全
一
七
）

『
本
朝
高
僧
伝
』（
日
仏
全
一
〇
二
）

『
述
聞
制
文
』
な
ど
、

〈
蓮
勝
上
人
〉

『
新
選
往
生
伝
』（
浄
全
一
七
）

『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』

『
瓜
連
常
福
寺
志
』

『
浄
土
列
祖
伝
』（
以
上
浄
全
一
九
）

〈
了
實
上
人
〉

『
浄
土
列
祖
伝
』（
浄
全
一
九
）

『
新
選
往
生
伝
』（
浄
全
一
七
）

『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』

『
浄
源
脈
譜
』

『
瓜
連
常
福
寺
志
』（
以
上
浄
全
一
九
）

〈
聖
冏
上
人
〉

『
新
撰
往
生
伝
』

『
了
譽
上
人
行
業
記
』（
以
上
浄
全
一
七
）

『
聖
冏
禅
師
絵
詞
伝
』（
後
述
）

『
東
国
高
僧
伝
』（
日
仏
全
一
〇
四
）

『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』

『
小
石
川
傳
通
院
志
』

『
三
縁
山
志
』（
以
上
浄
全
一
九
）

『
本
朝
高
僧
伝
』（
日
仏
全
一
〇
二
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
祖
師
の
行
状
に
関
す
る
研
究
と
し
て

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
玉
山
成
元�

『
中
世
浄
土
宗
教
団
史
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書

林
、
一
九
八
〇
年
）

　
伊
藤
茂
樹�

「
良
暁
の
生
涯
と
著
作
に
つ
い
て
」（『
浄
土
宗

学
研
究
』
三
四
、
二
〇
〇
七
年
）
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玉
山
成
元�

「
了
誉
聖
冏
上
人
伝
の
諸
問
題
」（『
佛
教
文
化

研
究
』
第
三
九
号
、
一
九
九
四
年
）

　
宇
高
良
哲�

「
聖
冏
禅
師
の
遺
跡
考
―
在
世
当
時
の
古
文
書・

古
記
録
に
見
ら
れ
る
遺
跡
を
中
心
に
―
」（『
佛

教
文
化
研
究
』
第
三
九
号
、
一
九
九
四
年
）

　
了
譽
聖
冏
上
人
六
百
年
御
遠
忌
報
恩
の
会
編

　
　
　
　
　

�『
了
譽
聖
冏
上
人
六
百
年
御
遠
忌
記
念
帖
』（
文

化
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

ま
た
、
聖
冏
上
人
に
関
す
る
研
究
は
少
な
か
ら
ず
蓄
積
さ
れ

て
お
り
、『
了
譽
聖
冏
上
人
六
百
年
御
遠
忌
記
念
帖
』
に
は
、

鈴
木
英
之
氏
に
よ
っ
て
文
政
二
年
刊『
了
譽
聖
冏
禅
師
絵
詞
伝
』

が
翻
刻
・
解
説
さ
れ
、
服
部
淳
一
氏
に
よ
っ
て
諸
伝
記
を
も
と

に
『
聖
冏
上
人
物
語
』
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
参
照

を
お
勧
め
し
た
い
。
し
か
し
聖
冏
上
人
以
外
の
祖
師
の
行
状
に

つ
い
て
は
研
究
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
報
告
が
今
後
の
研

究
の
糧
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
成
果
を
報
告
し
た
い
。
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〈
凡
例
〉

（
一
）�

本
訓
読
は
、
天
保
七
年
識
版
本
『
然
阿
上
人
伝
』
を

底
本
と
し
た
。

（
二
）�
漢
字
表
記
は
、
寺
名
・
人
名
な
ど
一
部
の
固
有
名
詞

を
除
き
、
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、

仮
名
遣
い
は
現
代
的
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

（
三
）�

訓
読
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
底
本
の
返
り
点
・
送

り
仮
名
を
尊
重
し
た
が
、
文
脈
や
意
味
が
通
ら
な
い

場
合
な
ど
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
四
）�

割
注
で
記
さ
れ
る
部
分
は
〈　

〉
で
括
っ
た
。

（
五
）�

ル
ビ
は
基
本
的
に
既
刊
『
浄
土
宗
聖
典
』
の
読
み
方

に
従
っ
た
が
、
例
外
も
あ
る
。

（
六
）�『
鎮
流
祖
伝
』
に
は
善
導
大
師
を
元
祖
と
し
て
法
然

を
二
祖
…
と
し
、
良
暁
上
人
を
五
祖
、
今
回
扱
わ
な

か
っ
た
定
慧
上
人
を
六
祖
、
蓮
勝
上
人
を
七
祖
と
し

て
お
り
、そ
の
ま
ま
書
き
下
し
た
が
、便
宜
を
は
か
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
の
前
に
【
四
祖
良
暁
上
人
伝
】
な

ど
と
付
し
た
。

以
上
の
凡
例
に
よ
り
作
業
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
ル
ビ
を
は

じ
め
と
し
て
疑
問
や
不
安
の
残
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
た

め
、「
こ
う
読
む
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
想
い
で
作
成
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
お
含
み
の
上
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば

ご
高
見
を
賜
り
た
い
と
思
う
。

付
記

神
道
に
関
わ
る
語
の
読
み
に
つ
い
て
は
川
奈
里
奈
先
生
に
ご
指

導
賜
っ
た
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　【
四
祖
良
暁
上
人
伝
】

五ご

祖そ

鎌か
ま

倉く
ら

光こ
う

明み
ょ
う

寺じ

寂じ
ゃ
く

慧え

上し
ょ
う

人に

ん

　
上

し
ょ
う

人に
ん

良り
ょ
う

暁ぎ
ょ
う、

字あ
ざ
な

は
寂

じ
ゃ
く

慧え

、
姓せ

い

は
藤と

う

氏し

、
石せ

き

州し
ゅ
うの

人ひ
と

な
り
。
父ち

ち

は
禅ぜ

ん

師じ

円え
ん

尊そ
ん

、
乃す

な
わ

ち
従

じ
ゅ
う

三さ
ん

位み

、
皇こ

う

大た
い

后ご
う

宮ぐ
う

の
大だ

い

夫ぶ

、
資す

け

頼よ
り

の
孫ま

ご

に
し
て
記き

主し
ゅ

の
家か

弟て
い

な
り
。
建け

ん

長ち
ょ
う

七し
ち

年ね
ん

に
生し

ょ
う

ず
。
気け

宇う

爽そ
う

邁ま
い

、
丱け

ん

歳さ
い

よ
り
文ぶ

ん

宴え
ん

に
陪つ

ら
な

り
、
亟し

ば

々し
ば

離り

塵じ
ん

を
志

こ
こ
ろ
ざす

。
聿つ

い

に
文ぶ

ん

永え
い

九く

年ね
ん

、
台だ

い

山さ
ん

に
躋の

ぼ

り
、
東と

う

塔と
う

仙せ
ん

暁ぎ
ょ
う

法ほ
う

印い
ん

に
帰き

し
て
塵じ

ん

網も
う

を
割た

つ
。
十

じ
ゅ
う

九く

歳の
と
しに

登と
う

壇だ
ん

受じ
ゅ

具ぐ

す
。
嘗か

つ

て
台だ

い

教き
ょ
うの

奥お
う

を
殫つ

く

し
、
両

り
ょ
う

部ぶ

の
密み

つ

旨し

を
禀う

く
。
他た

部ぶ

ま
た
歴れ

き

覧ら
ん

せ
ず
と
い
う
こ
と
無な

し
。
師し

、
雅も

と
相そ

う

頓と
ん

の
深じ

ん

味み

を
好こ

の

み
、
故ゆ

え

に
以も

っ

て
記き

主し
ゅ

の
煽せ

ん

化げ

を

欽き
ん

慕ぼ

し
て
相そ

う

の
鎌か

ま

倉く
ら

に
如ゆ

き
、
就つ

い

て
蓮れ

ん

乗じ
ょ
うを

研け
ん

究き
ゅ
うす

。
記き

主し
ゅ

、
器き

許き
ょ

し
て
、
所し

ょ

蘊う
ん

を
尽つ

く

し
て
こ
れ
を

提て
い

誨か
い

し
、
遂つ

い

に
宗

し
ゅ
う

戒か
い

の
二に

大だ
い

法ほ
う

を
授さ

ず

く
。
茲こ

こ

に
て
、
吉よ

し

水み
ず

四し

代だ
い

の
瀉し

ゃ

瓶び
ょ
う、

正
し
ょ
う

統と
う

の
嘉か

運う
ん

に
乗じ

ょ
う

じ
て
、

波は

瀾ら
ん

を
蓮れ

ん

海か
い

に
恢か

い

起き

し
、
天て

ん

下げ

に
垂す

い

裕ゆ
う

す
。
中な

か

ご
ろ
を
締む

す

び
て
旗は

た

に
棲せ

い

止し

す
。
こ
れ
に
て
後こ

う

進し
ん

の

徒と

、
今こ

ん

師し

の
門も

ん

世せ

を
称し

ょ
うし

て
白し

ら

旗は
た

流り
ゅ
うと

曰い

う
。

正し
ょ
う

和わ

元が
ん

年ね
ん

二に

月が
つ

、『
伝で

ん

通づ
う

記き

見け
ん

聞も
ん

』
十

じ
ゅ
う

五ご

巻か
ん

を
製せ

い

す
。
下し

も

の
総そ

う

州し
ゅ
う

剌し

史し

、
船ふ

な

木き

中な
か

務
つ
か
さ
の

禅ぜ
ん

門も
ん

、

師し

を
礼ら

い

し
て
化け

を
嚮む

か

う
る
こ
と
稔と

し

、
尚ひ

さ

し
。
二に

年ね
ん

秋あ
き

、
禅ぜ

ん

門も
ん

、
師し

を
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

に
延め

す
。
師し

、
応お

う

じ

て
真し

ん

化け

を
揚あ

ぐ
。
緇し

素そ

翕き
ゅ
う

然ぜ
ん

と
し
て
萃あ

つ
ま

る
。
時と

き

に
『
口く

伝で
ん

鈔し
ょ
う』

一い
ち

部ぶ

を
書し

ょ

す
。
居お

る
こ
と
三さ

ん

周
し
ゅ
う

に
し
て
白し

ら

旗は
た

に
還か

え

り
、
後こ

う

学が
く

の
為た

め

に
『
決け

つ

疑ぎ

鈔し
ょ
う

見け
ん

聞も
ん

』『
論ろ

ん

注ち
ゅ
う

記き

鈔し
ょ
う』

等と
う

を
筆ひ

っ

す
。
元げ

ん

享こ
う

二に

年ね
ん

十
じ
ゅ
う



247　『浄土本朝高僧伝』（『浄土鎮流祖伝』）、四祖良暁・五祖蓮勝・六祖了實・七祖聖冏上人伝の書き下し

研究ノート

　【
四
祖
良
暁
上
人
伝
】

五ご

祖そ

鎌か
ま

倉く
ら

光こ
う

明み
ょ
う

寺じ

寂じ
ゃ
く

慧え

上し
ょ
う

人に

ん

　
上

し
ょ
う

人に
ん

良り
ょ
う

暁ぎ
ょ
う、

字あ
ざ
な

は
寂

じ
ゃ
く

慧え

、
姓せ

い

は
藤と

う

氏し

、
石せ

き

州し
ゅ
うの

人ひ
と

な
り
。
父ち

ち

は
禅ぜ

ん

師じ

円え
ん

尊そ
ん

、
乃す

な
わ

ち
従

じ
ゅ
う

三さ
ん

位み

、
皇こ

う

大た
い

后ご
う

宮ぐ
う

の
大だ

い

夫ぶ

、
資す

け

頼よ
り

の
孫ま

ご

に
し
て
記き

主し
ゅ

の
家か

弟て
い

な
り
。
建け

ん

長ち
ょ
う

七し
ち

年ね
ん

に
生し

ょ
う

ず
。
気け

宇う

爽そ
う

邁ま
い

、
丱け

ん

歳さ
い

よ
り
文ぶ

ん

宴え
ん

に
陪つ

ら
な

り
、
亟し

ば

々し
ば

離り

塵じ
ん

を
志

こ
こ
ろ
ざす

。
聿つ

い

に
文ぶ

ん

永え
い

九く

年ね
ん

、
台だ

い

山さ
ん

に
躋の

ぼ

り
、
東と

う

塔と
う

仙せ
ん

暁ぎ
ょ
う

法ほ
う

印い
ん

に
帰き

し
て
塵じ

ん

網も
う

を
割た

つ
。
十

じ
ゅ
う

九く

歳の
と
しに

登と
う

壇だ
ん

受じ
ゅ

具ぐ

す
。
嘗か

つ

て
台だ

い

教き
ょ
うの

奥お
う

を
殫つ

く

し
、
両

り
ょ
う

部ぶ

の
密み

つ

旨し

を
禀う

く
。
他た

部ぶ

ま
た
歴れ

き

覧ら
ん

せ
ず
と
い
う
こ
と
無な

し
。
師し

、
雅も

と
相そ

う

頓と
ん

の
深じ

ん

味み

を
好こ

の

み
、
故ゆ

え

に
以も

っ

て
記き

主し
ゅ

の
煽せ

ん

化げ

を

欽き
ん

慕ぼ

し
て
相そ

う

の
鎌か

ま

倉く
ら

に
如ゆ

き
、
就つ

い

て
蓮れ

ん

乗じ
ょ
うを

研け
ん

究き
ゅ
うす

。
記き

主し
ゅ

、
器き

許き
ょ

し
て
、
所し

ょ

蘊う
ん

を
尽つ

く

し
て
こ
れ
を

提て
い

誨か
い

し
、
遂つ

い

に
宗

し
ゅ
う

戒か
い

の
二に

大だ
い

法ほ
う

を
授さ

ず

く
。
茲こ

こ

に
て
、
吉よ

し

水み
ず

四し

代だ
い

の
瀉し

ゃ

瓶び
ょ
う、

正
し
ょ
う

統と
う

の
嘉か

運う
ん

に
乗じ

ょ
う

じ
て
、

波は

瀾ら
ん

を
蓮れ

ん

海か
い

に
恢か

い

起き

し
、
天て

ん

下げ

に
垂す

い

裕ゆ
う

す
。
中な

か

ご
ろ
を
締む

す

び
て
旗は

た

に
棲せ

い

止し

す
。
こ
れ
に
て
後こ

う

進し
ん

の

徒と

、
今こ

ん

師し

の
門も

ん

世せ

を
称し

ょ
うし

て
白し

ら

旗は
た

流り
ゅ
うと

曰い

う
。

正し
ょ
う

和わ

元が
ん

年ね
ん

二に

月が
つ

、『
伝で

ん

通づ
う

記き

見け
ん

聞も
ん

』
十

じ
ゅ
う

五ご

巻か
ん

を
製せ

い

す
。
下し

も

の
総そ

う

州し
ゅ
う

剌し

史し

、
船ふ

な

木き

中な
か

務
つ
か
さ
の

禅ぜ
ん

門も
ん

、

師し

を
礼ら

い

し
て
化け

を
嚮む

か

う
る
こ
と
稔と

し

、
尚ひ

さ

し
。
二に

年ね
ん

秋あ
き

、
禅ぜ

ん

門も
ん

、
師し

を
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

に
延め

す
。
師し

、
応お

う

じ

て
真し

ん

化け

を
揚あ

ぐ
。
緇し

素そ

翕き
ゅ
う

然ぜ
ん

と
し
て
萃あ

つ
ま

る
。
時と

き

に
『
口く

伝で
ん

鈔し
ょ
う』

一い
ち

部ぶ

を
書し

ょ

す
。
居お

る
こ
と
三さ

ん

周
し
ゅ
う

に
し
て
白し

ら

旗は
た

に
還か

え

り
、
後こ

う

学が
く

の
為た

め

に
『
決け

つ

疑ぎ

鈔し
ょ
う

見け
ん

聞も
ん

』『
論ろ

ん

注ち
ゅ
う

記き

鈔し
ょ
う』

等と
う

を
筆ひ

っ

す
。
元げ

ん

享こ
う

二に

年ね
ん

十
じ
ゅ
う
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月が
つ

、『
述

じ
ゅ
つ

聞も
ん

鈔し
ょ
う』

を
録ろ

く

す
。
嘉か

り
ゃ
く暦

三さ
ん

年ね
ん

二に

月が
つ

、
微び

恙よ
う

を
示し

め

す
。
三さ

ん

月が
つ

朔つ
い

日た
ち

に
至い

た

り
、
一い

ち

偈げ

を
書し

ょ

し
て

曰い
わ

く
、「
顕け

ん

露ろ

に
事じ

を
窮き

ゅ
うす

。
七し

ち
じ
ゅ
う
し

十
四
夢む

、
清せ

い

天て
ん

に
し
て
雲く

も

無な

く
、
法ほ

っ

界か
い

洞ど
う

朗ろ
う

た
り
」。
衆し

ゅ
うを

辞じ

し
て

蛻せ
い

然ね
ん

と
し
て
坐ざ

化け

す
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

、
偈げ

の
如ご

と

し
。
臘ろ

う

五ご

十じ
ゅ
う

有ゆ
う

七し
ち

な
り
。
闍じ

ゃ

維い

収し
ゅ
う

骨こ
つ

す
る
に
、
灰か

い

間け
ん

に
舎し

ゃ

利り

数す
う

百ひ
ゃ
く

顆つ
ぶ

を
現げ

ん

じ
、
烱け

い

爾に

と
し
て
目め

耀か
が
やく

。
門も

ん

輩ぱ
い

倍
ま
す
ま
す

驚き
ょ
う

嘆た
ん

し
、
鎌か

ま

倉く
ら

照し
ょ
う

山ざ
ん

に
塔と

う

す
。

述じ
ゅ
つし

て
曰い

わ

く
、
蠧と

簡か
ん

の
間あ

い
だ

に
師し

の
家か

系け
い

一い
っ

紙し

を
得う

れ
り
。
曰い

わ

く
、「
大だ

政じ
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

従じ
ゅ
う

一い
ち

位い

師も
ろ

実ざ
ね

、

二に

条じ
ょ
う

大だ
い

納な

言ご
ん

経つ
ね

頼よ
り

、
正

し
ょ
う

三さ
ん

位み

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

経つ
ね

定さ
だ

、
正

し
ょ
う

三さ
ん

位み

頼よ
り

定さ
だ

〈
ま
た
堀ほ

り

川か
わ

の
宰さ

い

相し
ょ
うと

号ご
う

す
〉、
従じ

ゅ

三さ
ん

位み

皇こ
う

太た
い

后ご
う

宮ぐ
う

大だ
い

夫ぶ

資す
け

頼よ
り

、
禅ぜ

ん

師じ

圓え
ん

尊そ
ん

〈
ま
た
法ほ

う

阿あ

と
名な

づ

く
〉、
尊そ

ん

に
三さ

ん

子し

有あ

り
、
始は

じ
め

は
記き

主し
ゅ

、
中な

か

は

寂じ
ゃ
く

慧え

、
次つ

ぎ

は
叡え

い

慧え

〈
一ひ

と
つに

定
じ
ょ
う

観か
ん

と
名な

づ

く
〉。
叡え

い

、
ま
た
法ほ

う

を
暁

ぎ
ょ
う

公こ
う

に
受う

く
」
と
。

※
１
　
底
本
に
は
「
嘉
祐
」
と
あ
る
が
、
別
筆
に
て
「
嘉
暦
」
と
あ
る
た
め
訂
正
し
た
。

※
２
　
別
筆
に
て
「
八
」
と
注
あ
り
。

※
１

※
２

　【
五
祖
蓮
勝
上
人
伝
】

七し
ち

祖そ

大お
お

田た

法ほ
う

然ね
ん

寺じ

蓮れ
ん

勝し
ょ
う

上し
ょ
う

人に

ん

　
上

し
ょ
う

人に
ん

蓮れ
ん

勝し
ょ
う、

字あ
ざ
なは

永よ
う

慶き
ょ
う。

常
じ
ょ
う

州し
ゅ
うの

人ひ
と

な
り
。
暁

ぎ
ょ
う

公こ
う

に
敬

き
ょ
う

事じ

し
て
薙て

い

染ぜ
ん

す
。
解げ

、
権ご

ん

実じ
つ

の
壺こ

奥お
う

に
臻い

た

り
、
道ど

う

業ご
う

純じ
ゅ
ん

淑し
ゅ
くに

し
て
、
時と

き

の
英え

い

産さ
ん

な
り
。
暁

ぎ
ょ
う

公こ
う

、
附ふ

呈て
い

す
る
に
自じ

証し
ょ
う

及お
よ

び
宗

し
ゅ
う

脈み
ゃ
くの

両
り
ょ
う

部ぶ

を
以も

っ

て

す
。
師し

、
已す

で

に
宗し

ゅ
うの

鴻こ
う

緒し
ょ

を
紹つ

ぎ
、
空く

う

大だ
い

師し

五ご

代だ
い

の
的て

き

授じ
ゅ

と
為な

る
。

元げ
ん

応お
う

二に

年ね
ん

四し

月が
つ

、
重か

さ
ねて

璽じ

書し
ょ

を
伝つ

た

う
。
事じ

頓と
ん

の
法ほ

う

味み

、
日ひ

に
漸う

る
おい

、
月つ

き

に
漬ひ

た

す
。
こ
れ
に
繇よ

り
て
、

鬱う
つ

と
し
て
蓮れ

ん

香こ
う

を
東と

う

州し
ゅ
うに

薫く
ん

発ぽ
つ

す
。
朝

ち
ょ
う

野や

の
士し

庶し
ょ

翼よ
く

如じ
ょ

と
し
て〈
至い

た

る
者も

の

〉数か
ぞ

う
べ
か
ら
ず
。〈
因よ

っ

て
〉

天て
ん

下げ

の
蓮れ

ん

教き
ょ
う、

師し

の
轄か

つ

す
る
所と

こ
ろな

り
。
後の

ち

に
大お

お

田た

を
遊ゆ

化げ

し
、
梵ぼ

ん

宇う

を
創そ

う

し
て
碩お

お

い
に
専せ

ん

修じ
ゅ

の
門も

ん

を

開ひ
ら

く
。
今い

ま

法ほ
う

然ね
ん

寺じ

と
曰い

う
こ
れ
な
り
。

文ぶ
ん

和わ

四よ

年ね
ん

、
冏げ

い

師し

、
就つ

い
て
学ま

な

ぶ
。
師し

、
為た

め

に
浄

じ
ょ
う

土ど

の
秘ひ

要よ
う

を
懇こ

ん

示じ

す
。
故ゆ

え

に
『
糅

に
ゅ
う

鈔し
ょ
う』

の
浩こ

う

澣か
ん

、
往お

う

往お
う

に
今こ

ん

師し

の
解げ

を
以も

っ

て
準

じ
ゅ
ん

縄じ
ょ
うと

為な

す
。

延え
ん

文ぶ
ん

三さ
ん

年ね
ん

、
冏げ

い

公こ
う

を
勧か

ん

誘ゆ
う

し
て
曰い

わ

く
、「
一い

ち

乗じ
ょ
う

金こ
ん

戒か
い

及お
よ

び
布ふ

薩さ
つ

は
、
慧え

公こ
う

の
主し

ゅ

盟め
い

す
る
所と

こ
ろ

な
り
。

そ
れ
行

　
を
促う

な
がせ

」
と
。
因よ

っ

て
冏げ

い

公こ
う

、
定

じ
ょ
う

慧え

の
会え

下げ

に
肄な

ら

う
。
蓋け

だ

し
「
自じ

明め
い

に
し
て
人ひ

と

知し

る
」
の
謂い

い

か
、
実じ

つ

に
二に

十じ
ゅ
う

二に

日に
ち

、
門も

ん

資し

を
呼よ

び
て
曰い

わ

く
、「
聖

し
ょ
う

衆じ
ゅ

来ら
い

迎こ
う

す
」
と
、
言い

い
畢お

わ

り
て
寂じ

ゃ
くす

。

   

述じ
ゅ
つし

て
曰い

わ

く
、
恵け

い

公こ
う

の
顓も

っ
ぱら

実じ
っ

相そ
う

の
戒か

い

珠し
ゅ

を
磨み

が

き
、
意い

を
興こ

う

法ほ
う

に
励は

げ

む
。
勝

し
ょ
う

公こ
う

の
単ひ

と
えに

即そ
く

相そ
う

の
願が

ん

ぎ
ょ
う
し
ょ
う
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　【
五
祖
蓮
勝
上
人
伝
】

七し
ち

祖そ

大お
お

田た

法ほ
う

然ね
ん

寺じ

蓮れ
ん

勝し
ょ
う

上し
ょ
う

人に

ん

　
上

し
ょ
う

人に
ん

蓮れ
ん

勝し
ょ
う、

字あ
ざ
なは

永よ
う

慶き
ょ
う。

常
じ
ょ
う

州し
ゅ
うの

人ひ
と

な
り
。
暁

ぎ
ょ
う

公こ
う

に
敬

き
ょ
う

事じ

し
て
薙て

い

染ぜ
ん

す
。
解げ

、
権ご

ん

実じ
つ

の
壺こ

奥お
う

に
臻い

た

り
、
道ど

う

業ご
う

純じ
ゅ
ん

淑し
ゅ
くに

し
て
、
時と

き

の
英え

い

産さ
ん

な
り
。
暁

ぎ
ょ
う

公こ
う

、
附ふ

呈て
い

す
る
に
自じ

証し
ょ
う

及お
よ

び
宗

し
ゅ
う

脈み
ゃ
くの

両
り
ょ
う

部ぶ

を
以も

っ

て

す
。
師し

、
已す

で

に
宗し

ゅ
うの

鴻こ
う

緒し
ょ

を
紹つ

ぎ
、
空く

う

大だ
い

師し

五ご

代だ
い

の
的て

き

授じ
ゅ

と
為な

る
。

元げ
ん

応お
う

二に

年ね
ん

四し

月が
つ

、
重か

さ
ねて

璽じ

書し
ょ

を
伝つ

た

う
。
事じ

頓と
ん

の
法ほ

う

味み

、
日ひ

に
漸う

る
おい

、
月つ

き

に
漬ひ

た

す
。
こ
れ
に
繇よ

り
て
、

鬱う
つ

と
し
て
蓮れ

ん

香こ
う

を
東と

う

州し
ゅ
うに

薫く
ん

発ぽ
つ

す
。
朝

ち
ょ
う

野や

の
士し

庶し
ょ

翼よ
く

如じ
ょ

と
し
て〈
至い

た

る
者も

の

〉数か
ぞ

う
べ
か
ら
ず
。〈
因よ

っ

て
〉

天て
ん

下げ

の
蓮れ

ん

教き
ょ
う、

師し

の
轄か

つ

す
る
所と

こ
ろな

り
。
後の

ち

に
大お

お

田た

を
遊ゆ

化げ

し
、
梵ぼ

ん

宇う

を
創そ

う

し
て
碩お

お

い
に
専せ

ん

修じ
ゅ

の
門も

ん

を

開ひ
ら

く
。
今い

ま

法ほ
う

然ね
ん

寺じ

と
曰い

う
こ
れ
な
り
。

文ぶ
ん

和わ

四よ

年ね
ん

、
冏げ

い

師し

、
就つ

い
て
学ま

な

ぶ
。
師し

、
為た

め

に
浄

じ
ょ
う

土ど

の
秘ひ

要よ
う

を
懇こ

ん

示じ

す
。
故ゆ

え

に
『
糅

に
ゅ
う

鈔し
ょ
う』

の
浩こ

う

澣か
ん

、
往お

う

往お
う

に
今こ

ん

師し

の
解げ

を
以も

っ

て
準

じ
ゅ
ん

縄じ
ょ
うと

為な

す
。

延え
ん

文ぶ
ん

三さ
ん

年ね
ん

、
冏げ

い

公こ
う

を
勧か

ん

誘ゆ
う

し
て
曰い

わ

く
、「
一い

ち

乗じ
ょ
う

金こ
ん

戒か
い

及お
よ

び
布ふ

薩さ
つ

は
、
慧え

公こ
う

の
主し

ゅ

盟め
い

す
る
所と

こ
ろ

な
り
。

そ
れ
行
　
を
促う

な
がせ

」
と
。
因よ

っ

て
冏げ

い

公こ
う

、
定

じ
ょ
う

慧え

の
会え

下げ

に
肄な

ら

う
。
蓋け

だ

し
「
自じ

明め
い

に
し
て
人ひ

と

知し

る
」
の
謂い

い

か
、
実じ

つ

に
二に

十じ
ゅ
う

二に

日に
ち

、
門も

ん

資し

を
呼よ

び
て
曰い

わ

く
、「
聖

し
ょ
う

衆じ
ゅ

来ら
い

迎こ
う

す
」
と
、
言い

い
畢お

わ

り
て
寂じ

ゃ
くす

。

   

述じ
ゅ
つし

て
曰い

わ

く
、
恵け

い

公こ
う

の
顓も

っ
ぱら

実じ
っ

相そ
う

の
戒か

い

珠し
ゅ

を
磨み

が

き
、
意い

を
興こ

う

法ほ
う

に
励は

げ

む
。
勝

し
ょ
う

公こ
う

の
単ひ

と
えに

即そ
く

相そ
う

の
願が

ん

ぎ
ょ
う
し
ょ
う
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を
艤よ

そ
おい

、
懐え

を
廃は

い

立り
ゅ
うに

存ぞ
ん

す
。
宗

し
ゅ
う

戒か
い

凹お
う

字じ

と
為な

る
こ
と
牛ご

角か
く

に
似に

た
り
。
二に

公こ
う

、
宗し

ゅ
うの

羣ぐ
ん

伝で
ん

を
統す

べ

て
偏へ

ん

好こ
う

を
顕あ

ら
わす

。
そ
の
旨む

ね

皆み

な
深ふ

か

き
か
な
。
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　【
六
祖
了
實
上
人
伝
】

　
　
　
八は

っ

祖そ

瓜う
り

連づ
ら

常じ
ょ
う

福ふ
く

寺じ

了り
ょ
う

実じ
つ

上し
ょ
う

人に
ん

　
上

し
ょ
う

人に
ん

了り
ょ
う

実じ
つ

。
諱い

み
なは
成

じ
ょ
う

阿あ

、一い
ち

名め
い

は
盛

じ
ょ
う

蓮れ
ん

社じ
ゃ

。
夙

し
ゅ
く

智ち

の
感か

ん

ず
る
所と

こ
ろ、勝し
ょ
う
こ
う公

の
室し

つ

に
投と

う

じ
て
塵じ

ん

を
出い

ず
。

性し
ょ
う

尤は
な
はだ
聡そ

う

頴え
い

に
し
て
、才さ

い

、百
ひ
ゃ
く

家け

を
綜す

ぶ
。
勝

し
ょ
う

公こ
う

、偉い

器き

を
懌よ

ろ
こび
て
淵え

ん

源げ
ん

を
竭つ

く

す
。
竟つ

い

に
宗

し
ゅ
う

脈み
ゃ
くを
伝つ

た

え
、

元げ
ん

徳と
く

二に

年ね
ん

六ろ
く

月が
つ

璽じ

書し
ょ

を
附ふ

す
。
こ
こ
に
至い

た

り
て
吉よ

し

水み
ず

六ろ
く

代だ
い

の
的

ち
ゃ
く

嗣し

と
為な

り
、道ど

う

福ふ
く

滋ま
す

々ま
す

賑し
ん

衍え
ん

に
し
て
、

称し
ょ
う

名み
ょ
う

日ひ

び々

数す
う

万ま
ん

を
課か

す
。
六ろ

く

時じ

礼ら
い

讃さ
ん

の
清せ

い

範は
ん

、
漏ろ

次じ

を
舛た

が

え
ず
。
蓮れ

ん

規き

厳げ
ん

粛し
ゅ
くに
し
て
亶お

お
い
に
備そ

な
わ
る
。

会え

中ち
ゅ
うに
浮ふ

誇こ

着ち
ゃ
く

解げ

の
者も

の

を
看み

る
あ
り
。
恒つ

ね

に
攅さ

ん

眉び

し
て
こ
れ
を
歎な

げ

く
。
か
つ
慧え

公こ
う

に
就つ

い
て
円え

ん

布ぷ

を
禀う

く
。
二に

戒か
い

は
光こ

う

大だ
い

師し

六ろ
く

世せ

の
正

し
ょ
う

伝で
ん

な
り
。
嘗か

つ

て
常

じ
ょ
う

陽よ
う

を
雲う

ん

遊ゆ
う

し
、
錫し

ゃ
くを
草そ

う

地ち

山ざ
ん

に
留と

ど

め
て
蓮れ

ん

宇う

を
慶け

い

す
。
常

じ
ょ
う

福ふ
く

寺じ

と
号ご

う

す
。
一い

っ

宵し
ょ
う

夢ゆ
め

み
ら
く
、
大だ

い

白び
ゃ
く

蓮れ
ん

数す
う

茎け
い

、
草そ

う

地ち

の
山さ

ん

境き
ょ
うに
生し

ょ
うじ
て
香こ

う

光こ
う

を
発ほ

っ

す
。
こ
れ
に
繇よ

っ
て
ま
た
蓮れ

ん

華げ

院い
ん

と
名な

づ
く
。

刺し

史し

源
み
な
も
と
の

義よ
し

篤あ
つ

朝あ

臣そ
ん

、師し

と
孔は

な
はだ
好よ

し
。平へ

い

生ぜ
い

駕が

を
廻め

ぐ
らし
、縦

じ
ゅ
う

横お
う

の
法ほ

っ

水す
い

を
汲く

み
、齋さ

い

邑ゆ
う

を
寄き

附ふ

す
。

貞じ
ょ
う

和わ

四よ

年ね
ん

、
虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

大だ
い

士し

の
告こ

く

示じ

に
依よ

り
聖

し
ょ
う

冏げ
い

師し

を
度ど

す
。
至し

徳と
く

三さ
ん

年ね
ん

十じ
ゅ
う

一い
ち

月が
つ

三み
っ

日か

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

し
て

寂じ
ゃ
くし
、
草そ

う

岳が
く

に
塔と

う

す
。
享

き
ょ
う

歳さ
い

八は
ち

十じ
ゅ
う

有ゆ
う

余よ

。

述じ
ゅ
つし
て
曰い

わ
く
、
嘉か

慶け
い

二に

年ね
ん

二に

月が
つ

、
瓜う

り

連づ
ら

縣あ
が
た、
兵へ

い

火か

の
為た

め

に
灰か

い

燼じ
ん

と
成な

る
。
こ
の
時と

き

煙え
ん

波ぱ

、
蓮れ

ん

院い
ん

に
罹か

か

り
紫し

衣え

勅ち
ょ
く

書し
ょ

等と
う

を
焼

し
ょ
う

失し
つ

す
。そ
の
事こ

と

残ざ
ん

篇ぺ
ん

に
見み

え
た
り
。惜お

し
い
か
な
。実じ

つ

公こ
う

八は
っ

朝ち
ょ
うを

経へ

た
り
、
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皇こ
う

恩お
ん

い
ず
れ
の
御ぎ

ょ

宇う

と
い
う
こ
と
を
知し

ら
ず
。

　【
七
祖
聖
冏
上
人
伝
】

　
　
　
七し

ち

祖そ

量り
ょ
う

岳が
く

傳で
ん

通づ
う

院い
ん

聖し
ょ
う

冏げ
い

禅ぜ
ん

師じ

　
上

し
ょ
う

人に
ん

了り
ょ
う

誉よ

、
諱い

み
なは

聖
し
ょ
う

冏げ
い

、
号ご

う

は
酉ゆ

う

蓮れ
ん

社じ
ゃ

、
姓せ

い

は
源げ

ん

氏じ

、
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

久く

慈じ

郡ぐ
ん

の
人ひ

と

な
り
。
父ち

ち

は
佐さ

竹た
け

の

華か

族ぞ
く

、
岩い

わ

瀬せ

の
城

じ
ょ
う

主し
ゅ

、
白し

ら

吉よ
し

志し

摩ま

守の
か
み

義よ
し

光み
つ

な
り
。
母は

は

は
橘

た
ち
ば
な

氏う
じ

な
り
。
父ぶ

母も

壮そ
う

歳さ
い

ま
で
に
世せ

い

子し

無な

し
。

故ゆ
え

に
上か

み

岩い
わ

瀬せ

の
神か

み

に
祷い

の

る
。
宿や

ど

に
投と

う

ず
る
こ
と
一い

ち

七し
ち

夜や

、
四し

の
暁

ぎ
ょ
う

天て
ん

に
祥

し
ょ
う

夢む

を
感か

ん

ず
。
父ぶ

母も

欣き
ん

然ぜ
ん

と

し
て
城し

ろ

に
回か

え

る
。
居お

る
こ
と
十と

月つ
き

に
し
て
、
暦

り
ゃ
く

応お
う

四よ

年ね
ん

正し
ょ
う

月が
つ

二に

十じ
ゅ
う

五ご

日に
ち

生し
ょ
うず

。
額ひ

た
いに

彎わ
ん

月げ
つ

の
奇き

相そ
う

有あ

り
。

　
児こ

、
五い

つ

つ歳
に
　
ん
で
、
父ち

ち

師い
く
さを

出い
だ

し
流

り
ゅ
う

箭せ
ん

に
中あ

た

り
て
失し

っ

す
。
母は

は

撫ぶ

育い
く

し
て
児こ

こ
こ
に
八や

つ歳
、
公こ

う

、

虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

大だ
い

士し

の
瑞ず

い

夢む

を
感か

ん

じ
て
弟で

子し

と
な
す
。
命め

い

じ
て
聖

し
ょ
う

冏げ
い

と
名な

づ
く
。
そ
の
性し

ょ
う、

昻こ
う

昻こ
う

と
し
て
聳

し
ょ
う

傑け
つ

な
り
。
十じ

ゅ

う

ご

五
歳
に
し
て
勝

し
ょ
う

公こ
う

の
座ざ

下げ

に
遊ゆ

う

学が
く

し
、
十じ

ゅ

う

は

ち

八
歳
に
し
て
慧え

公こ
う

の
会え

中ち
ゅ
うに

振し
ん

す
。
宗

し
ゅ
う

源げ
ん

及お
よ

び
『
起き

信し
ん

』『
釈

し
ゃ
く

論ろ
ん

』
等と

う

を
　
す
。
康こ

う

安あ
ん

元が
ん

年ね
ん

、二に

じ

ゅ

う

い

ち

十
一
歳
に
し
て
始は

じ

め
て
『
口く

決け
つ

鈔し
ょ
う』

二に

巻か
ん

を
述じ

ゅ
つし

、

『
浄

じ
ょ
う

土ど

述じ
ゅ
つ

聞も
ん

鈔し
ょ
う』

を
消

し
ょ
う

釈し
ゃ
くし

て
慧え

公こ
う

に
呈て

い

す
。
慧え

公こ
う

渙か
ん

然ぜ
ん

と
し
て
曰い

わ

く
、「
吾わ

れ
衰す

い

に
し
て
こ
れ
を

果は

た
せ
ず
、
こ
れ
吾わ

が
素そ

志し

な
り
。
繇し

た
がい

て
為た

め

に
こ
れ
を
印い

ん

す
」
と
。

　
二に

じ

ゅ

う

ご

十
五
歳
に
し
て
諸し

ょ

邦ほ
う

に
徧へ

ん

学が
く

し
て
、
大だ

い

蔵ぞ
う

を
渉

し
ょ
う

猟り
ょ
うし

九く

宗し
ゅ
うの

幽ゆ
う

旨し

を
究く

了り
ょ
うす

。
密み

っ

宗し
ゅ
うの

源げ
ん

底て
い

は

お
よ

つ
く
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　【
七
祖
聖
冏
上
人
伝
】

　
　
　
七し

ち

祖そ

量り
ょ
う

岳が
く

傳で
ん

通づ
う

院い
ん

聖し
ょ
う

冏げ
い

禅ぜ
ん

師じ

　
上

し
ょ
う

人に
ん

了り
ょ
う

誉よ

、
諱い

み
なは

聖
し
ょ
う

冏げ
い

、
号ご

う

は
酉ゆ

う

蓮れ
ん

社じ
ゃ

、
姓せ

い

は
源げ

ん

氏じ

、
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

久く

慈じ

郡ぐ
ん

の
人ひ

と

な
り
。
父ち

ち

は
佐さ

竹た
け

の

華か

族ぞ
く

、
岩い

わ

瀬せ

の
城

じ
ょ
う

主し
ゅ

、
白し

ら

吉よ
し

志し

摩ま

守の
か
み

義よ
し

光み
つ

な
り
。
母は

は

は
橘

た
ち
ば
な

氏う
じ

な
り
。
父ぶ

母も

壮そ
う

歳さ
い

ま
で
に
世せ

い

子し

無な

し
。

故ゆ
え

に
上か

み

岩い
わ

瀬せ

の
神か

み

に
祷い

の

る
。
宿や

ど

に
投と

う

ず
る
こ
と
一い

ち

七し
ち

夜や

、
四し

の
暁

ぎ
ょ
う

天て
ん

に
祥

し
ょ
う

夢む

を
感か

ん

ず
。
父ぶ

母も

欣き
ん

然ぜ
ん

と

し
て
城し

ろ

に
回か

え

る
。
居お

る
こ
と
十と

月つ
き

に
し
て
、
暦

り
ゃ
く

応お
う

四よ

年ね
ん

正し
ょ
う

月が
つ

二に

十じ
ゅ
う

五ご

日に
ち

生し
ょ
うず

。
額ひ

た
いに

彎わ
ん

月げ
つ

の
奇き

相そ
う

有あ

り
。

　
児こ

、
五い

つ

つ歳
に
　
ん
で
、
父ち

ち

師い
く
さを

出い
だ

し
流

り
ゅ
う

箭せ
ん

に
中あ

た

り
て
失し

っ

す
。
母は

は

撫ぶ

育い
く

し
て
児こ

こ
こ
に
八や

つ歳
、
公こ

う

、

虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

大だ
い

士し

の
瑞ず

い

夢む

を
感か

ん

じ
て
弟で

子し

と
な
す
。
命め

い

じ
て
聖

し
ょ
う

冏げ
い

と
名な

づ
く
。
そ
の
性し

ょ
う、

昻こ
う

昻こ
う

と
し
て
聳

し
ょ
う

傑け
つ

な
り
。
十じ

ゅ

う

ご

五
歳
に
し
て
勝

し
ょ
う

公こ
う

の
座ざ

下げ

に
遊ゆ

う

学が
く

し
、
十じ

ゅ

う

は

ち

八
歳
に
し
て
慧え

公こ
う

の
会え

中ち
ゅ
うに

振し
ん

す
。
宗

し
ゅ
う

源げ
ん

及お
よ

び
『
起き

信し
ん

』『
釈

し
ゃ
く

論ろ
ん

』
等と

う

を
　
す
。
康こ

う

安あ
ん

元が
ん

年ね
ん

、二に

じ

ゅ

う

い

ち

十
一
歳
に
し
て
始は

じ

め
て
『
口く

決け
つ

鈔し
ょ
う』

二に

巻か
ん

を
述じ

ゅ
つし

、

『
浄

じ
ょ
う

土ど

述じ
ゅ
つ

聞も
ん

鈔し
ょ
う』

を
消

し
ょ
う

釈し
ゃ
くし

て
慧え

公こ
う

に
呈て

い

す
。
慧え

公こ
う

渙か
ん

然ぜ
ん

と
し
て
曰い

わ

く
、「
吾わ

れ
衰す

い

に
し
て
こ
れ
を

果は

た
せ
ず
、
こ
れ
吾わ

が
素そ

志し

な
り
。
繇し

た
がい

て
為た

め

に
こ
れ
を
印い

ん

す
」
と
。

　
二に

じ

ゅ

う

ご

十
五
歳
に
し
て
諸し

ょ

邦ほ
う

に
徧へ

ん

学が
く

し
て
、
大だ

い

蔵ぞ
う

を
渉

し
ょ
う

猟り
ょ
うし

九く

宗し
ゅ
うの

幽ゆ
う

旨し

を
究く

了り
ょ
うす

。
密み

っ

宗し
ゅ
うの

源げ
ん

底て
い

は

お
よ

つ
く
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常じ
ょ
う

陽よ
う

の
法ほ

う

幢ど
う

院い
ん

祐ゆ
う

存ぞ
ん

法ほ
う

印い
ん

に
伝つ

た

え
〈
師し

の
叔お

じ

な
り
〉、
天て

ん

台だ
い

の
玄げ

ん

猷ゆ
う

は
法ほ

う

印い
ん

真し
ん

源げ
ん

に
禀ほ

ん

じ
、
単た

ん

伝で
ん

の

妙み
ょ
う

旨し

は
但た

ん

州し
ゅ
うの

月が
つ

菴あ
ん

・
天て

ん

命み
ょ
うの

二に

大た
い

老ろ
う

に
決け

っ

す
。
権ご

ん

小し
ょ
うの

性
し
ょ
う

相ぞ
う

は
野や

州し
ゅ
う

宇う

つ

の

み

や

都
宮
塙は

な
わ

田だ

を
琢た

く

磨ま

し
、

神し
ん

道と
う

の
深じ

ん

秘ぴ

は
権ご

ん

禰ね

宜ぎ

治じ

部ぶ

大た
い

輔ふ

に
受う

け
て
『
麗れ

い

気き

記き

鈔し
ょ
う』

を
著あ

ら
わ

す
。
和わ

歌か

の
秘ひ

奥お
う

は
頓と

ん

阿な

に
し

『
古こ

今き
ん

の
序じ

ょ

注ち
ゅ
う』

を
製せ

い

す
。
後ご

圓え
ん

融ゆ
う

帝て
い

、
勅

ち
ょ
く

徴ち
ょ
うし

て
宮き

ゅ
う

に
入い

ら
し
め
て
蓮れ

ん

社じ
ゃ

の
宗

し
ゅ
う

風ふ
う

を
説と

か
し
む
。

或あ
る
いは

和わ

歌か

を
製せ

い

し
て
勅

ち
ょ
く

問も
ん

に
応お

う

ず
。
始は

じ

め
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
て
鎌か

ま

倉く
ら

建け
ん

長ち
ょ
う

寺じ

に
遊あ

そ

ぶ
。
禅ぜ

ん

林り
ん

歌か

一い
っ

篇ぺ
ん

を
詠え

い

し

て
禅ぜ

ん

扉ぴ

に
す
。
衆し

ゅ
うに

与あ
た

え
て
笑わ

ら

い
て
謝し

ゃ

す
。
今い

ま

に
こ
れ
を
珍ち

ん

と
す
。
ま
た
鹿か

島し
ま

安あ
ん

居ご

寺じ

に
游あ

そ

び
『
顕け

ん

正し
ょ
う

記き

』
を
録ろ

く

す
。
大お

お

祝ほ
う
り、

就つ

い
て
神し

ん

冊さ
つ

を
聞き

く
。

　
永え

い

和わ

四よ

年ね
ん

、
実じ

っ

公こ
う

璽じ

書し
ょ

を
附ふ

し
悉

こ
と
ご
とく

浄
じ
ょ
う

土ど

伝で
ん

契け
い

の
事こ

と

を
綜お

さ

め
て
主し

ゅ

と
為な

す
。
至し

徳と
く

二に

年ね
ん

、
千ち

葉ば

貞さ
だ

胤た
ね

の
請し

ょ
う

に
赴お

も
む

き
説せ

っ

法ぽ
う

す
る
こ
と
沛は

い

然ぜ
ん

た
り
。
緇し

素そ

欽き
ん

崇す
う

し
て
相そ

う

頓と
ん

の
妙

み
ょ
う

味み

を
　
く
。
そ
の
年と

し

北き
た

相そ
う

馬ま

曽そ

根ね
の

郷ご
う

に
お
い
て
、
一い

っ

家け

の
綱こ

う

目も
く

を
提さ

げ
て
『
頌じ

ゅ

義ぎ

』
本ほ

ん

末ま
つ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

一い
ち

軸じ
く

を
暢の

べ
て
聡そ

う

公こ
う

に
卑あ

た

う
。
三さ

ん

年ね
ん

常じ
ょ
う

福ふ
く

寺じ

に
住

じ
ゅ
う

持じ

し
、
嘉か

慶け
い

元が
ん

年ね
ん

七し
ち

月が
つ

『
伝で

ん

戒か
い

論ろ
ん

』
を
選え

ら

び
て
ま
た
『
十

じ
ゅ
う

八は
っ

通つ
う

』
を
輯あ

つ

む
。

明め
い

徳と
く

元が
ん

年ね
ん

夏な
つ

『
頌じ

ゅ

義ぎ

見け
ん

聞も
ん

』
を
顕あ

ら
わ

し
、
明

あ
く
る

年と
し

『
心し

ん

具ぐ

往お
う

生じ
ょ
う

義ぎ

』
を
編あ

む
。
三さ

ん

年ね
ん

、
往お

う

生じ
ょ
う

寺じ

南な
ん

瀧
り
ゅ
う

法ほ
っ

師し

の
請し

ょ
うに

因よ

り
て
、
野や

州し
ゅ
う

大だ
い

底て
い

山ざ
ん

に
到い

た

り
為た

め

に
名

み
ょ
う

目も
く

を
宣せ

ん

布ぷ

す
。
こ
れ
則す

な
わち

、
先さ

き

に
建け

ん

暦り
ゃ
く

元が
ん

年ね
ん

八は
ち

月が
つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
ん、
光こ

う

大だ
い

師し

摂せ
っ

州し
ゅ
う

勝か
ち

尾お

寺で
ら

に
於お

い
て
蓮れ

ん

家け

の
教

き
ょ
う

相そ
う

を
説と

き
法ほ

う

印い
ん

聖せ
い

覚か
く

こ
れ
を
記し

る

し
て
『
大だ

い

名み
ょ
う

目も
く

』
と
号ご

う

し
、
冏げ

い

師し

こ
れ
を
省は

ぶ

き
て
『
略

り
ゃ
く

名み
ょ
う

目も
く

図ず

』
と
曰い

う
も
の
な
り
。
応お

う

永え
い

二に

年ね
ん

十じ
ゅ
う

一い
ち

月が
つ

『
糅

に
ゅ
う

鈔し
ょ
う』

四よ
ん

十じ
ゅ
う

八は
ち

帖じ
ょ
うを

述
じ
ゅ
っ

記き

し
、三さ

ん

年ね
ん

『
直じ

き

牒て
つ

』
十

じ
ゅ
っ

冊さ
つ

を
綴と

じ
、六ろ

く

年ね
ん

九く

月が
つ

『
涇け

い

渭い

分ぶ
ん

流る

集し
ゅ
う』

を
著あ

ら
わす

。
　
　
　

※
３

う
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師し

耳じ

順じ
ゅ
んの

比こ
ろ

、
佐さ

竹た
け

義よ
し

秀ひ
で

の
乱ら

ん

を
避さ

け
、
不ふ

　
山ざ

ん

に
隠か

く

る
。
白は

っ

亀き

、
八は

っ

角か
く

の
明め

い

鏡き
ょ
うを

負お

い
て
岩い

わ

瀬せ

の
竜た

つ

池い
け

よ
り
出い

で

て
こ
れ
を
師し

に
献け

ん

ず
。
師し

こ
れ
を
執と

り
て
即す

な
わ

ち
自じ

身し
ん

の
像ぞ

う

を
彫ほ

る
。
二に

十じ
ゅ
う

二に

年ね
ん

二に

月が
つ

、
艸そ

う

嶠き
ょ
うを

誉よ

了り
ょ
う

知ち

師し

に
属ぞ

く

し
、
武ぶ

陵り
ょ
う

小こ

石い
し

川か
わ

無む

量り
ょ
う

山ざ
ん

に
幽ゆ

う

棲せ
い

す
。
学が

く

者し
ゃ

絡ら
く

繹え
き

し
て
竟つ

い

に
蓮れ

ん

肆し

と
為な

す
。
今い

ま

の
傳で

ん

通づ
う

院い
ん

こ
れ
な
り
。
二に

十じ
ゅ
う

七し
ち

年ね
ん

九く

月が
つ

二に

十じ
ゅ
う

七し
ち

日に
ち

、
椅い

に
坐ざ

し
て
門も

ん

輩ぱ
い

に
示し

め

し
て
曰い

わ

く
、「
放ほ

う

行ぎ
ょ
う

把は

住じ
ゅ
う

八は
ち

十じ
ゅ
う

年ね
ん

に
満み

ち
、
即そ

っ

今こ
ん

は
端た

ん

的て
き

に
識し

ら
ざ
る
を
知し

る
。
日ひ

は
東

ひ
が
し

山や
ま

に
耀か

が
や

き
、
月つ

き

は
西せ

い

天て
ん

」
と
。
念ね

ん

仏ぶ
つ

し
て
寂じ

ゃ
くす

。
享

き
ょ
う

齢れ
い

は
偈げ

に
出い

ず
、
臘ろ

う

は
七し

ち

十じ
ゅ
う

有ゆ
う

三さ
ん

。
伝つ

た

え
て
曰い

わ

く
、
称

し
ょ
う

光こ
う

帝て
い

、

勅ち
ょ
くし

て
禅ぜ

ん

師じ

の
号ご

う

を
諡

お
く
り
なす

。

　
述じ

ゅ
つ

し
て
曰い

わ

く
、
冏げ

い

公こ
う

眉み

間け
ん

に
朏

み
か
づ
きの

光
ひ
か
り

有あ

っ
て
闇や

み

夜よ

を
労ろ

う

せ
ず
、
時と

き

に
三み

日か

月づ
き

上し
ょ
う

人に
ん

と
称し

ょ
う

す
。
常

じ
ょ
う

総そ
う

の
野や

翁お
う

、
今い

ま

に
こ
れ
を
口く

伝で
ん

し
て
曰い

わ

く
、
昔

む
か
し

林り
ん

下か

の
纎せ

ん

月げ
つ

に
驚お

ど
ろく

者も
の

あ
り
、
近ち

か

づ
い
て
こ
れ
を
せ

ば
、
唯た

だ
公こ

う

の
独ひ

と

り
坐ざ

し
た
ま
う
を
見み

る
。
可い

わ

謂ゆ

る
一い

ち

妙み
ょ
う

相そ
う

な
り
。
古こ

来ら
い

小し
ょ
う

論ろ
ん

義ぎ

の
学が

く

徒と

、
毎ま

い

月つ
き

二に

十じ
ゅ
う

七し
ち

夜や

の
月つ

き

を
礼ら

い

侍じ

し
、
学が

く

解げ

を
冏げ

い

師し

に
励れ

い

祈き

す
。
諸

も
ろ
も
ろの

檀だ
ん

林り
ん

以も
っ

て
常

じ
ょ
う

規き

と
為な

し
、
必か

な
ら

ず
霊れ

い

応お
う

を
感か

ん

ず
。
或あ

る
いは

道ど
う

心し
ん

の
徒と

、
こ
れ
を
待ま

ち
修お

さ

め
て
、
冏げ

い

公こ
う

を
念ね

ん

じ
霊れ

い

相そ
う

を
拝は

い

す
る
者も

の

、
間ま

ま

多お
お

し
。

『
円
光
大
師
御
遺
跡
二
十
五
箇
所
案
内
記
』（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究（
資
料
編
）、

一
九
八
八
、
同
朋
舎
、
二
九
二
頁
）
に
よ
る
。
現
在
は
「
か
つ
お
う
じ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

※
３

き
ょ
う
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考
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施
餓
鬼
修
法
は
古
く
は
不
空
に
よ
る
陀
羅
尼
、
四
如
来
を
用

い
た
も
の
に
は
じ
ま
り
、浄
土
宗
に
お
い
て
は
『
諸
廻
向
宝
鑑
』

（
１
６
９
８
）「
施
餓
鬼
法
」、『
浄
業
課
誦
附
録
』（
１
７
３
４
）「
施

餓
鬼
法
」
が
「
外
施
食
儀
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
以
降
、
次
第

が
整
備
さ
れ
始
め
、
昭
和
14
年
『
浄
土
宗
法
要
集
』
が
刊
行
さ

れ
て
音
声
と
共
に
現
行
『
法
要
集
』
に
至
る
。
内
容
は
「
破
地

獄
偈
」
か
ら
始
ま
る
一
切
餓
鬼
の
地
獄
の
苦
し
み
を
除
く
こ
と

を
願
い
、
餓
鬼
に
飲
食
を
施
し
、
五
如
来
の
徳
に
よ
っ
て
苦
界

か
ら
救
い
、
三
帰
三
竟
を
授
け
菩
提
心
を
起
こ
さ
せ
、
浄
土
に

至
り
成
仏
す
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

各
次
第
の
う
ち
で
明
治
43
年
刊
行
の
浄
土
宗
務
所
認
定
『
浄

土
宗
法
要
集
並
声
明
』大
本
山
増
上
寺
法
務
課
蔵
版
掲
載
の「
施

食
会
」
は
修
法
を
奉
請
六
位
に
始
ま
る
異
質
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
の
増
上
寺
「
御
忌
施
餓
鬼
会
百
萬
霊
回
向
」
７
月

18
日
「
施
餓
鬼
」
で
は
こ
の
次
第
に
基
づ
き
修
し
て
い
る
。
音

声
に
関
し
て
は
奉
請
六
位
の
他
に
縁
山
独
特
の
ユ
リ
を
伏
し
た

五
如
来
な
ど
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
偈
文
で
は
博
士
は

示
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
音
声
に
関
し
て
は
現
行
『
法
要
集
』
音
声
部
に
従
う
が
、

こ
れ
は
前
述
の
昭
和
14
年
刊
行
の
『
浄
土
宗
法
要
集
』
よ
り
現

在
に
至
る
も
の
で
あ
る
が
、
過
去
に
お
い
て
本
宗
の
音
声
指
南

書
と
し
て
大
正
13
年
刊
行
の
『
礼
讃
声
明
音
譜
』
が
あ
る
。
本

書
は
各
種
偈
文
、
礼
讃
、
東
西
声
明
、
法
要
次
第
な
ど
の
音
声

を
西
洋
の
五
線
音
譜
に
て
作
譜
を
掲
載
し
た
画
期
的
な
音
声
指

令
和
四
年
度　

法
式
研
究　

参
考
資
料

施
餓
鬼
参
考
資
料



259　施餓鬼参考資料

参考資料

南
書
で
あ
る
。
そ
の
凡
例
に
よ
る
と
「
本
書
ハ
開
宗
七
百
五
十

年
報
恩
ノ
一
端
ト
シ
テ
本
宗
式
典
音
声
ノ
統
一
ヲ
計
ル
目
的
ヲ

以
テ
編
纂
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
宗
定
法
要
集
ト
相
待
テ
之
カ
双

璧
ヲ
完
ウ
セ
ン
ガ
為
ナ
リ
」
ま
た
「
礼
讃
其
他
ノ
節
付
ハ
凡
テ

法
式
制
定
委
員
会
ニ
於
テ
協
定
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ヲ
基
準
ト
シ
テ

作
譜
シ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
し
、
ま
た
『
浄
土
教
報
』
第
１

５
８
８
号
（
大
正
13
年
10
月
３
日
発
行
）
に
よ
る
と
宗
門
出
版

界
の
記
事
に
「
音
譜
は
本
宗
関
西
関
東
委
員
会
で
制
定
さ
れ
た

も
の
を
基
準
と
し
た
も
の
」と
あ
り
、同
号
の『
礼
讃
声
明
音
譜
』

広
告
に
は
「
本
書
は
宗
定
法
要
集
の
姉
妹
本
に
し
て
其
音
節
は

（
関
東
、
関
西
）
委
員
会
に
於
て
制
定
せ
ら
れ
た
る
音
節
を
基

準
と
し
て
作
譜
面
し
た
る
も
の
な
り
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
東
西
の
法
式
音
声
の
統
一
を
計
り
刊
行
さ
れ
た
の
が

大
正
13
年
刊
行
の
宗
定
『
浄
土
宗
法
要
集
』
浄
土
宗
務
所
蔵
版

で
あ
り
、『
礼
讃
声
明
音
譜
』
は
そ
の
音
声
部
で
あ
る
と
い
え
、

当
時
の
次
第
と
音
声
の
実
際
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら

の
中
に
「
施
食
会
」
次
第
と
譜
面
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在

の
施
餓
鬼
と
同
じ
偈
文
の
節
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
五
線
音

譜
に
よ
る
音
声
の
復
興
を
試
み
た
。
こ
れ
と
同
じ
音
声
も
の
と

思
わ
れ
る
博
士
を
持
つ
次
第
は
、
昭
和
８
年
刊
行
『
法
要
儀
式

大
観
』
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
の
博
士
は
一
部
明

治
43
年
版
増
上
寺
『
浄
土
宗
法
要
集
並
声
明
』「
施
食
会
」
の

も
の
と
一
致
す
る
。

今
回
の
研
究
対
象
と
し
て
現
行
『
法
要
集
』
基
づ
く
「
施
餓

鬼
会
」
の
他
、
加
え
て
『
礼
讃
声
明
音
譜
』「
施
食
会
」
の
復

興
を
試
み
た
も
の
、
さ
ら
に
は
復
興
し
た
音
声
を
用
い
、
明
治

43
年
版
増
上
寺
『
浄
土
宗
法
要
集
並
声
明
』「
施
食
会
」
の
復

興
再
現
も
そ
の
対
象
と
し
た
。



260

明
治
四
三
年　

浄
土
宗
務
所
認
定　
『
浄
土
宗
法
要
集　

并　

聲
明　

譜
付
』　

大
本
山
増
上
寺
法
務
課
蔵
版
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大
正
一
三
年　

浄
土
宗
務
所
認
定　
『
禮
讃
聲
明
音
譜
』
附
諸
法
要
音
譜
集　

浄
土
宗
法
式
會
蔵
版
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大
正
一
三
年　

宗
定　
『
浄
土
宗
法
要
集
』　

浄
土
宗
務
所
蔵
版



269　施餓鬼参考資料

参考資料



270



271　施餓鬼参考資料

参考資料



272



273　施餓鬼参考資料

参考資料



274



275　施餓鬼参考資料

参考資料



276



277　施餓鬼参考資料

参考資料



278



279　施餓鬼参考資料

参考資料





＊ 36

研究ノート

◯関連

『法然上人のご法語②』文庫版、法語番号136、p.212

お名号をひたすらにお称えし、往生を疑う心がなければ、ただ一遍のお念

仏に、これから先、八十億劫という途方もなく永い間、生死を経
へ

巡
めぐ

らねばなら

ない罪の報いを滅することができ、最後臨終の時には、必ず阿弥陀さまのご来

迎をいただけるのです。

  【念仏大意・昭法全409】

◯キーワード

因果、指南、慈しみ
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◯関連

『法然上人のご法語③』文庫版、法語番号138、p.230

なすべき慈悲の行いを実践もせず、ましてお念仏に励まないようでは、仏

教の定めに反するというものです。

  【念仏往生義・昭法全692】

◯キーワード

実践、行住坐臥、慈しみ

（９）信じる道を迷わず進もう
【第152偈】

異なる教理に影響されず、戒をまもり、正しい見解をたもつ人は、さまざ

まな欲望を貪る欲求を制することで、母胎に宿ってふたたび生まれ変わること

は決してない。

◯解説

第152偈は「戒をまもり」と戒、あるいは「正しい見解」と見、更には「母

体に宿ってふたたび生まれ変わる」と輪廻転生に関することなどについて触れ

ている多義的な偈文である。したがって、偈文から理解できる事柄は一様では

ないが、俯瞰すると、概ねこの偈文では信念を突き通したなら、良い結果が得

られるという釈尊の教えが説かれていると捉えられるであろう。そして、そう

いった教えに相通じる内容が法然上人の法語には確かめられる。下記に示した

ものでは、念仏を「ひたすらに」称えれば、絶対に阿弥陀仏の「ご来迎をいた

だける」とあり、骨子が似ている。情報があふれ、価値観が多様化する社会の

中で、私たちは何を大切に、日々を歩むべきか見失ってしまう時もある。私た

ちにとって釈尊と法然上人の言葉が道しるべとなるのは間違いない。
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研究ノート

③『【現代語訳】浄土三部経』p.205

そのひとすじひとすじの光明が、ありとあらゆる世界を照らし出し、念仏

を修する人々を包み込んで、〔その者を〕捨て去ることはない。

  【『観無量寿経』聖典１・300】

◯キーワード

無量の慈悲、慈悲の光明、恨み、慈しみ

（８）慈しむ心を忘れずにより良く生きよう
【第151偈】

立っているときも、歩いているときも、坐っているときも、横に臥してい

るときも、寝ていないのであれば、そうした思いをしっかりたもちなさい。世

の人々は、これを清らかな生活という。

◯解説

仏教では人間の動作に行・住・坐・臥の四つがあると説く。上記の偈文の

冒頭部分は、それに近いものであり、「立っているとき」は住、「歩いていると

き」は行、「坐っているとき」は坐、「横に臥しているとき」は臥にそれぞれ相

当すると考えられる。釈尊はそのような基本的な行動を取り、日々を暮らして

いく中で、寝ているとき以外は「そうした思い」、第151偈より前の偈文の内

容を踏まえると、具体的には「慈しむという思い」を堅持するべきであると諭

している。また、釈尊の教えを学んだ法然上人は、下記に挙げたように、「な

すべき慈悲」の行いをしつつ、「念仏」に精進するのが適切であると実践的な

側面について述べている。偈文と法語に基づき、浄土宗では日々をどのような

気持ちで過ごし、実際に何をするのが良いと捉えられるのか、様々な人に説明

できるであろう。
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ここに説かれる「無量の慈悲の心」とは、浄土宗的に解釈するのであれば、

それは阿弥陀仏の「慈悲の光明」と捉えられる。『無量寿経』「光明歎徳章」には、

「無量寿仏の威神光明、最尊第一なり。諸仏の光明、能く及ばざる所なり。あ

るいは仏光あり。百仏世界あるいは千仏世界を照らす」とあり、また『阿弥陀

経』には阿弥陀仏の名の由来を説く箇所に「かの（阿弥陀）仏の光明無量にして、

十方の国を照らすに障礙する所なし。故に号して阿弥陀とす」とある。さらに

『観無量寿経』の第九真身観文には「（阿弥陀仏の）一一の光明、徧く十方世界

を照らして、念仏の衆生を摂取して捨てたまわず」（摂益文）とある。すなわち、

阿弥陀仏の「無量の慈悲の光明」が上にも、下にも、また四方八方の全宇宙に

向けて放たれているからこそ、この世界に生きる私たちが仏を思い、念仏する

ことによって無量の慈悲の働きを蒙ることが可能となるのである。

◯関連

①『【現代語訳】浄土三部経』p.69

無量寿仏の強大な力みなぎる光明は、み仏方の中でも最も尊く最高〔の輝き〕

であり、他の諸々の仏の光明が到底、追随できるものでない。

〔仏から放たれる光明には、たとえば〕ある仏の光明は百の仏の世界を照らし、

ある〔仏の光明は〕千の仏の世界〔を照らし〕…

  【『無量寿経』「光明歎徳章」聖典１・237】

②『【現代語訳】浄土三部経』p.249

かの仏の光明には際限がなく、いかなる障害物をもものともせずに、あら

ゆる世界を〔明るく〕照らし出す。それ故〔この仏を〕阿弥陀とお呼び申し上

げるのである」。

  【『阿弥陀経』聖典１・318】
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研究ノート

みながらも、阿弥陀仏の無量の慈悲に触れ、極楽往生を求められるのである。

それこそが私たちにとって本当の幸せに生きることである。

◯関連

『法然上人のご法語②』文庫版、法語番号151、p.173

善導大師は、私たち凡夫と阿弥陀さまとの間には三つの御縁があると説い

ていらっしゃいますが、そのうちの親縁について「衆生が阿弥陀仏を礼拝すれ

ば阿弥陀仏はその姿をご覧になってくださり、阿弥陀仏の名号を称えればその

声を聞き取ってくださり、心に阿弥陀仏を念ずれば、同じように我々のことを

念じてくださる。このように、阿弥陀仏の三業のおはたらきと我々の三業のは

たらきとが互いに応じ相い、阿弥陀仏と私たちとはあたからも親子のようであ

るから、これを親縁というのである」とおっしゃっています。

  【往生浄土用心・昭法全559】

◯キーワード

親と子、親縁、無量の慈悲、慈しみ

（７）無量の慈悲心
【第150偈】

また、上にも、下にも、また四方八方にも、躊躇なく、恨みを捨て、敵意なしに、

全宇宙に向けて無量の慈悲の心を起こしなさい。

◯解説

覚りの境地に至る者の為すべきこととして、あらゆる方角のすべての世界

の衆生のために、偏見なく平等に限りない慈悲の心を起こすことが仏の役目で

あるとする。
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ら〕重荷として〔課している〕。

  【『無量寿経』聖典１・217】

◯キーワード

不請の友、慈しみ

（６）我が子を守るように慈しむ
【第149偈】

たとえば、母親がひとりしかいない我が子を命懸けで守ろうとするのと同

じように、生あるものすべてに無量の慈悲の心を起こしなさい。

◯解説

母親というものは、我が子を自分の分身のように思い続けながら、養い育

てあげるものである。我が子の身振り手振り、そのすべてを見守り、ひと時も

目を離さず、その声を聞き逃さず、常にその思いを汲み取ろうと一心に気持ち

を注ぐ。我が子が災難に遭遇したとき、自分の身を犠牲にしてまでもその災難

から我が子を救い出そうとするものである。そして、親が子の思いを汲み取っ

て、子供がその親の思いに触れるとき、互いに幸せを感じ取ることができるの

である。

阿弥陀仏の無量の慈悲のみ心もまた同様である。この世のすべての衆生を救

うために法蔵菩薩として五劫思惟を経て、厳しい菩薩道を成就し、現に西方極

楽世界において救済活動を行っている。そしてその無量の慈悲のみ心によって、

衆生が仏を礼拝する姿を見逃さず、仏の名号を称える声を聞き逃さず、仏を念

ずる心を必ず汲み取ってくださるのである。阿弥陀仏の必ず衆生を救おうとい

う思いと、私たちの必ず救われたいという互いの思いが呼応したとき、救いの

はたらきが発動するのである。だからこそ、私たち衆生はこの世で悩み、苦し
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この光明を目にしたならば、みな〔その苦しみが〕止み、もう二度と苦しむこ

ともない。

  【『無量寿経』「光明歎徳章」聖典１・237】

◯キーワード

慈悲の心、生きとし生けるもの、衆生、慈しみ

（５）偽らず、無視せず、苦しみを望まないように生きる
【第148偈】

あなた方はお互いに騙し合ってはならないし、どこの誰であっても無視し

てはならない。憤りや怒りの心によって、お互いの苦しみを望んではならない。

◯解説

慈悲の特徴は「抜苦与楽」という言葉で表される。これは苦しみを取り除

き、楽しみを与えることが慈悲の本質であることを意味する。この偈文は苦し

みを取り除く具体例として、互いに偽らず、無視することなく、怒りに任せて

相手の不幸を望まないことが説かれている。『無量寿経』には「不請の友」や

「和顔愛語」という言葉が説かれる。これらは菩薩の生き方であり、「不請の友」

とは請われる前に手を差し伸べ友となること、「和顔愛語」は穏やかな表情と

優しい言葉で人に接することである。我々も日常のなかでこれを行うことが、

慈悲の実践となる。要するに、思いやりをもって人と付き合い、笑顔を向けた

り、相手を思いやった言葉を使うことは、大切な仏道実践なのである。

◯関連

①『【現代語訳】浄土三部経』p.33

多くの人々のために請われずとも〔進んで〕友となり、彼らを背負って〔自
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（４）あらゆる命が幸せでありますように
【第146偈】～【第147偈】

生あるものはどのような存在であっても、動物であれ植物であれすべて、体

形が長いものも、体が大きいものも、中くらいのものも、小さいものも、眼に

見えないほど微細なものも、眼に見えるような大きさのものも、目視できるも

のも、目視できないものも、遠くであるいは近くで過ごしているものも、すで

に生まれているものも、これから生まれるであろうものも、生きとし生けるも

のはみな、幸せでありますように。

◯解説

仏教には衆生という言葉がある。現代語に訳せば「生きとし生けるもの」と

なるであろう。一寸の虫にも五分の魂というが、人のみならずあらゆる生き物

の幸せを願うことが、大いなる慈しみに結びつくのである。慈悲を育てる実践

として「慈悲の瞑想」がある。自分の大切な人を大切に思う気持ちを、無関係

な人、さらに嫌いな人にまで広げていく瞑想方法である。慈悲とは育てること

のできる心情なのである。

そして阿弥陀仏の慈悲もまた、人のみを対象とするものではない。『無量寿

経』に説かれる本願には極楽に地獄・餓鬼・畜生の三悪趣がないことが説かれ、

また阿弥陀仏の光に照らされることで、三悪趣で過ごす者たちの苦しみが止む

と説かれている。仏が生きとし生けるものを慈しみ幸せを願うように、私たち

もそれを少しでもまねることが、仏の教えを実践することにつながるものであ

る。

◯関連

『【現代語訳】浄土三部経』p.70

もし〔地獄や餓鬼や畜生といった〕三つの悪しき世界で苦しんでいる者が
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◯解説

法然上人の説いた念仏往生の教えは易行道であると言われている。それは

誰にでも実践が可能な行であり、また特別な努力や苦痛を伴うものではないか

らである。ひたすら念仏を称えることだけによって救われるというこの単純明

快な教えは、しかし一方でその単純さのゆえに、誤った考えの者たちも引き付

けてしまった。ただ一度念仏を称えるだけで往生できるのだからそれ以上念仏

する必要はないと説く者や、念仏をすれば罪を犯しても大丈夫だと開き直る者

などは、まったく法然上人の考えに反している。というのも、念仏往生の教え

を実践する上で最も重要なのは信心である。そして信心を深めればおのずと念

仏を称え続けるようになるし、また道徳に反した行いも慎むようになろう。さ

らに念仏往生の教えは大乗の教えであり菩薩行であるから、自分自身の救済を

望むだけでなく、人々を教化することで救いに導くこともまた大切なことであ

る。

◯関連

『法然上人のご法語①』文庫版、法語番号108、p.128

たった一遍のお念仏で往生が叶うからといって、それ以後お念仏もせず、そ

ればかりか、いたずらに罪を重ね、それでも必ず往生が叶うなどと言っている

ことを信じてはいけません。このように信じることは、阿弥陀さまの本願をいっ

そう深く信じているかのようにみえますが、実際は邪な考えとなるのではない

でしょうか。

  【九條兼実の問に答ふる書　其の２・昭法全610】

◯キーワード

慈悲の心、利他、慈しみ
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的地位も、名声も、何一つ持って行くことはできないのである。しかし、だか

らといって人生に絶望して自暴自棄になる必要はない。ただひとつ、阿弥陀仏

による極楽往生の教えこそが、昏迷に満ちた我々の生の行く末を明るく照らし

ているからだ。そして、そのような得難い教えに出会えた幸運に感謝し、世俗

の栄華を求めず、穏やかに日々お念仏を称えて暮らすことが、正しい念仏者の

あり方であろう。

◯関連

『法然上人のご法語①』文庫版、法語番号163、p.184

お念仏を称えるときにはいつも、その御目を閉じ、掌を合わせ、御心を静

めるようになさるのがよろしいのです。「どうか阿弥陀さま、ご本願のままに

臨終のときには必ず私の前にお迎えに現れ、大いなる慈悲を差し伸べて、心静

かに、安らかにして下さいますように」と心の中でお思いになり、声に出して

お念仏を称えるべきです。これに勝ることはないでしょう。

  【正如房へつかはす御文・昭法全546】

◯キーワード

満ち足りた暮らし、謙虚さ、慈しみ

（３）非難されるような行いを慎み、人々の息災を願おう
【第145偈】

良識のある他
よ

所
そ

の人々に非難されるような軽率な行いは、どのようなこと

でもしてはならない。生きとし生けるものはみな、心安らかでありますように、

息災でありますように、幸せでありますように。
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を保ち、〔その境地から湧き出る〕智慧は何ものにも妨げられることはなかった。

〔また法蔵菩薩は他人に対して〕偽りやへつらいの心などはまったくなく、

その表情は穏やかに微笑み、語りかける言葉は優しく響き、相手の気持ちを察

して話しかけるのであった。

  【『無量寿経』聖典１・235】

②『法然上人のご法語①』文庫版、法語番号172、p.198

まず、あなたご自身が心から極楽往生を願い、お念仏に励まれ、高い位へ

の往生を遂げて、一刻も早くこの世に再び還りきたって世の人々を極楽へ導こ

うと、志して下さい。

  【大胡の太郎実秀へつかはす御返事・昭法全526】

◯キーワード

寄り添い、為すべきこと、慈しみ

（２）穏やかで満ち足りた暮らしを目指そう
【第144偈】

満ち足りており、維持しやすく、為すべきことが少なく、生活がシンプル

であり、五感は静寂を保ち、賢明であり、傲慢さがなく、家々に対して貪るこ

とがない。

◯解説

この娑婆世界での生活は、様々な誘惑に満ちている。多くの人はその誘惑

に抗えず、ある者は巨万の富を求め、またある者は社会的な名誉や栄達を求める。

しかしながら、そのような世俗のレベルでの成功は、きらびやかに見えるけれ

ども、はかないものでしかない。人が死出の旅路に向かうとき、財産も、社会



釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究　＊ 25

（１）袖山榮輝　　　　　　　　　　（２）、（３）渡邉眞儀

（４）、（５）石田一裕　　　　　　（６）、（７）北條竜士

（８）、（９）春本龍彬

（１）誰かに寄り添える者に私はなりたい

【第143偈】

誰かのためによく為す人によって為されるべきことは、以下の通りである。

その人は寂静の境地を体感しつつ、修行に耐えられて、実直であり、真摯であ

り、言葉遣いが優しく、物腰がやわらかで、謙虚でなくてはならない。

◯解説

宮沢賢治の詩『雨ニモマケズ』のなかに「アラユルコトヲジブンヲカンジョ

ウニ入レズ」という一節がある。「誰かのためによく為す」ためには自分を勘

定に入れずに寄り添うという心構えが必要であろう。とはいえ人には欲が具

わっている。欲がはたらくと人はあらゆる事を自分に都合よく運ばせようと試

みる。そのためには誰かをコントロールしようと企て、ときに欺き、ときに恫

喝し、企てが不調になれば怒り出す。菩薩となって誰かに寄り添えれば理想的

だが、誰かを欺き恫喝し怒りをあらわにして生きるよりは、誰かに寄り添える

者に私はなりたいと願う生き方が大切であろう。なぜなら私たちも極楽浄土に

往生した後には、この世に戻って人々を極楽に導く身であるからである。

◯関連

①『【現代語訳】浄土三部経』p.65

〔（法蔵菩薩は）どのようなことにも〕耐え忍ぶ能力を獲得して、様々な苦

難を意に介さず、欲すること少なくして、心〔晴れ晴れと〕満ち足りることを

知り、貪り・瞋り・愚かさがなくなって、精神を集中させて、常に静寂な境地
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１．はじめに
本研究班は、釈尊の聖語としてパーリ語仏典であるスッタニパータから浄

土宗の広報や布教に資すると考えられる経文を収集し、現代語訳と解説を付す

作業を行っている。スッタニパータの現代語訳の代表として中村元訳『ブッダ

のことば』（岩波書店、1984）があり、仏教学の知見に基づきつつ、簡明な翻

訳が行われている。また荒牧典俊、本庄良文、 榎本文雄訳『スッタニパータ [釈

尊のことば ] 全現代語訳』（講談社、2015）や村上真完、及川真介『仏のことば註』

（春秋社、2009）などの現代語訳も刊行されている。これらを参照しつつ、昨

年度まで行なってきたダンマパダに対する作業と同様に、本文を読解し、それ

に基づいたキャッチコピーを作成した。

また浄土宗の法話における活用を念頭にして解説を付し、SNSで使用する

場合のハッシュタグとしてキーワードを示している。浄土宗寺院では、著作権

などを気にせずにこれらのフレーズを掲示伝道やSNSで用いるとともに、そ

の解説文なども適宜活用していただければ幸いである。

２．フレーズと現代語訳
以下に、スッタニパータにおける「慈経」の偈文から作成したフレーズを示し、

次いで現代語訳、解説、関連する法語や三部経の経文を提示する。なお担当は

以下の通りである。

令和４年度　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究　研究ノート

釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究



英訳「諸人伝説のことば」「黒田の聖人へ遣わす御文」「登山状」抄訳　＊ 23

person’s wife and family may be in their home, but they will not accompany him 

[in death]. He may have the seven rare jewels and ten-thousand valuables in his 

storehouse, but none of that will benefi t him. The only thing that will follow him 

are tears of regret. Because he will surely end up in the judgment hall of Yama, the 

depth of his sins will then be judged, and the weight of his karma will be 

determined. That Dharma King will ask the sinner, “You were born into a world 

where the Buddha’s Dharma was widespread, so why do you return here having 

wasted your time not cultivating your practice in that path?” At that moment, how 

do we respond? Quickly seek your escape from saṃsāra, do not waste your time by 

returning to the judgment of Yama. 
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りやすく、夕暮れから草木に付いた露のしずくも、朝陽の光にやすやすと消え

ていくのです。こうした道理を知らずに、栄耀栄華が永遠に続くよう願い、こ

うした道理をわからずに、際限のない命を願うのです。

けれども、そうこう思いめぐらすうちに、ひとたび無常という風が吹き、は

かない露にも似たこの命が永久に消え去れば、この身ははてしない荒野に打ち

捨てられ、この魂も遠い山奥に送り出されることでしょう。屍もやがては、苔

むす土に埋もれ、魂はたった一人行方の知らぬ旅にさまようことでしょう。妻

や子、一族の者が同じ家に暮らしていたとしても冥土への旅路を共にしてくれ

るわけではなりません。蔵の中は七種の宝の山で満たされていたとしても、冥

土への旅路には何の役にも立ちません。この身につき従うのはただただ後悔の

涙だけなのです。いよいよ閻魔大王が待ち受ける法廷に至ったならば、犯した

罪の浅い深い大王によって見定められ、その報いの軽い重いが審判されること

でしょう。大王は罪人に「汝は、釈尊の教えが広まっている人の世に生を受け

ながら、何故に仏道を修めることなく、虚しくこの法廷に戻ってきたのか」と

問われることでしょう。その時私たちは、いったいどう答えたらよいでしょう

か。今すぐ、生まれ変わり死に変わりを繰り返すこの世界を離れ出る道を求め

て、虚しく帰ることのないようにしなければなりません。（②６）

【英訳】

The fl owers that bloom in the morning by evening have been blown to the ground 

by the wind. The dew that is our life-force may become active at night but by the 

morning light it can easily disappear. Without understanding this, one thinks that 

they themselves will always be fl ourishing; without realizing their error, one thinks 

they will always be here. And if the winds of impermanence were to blow during 

this time, this dew that is conditioned will disappear forever, thereby leading to it 

being thrown away in an open field, or it being sent to a distant mountain. The 

corpse in the end is buried under the moss, the soul wanders alone in the sky. A 
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This is like the blind tortoise who puts his head through the hole of a 

fl oating piece of wood [in the ocean]. The spread of the Buddha’s dharma to our 

land occurred on the fi rst day of the tenth month in the winter of the thirteenth year 

of the reign of Emperor Kinmei (552), a mizunoe saru year. Before this time, the 

teachings of the Tathāgata had not spread [in Japan] and we do not hear of any path 

to bodhi then. At this time, as a reward of some past karma, as result of some form 

of karmically good actions, we have been born at a time when the Buddha’s 

Dharma is widespread and we are able to hear about a path to liberation from birth-

and-death. In this way we have been able to engage something difficult to 

encounter. What could be sadder than dying in a way that wastes a person’s days 

and nights [in the midst of such an opportunity]. 

⑧虚しく過ごさず、道を求めよ

「登山状」

【和語】

それ朝に開くる栄華は夕べの風に散り易く、夕べに結ぶ命露は朝の日に消

え易し。これを知らずして常に栄えん事を欲い、これを悟らずして常にあらん

ことを欲う。しかる間無常の風一度吹けば有為の露永く消えぬれば、これを曠

野に棄てこれを遠き山に送る。屍は終に苔の下に埋もれ魂は一人旅の空に迷う。

妻子眷属は家にあれども伴わず、七珍万宝は蔵に満てれども益もなし。ただ身

に随うものは後悔の涙なり。終に閻魔の庁に至りぬれば罪の浅深を定め業の軽

重を勘えらる。法王、罪人に問いていわく「汝仏法流布の世に生まれてなんぞ

修行せずして徒に帰り来るや」。その時には我らいかが答えんとする。速やか

に出要を求めて空しく帰る事なかれ。（495.1-9）

【現代語訳】

そもそも、朝に咲いた美しい花であっても、夕暮れともなれば吹く風に散
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たかも、大海にさまよう亀が、たまたま漂っていた板きれの節穴にぴたりと頭

を突き出したようなものでしょう。

そもそも日本のみ仏の教えが広まったのは、欽明天皇の御代になって十三

年（西暦五五二年）の初冬、十月一日に仏教が伝来したのがその始まりでした。

それ以前には仏教は広まっておらず、さとりへの道など聞くこともなかったの

です。そもそも、いかなる前世のご縁によってか、いかなる善根によってか、

私たちはみ仏の教えが広まっているこの時代に生まれ、生死の迷いの世界を離

れ出ることができたのでしょうか。いずれにしても今、現に、遭い難い中にも

み仏の教えに出会うことができたのです。（②４）

【英訳】

Flowing in and out of the triple-world, not knowing which realm [we] have been 

headed for, we have not encountered the appearance of Śākyamuni in this world. 

Regardless of which of the four ways we have been born, we have not heard the 

preaching of the Buddha. We have not been in the gathering before which the 

Huayan lectures were given; we were not among those sitting before the 

Prajñāpāramitā lectures, or in the garden where the lectures on Vulture Peak were 

delivered, or in the Crane Forest on the occasion of [Śākyamuni’s] nirvāṇa [when 

the Nirvana Sutra was expounded]. I probably lived among the 300,000 families in 

Śrāvasti, but not knowing about [the Buddha’s Dharma], I ended up living at the 

bottom of the eight hot hells. Embarrassing, how embarrassing! Sad, how sad! 

But now, after going through many rebirths over kalpas, I have been born in 

the diffi cult to obtain human realm, and I have encountered the teachings of the 

Buddha that can be diffi cult to encounter for innumerable kalpas. Although I am 

sad that I was not able to meet Śākyamuni when he was in this world, the fact that 

I have obtained an encounter with a world in which the Dharma teachings are 

widespread is a source of joy. 
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ん。恥ずべし恥ずべし、悲しむべし悲しむべし。まさに今多生曠劫を経て生ま

れ難き人界に生まれて、無量劫を送りて遇い難き仏教に遇えり。釈尊の在世に

値わざる事は悲なりといえども、教法流布の世に遇う事を得たるはこれ悦なり。

譬えば目しいたる亀の浮木の穴に遇えるごとし。我が朝に仏法流布せし事も、

欽明天皇、天の下を知召して十三年、壬申の年、冬十月一日、初めて仏法渡り

たまいし、それより前には如来の教法も流布せざりしかば、菩提の覚路いまだ

聞かず。ここに我らいかなる宿縁に報え、いかなる善業によりてか仏法流布の

時に生まれて生死解脱の道を聞く事を得たる。しかるを今遇い難くして遇う事

を得たり。徒に明かし暮らして止みなんこそ悲しけれ。（493.8-494.6）

【現代語訳】

さて、三界という迷いの世界に生死を繰り返してきた間、いったい、いか

なる世界にさまよっていたがためにお釈迦さまの出現に巡り遇わなかったので

しょうか。輪廻して四生を繰り返していた間、どのような生を受けてきたがた

めにお釈迦さまの説法を拝聴することができなかったのでしょうか。『華厳経』

をお説きになった場にも加わらず、『般若経』をお説きになった席にも座らず、

霊鷲山でのご説法にもうかがわず、お釈迦さまが涅槃に入られる間際の最後の

ご説法にも参りませんでした。

私ははるか昔、お釈迦様が過ごされた舎衛城に生まれながら、そのお名前

さえ聞くことがなかったという三億人の民の家のどこかに生を受けたのでしょ

うか。それとも、八熱地獄の底に止まっていたのでしょうか。ああ、なんと恥

ずかしいことでしょう、あまりにも悲しいことではないですか。

しかしながら、まさに今、幾度となく生死を繰り返しつつ永い時を経て、生

まれ難いこの人間界に生まれてきたのです。そして、量り知れないほどの長い

歳月の果てに、遭い難い仏教にようやく出会うことができたのです。お釈迦さ

まのご在世中、直接お会いできなかったのは確かに悲しいことですが、そのみ

教えが広まっているこの世に生を受けたのは実に喜ばしいことです。それはあ
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なさい。自分の力で衣食を賄ってお念仏が称えられないならば、他の人に助け

ていただきながら称えなさい。それがままならないようであれば、自分で衣食

を賄って称えなさい。一人では称えられないならば、お念仏の同志と一緒に称

えなさい。それでは称えられないというのであれば、一人籠って称えなさい。（②

172）

【英訳】

The [best] way to go through life is to recite nenbutsu. When something becomes 

an obstruction to nenbutsu, no matter what it may be, all such things should be 

rejected and you should not engage in them anymore. That is, if one is not reciting 

it as a recluse he should recite it while having a wife. If one is not reciting it in a 

household with a wife, then it should be recited as a recluse. If one is not reciting it 

at a fi xed place of residency, then it should be recited during itinerancy. If one is 

not reciting it during one’s itinerancy, then it should be recited at home. If one is 

not reciting it while providing for one’s own food and clothing, then that person 

should recite it when receiving assistance from others. If one is not reciting it when 

receiving help from others, then they should recite it when they provide for 

themselves. If one does not recite it alone, they should recite it with their 

colleagues. If one is not reciting it with others, then recite it alone in a room. 

⑦仏の教えに出遭ったことを喜ぶ

「登山状」

【和語】

それ流浪三界の内、いずれの界に趣きてか釈尊の出世に値わざりし。輪廻

四生の間いずれの生を受けてか如来の説法を聞かざりし。華厳開講の莚にも交

わらず、般若演説の座にも連らず、鷲峯説法の庭にも臨まず、鶴林涅槃の砌に

も至らず。我れ舎衛の三億の家にや宿りけん、知らず地獄八熱の底にや棲みけ
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はないのです。（②197）

【英訳】

There are also natural principles. Flames go up into the sky and water fl ows down. 

Among fruits, some are sour and some are sweet. These things all refl ect natural 

principles. Because the Original Vow of Amida guides karmically-troubled living 

beings by means of his Sacred Name, when they focus solely on reciting nenbutsu, 

the coming of the Buddha to greet them will be provided to them as part of the 

natural order of things. 

⑥お念仏を称えやすいように過ごす

「諸人伝説のことば」（禅勝房伝説）

【和語】

現世を過ぐべき様は念仏の申されん様に過ぐべし。念仏の妨になりぬべくば、

何なりとも万を厭い捨ててこれを止むべし。いわく、聖で申されずば妻を設け

て申すべし。妻を設けて申されずば聖にて申すべし。住所にて申されずば流行

して申すべし。流行して申されずば家に居て申すべし。自力の衣食にて申され

ずば他人に助けられて申すべし。他人に助けられて申されずば自力の衣食にて

申すべし。一人して申されずば同朋とともに申すべし。共行して申されずば一

人籠居して申すべし。（487.9-488.4）

【現代語訳】

この世を生きていくには、お念仏が称えられるように過ごすべきです。お

念仏の妨げになるのであれば、たとえどんなことであっても厭い捨てて、それ

をおやめなさい。たとえば、俗世を離れた修行者となっては称えられないので

あれば、妻を娶って称えなさい。それでは称えられないというのであれば、修

行者となって称えなさい。居を構えては称えられないならば、各地を遍歴しな

がら称えなさい。それでは称えられないというのであれば、家にいながら称え
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The nenbutsu expressed in the Original Vows works by itself, there are no aids that 

are added. Those who do additive things are reborn on the outskirts of the Land of 

Bliss. When we speak of aids added [to nenbutsu], wisdom is additive, maintaining 

the precepts is additive, commitment to the path is additive, and compassion is 

additive. In this sense, a good person does nenbutsu as a good person, a bad person 

does nenbutsu as a bad person: this refers to the fact the practitioner of nenbutsu 

performs nenbutsu in the way they were born. But while this is true, when someone 

is reforming their bad behavior to become a good person and does nenbutsu, they 

will accord with the wishes of the Buddha. To not be in accord would mean one is 

not thinking they should do this or that, someone like this does not have a firm 

commitment and, as a result, they are someone whose Birth is uncertain. 

④仏さまの来迎は法爾の道理

「諸人伝説のことば」（禅勝房伝説）

【和語】

法爾道理という事あり。焔は空に上り水は下りざまに流る、菓子の中に酢

き物あり甘き物あり。これらはみな法爾道理なり。阿弥陀仏の本願は名号をも

て罪悪の衆生を導かんと誓いたまいたれば、ただ一向に念仏だにも申せば仏の

来迎は法爾道理にて具わるべきなり。（487.5-8）

【現代語訳】

法爾の道理（あるがままの自然のことわり）」ということがあります。たと

えば炎は空に向かって燃え上がり、水は低い方へ流れていきます。果物にも酸っ

ぱいものもあれば甘いものもあります。こうしたことは、皆、「法爾の道理」

なのです。阿弥陀さまの本願に、自らのお名号を示されて罪深い衆生を導き救

おうと誓われている以上、ただひたすらにお念仏さえ称えていれば、臨終に仏

さまがお迎えくださるというのもまた「法爾の道理」なのですから、疑う余地
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Placid tranquility remains

③本願のお念仏は助業を必要としない

「諸人伝説のことば」（禅勝房伝説）

【和語】

本願の念仏には一人立ちをせさせて助をささぬなり。助さす程の人は極楽

の辺地に生まる。助と申すは智慧をも助にさし、持戒をも助にさし、道心をも

助にさし、慈悲をも助にさすなり。それに善人は善人ながら念仏し、悪人は悪

人ながら念仏して、ただ生まれつきのままにて念仏する人を念仏に助ささぬと

は申すなり。さりながらも悪を改めて善人となりて念仏せん人は仏の御意に契

うべし。契わぬもの故に、とあらんかからんと思いて決定心発らぬ人は往生不

定の人なるべし。（486.14-487.4）

【現代語訳】

阿弥陀さまが本願に誓われたお念仏は、ただそれだけを独立させて、（往生

のためには）その他に何の「助け」も添える必要などありません。お念仏の他

に「助け」を加える人は、同じ極楽とはいえ辺境の地に生まれるのです。この

「助け」というのは、智慧や、戒律を守ることや、さとりを求めようとする心や、

慈悲の心などがそれに当たります。

それに対して、善人は善人のままお念仏を称え、悪人は悪人のままお念仏

を称え、ただありのままに素直にお念仏を称える人のことを「念仏の他に助け

を添えない（人）」というのです。そうはいっても、自身の悪行を悔い改め、

善人となってお念仏を称えようとする人は阿弥陀さまの御心に適っているに違

いありません。往生など叶わないだろうからと、「ああだろう、こうだろう」

と思い悩み、往生は必ず叶うとの確信の発らない人は、往生が定まらない人と

なります。(② 96)

【英訳】
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Or be it clear

Is not determined

【和語】

阿弥陀仏と十声称えて眠まん　長き眠りになりもこそすれ

【現代語訳】

あみだぶ〈南無阿弥陀仏〉と十声の念仏を称えて眠りましょう。

長い眠り〈死〉にいつつくとも限らないから。

（『現代語訳　法然上人行状絵図』浄土宗総合研究所編、発行：浄土宗、p.339）

【英訳】

Recite Amida Buddha

Ten times 

Before you doze off

That sleep may

Last forever

【和語】

月影の至らぬ里はなけれども　眺むる人の心にぞすむ

【現代語訳】

月の光はどこであろうと照らさないところはないが、

それを眺める人の心にだけ澄みわたって宿るのである。

（『現代語訳　法然上人行状絵図』浄土宗総合研究所編、発行：浄土宗、

p.338-339）

【英訳】

Although there is no village

Where the shadow of the moon

Does not reach

In the mind of the person who admires it
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四つには、自分自身、煩悩を断ち切れぬ悪しき者だとしても疑ってはいけ

ません。かの善導大師でさえ「自分は煩悩にまみれた、何と愚かな人間である

ことか」と吐露されているほどです。（①１）

【英訳】

When one considers the issue of personal ability for Birth in the Land of Bliss in 

this latter age, even if the amount of practice one does is small, there is no need to 

doubt [its effectiveness]. One nenbutsu or ten nenbutsu are suffi cient. One should 

not doubt that this applies to sinners; one with deeply bad karma is not excluded. 

One should not doubt this because of the passage of time; living beings born after 

the disappearance of the Dharma will also attain Birth, how much more so in our 

time. Those who regard themselves as bad persons, should not doubt that Birth is 

there for them. One can say that he/she regards themselves as an ordinary being 

fi lled with mental defi lements.

②御歌　三首（3）

【和語】

池の水人の心に似たりけり　濁り澄む事定めなければ

【現代語訳】

池の水は人間の心に似ているなあ。濁ったり澄んだり常に変化するから。

（『現代語訳　法然上人行状絵図』浄土宗総合研究所編、発行：浄土宗、p.340）

【英訳】

The water in a pond

Is like the human mind

Be it muddy

（3）　 『黒谷上人語灯録』巻第十五（『和語灯録』五）の末尾に付属する「御歌」九首より三
首を選出した。
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語訳の底本（『昭法全』）とは異なる。また現代語訳を踏まえ、その訳文の

整合性を図りながら英訳したものでないため、若干の文意の相違が見られ

る点についてはご了承頂きたい。

①極楽往生に対する四つの疑い

「黒田の聖人へ遣わす御文」

【和語】

末代の衆生を往生極楽の機に当てて見るに、行少しとて疑うべからず、一

念十念に足りぬべし。罪人なりとて疑うべからず、罪根深きをも嫌わず。時下

れりとて疑うべからず、法滅以後の衆生なお往生すべし、いわんや近ごろをや。

我が身悪しとて疑うべからず、自身はこれ煩悩具足せる凡夫なりといえり。

（420.12-15）

【現代語訳】

乱れきったこの末法の時代、さらにはそれ以降の時代に生きる人々が、阿

弥陀さまの極楽浄土へ往生を遂げることができるかどうか、という疑問につい

て、おおよそ次の四点が考えられます。

一つには、称えるお念仏の数が少ないとしても疑ってはいけません。阿弥

陀さまの本願に照らせば、たとえわずか十遍あるいは一遍のお念仏であったと

しても十分なのです。

二つには、罪深い人間でもあるとしても往生を疑ってはいけません。お釈

迦さまは「たとえどんなに罪深い者であろうとも、阿弥陀仏が見捨てるという

ことは決してない」とおっしゃっているのです。

三つには、お釈迦さまの時代からどれほど時を経るとしても、往生を疑っ

てはいけません。末法の時代が過ぎ、ついには教えがすべて消え去った時代の

衆生でも間違いなく往生するのです。お念仏を称えれば往生が叶うと説かれて

いるのですから。ましてや今の時代に往生しないことなど決してあり得ません。
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はじめに

本研究班は現在、『和語灯録』に収録されているご法語の英訳作業を進めて

いる。本研究ノートでは令和４年度の研究成果である新規英訳「諸人伝説のこ

とば」 「黒田の聖人へ遣わす御文」「登山状」の中から適宜、ご法語の英訳の一

部分を選出し、それに対応する和語、現代語訳を対比させ、研究成果の一部の

紹介とする。

〈凡例〉

・見出し語は本研究班にて適宜付した。

・各テキストの底本は以下の通りである。

　【和語】… 『浄土宗聖典』第4巻釈文（各ご法語末尾の数字は頁数を示す）

　【現代語訳】… 文庫版『法然上人のご法語』①消息編②法語類編③対話編

④伝語・制誡編、浄土宗総合研究所編訳、令和3～ 4年、

発行：浄土宗（各ご法語末尾の丸数字は巻数、算用数字は

法語番号を示す）

　【英訳】（1）…本研究班（2）

・ 現代語訳と英訳について…本研究班は『和語灯録』の英訳作業において『浄

土宗聖典』第4巻を底本としているため、本稿に利用させて頂いた現代

（1）　 This translation is a draft. Please do not cite without the permission of the author.
（2）　 The English Translation Project Members: Mark L. Blum, Yoshiharu Tomatsu, Ryushi 

Hojo, Tatsuaki Harumoto, Atsushi Aoki, Masayoshi Watanabe, Jinsei Sakai.

令和４年度　浄土宗基本典籍の英訳研究　研究ノート

英訳「諸人伝説のことば」
「黒田の聖人へ遣わす御文」「登山状」抄訳
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【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　法式研究
主　務 中野孝昭

研究員
青木篤史 荒木信道 大橋雄人
西城宗隆 柴田泰山 八橋秀法
若林隆仁

研究スタッフ

粟飯原岳志 青木玄秀 井川直樹
井上良昭 坂上典翁 清水秀浩
遠田憲弘 八尾敬俊 山本晴雄
吉原寛樹

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　布教研究（常用の偈文を通した法話の研究）
主　務 宮入良光

研究員
青木篤史 井野周隆 郡嶋昭示
北條竜士

研究スタッフ
岩井正道 大髙源明 工藤大樹
後藤真法 遠田憲弘 中川正業
宮田恒順 八木英哉 山田紹隆

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅰ（善導大師『観経疏』現代語訳化）
研究代表 柴田泰山
主　務 柴田泰山

研究スタッフ 小川法道 坂上雅翁 長尾光恵

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅱ（京都分室）
主　務 八橋秀法

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
田中芳道

研究スタッフ

粟飯原岳志 伊藤茂樹 岩井正道
岩谷隆法 小川法道 角野玄樹
曽田俊弘 陳敏齢 永田真隆
松尾善匠 南宏信
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【応用研究】　応用研究プロジェクト　 海外開教区用儀式文例作成
主　務 田中芳道

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
北條竜士 八橋秀法

研究スタッフ
石川広宣 岩井正道 角野玄樹
林雅清 原マリ 吹田隆徳
前田信剛 南宏信

【応用研究】　応用研究プロジェクト　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
主　務 石田一裕

研究員
佐藤堅正 袖山榮輝 春本龍彬
北條竜士

研究スタッフ 渡邉眞儀

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の英訳研究
主　務 北條竜士

研究員
青木篤史 石田一裕 齊藤舜健
佐藤堅正 柴田泰山 田中芳道
戸松義晴 春本龍彬

研究スタッフ
安孫子稔章 酒井仁成 里見奎周

ジョナサン・ワッツ 髙瀨顕功 長尾光恵
平間理俊 吹田隆徳 マーク・ブラム

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗祖師の諸伝記の研究
主　務 郡嶋昭示
研究員 青木篤史 吉田淳雄

研究スタッフ 伊藤茂樹

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究
主　務 佐藤堅正

研究員
市川定敬 大橋雄人 工藤量導
齊藤舜健 柴田泰山 春本龍彬

研究スタッフ 石川琢道 後藤真法
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【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗寺院における社会事業の地域間連携
主　務 東海林良昌

研究員
大橋雄人 工藤量導 田中芳道
中野孝昭 名和清隆 宮入良光
吉田淳雄

研究スタッフ
石井綾月 伊藤竜信 岩田照賢
小川有閑 小林惇道 下村達郎
髙瀨顕功 山下千朝

【総合研究】　総合研究プロジェクト　宗立宗門学校における仏教教育
主　務 宮坂直樹

研究員
青木篤史 石田一裕 今岡達雄
工藤量導 袖山榮輝 名和清隆
林田康順

研究スタッフ
大屋正順 神田眞雄 齋藤知明
高瀬顕功 平間理俊 渡邉龍彦

【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗の平等思想と LGBTQ
主　務 工藤量導

研究員
青木篤史 石田一裕 大橋雄人
東海林良昌 宮入良光 宮坂直樹

研究スタッフ
エリカ・バッフェリ 関光恵 中村吉基
服部祐淳 山下千朝 吉水岳彦

【応用研究】　応用研究プロジェクト　「和語灯録」現代語訳の研究
主　務 林田康順

研究員

青木篤史 石田一裕 大橋雄人
工藤量導 郡嶋昭示 佐藤堅正
東海林良昌 袖山榮輝 曽根宣雄
春本龍彬 和田典善

研究スタッフ
石川琢道 石上壽應 杉山裕俊
吉水岳彦 長尾隆寛
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令和 4 年度　研究プロジェクト別スタッフ一覧
【総合研究】　総合研究プロジェクト　四十八軽戒の現代的理解

主　務 井野周隆

研究員
市川定敬 齊藤舜健 柴田泰山
田中芳道 八橋秀法

研究スタッフ

粟飯原岳志 安達俊英 伊藤茂樹
岩井正道 上野忠昭 鵜飼秀徳
角野玄樹 善裕昭 曽田俊弘
田中裕成 中川正業 南宏信

【総合研究】　総合研究プロジェクト　次世代継承に関する研究
主　務 名和清隆

研究員
大橋雄人 工藤量導 東海林良昌
袖山榮輝 宮坂直樹 和田典善

研究スタッフ
大屋正順 石上壽應 鍵小野和敬
菅波正行 武田道生

【総合研究】　総合研究プロジェクト　 浄土宗寺院における対人援助の研究 
―浄土宗カウンセリング―

研究代表 石川到覚
主　務 曽根宣雄
研究員 郡嶋昭示 春本龍彬 宮坂直樹

研究スタッフ
大河内大博 大島慎也 小野静法
籠島浩貴 曽田俊弘 髙瀨顕功
樋口広思 平間俊宏

【総合研究】　総合研究プロジェクト　科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗の対応
主　務 吉田淳雄
研究員 工藤量導 若林隆仁

研究スタッフ
伊藤竜信 岡崎秀麿 熊谷信是
坂上雅翁 水谷浩志 平子泰弘
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総合研究所令和 4年度研究プロジェクト一覧

【総合研究】 総合研究プロジェクト

１ 四十八軽戒の現代的理解
２ 次世代継承に関する研究
３  浄土宗寺院における対人援助の研究
―浄土宗カウンセリング―

４  科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗の
対応

５  浄土宗寺院における社会事業の地域間連携の
展開

６  宗立宗門学校における仏教教育
７  浄土宗の平等思想と LGBTQ

【応用研究】 応用研究プロジェクト

８  「和語灯録」現代語訳の研究
９  海外開教区用儀式文例作成
10  釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
11  浄土宗基本典籍の英訳研究
12  浄土宗祖師の諸伝記の研究
13  浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究

【基礎研究】 基礎研究プロジェクト

14  法式研究
15  布教研究（常用の偈文を通した法話の研究）
16  教学研究Ⅰ（善導大師『観経疏』現代語訳化）
17  教学研究Ⅱ（京都分室）
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総合研究所運営委員一覧（教化研究34号）

委員（役職） 川中光敎
名越邦博
光岡素生
宮林雄彦
今岡達雄

（宗務総長）
（宗務役員）
（宗務役員）
（宗務役員）
（浄土宗総合研究所所長）

委員 松岡玄龍
田中勝道
西村實則
廣瀬卓爾
藤堂俊英
安部隆瑞
勝崎裕彦
大澤亮我

（令和5年3月31日現在）
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浄土宗総合研究所研究員一覧（教化研究34号）
（令和 5年 3月 31 日現在）
〒105-0011　東京都港区芝公園4-7-4　明照会館4階
電話　03-5472-6571（代表）　　FAX　03-3438-4033
＜分室＞
〒605-0062　京都市東山区林下町 416　浄土宗教化研修会館（源光院）内
電話　075-744-0841　　FAX　075-744-0849
ホームページアドレス　https://www.jsri.or.jp/

所長 今岡達雄

副所長 戸松義晴

主任研究員 齊藤舜健・袖山榮輝・戸松義晴

研究員

青木篤史・荒木信道・石田一裕・市川定敬・井野周隆・大橋雄人
工藤量導・郡嶋昭示・西城宗隆・佐藤堅正・柴田泰山・東海林良昌
曽根宣雄・田中芳道・中野孝昭・名和清隆・林田康順・春本龍彬
北條竜士・宮入良光・宮坂直樹・八橋秀法・吉田淳雄・若林隆仁
和田典善

事務員 青木篤史・岩井正道・工藤量導・春本龍彬

研究スタッフ

青木玄秀・粟飯原岳志・安達俊英・安孫子稔章・井川直樹・石井綾月
石上壽應・石川広宣・石川琢道・石川到覚・伊藤茂樹・伊藤竜信
井上良昭・岩井正道・岩田照賢・岩谷隆法・上野忠昭・鵜飼秀徳
エリカ バッフェッリ・大河内大博・大島慎也・大髙源明・大屋正順
岡崎秀麿・小川有閑・小川法道・小野静法・鍵小野和敬・籠島浩貴
角野玄樹・神田眞雄・工藤大樹・熊谷信是・小林惇道・後藤真法
齋藤知明・酒井仁成・坂上雅翁・坂上典翁・里見奎周・清水秀浩
下村達郎・ジョナサン ワッツ・菅波正行・杉山裕俊・関光恵・善裕昭
曽田俊弘・髙瀨顕功・武田道生・田中裕成・陳敏齢・遠田憲弘
中川正業・長尾光恵・長尾隆寛・永田真隆・中村吉基・服部祐淳
林雅清・原マリ・樋口広思・平子泰弘・平間俊宏・平間理俊・吹田隆徳
マーク ブラム・前田信剛・松尾善匠・水谷浩志・南宏信・宮田恒順
八尾敬俊・八木英哉・山下千朝・山田紹隆・山本晴雄・吉原寛樹
吉水岳彦・渡邉眞儀・渡邉龍彦
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編集後記

▽ 令和 4年度の研究成果をあらわした『教化研究』第 34 号をお届けします。
▽ 本号では研究成果報告として、「現代語訳『五重相承節要』」「常用の偈文を通
した法話の研究（二）」「移植医療をめぐる最近の動向」の計 3本を掲載してい
ます。

▽ また研究ノートとして、「善導『観経疏』現代語訳⑤」「英訳「諸人伝説のこと
ば」・「黒田の聖人へ遣わす御文」・「登山状」抄訳」「『浄土本朝高僧伝』（『浄土
鎮流祖伝』）四祖良暁・五祖蓮勝・六祖了實・七祖聖冏上人伝の書き下し」「釈
尊聖語の広報・布教用現代語訳研究」の計 4本を掲載しています。

▽ また研究活動報告として、総合研究・応用研究・基礎研究の各プロジェクトの
研究目的と進捗状況について、計 17 本掲載しています。

▽ おかげさまで本年も『教化研究』第 34 号を発行することができました。これ
もひとえに当研究所の活動に携わり、お支え下さった方々のご尽力があっての
ことです。すべての関係者の皆さまに、この場をお借りして心より御礼申し上
げます。

教化研究　第 34 号
令和 5 年 9 月 5 日　発行

発　行　人　今　岡　達　雄
編集・発行　浄土宗総合研究所

電話（03）5472-6571（代表）FAX（03）3438-4033
〒105-0011  東京都港区芝公園4-7-4　明照会館内

制作・DTP　株式会社平河工業社印刷・製本　
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